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『元典違』が語るフレグ・ウルスの重大事變
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1．は じ め に


年，『大元�政國�典違』(以下『元典違』と略す) や『至正條格』といった 14 世紀�

纂の大元ウルスの政書の校�本，部分�な譯8が，國內外において矢繼ぎ早に公刊され

た。しかし，いずれも「句讀點を附す」という作業に重點を置いたかのごとく，關連の

漢��料を多少擧げるだけで，�牘・モンゴル語直譯體漢�に特�の用語や各案件の時

代背景・政治事�に關する解說は，ほとんど見られない。そもそも“元刊本”なるもの

の多くは，國家が膨大な�金を投じ，とうじの學者たちをして�集・校正作業に當らせ，

楷書で版木に刻した印刷物であり，敦煌や黑
カラ

城
ホト

の�書斷片のように�字そのものの讀み

取りや復元に苦勞することはないのだから，勞力は別の作業に割くべきであった。じつ

はこれらに先行して，國外とくに中國の�料が「求めれば見られる」狀況となり，未公

開�獻の出版，各種電子檢索版の提供，考古・美#�料・$蹟の公開も%&に'んでい

たが，活用されずに(わった。)直にいって，方齡貴『*制條格校�』(中華書局 2001

年) に看取された+實さ (限られた�料�況において�善を盡くした)・硏究の水準には，と

うてい
していない。まして，「モンゴル時代の東西-液」を具現し，大
イェケ

モンゴル國
ウルス

の

政體を知るために重4な手がかりとなるはずのテュルク・モンゴル語，ペルシア語語彙

の5譯・6譯については何をか言わんや，という狀態である。
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いっぽう，そのまさに用いるべきペルシア語，アラビア語，テュルク語，ヨーロッパ

諸語の�獻・圖宴�料の;査・校訂・<譯・硏究については，Abraham Constantin

Mouradgea dʼOhsson, Histoire des Mongols : de puis Tchinguiz-khan jusquʼà Timour bey

ou Tamerlan. abec une carte de lʼAsie au XIIIe siecle, Tom. 1-4, 1834-1835. をはじめとして，

ヨーロッパ列强の分厚い蓄積がある。國家閒の競爭と傳瓜を背^った6地と�熱，大型

プロジェクトは，第二_世界大戰後 1980 年代にさしかかるまで，下火にはなっていな

かった (寫本の校訂は，複數のテキストの收集・比�を4するうえ，とくにアラビックは，ヌクタ

やシャクルがきちんと表記されていないことも多く，ひとつひとつの單語の確定に手閒がかかるか

ら，校訂・<譯のみでも閏分な價値・6義を�するものと`められ，じっさいa士學位の取得も可

能であった)。そして現在は，トルコやイランから，モンゴル時代のより良質な古寫本の影

印本や各種校訂本 ――テュルク・モンゴル語や漢語の固�名詞の解讀・批定に“難�

り”なものが多い―― がつぎつぎに供されている。ヨーロッパ各地の圖書館の古寫本が，

カラーの電子畫宴でd册公開されることも增えてきた。現物を手にとっての精査，各g

藏機關の悉皆;査ということに拘らなければ，個人の書齋に居ながら空h絕後の質量を

以て世界中の關連�料 (多言語の稀少な學#論�・著作も含めて) を，歲lと空閒を超越して

檢索・收集できる時代が到來したのである。かつては，貴族・外-官・大商人など特定

の家柄・富裕層であるか，國家事業を企畫・noあるいは參畫を4pされない限り，ほ

とんど不可能であったレヴェルの硏究に，いまや志さえあれば容易に入ってゆけるわけ

である (現實には，原典・原�に直接あたることなく，dて<譯・硏究書から孫引き・切り貼りす

るだけの論著も%&に蔓qりはじめているが)。むしろ，こんごは，�報の整理・取rs擇と

考察・敍営 ――用語・槪念・事象の比�分析に精緻を極めつつ，d體として何をuらか

にするのか―― の方法こそが問われることになろう。

このような惠まれた�況，集積された知見からすれば，ペルシア語で書かれたモンゴ

ル時代の一連の根本�料―― 『世界を開くものの歷�』，『集�』，『オルジェイトゥ�』，

『地域の分割と歲lの推移 (ヴァッサーフ�)』，『シャイフ・ウヴァイス�』などの校訂・

<譯1)を (モンゴル時代の�官・譯�たちが爲したごとく園底�に對應する語彙をsんで) やりな

おしてもよいはずだが，いまのところ，歐米・中東あるいは日本のモンゴル時代�・イ

スラーム學關係者で敢えて踏み出そうとする者は，いない。「屋下に屋を架す」との謗り

を免れんとするなら，ぎゃくに漢��料の知識が鍵，必須だからだ。そして，これらの

�料が，淸�乾嘉年閒の考證學の緻密さを以てy用・解析されたことは，ほとんどない2)。

ようするに，13-15 世紀のモンゴル時代，ポスト・モンゴル時代は，ひとつひとつの事

柄について，東は日本から西はイベリアz島まで，アフロ・ユーラシア各地に傳來する

多言語の多種多樣な�料から，綿密に照合・確`できる稀�な時{といえる。�料の山
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も踏査するに絕}�な高さではない。歷�宴を~築してゆく上でひじょうな魅力をもつ。

以上の具體例として，いま�低限どの�度の<譯・硏究をなしうるのか，どこまで行

閒・裏事�を汲み取ることができるのか，まずは『元典違』に收錄される至元十六年十

二l二十四日 (1280 年 1l 27 日) の�名な案件をとりあげ再讀することにしよう。そこか

ら，とうじのユーラシア東西の�報傳
の實態，政治・��の-液について考える。『集

�』や『ヴァッサーフ�』には，大元ウルスとフレグ・ウルスの外-y�團の�報も少

なからずふくまれており，『元�』の不足を補ってくれるので，いくつか紹介する。また，

そうした作業を*じて，モンゴル時代の根幹をなす東西�料の記営にそれぞれどのよう

な「癖」があるのかも，uらかにしたい3)。

2．世祖クビライの�旨譯8

まず，根本�料となる『元典違』卷五七「𠛬部十九」《禁宰殺》【禁囘囘抹殺羊做&�】

のd�を揭げる【圖 1】。いわゆるモンゴル語直譯體漢� ――モンゴル語の�法・語順

に從って口語の漢語語彙を用いて�語譯する―― は，ルビを振りさえすれば，そのまま
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圖 1 クビライが列擧するムスリムの不祥事

『大元�政國�典違』(臺灣故宮a物院藏元刊本) より



ほとんど日本語として讀めてしまい，またそれが原6を損なわぬ�良の<譯となる。

○【 囘
サルタ

囘
ウル
4)の羊を抹殺 (=喉を搔き切る)5) し，&

スン

�
ナト

sunnat (=割禮)6)を做
な

すを禁ず】

至元十六年十二l二十四日に「(1)

成
チン

吉
ギ

思
ス

皇
カ

�
ン

Činggis-qan の影生し，日の出づるより沒するに至るまで 盡
ことごと

く諸國を

收
おさ

むるも7)， 各
おのおの

風俗に依る。ò
こ

の許
おお

多
く

の諸
いろ

色
んな

民の內，唯
ただ

囘
サルタ

囘
ウル

の人每
たち

�りて，

『俺
われら

は蒙
モン

古
ゴル

の食を£
くら

わず』との言を爲す上
ため

8)，『

天の護助の爲
ため

に9) 俺
われら

は 您
なんじら

を收撫し了
た

也
ぞ

。 您
なんじら

は是
こ

れ俺
われら

の奴僕たるに，却
かえ

って俺
われら

底
の

茶飯
りょうり

を£
くら

わずして，怎生
いかで

中
あた

らんや？』麽
と

¯
て

，±
ただ

ちに£
くら

わ敎
し

め，『若
も

し羊を抹殺

する呵
なら

，罪µ�
あ

者
れ

』麽
と

¯
て

，條理10)を行
くだ

し來
た

。ò
こ

の�
ジャル

旨
リク

ȷ̌arliq11)を行
くだ

し

哈罕
カアン

Qaʼan 皇
カ

�
ン

(=オゴデイ) の時�に至る。(2) 自
より

後
のち

，

貴
グ

由
ユク

Güyüg 皇
カ

�
ン

從
よ

り以來12)，俺
われら

の生を爲す�
もの

が

祖宗に¼ばず½
ゆるみ

慢
だらけ

了
てしまった

上
ため

，不花剌 Bukhārāの地面の裏
うち

の答剌必 Tārābīの八八

bābā (=神
ス

祕
ー

n義者
フ ィ ー

のÊ稱)，剌
魯 rāh-dār (=o師)，沙一 shaykh (=長老)，呵

� qāz
̇
ī (=法官)13) ò

こ

の�
もの

每
たち
14)が歹

わる

い心をËした上
ため

，自
みずか

らは誅戮を被
こうむ

り，Îに

多く人を纍しÐし來
た

。(3) 自
より

後
のち

，必闍
ビチク

赤
チ

の賽
サイ

甫
フゥッ

丁
ディーン

Saif al-Dīn，陰陽15)の人忽
フ

撒
サー

木
ムゥッ

丁
ディーン

H
̇

usām al-Dīn，麥
マ

朮
ジュドゥッ

丁
ディーン

Majud al-Dīn 也
も

歹
わる

い心をËした上
ため

，

旭
フ

烈
レグ

Hülegü 大王に被
よ

って殺されて了
しまい

，衆
おお

くの囘
サルタ

囘
ウル

每
たち

を-
し

て本�の食を£
くら

わせし

め，Î
ま

た木&合 [mustah
̇

abb (=推奬行爲) の�
かき

字
もの

／mus
̇
h
̇

af (=『クルアーン』・册

卷) の�
も

字
じ

] に譯出し16)，與え將
も

て來去せしむ。F
か

の時�に合
まさ

に省
さとり

りえた呵
ら

，

是
てきせつ

だっ來
た

が，不
さと

曾
りえ

省
ざる

を爲す上
ため

，(4) 八兒瓦� Parvānah なる�りて，印，歹
わる

い

ことをÞ 思
おもいめぐら

し來
た

。

阿
ア

不
バ

合
カ

Abaqa 大王に被
よ

って誅されて 了
しまった

が，F
か

の時�也
も

省
さと

り得ず。(5) 如
い

今
ま

，直

北の八
バ

里
ル

灰
ク
17)の田地の裏

うち

從
よ

り海
シン

靑
コル
18)を將

も

て來た底
ところ

の囘
サルタ

囘
ウル

每
たち

が『別人の宰殺19)し

來
た

�
もの

は，俺
われら

は£
くら

わず』20) 麽
とい

¯
って

，貧窮の百
じん

姓
みん

每
たち

を搔擾し來
た

�
ことの

上
た

頭
め

に，今從
よ

り已

後，木
ム

&
ス

魯
ル

蠻
マン

musulmān 囘
サルタ

囘
ウル

每
たち

，朮
ジュ

忽
フード

juhūd 囘
サルタ

囘
ウル

每
たち
21)は，不

なん

揀
びと

是
であっ

何
て

人
も

，殺

し來
た

�
ところの

肉を£
くら

わ-
し

め者
よ

。羊を休
のどを

抹殺者
きってころすな

。&
スン

�
ナト

sunnat を休
な

做
す

者
な

。若
も

し，一日

に合
まさ

に禮拜すべき五ê�
の

�
ナ

ë
マー

思
ズ

namāz (=禮拜)22) の上
た

頭
め

に，禮拜に倍を加えて

五拜に待し�
ナ

(思) ë
マー

思
ズ

を做
な

す若
ごと

き呵
なら
23)，他

かれ

每
ら

が識
し

者
れ

。ò
こ

の

�
ジャル

旨
リク

に別
そむ

い了
て

，若
も

し，羊を抹し胡&% khushkī (=血拔き／干・旱)／kushtagī (=屠

殺) する呵
なら

，或いは見屬 (=眷屬) を將
も

て，¼び强
し

いて奴僕每
たち

を將
も

て却って&
スン

�
ナト

を做
な

す呵
なら

，若
も

し奴僕が首吿 (=出頭吿發) する呵
なら

，本yの處
ところ

從
よ

り取り出
いだ

して良24)

と爲
な

し，家緣・財物は，�る�
もの

は不
なん

揀
であ

甚麽
っても

都
みな

，F
か

の人に與え，若
も

し他人の首吿

�る呵
なら

，ò
こ

の體
ト

例
レ

に依
よ

りて斷じ與う」。此レヲ欽シメ。

『元典違』が語るフレグ・ウルスの重大事變

447 〔104〕



太祖チンギス・カン，太宗オゴデイ，定宗グユクは二字抬頭，世祖クビライの`可の

もとに“アム河よりシリアとミスルの邊境に至るまで”のいわゆる中東方面を版圖とし

た宗王フレグ，アバカ父子は一字抬頭とu確に區別される。いっぽうで，“條理”，“�

旨”などの「�なる�字」では改行し忘れている。これは，本案件の中ñz端な�語�

―― 蒙漢合璧の直譯體から漢�の語法と少し折り合いをつけた�體に�集しなおされて

いる―― が，『元典違』の�纂／刊行時になされた可能性を示唆するものである。

もし，~成自體には手が加えられず，ñ中，上奏・書類のやり取りの省略がなされて

いないとすれば，この�書d體が，至元十六年十二l二十四日に發せられたクビライ自

身のことば―― �
ジャル

旨
リク

にほかならない。自らが直面した不ó快至極な出來事に惹Ëされ，

かれが把握するところの「大
イェケ

モンゴル國
ウルス

におけるムスリムの不始末の歷�」を實寸大

で)直にぶちまけたわけで，ひじょうに貴重な�料といえよう。クビライ以下，モンゴ

ル王族が，イスラームの基本用語について，それなりの知識を�していたこともわかる。

ただ，留6しておかねばならないのは，『元�』の本紀によれば，まさにこの二ヶlh

より，皇太子の眞
チン

金
キム

が國政を預かり，中書省，樞密院，御�臺ほか百司の案件について

は，まずチンキムにõ上したあとでクビライに上奏することになっていたという點だ25)。

至元十二年に一ヶlh後重篤な狀態で病床に伏したクビライをみて26)，誰の目にも御世

の-代は
々の事柄として現實味を帶びたものとなりつつあった。ラシードゥッディー

ンの『集�』「クビライ・カアン紀」は，じっさいチンキムが 3年閒 pādshāh 君nの位に

坐し，ちょうどわが國の上皇と天皇 ――ö安時代の院政のような關係になったと傳え27)，

『ヴァッサーフ�』は，チンキムの早世の理由を，カアン位簒奪の野心をもった故とい

う28) (かれは，叔父のアリク・ブケの死後，結果�に祖母で舊ケレイト王家のソルコクタニ・ベキ

の$產の多くを繼承した。ムンスズ，ブル・カヤ等ウイグル官僚29)とともに，かなり早い時{から，

氈，衣樣毛子，�失失，綾錦，ø綺等，西域の高額工藝品を生產する工場をちょくせつ掌握せんと

しており30)，母チャブイの子飼いアフマド・ファナーカティー)いる財務官僚と熾烈な利權爭い

――そこにサイイド・アジャッルの一族31)も加わって―― を繰り廣げていた。さらなる富，莫大

な錢穀・貿易の收益が見üまれる南宋の接收は，政爭に一層の激�を招くこととなった)32)。rGya

Bod yig ts’ang『漢藏�集』(1434) に唯一書きのこされた南宋接收の功臣伯
バ

顏
ヤン

に對するク

ビライの疑惑と牽制 (大元ウルスの中書省に保管されていたウイグル�字モンゴル語の�書にも

とづくという)33) も，おそらくはその液れのなかにあった34)。そして，バヤンと仲の良

かった御�臺のウルルク・ノヤン (=能官) こと玉&帖
ウ ズ ・ テ

木
ム

兒
ル

も，職掌ゆえということもあ

るがアフマドと對立し，チンキム側にいた35)。アフマドの�殺に象�されるクビライ父

子の確執は，大元ウルスの歷�における大きなタブーとなり，記錄の�除や改竄が行わ

れたため，眞實・實態の見極めがとくに難しい時{なのである36)。
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ちなみに，『元典違』が傳えるこの案件について，『元�』卷十「世祖本紀」は，

[至元十六年十二l] 丁酉，八
バ

里
ル

灰
ク

より海
シン

靑
コル

を貢ずる囘
サルタ

囘
ウル

等，µぐるgの供食の羊

は自ら殺す者に非ざれば食さず，百
じん

姓
みん

は之
これ

に苦しむ。�曰く「彼は吾が奴也。飮食

敢えて我が�に隨わざる乎
か

」。詔して之を禁ず。海內・海外諸番の國�に詔す。

と鯵
にまとめる (ただし，『世祖實錄』もしくは『元�』の�纂官は，チンギス・カンのことば

をクビライのものと取り�えている)。『元�』が営べるごとく，當該の【囘囘の 恣
ほしいまま

に屠宰

／屠殺を行うを禁ずる】�旨／敕は，國內外に廣く頒布されたようで，至元十七年三l，

y臣
エルチ

の蠻
マン

子
ジ

海
カ

牙
ヤ

によって，大元ウルスの駙馬國で征東行省が置かれていた高麗にも*


されている37)。當地に少なからぬ 囘
サルタ

囘
ウル

が�來ないし居�していたことが窺えよう。

(1) チンギス・カンの扎
ジャ

撒
サク

チンギス・カンが影した「若
も

し羊を抹殺する呵
なら

，罪µ�
あ

者
れ

」の一�を含む�
ジャル

旨
リク

は，ア

ター・マリク・ジュヴァイニーの『世界を開くものの歷�』【[チンギス・カン／世界の

君n] が臺頭ののちに制定した 諸
もろもろ

の qāʻidat 體例・發令した 諸
もろもろ

の扎
ジャ

撒
サク

の頌】38)にいう

自身の rāh¯理 <Mon. töre/törö に從い應じて，勾
こ

當
と

每
ごと

に qānūn 律令を，案件每
ごと

に

dastūr 條格を制定し，罪µ每
ごと

に h
̇

add 斷例をu白にした。

タ



タ

兒
ル

の諸部族には�字が

存在していなかったので，「畏
ウイ

吾
グ

兒
ル

每
たち

根底
に

蒙
モン

古
ゴル

の孩
こど

兒
も

每
たち

は�字を學
まな

者
べ

。 諸
もろもろ

の扎
ジャ

撒
サク

・

h
̇
ukm宣敕は紙卷に抄寫せ者

よ

。�
そ

�
れ

每
ら

を yāsānāmah-yi buzurg『 大
イェケ・

扎撒
ジャサク

(=大法

令／成憲) の書39)』と稱せ者
よ

」と命じた。かくて，宗王たちの府庫に藏した。カンが

卽位する， 大 軍
イェケ・チェリク

(=禁軍) が出陣 (=Mon. morila上馬) する，或いは宗王たちが

聚
クリ

會
ルタ

／�會を做
な

し國益・その�初の措置について合議 (=大商量
イェケ・エイェ

) するといった際に

は每度，それらの卷物を取り出して 諸
もろもろ

の勾
こ

當
と

をそれに照依して定め，諸軍の
置

や各田地・諸城子の殲滅をその方法に依據してsぶ。かれ (=チンギス・カン) の勃

興{，蒙
モン

古
ゴル

の諸種族がかれに�合されたその頃に，それらの部族に*行しかれらの

閒では傳瓜であった恥ずべき慣�の數々を撤廢し，¯理から賞贊され慣�から歡�

されるべきものを規定したのだが，それらの宣敕のうちの多くはまさに sharī 'at

�
イスラーム

法と一致しているのである。

の『 大
イェケ・

扎
ジャ

撒
サク

の書』に收錄されていたもの。憲宗モンケの治世から振り�っての記営で

ある點，留6せねばならないが，父のバハーゥッディーンは阿
ア

母
ム

河等處行尙書省40)の戶

部尙書の職務を以てカラ・コルムのオゴデイ，モンケの御hに參內しており，自身も兄

シャムスゥッディーンと共に死ぬまでフレグ・ウルスの中樞部に居たので，記事の信憑

性は高い (ちなみに，アター・マリクは，別失八里
ベシュバリク

等處行尙書省への頻繁な訪問に加え，燕京等處

行尙書省下の“Machīn 蠻子との境界・Chīn 秦／晉の�も�方”まで足をのばしたことさえあるとい

『元典違』が語るフレグ・ウルスの重大事變
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う)41)。扎
ジャ

撒
サク

の成��を疑問視するむきもあるが42)，『元�』卷二「太宗本紀」には，

[元年] 秋八l己未，諸王・百官，怯
ケ

綠
ル

連
レン

河曲
キョ

雕
デェ

阿
ア

蘭
ラル

之
の

地に于
お

いて大いに會し，太祖

の$詔を以て庫
ク

鐵
テ

烏
ウ

阿
ア

剌
ラ

里
ル

に于
お

いて皇�の位に卽
つ

く。始めて�儀を立て，皇族・Ê

屬，皆拜す。 大
イェケ・

扎
ジャ

撒
サク
43)を頒す華言の「大法令」也。

と記され，『ヴァッサーフ�』卷一【海
カイ

都
ドゥ

(オゴデイの孫，カシの子) 大王とかれの瓜治時

{における諸狀況の一部，八
バ

剌
ラク

による東方地域への!攻の詳細の頌】44) に見える，カイ

ドゥのクビライに對抗する口實として

世界を切り開きたる君nチンギス・カンは，國を獲りたるものの典禮の qānūn 律

令・世界を手にしたるものの諸事例の dastūr 條格からなり，諸�の時{や公事・首

領官の粘帶について諸色人の罪µの等"／輕重の指標を以て示した yāsānāmah-yi

buzurg『 大
イェケ・

扎
ジャ

撒
サク

の書』において，u白・u瞭・u確に「かれ (=オゴデイ) の後裔

のうち，子供・孫たちの閒から再生の輪廽にある#飮みの幼子に至るまで，王冠と

王權・總督の御旗の正當・正瓜性を繼續せ敎
し

めるべく，その命令・禁$を在ら敎
し

め

者
よ

」と定めていた。多くの宗王たち・無數の軍勢は，この (チンギス・カンの豫備�)

措置に依據しようぞ。

とあるから，少なくともオゴデイの卽位時に，チンギス・カンの『 大
イェケ・

扎
ジャ

撒
サク

の書』なる

ものが仕立て上げられていたことは閒�いない。また，同じく『ヴァッサーフ�』卷一

【クビライ・カアンの卽位の頌】45) に

ah
̇
kām諸の宣敕のÎ怨，竝びに斷固として世界征%者・世閒の慣�からなるチンギ

ス・カンの yāsānāmah『扎
ジャ

撒
サク

の書』に依據して從うべき上天の�
ジャル

旨
リク

を，大勢のy

臣たちの言辭の裡
うち

に，'路を東西南北の四面八方へと連ね去
ゆ

かせた。

といい，『元典違』卷一「詔令」《世祖�德神功�武皇�》【皇�登寶位詔】にも

咸
みな

謂
い

えらく「…祖訓・傳國の大典は，是
ここ

に於いて乎
や

在り，孰
たれ

か敢えて從わざらん」。

と記される。『扎
ジャ

撒
サク

の書』，『祖訓／大典』が同一の書物を指し，聚
クリ

會
ルタ

の場に持ち出されて

いたこと，uらかだろう。五年後の聚
クリ

會
ルタ

――カアン位をめぐる戰闘に敗れ投影してきた

實弟アリク・ブケ，モンケの息子たち，貴族，軍官の處分を商量した―― 開催後に發令

された【至元改元詔】46) は

不
ブ

魯
ル

花
カイ

，忽
ク

察
チャ

，脫
トゥ

滿
マン

，阿
ア

里
リ

察
チヤン

，脫
ト

火
ク

思
ズ

の輩
やから

，我が家に禍を~うに據
つ

きては，

成
チン

吉
ギ

思
ス

皇�の扎
ジャ

撒
サク

に照依して典𠛬を已に正し訖
おわ

んぬ

と営べており，上のジュヴァイニーの記営を裏付ける (敎皇インノケンチウス四世のy臣で，

フランチェスコ會の修¯士プラーノ・カルピニのヨハネス／ジョンが，チンギス・カンの扎
ジャ

撒
サク

・�
ビリ

訓
ク

について報吿，それに依據するオッチギンの處𠛬に言¼するのも，グユクの卽位式， 大
イェケ・

聚
クリ

會
ルタ

に

居合わせたからこそで，*譯よりその槪4を聞いたのかもしれない47))。また，クビライの死後

東 方 學 報
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の 大
イェケ・

聚
クリ

會
ルタ

では，チンキムの$兒カマラとテムルの兄弟がカアン位を爭い，幼少より�

わされていたチンギス・カンの�
ビ

訓
リク

(『太祖大訓』) の�誦の出來榮えで決着をつけたし48)，

英宗シディバラの卽位時には，ジャライル國王家のバイジュが『太祖 (金匱) 寶訓』の+

誦を命じられた49)。�宗トク・テムルは“凡そ大宴には，世臣の金匱の書を掌る者，必

ず祖宗の 大
イェケ・

扎撒
ジャサク

を陳して以て訓
おしえ

と爲し”50)，奎違閣／宣�閣の廣成局でモンゴル語の

『皇�祖宗�訓』と『國制』を印刷・出版したのだった51)。以上の事實を考え合わせると，

『大元*制』や『至正條格』の「祖宗制誥」「條格」「斷例」の三部~成が，じつはチンギ

ス・カンの『 大
イェケ・

扎撒
ジャサク

の書』の踏襲であり，續�・增補版だったこと，uらかだろう

(扎撒
ジャサク

と�
ビ

訓
リク

と�
ジャル

旨
リク

の境界が時に曖昧なのもこれにË因する52))。

歷代カアンの『�訓／制誥錄』53) は，國�たる『蒙
モン

古
ゴル

脫
ト

卜
プ

赤
チ

顏
ヤン

』／『 大
イェケ・

脫
ト

卜
プ

赤
チ

顏
ヤン

』54)

(ウイグル�字モンゴル語。王族・�代の御家人・大官たちが集合する 大
イェケ・

聚
クリ

會
ルタ

や宴
ト

會
イ

／大讌賀の場

で樂器の.奏下に謳い，テュルク・モンゴル族の結束を再確`しあう效果を求めるため，頭韻・脚

韻・對句を驅yして�體に6匠を凝らす) とともに隨時，金字 (佛典や『クルアーン』がときに

紺地に金字を以て書かれるのと同樣，「�なる�字」・金言としての表象) で淸書し金匱
ひつ

に�めて

諸藩に頒布されるのが慣�であった。すなわち『集�』にいうところの 金 册
アルタン・デプテル

55)であ

る (『集�』の各「本紀」が必ず bilīkhā va masalhā va h
̇

ukmhā「�訓／金言／制誥錄」を附す~成

になっているのも 金 册
アルタン・デプテル

に依據するからだ。なお，現行の『集�』の寫本で「�訓」部分の多く

が缺落しているのは，金字で書くという制$にË因するものかもしれない)。

ちなみに，歷代カアンおよびガザンに至るフレグ・ウルスのカンたちの聚
クリ

會
ルタ

を描く

『集�』の揷 繪
ミニアチュール

で，šibawuči 鷹匠より上段に竝ぶものたちが必ずといっていいほど手

にしている卷物・册子こそ56)，チンギス・カンの扎
ジャ

撒
サク

・�
ビリ

訓
ク

にほかならない【圖 2】。筆

記用具が見當たらないので，möčelge 誓�／3書57)の可能性は低い。同じ理由で，かれら

は bičikči 書記ではなく58)，世臣の金匱の書を掌る者―― 原則としてジャライル族出身の

重臣 yeke ȷ̌arquči 大斷事官とみてよい59)。

ひるがえって，フレグとアバカ父子の政治4問であったナスィールゥッディーン・

トゥースィーの『財政論』の記営からすると60)，行政±覽として，『 大
イェケ・

扎
ジャ

撒
サク

の書』の抄

本の作成・頒布とともに，かなりはやい段階でアラビア語・ペルシア語・テュルク語譯

もなされていたと推測される (同時に，基本�な�低限5守すべき項目は，各地の城郭・村坊の

入り口，淸眞寺・光塔の門，朮
ジュ

忽
フード

・天n敎の禮拜堂の門，村人・6牧民の見やすい場g等に，木

板・石・銅片・鐵片・石膏等にそれぞれのy用言語を以て刻され，布吿・周知園底も圖られただろ

う)。じっさい，マラーガの王立圖書館でさまざまな�料の閱覽を許されたバール・ヘブ

ラエウスは，その著『年代記』にて，扎
ジャ

撒
サク

の內容の一部を紹介した61)。マムルーク�の

ウマリー，マクリーズィー等による百科d書，イブン・アラブシャーの君鑑等に見える

『元典違』が語るフレグ・ウルスの重大事變
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扎
ジャ

撒
サク

・體
ト

例
レ

の拔粹も，『世界を開くものの歷�』からの�集・孫引きだけでは記し得ない

ものである (イブン・ブルハーンは，嘗てバクダードの學
マド

院
ラサ

の圖書館で扎
ジャ

撒
サク

の寫しを目睹した，と

證言)62)。

フレグ・ウルスおよびその後繼政權たるジャライル�でy用された『品官任命におけ

る書記規範』の第二部第一卷第一拍第四違「[ 大
イェケ・

斡
オ

魯
ル

朶
ド

の裏
うち

の63)] yārghū<Mon. ȷ̌arqu

斷事の imārat 總裁官の委任について」の三種の�例からは，ȷ̌arquči 扎魯忽赤／斷事官の

長官64)がチンギス・カンの Qūtātghū Bilīk『�訓』とカアンの ah
̇
kām『制誥錄』を實見・

熟讀し，集積されてきた數々の töre/törö 體例とも照合しながらC決を下していた樣子が

窺える65)。同時に

…宗敎・國家の勾當の體制，�法
シャリーア

・諸國 (大元ウルス治下の諸¯，諸路府に相當) の業

務の秩序は，ふたつの重4な命令の施行_第である。雙方その分離は，時代の趨勢

により難しい。ひとつめは，�法
シャリーア

の業務の荏持・イスラームの戒律の促'。ふたつ

めは，正義の$踪の模倣・公正な大臣たちの法と傳の踏襲。…yārghū<Mon. ȷ̌arqu

斷事の諸規定の整備は，チンギス・カンとモンゴル諸王の國家の創�に係り，かれ

らはその布置に關して「それらの制誥を眞の律令として立法�し，かつ自分たちの

�法
シャリーア

に做しているのだ」と大見得を切り，公正・正義への%從を極度な尺度，極端

な段階まで至らしめているため…

と営べられるように，その瓜治において扎
ジャ

撒
サク

と�法
シャリーア

の折り合いが，常に重4な課題だっ

た (ジョチ・ウルスの狀況も同樣で，ウズベク時代のホラズムにおける ȷ̌arquči の公正・嚴格な斷事，

qāz
̇
īとの職務の分擔が，イブン・バットゥータによって報吿されている66))。その具體例を知るた

めにも，大元ウルスの『*制』，『典違』あるいは『條例綱目』，『斷例條違』，『仕民4覽』

等67)に相當する斷事官の yarghū nāmahC決�――の集成の發見が{待される。

いっぽう，チャガタイ・ウルスにおいても，�宗トク・テムルやウズベクとほぼ同時

{のタルマシリンの治世に，やはりチンギス・カンの yasāq 扎撒
ジャサク

が書物の形態で傳來し，

5守を求められていた事實が確`される68)。というより，そもそもジュヴァイニーが69)

チンギス・カンは后妃たち・妾たちから多くの子女をáけた。正后は Yīsūnjīn-Bīkī

(=Börte-üȷ̌in ボルテ夫人) であった。蒙
モン

古
ゴル

の慣�では一人の父親の子女のÊ嚴は，母

親たちの血瓜にあり，誰でも母親が正后なら，血瓜を以てその子女に特權・優位を

�らしめるのだ。この正后には四人の子息があった――洩業の目標を以て諸の勾
こ

當
と

のD行・光輝に危險とともに戰っており，諸國の寶座に四脚として，カンの宮殿に

四Eの職掌以て�った。チンギス・カンはかれら一人一人を特別の業務に割り當て

ていた。長子のTūsī (=ジョチ) は蒙
モン

古
ゴル

の考えでは出色かつ欽佩される勾
こ

當
と

である圍

獵・打捕の勾
こ

當
と

について，ジョチより下であったチャガタイには扎
ジャ

撒
サク

・siyāsat 𠛬70)

『元典違』が語るフレグ・ウルスの重大事變
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の確�およびその保證，�反者に對する處罰・斷罪について�び，オゴデイには英

知・思慮・愼重さを以て財產に割り當て，トルイには軍Gの整治・管理と兵士の裝

備を以て優先させた。

といい，『集�』「チャガタイ・カン紀｣71) がまず

チャガタイ (・カン) は分別・才能ある，かつ嚴格な君nであった。かれの父チンギ

ス・カンが官人
ノヤン

たちに命じたことには「扎
ジャ

撒
サク

(・�
ビリ

訓
ク

)・王國瓜治の體例
ヨスン

を [識る知

能を�し着
て

�
い

る�
もの

／討求する�
もの

] は不揀
だれで

是
あって

誰
も

都
みな

，チャガタイにJ隨せ者
よ

。錢糧・財

產・K容・ö靜の態度を愛する�
もの

は不揀
だれで

是
あって

誰
も

都
みな

，オゴデイに祈求せ者
よ

」。

の一�からはじめるごとく，チンギス・カンの嫡出子のなかで，_男のチャガタイは扎
ジャ

撒
サク

の5守に極めて嚴格なことで知られていた72)。そして彼こそ，オゴデイを擁立する

大聚會
イェケ・クリルタ

に備えてチンギス・カンの事跡・�
ビ

訓
リク

の�料を廣く探しもとめ，『 大
イェケ・

扎
ジャ

撒
サク

の

書』を�纂した張本人なのであった73)。フレグ・ウルスの後繼政權のひとつインジュー

�の類書『高貴な花嫁たちの閒の諸藝の祕奧』の「�系類」【チンギス・カンたちの王國

についての�】74) も

かれは，諸々の�言・�
ビ

訓
リク

・扎
ジャ

撒
サク

を好んでおり，それらは集成して書物と成された。

とu言する。そういうわけで

チャガタイの衞士はかれの扎
ジャ

撒
サク

・siyāsat 𠛬を恐れてひじょうに謹嚴であった。した

がって，かれの治世には，誰であってもかれの軍の保護下にあり，いかなるµ�の

ものたちもh衞・
}を必4としないほどであった。誇張のうちにいわれるごとく

「黃金
こがね

の盥を頭に載せて女性が獨りゆこうとも，恐れも不安もなかった」。いっぽう

で，大
ター

食
ジーク

人の同類にとっては耐え難き義務であった細かい 諸
もろもろ

の扎
ジャ

撒
サク

――例えば

「肉は 休 抹
のどをかっきって

殺
ころ

者
すな

」，「日中，液水に休
つ

坐
か

下
る

者
な

」等を分付した。羊を �
イスラーム

法の屠殺

場で殺さないこと，nazarātī-yi āʼīn慣�の�斷 (=體例)・扎
ジャ

撒
サク

が�諸國に�付され，

かくてホラーサーンでは，一時�，羊を誰も表向き殺さず，木
ム

�
ス

魯
ル

蠻
マン

たちは死肉を

食すことを課せられた75)。

のだった。チャガタイは“皇兄／二大王”，“ulugh īf<Tur. uluq iv 大Q=大御g”として

オゴデイにR敵，ときには陵駕する權力を振った76)。したがって，ことはチャガタイ・

ウルス內 ――別失
ビシュ

八里
バリク

等處行尙書省の大部分，すなわち畏
ウイ

吾
グ

兒
ル

の地面の疆域からアム河

液域のサマルカンド・ブハラまで (チャガタイの本據地は，アルマリクの
くのクネース)77)

―― だけでは濟まなかった。チンギスの四嫡子の家それぞれが權益を�する阿母
ア ム

河等處

行尙書省下のホラーサーン78) (バルフ，マルヴ，ヘラート，ニーシャプールの 4都市の管S區か

らなった79)) にも强權を布かんとしていた。モンゴルの'攻により，デリー・サルタナト

にT命したゴール�の舊臣ミンハージュッディーン・ジューズジャーニーが，『ナースィ
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ル�話』(アッバース�の(焉／カリフの死を契機に�纂されたユーラシア中央域のイスラーム王

��。序�の日付は『世界を開くものの歷�』とほぼ同時{の 1260 年に係り，63 年頃に完成したと

みられる) のなかで，執拗・極端なまでにチャガタイを罵り呪うg以であった80) (ホラー

サーンの瓜治において，衣��へのK容さはもとより，“ムスリム君nの裝い”が�效な手段であっ

たこと，後営するジョチ・ウルスのベルケ，少し時代が影るがフレグ・ウルスのアフマド・テグデ

ルの例81)をみてもuらか)。チャガタイの宰相V bičikči クトゥブゥッディーン・ハバシュ・

アミードはオトラル出身のムスリムだったが，ホラズム��後の國
スル

王
タン

ムハンマドの後繼

者で勇名を轟かせたジャラールゥッディーンの娘を下賜されるほどの寵愛をWけ，子ど

もたちもそれぞれチャガタイの王子たちの輔佐をなした82)。チャガタイの嫡孫カラ・フ

レグの妻オルクナ・カトンもムスリムであり，その息子の名はムバラク・シャーであっ

た83)。しかし，そうした事實には目もくれず，觸れようともしていない。

かたやオゴデイは，おそらくは斡
オル

脫
トク

商人たちがもたらす富ゆえだろうが ――チンギ

ス・カンの在hの 大
イェケ・

扎
ジャ

撒
サク

にも「木
ム

&
ス

魯
ル

蠻
マン

一人の殺Ðの賠償／血の對價は金 40 錠を命じ，

漢兒
キタイ

一人に據
つ

きては驢馬一頭」とあったらしい84) ――，ムスリムの戒律に對してK大な

X勢を示していた。その結果，現在の中國西北部にイスラームの人々が%&に液入した

ともいわれる85)。『世界を開くものの歷�』【(オゴデイ) カアンの s
̇
ādirāt-i afʻāl 言行錄の

頌】の第二話は_のようなエピソードを傳える86)。

かれら (=蒙
モン

古
ゴル

) の勃興當初より，「不揀
だれで

是
あって

誰
も

[gūshtī (rā) tashmiya na-kunad

肉を神の御名のもとに休
な

做
す

者
な

／ gūsfand bismal na-kunad羊は 休 抹
くびをかっきって

殺
ころ

者
すな

]。かれ

ら (=蒙
モン

古
ゴル

) の慣�に依っ着
て

胸を裂
さ

者
け

｣87) との yāsā扎
ジャ

撒
サク

が影されていた。

ある木
ム

&
ス

魯
ル

蠻
マン

が市
いち

にて羊を買い家にもって歸ってきた。そして諸門を堅く閉ざし，

[二，三の／作業の] Q88)の內にて [tashmiya神の御名のもとに／ bismal 宰殺] を執

行した。だが，市からかれを尾行していたキプチャクが，機會を摑まんと待ち~え

ていたことに氣付いていなかった89)。羊の咽喉に刀が抹
ひ

かれるや，檐から下に跳Y，

素早く [かれに繩かけ／かれの手をZり]，引きずりしょっ引いて，[かれをつき出

すべく] 世界の君n [の御h] に連行した。カアンは，この事案を閱しつつ，[この

／その] 監査に kataba 書記たちを[りüんだ。かれらの案件の樣相について，[カア

ンの輝ける裁斷が] u白になったので，以下のように命じた。「俺
われ

每
ら

�
の

扎
ジャ

撒
サク

の h
̇

ukm

斷90)をò
こ

�
の

darvīsh\里威失 (=托鉢僧・苦行者) は5守し着
て

�
い

るが，[ò
こ

のテュルク

め／ò
この

�
もの

] は放棄し着
て

�
い

る」。木
ム

&
ス

魯
ル

蠻
マン

を無事に sīūrghāmīshī恩賜なされ，性惡のキ

プチャクは死𠛬執行人たちに引き渡された。[そして自身が無駄になった]91)。

モンゴル式の屠殺法に則らなかったことより，他人の家屋に!入したことのほうを問題

視した。これは，�法
シャリーア

とも合致するC決であった。

『元典違』が語るフレグ・ウルスの重大事變
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站
ジャム

赤
チ

を利用するさいに荏給される祗應
シュス

(=分例)92) をめぐっても，

[太宗] 九年丁酉 (1237) 八l二十三日，奉じたる�
ジャル

旨
リク

に若
か

く曰く「聞くならく；各

路を�來するy臣
エルチ

の城に在るも別に公事無く，站路を經ずに走遞し，『牌
パイザ

・ 箚
しょうめいしょ

�り』と稱して，祗應
シュス

を索
もと

め取り，公事�るy臣
エルチ

の城に到るに，走馬は二R或いは

三Rなるも，却って干礙せざる十人，二十人を領し，¼び私己の馬Rを牽き，祗應，

草料
かいば

を取り，猪・牛・馬・繋罫等の肉を應付するも，食用を肯んぜず，須らく羊肉

を4
もと

め，縱
たとい

羊肉を與うるも，却って印『痩』を稱す。囘
ムス

囘
リム

の!臣の城に到るに，

『死肉を食さず』と稱する多く，須らく活
い

きたる羊を#
もと

む…若
も

し酒食，活
い

きたる羊，

馬$の草料を多く索
もと

むる之
の

人%らば，&
ダ

魯
ル

花
ガ

赤
チ

，管民官に仰せて人を差
つか

わし一同，

斷事官
ジャルグチ

に'去して折證・治罪し，施行せよ。宣德州93)の

ダ

魯
ル

花
ガ

赤
チ

，管民官に仰せて

收附し，ê
あまね

く諸路に行
くだ

せしめ，一體に施行せよ｣94)。

とのC斷を下している。ここから看取されるのは，度を越した4求でなければ不問に處

され，生きた羊も荏給された (=殺し方を問わない) という事實。ペルシア語�料と呼應す

る柔軟な態度である。そのためか，1318-22 年に�まれた『ヘラート�記』第十二頌【ヘ

ラートの城
ま

子
ち

の繁榮のために君nたるカアンが官人
ノヤン

たちとなした商量について】95) にい

たっては

Akhlāq-i khānī『カンの行狀／)居』と名づけられている書物96)に_のようにある。

チンギス・カンの同時代の人々のうち，大カアンとよばれている君nオゴデイほど

木
ム

&
ス

兒
ル

蠻
マン

の味方であった者はおらず，チャガタイほど木
ム

&
ス

兒
ル

蠻
マン

たちを憎んだ者は一

人としていなかった。イスラームの人々に對するかれの敵6は，「今日，某人が木
ム

&
ス

兒
ル

蠻
マン

每
たち

を罪µの事由を以て殺しまし來
た

也
ぞ

」と自身に報吿を將來する各人に金一錠を

付與するまでの極端さであった。瓜治權がオゴデイに確定されると，公正・訓oの

諸門が人々に開かれ…(中略)…「テュルキスターンの地面に屬する不
い

揀
か

甚
な

麽
る

城鎭に於

いても，ホラーサーンの田地に屬する不
い

揀
か

甚
な

麽
る

大城に於いても，木
ム

&
ス

兒
ル

蠻
マン

每
たち

をmasjid

禮拜寺／囘囘寺・madrasah 學院・ribāt
̇
店舍・慈善施設の円築に據

つ

いて休禁者
きんずるな

。『あな

たがたには，あなたがたの宗敎があり，わたしには，わたしの宗敎がある』97) に依っ

着
て

，不揀是誰
だれであっても

都
みな

自己の宗敎のもとに去
ゆ

かしめ，イスラームの人々をÊ重せ者
よ

」との�
ジャル

旨
リク

が影された。そして，赤金 10 萬 dīnār 錢，2000Rの表裏を敎團の shaykh 長老たち，

ʻalīm學者たちに[った。チャガタイ大王は，この事實に對してひじょうに苛立った。

自身の宮廷の側
たちを召喚して言った。「識
し

者
れ

，你
なん

每
じら

。俺
われ

の兄
おと

弟
うと

l
オ

闊
ゴ

臺
デイ

は木
ム

&
ス

兒
ル

蠻
マン

每
たち

を好んで�
い

る。自己の父・哥
あ

哥
に

兄
おと

弟
うと

每
たち

・親眷每
たち

のmaz
¯

hab 訓戒・sīrat 言行に�反し

h去して�
い

る。若
も

しò
この

般
よう

に木
ム

&
ス

兒
ル

蠻
マン

每
たち

をÊ重する�
こと

を討求し，他
かれ

每
ら

の慰撫に努力する

�
こと

を討求する呵
なら

，短少な{閒で木
ム

&
ス

兒
ル

蠻
マン

每
たち

がf利する也者
だろう

。國土は俺
われ

每
ら

の手から離れ
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て去
ゆ

く也者
だろう

。如
い

今
ま

，甚
いか

麽
なる

好
よ

い策を識るか，你
なん

每
じら

。ò
こ

の勾
こ

當
と

の措置は甚麽
なにか

？」…(中略)…

「F
そ

の件に據
つ

いて好
よ

い策はF般
かよう

で�る。兄
おとう

弟
とご

を祕密裡に說諭され者
よ

。你
あなた

�
の

言
ウ

語
ゲ

を聽

き，大食
タージーク

每
たち

への寵愛を放棄する也者
だろう

」と奏／提說した後，チャガタイ大王は夕方の禮

拜時に君nオゴデイのもとに參じ，冒頭からdての怒り・できる限り�大限の粗暴さ

をオゴデイに向け言うには「嗚呼，兄
おと

弟
うと

よ。ò
これ

は甚
いか

麽
なる

寵愛麽
か

？大食
タージーク

每
たち

と勤行し，大父

の訓言・訓戒への�反を做
な

すとは。奴僕たる俺
われ

の言
ウ

語
ゲ

を聽い着
て

，大食
タージーク

每
たち

を鎭壓し，宣

言・光輝なる名聲の裏
うち

に他
かれ

每
ら

の宗敎を停止せ者
よ

」。君nオゴデイは�答として何も言

わず，チャガタイ大王のかの峻嚴・粗野さにも動じなかった。チャガタイ大王は立腹

しつつ，弟の跟
も

h
と

よりi出して言うには「木
ム

&
ス

兒
ル

蠻
マン

每
たち

は俺
われ

の兄
おと

弟
うと

をj法・詐欺を將
も

て

俺
われ

每
ら

の大父の訓戒に屬するdてに背
そむ

か敎
し

めてしまっ了
た

也
ぞ

！」

と，オゴデイがあたかもイスラームに歸依していたかのごとく記す (ガザン，オルジェイ

トゥ，アブー・サイードと，ムスリムを標榜する君nが續いた時代背景が影kしている可能性もあ

る)。直後に列擧されるムスリムと關わる逸話は，いずれも『世界を開くものの歷�』【カ

アンの言行錄の頌】に收錄されているものと同じだが，その脚色は『ナースィル�話』

に甚だ
似する (同書も，信賴できる筋からの傳聞として，オゴデイが祕密裏に木
ム

&
ス

魯
ル

蠻
マン

になっ

ていた，とn張する)98)。憲宗モンケの治世の時點で，チンギス・カンの『 大
イェケ・

扎
ジャ

撒
サク

の書』

『�訓』のみならず，オゴデイ・カアンの『�訓／制誥錄』についても，ペルシア語版が

廣範圍に出囘っていたに�いない (『諸藝の祕奧』のモンゴル�も，オゴデイについてのみ言行

の一部 ―― 『ナースィル�話』『ヘラート�記』と同じs擇をする―― を收錄。大元ウルスでは，

1311-20 年にチャガンが�旨を奉じ，部外者に見せないのが*例の『脫
ト

卜
プ

赤
チ

顏
ヤン

』の�初の部分――

チンギス・カン，オゴデイ・カアンの二代に限ってのみ漢�に譯している。その『�武開天紀』は，

『皇元�武親征錄』や『太祖實錄』に依據する『元�』「太祖本紀」と極めて
い內容で，巷閒に液

布し，『*鑑續�』の8にも利用された)。

オゴデイのイスラーム改宗說は，『世界を開くものの歷�』や『ナースィル�話』，

バール・ヘブラエウスの年代記等が，nas
̇
ārī／ tarsā \� (=キリスト敎徒)99) で洗禮もW

けたと斷言するサルタク (ジョチの孫，バトゥの息子) のそれと同じ類のものだろう100)。

1253 年にフランク國王ルイ九世の命をうけてモンケのもとを訪れ，冷靜・正確な觀察

をなしたフランチェスコ會修¯士ルブルクのギヨームによれば，サルタク本人はネスト

リウスn (=景敎／秦敎) の司祭を侍らし�務日課を行いつつも，キリスト敎徒と呼ばれ

るのを�がり，站
ジャム

赤
チ

の利用に際しては，より富裕なムスリムのG商のほうを優oしてい

た。また，サルタク，グユク・カン，モンケ・カアンがキリスト敎徒だという�を6圖

�に喧傳したのは，ネストリウスnキリスト敎徒の連中で，實態はまったく衣なること，

モンケは，大掛かりな宗敎討論會を開催したことからもわかるように，どの宗敎者も信

『元典違』が語るフレグ・ウルスの重大事變
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用していないが，惜しみなく賜與するので，みな自分たちこそが特別な愛4をWけてい

ると解釋し，天を吿して祝壽しているのだ，とも報吿している101) (數年後，モンケのもと

に參內したアルメニア國王は，イスラーム諸國征伐を睨んだカアンが自身のp願を聞き入れ，)先

して一族・宮廷の臣下たちとともに洗禮をWけた，と誇らしげに語る。同時に，モンケが「信仰は

强制されるものではない」と言uし，他者に改宗・入信を無理强いしなかったことも傳える)102)。

じっさい，佛敎側の報吿によれば，グユクは僧侶を扈從させ，常に佛經を誦ませてい

たし103)，かれの弟コデンは，ティベット佛敎の高僧サキャ・パンディタとの邂逅後もネ

ストリウスnキリスト敎徒，モンゴル傳瓜のカム (=シャーマン) 
を側においていた104)。

モンケたち兄弟も，母后ソルコクタニの信奉するネストリウスnキリスト敎のほか，イ

スラーム，佛敎，¯敎等，さまざまな宗敎に觸れ，庇護していた (1257 年以影，每l 1，8，

15，23 日は，齋戒の日と定められ，大元ウルス治下でも踏襲される105))。4するにジュヴァイ

ニーが営べるごとく，チンギス・カンの扎
ジャ

撒
サク

に示された「特定の敎團へのq見・贔屓，

特定の宗敎へのq重をrける」というX勢は，孫の代に到っても基本�に踏襲・5守さ

れていたのである106) (といいながら，讀者へのサーヴィスなのか，ジュヴァイニー自身，あらゆ

る宗敎のなかで，モンケはイスラームをいちばん優oしており，寄'が一番多いと自慢したがった

が)107)。極言すれば，モンゴル王族にとって，宗敎とは着脫可能な裝身具であった。

とはいえ，そのモンケが，カアンの座に就いた大聚會
イェケ・クリルタ

の際に

この方法・形式によって，歡樂・-歡の諸技藝とともに祝典・慶賀の一s閒が�っ

た。懸念・怨恨は胸膛の境內より�ざかり，每日，世界の君nの衣裝どおりに衣な

る色を以て jāmah 衣% (=只孫
ジスン

)108) を着用し，それぞれの碗・頌詩を飮み干したもの

だった。[內府の] 酒藏・厨Qの職責は，二千 [gardūn 車輛／ khīk 皮袋] の qumīz

黑馬#酒と葡萄酒，三百頭の馬と角ある大物 (=牛)，三千Rの羊であった。ベルケ

の出席があったので，「アッラーの御名が唱えられなかったものを食べてはならな

い｣109) との h
̇
ukm命令をそれについて付與至らしめていた110)。

という特別な
慮を示し，それをジュヴァイニーがわざわざ記錄したことは留6してよ

い (それまでの大聚會
イェケ・クリルタ

では公然とイスラームに入信しているモンゴル王族はおらず，家臣・外-

y�團にしても羊肉以外のハラール食品と`識できるものだけを口にするなどの對應で濟ましてい

たのだろう)。周知のように，ベルケはモンケを擁立したジョチ家の當nバトゥの弟で，先

に歸tしたバトゥの名代として參加していたのである111)。

ベルケのイスラーム信奉は，上営のルブルクのギヨームが證言し112)，ジャマール・カ

ルシーの『u解辭典補$』，マムルーク�のアラビア語�料でもしばしば言¼されるとこ

ろだが113)，上営の記錄こそ，より早{の且つ確實なもの。ベルケ，ベルケチェル，ボラ

の生母 Sult
̇
ān Khatūn は，スルタン・ムハンマド・ホラズム・シャーの娘ともいわれ，か

東 方 學 報

436〔115〕



れらが幼少よりムスリムとなるu境にあった可能性が指摘されている114)。また，インド

は Rampur Laza Library 藏の 14 世紀のXを殘す『集�』の細密畫において，ジョチ・ウ

ルスに，いわゆるテュルクvを冠る王族・家臣が多くみとめられること115)，公�書の

テュルク語�などが示唆するのは，神祕n義敎團との
さである (ベルケが，ジョチ，バ

トゥの，さらには自身の卽位式・宴會ではテュルクもしくはモンゴル式のv子で現れ，モンケの卽

位式以影にはじめてターバンXで描かれる點は116)，�6しておいてよいだろう)。『ナースィル�

話』は，お決まりの“信賴できる筋からの傳聞”として，ジョチの指示により，w生時

にムスリムの方式に依據して臍の緖を切り，ムスリムの#母をつけ，『クルアーン』を學

ばしめ，tathīr“淸め” (=割禮) もなしていた，とする117) (執筆時にちょうどこの“生粹の

ムスリム”たるベルケがキプチャク草原の君nとなっていたがゆえに，ジューズジャーニーはマム

ルーク�に先んじてジョチ・ウルスを同3國のごとく語る。ベルケの兄で第二代君nだったバトゥ

―― オゴデイと同樣ムスリム商人を手厚く庇護した118) ―― も，その葬儀こそモンゴルの慣�に

法って執行されたが，オゴデイと同時{やはり隱密裏に木&魯
ム ス ル

蠻
マン

となっていた，とし，果てはÀっ

てジョチの死を「チャガタイの讒言を信じたチンギス・カンによる詠殺」と記すのである119))。さ

らには，ベルケが，カアン擁立の條件として，モンケに shahādat 信仰吿白をさせたとい

う話まで付け加えている120)。この書がジューズジャーニーの手hf手な願}・想宴を含

んでいる點，もはや否定できまい121)。ベルケの集團，あるいは外-y�團に對して特別

な食事の
慮がなされたことは事實だろうが，ほかの參加者 (モンゴル諸王・后妃・重臣た

ち) は，チンギス・カンの扎
ジャ

撒
サク

どおりの食事を樂しんだはずである。

ちなみに，上営の大聚會
イェケ・クリルタ

の酒を積んだ“車輛／皮袋”とは，『集�』部族志「ケレイ

ト族」にいう“ūndūr/ ūndur 承#車”にほかならず，“6味は，皮革をyい合わせ車に積

みこんだ極めて大きな kiākiāvar 袋の數々 ――每袋 500 mann 斤の重さの qumīz黑馬#

酒―― である”122)。そしてそのXは，つとに北魏太q元年 (435) の鮮卑は破多羅氏の墓

(山西省大同市沙嶺村) に，しかと描かれていた。この墓の四方の壁には，とうじの鹵{・

祭祀・宴會等の樣子が克uに寫しとられるが，立ち竝ぶ帳幕はモンゴル時代の細密畫
ミニアチュール

そ

のまま。そして何より，羊の屠り方も，まさにチンギス・カンの扎
ジャ

撒
サク

どおり胸を切り裂

き，心臟を閲め付け，血が大地に零れることなきよう，すべてを鉢にWけ止めていた

【圖 3】【圖 4】123)。『集�』『元�祕�』等が語るエルグネ・クンや狼祖の傳說は，さかの

ぼって北魏モンゴル系諸部族に廣く見られ，オゴデイが名乘ったカンの中のカンを6味

する「カアン」の稱號も鮮卑・突厥のそれを復活したもの。しかも北魏は，王族の系�・

�傳を『金册』『祕錄』と呼んでおり，そこには歷代君nの$訓も收錄されていたのだっ

た。モンゴルは軍事や��・農業振興に於いて北魏を模範とすることが多かった。

ところで，モンケ}御ののち，_兄クビライと 5 年閒に亙って爭った第 5 代皇�
カアン

アリ
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ク・ブケは，上にも紹介した投影後の 大
イェケ・

聚
クリ

會
ルタ

において，みずからの卽位の經雲を釋u

するさい

Būlqai 孛
ブ

魯
ル

合
カイ

／不魯花／鉢剌海と ʻAlam-dār 阿
ア

藍
ラム

答
ダー

兒
ル

が俺
われ

に說
い

うには「[クビライ／

カアン] とフレグの二人は都
みな

[“蒐狩”に／軍と共に] 出陣し着
て

�
い

るが， 大
イェケ・

國
ウルス

を

皇�
カアン

(=モンケ) は你
あなた

に委付し來
た

。甚
いか

麽
なる

思案を�するの麽
か

？放置を討求するの麽
か

？
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或
ある

者
いは

，俺
われ

每
ら

をば羊�
の

�般
ように

咽喉を抹せ敎
し

むるの麽
か

？」と124)。

と営べている。ブルカイ，アラムダールはともにモンケの腹心で，h者は，ギヨームの

ルブルクも報吿するとおり，ネストリウスnキリスト敎徒の右大
イェケ

必
ビ

闍
チク

赤
チ
125)。後者は左

大
イェケ・

必
ビ

闍
チク

赤
チ

でカラ・コルム留守司の副官 ―― buralqči$失物管理官も務めたが126)，出自

を知りうる�料は管見の限りのこっていない (少なくともその名は旄纛持ち=Mon. tuqči を6

味するペルシア語。テュルク・モンゴル語も操るので，燕京等處行尙書省の長官牙剌
ヤ ラ

瓦
ワ

赤
チ

と同じホ

ラズム�出身か。ただし，オゴデイの子クチュの南征に扈從したジャライル部の萬戶脫
トド

端
エン

の子もア

ラムダール)。以h，モンケとアラムダールの關係が，クビライと惡名高い財務官僚アフマ

ド・ファナーカティーのそれに相當する可能性について指摘したが127)，この發言からも

アラムダールがムスリムであったこと，窺えよう。

モンケの治世の七年目，かれが�旨を奉じクビライ大王の藩府に對して行った漢兒田

地の會計監査は，苛烈を極め (そもそも，クビライは漢兒地面にn�された當初からヤラワチと

衝突を繰り�していた。モンケ以下の眼には，ヤラワチの死後，箍が外れたように映ったのだろう。

じっさい，のちにクビライ自身が塞 咥 旃
サイイドアジャッル

シャムスゥッディーン128)から內府の財物を橫液ししても

らっていたことを`めている129))，クビライ家の銀・鹽などの莫大な利權は一切合財取り上

げられたばかりでなく，王弟としての體面も著しく損なわれた130)。そして，このとき

ちょくせつ槍玉にあがったウイグルの廉希憲 (ブル・カヤの子) や�天澤は，軍事力・經

濟力・人�を以てアラムダール等を叩きのめしてクビライ政權の成立に貢獻したが，そ

のごは擧って若きチンキムに賭けたのである。發言者がクビライであれ，チンキムであ

れ，“貴
グ

由
ユク

皇
カ

�
ン

(オゴデイの子，クビライたちの從兄弟) 從
よ

り以來，俺
われら

の生を爲す�
もの

が祖宗

に¼ばず½
ゆるみ

慢
だらけ

了
てしまった

上
ため

”といいながら，ほんとうに批難したかったのは，同じチンギ

ス・カンの孫世代の中でも，アラムダールに分を辨えさせなかった憲宗モンケだろう。

(2) ターラービーの-亂

“不
ブ

花
ハー

剌
ラー

の地面の裏
うち

の答剌必
ターラービー

”の	亂については，『世界を開くものの歷�』がその題

も【Tārābīの	亂の頌】131) として，d一�を割き詳細に語っている。

636 年 (1238-39) の數ヶl閒に，巨蟹宮において二つの凶
まがつ

星
ぼし

(火星と土星) の合が

あった。陰陽人たちは「暴動が出現し，衣端者が	亂をなす恐れ�り」との h
̇

ukm

斷をなしていた。

Bukhārā 蒲華／卜哈兒から 3farsang
132)に Tārāb と呼ばれる邑が [あった／あ

る]。Mah
̇
mūdという名の篩匠の男がおり，「愚鈍・無知にかけては比類なし」とい

うふうにいわれていた。詐欺・虛僞を以て苦行・禮拜をはじめ，parī-dārī 神憑り

――すなわちj神たちがかれに言詞を語り，[目に見えない祕奧のことがら／黃
よ

泉
み

]
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について�息を與える―― だと�張した。ちなみに，Mā-warāʼ al-Nahr および

Turkistān の地方では，多くの人々，大部分は女性であるが神憑りだとn張し，痛み

のある或いは疾病に罹った者は誰でも歡�する。[神憑り／ parī-khān神寄せ] を唱

し，舞い踊り，液言・ぺてんのようなあれこれを，無學なものたち・愚民に/合う

のだ。かれ (=マフムード) の姐は，神憑りたちの諸々のたわごとについてどんな種

類のものであれ，かれに語っていたので，それをかれが發表していた。無學なひと

びとは，自身を「無知の從者」たらしめるよりほかなく，かれに歸依した。慢性病・

罹患したのがどの部位であれ，かれに賴った。偶然にも，その群れの中で一，二の

人に快復の�候がみられ，かれらの大部分 ――身分の上下を問わず，「ただ汚れの

ない心をアッラーにささげる者だけは別にして｣133) ―― がかれに歸依した。

Bukhārā [について信賴できる�人かから (わたくしジュヴァイニーが) 聞いた言說

の錄取／に於いて好ましく信賴できる�人かから (わたくしが) 聞いた言說] では，

「かれらがいうには『われらの面hで狗の糞を以て [疑いなく] 一，二の�人は藥を

眼に吹きつけられて治�した』」とのことだった。わたくしは「見物人たちが�目

だったのさ。さもなくば，これはマルヤム (=マリア) の子イーサー (=イエス) の奇

跡だったわけで，至高なるアッラーが仰せられた『あなたはわれの許しの許
もと

に生ま

れつきの�人と癩患者を�した』134) だけのこと。もしわたしがこの狀況を自身の眼

で目擊したなら，(自分の) 眼の治療にとりかかるけどね」と答えてやった。

さて，Bukhārā には，學識・家系ともに名高く知られ，その laqab 稱號／ 字
あざな

を

Shams al-Dīn Mah
̇
būbī という dānishmand 學者135)がいた。かれは Bukhārā の

imām0師／1持たちにもっていた2見のため，かの瘋癲 (=マフムード) の病
やまい

を增

幅し，かれの信徒たちの群れに加わり，この馬鹿者に言ったことには「わが父は

『Bukhārāの Tārāb から世界を解放する s
̇
āh
̇

ib-i daulatī國家君nが出現するだろう』

と語りかつ書物に書いておられたが，[その人物／このことば] に符合し，その踪跡

が汝に現れておる」と。馬鹿者は理性から��く，この欺�によってますます [夢中

／高慢] になった。この聲5は，陰陽人たちの斷とたまたま合致しており，日々，群

衆は增大してゆき，城
ま

子
ち

・村
む

子
ら

d體がかれに歸依し，暴動・騷亂の踪跡が見えてきた。

在地の官人
ノヤン

たち・basqāq

ダ

魯
ル

花
ガ

赤
チ

たちは，懸念の炎
ほむら

の鎭靜について議し，この

[狀況の] 警吿を以て rasūlī y臣を Khujandに，Sah
̇
ib Yalawāch牙

ヤ

剌
ラ

瓦
ワ

赤
チ

尙書136)

の許へと�わした。結果，かれらの考えは，挨拶・お
づきとして，Tārāb にゆき，

「城
ま

子
ち

も貴方のご到着で“晴れ”しましょう」とて，かれにBukhārāへのお出ましを

嘆願するというもので，[Vazīdān/Varīdān>Vardāna/Vardānzī]137) の橋の先に到る

や，いきなりかれを射殺す手はずをしていた。出發すると，その一行の樣子のうち
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に不穩のしるしを (マフムードは) みてとって，橋の先の
くに到ったとき，面
おもて

を

shah
̇

nah

ダ

魯
ル

花
ガ

赤
チ

たちの長であった [TMSA/TMŠA] に向け，言うには「奸
わる

策
だくみ

を

悔い改めよ。さもなくば，その四方を見晴らす眼
まなこ

を人の手をyうことなく引っこ拔

くよう命ずるぞ」と。蒙
モン

古
ゴル

人たちの一團はこのことばをかれから聞くやいなや，「俺
われ

每
ら

の企
くわ

圖
だて

が他
かれ

�
の

隨從に*知されざる�
こと

は疑い無いので�る。莫
ま

不
さ

¯
か

他
かれ

�
の

言
こ

語
と

每
ば

は都
みな

眞正な�
の

麽
か

？」と言いあった。怖くなってかれに攻擊を仕掛けなかった。かくて (マ

フムードは) Bukhārāまで到り，Sanjar 王
マリク

の sarāy 廳に投宿した。

amīr 官人
ノヤン

たち・akbar 貴顯たち・s
̇
adr首座たちは，かれへのÊ敬・敬重について

大げさに表現しつづけるいっぽう，かれを殺す好機を待ち}んでいた。何となれば，

城
ま

子
ち

の愚民どもが優勢で，かれがいたその街區・市場はひとで滿ち溢れ，猫が*り

拔ける隙閒もないほどだったからだ。人だかりは極限を越えており，かれの吉祥な

しには，歸ろうとしなかったのである。入場に木戶錢はなかったが，i出にはあり

そうだった。(マフムードは) 檐／簷にゆき，口より水をかれらに影らせ，[その水か

らの水滴が／水滴がそこから] 屆いた人はみな，+らかに喜んで歸っていった。

正4を踏み外し・眞理に背を向けた [狂信者／5隨者] どもの集團のひとりが，

かれに，かの (蒙
モン

古
ゴル

人たちの) 一團の策を知らせたものだから，(マフムードは) 不6

に門からこっそりと外に出てゆき，門に繫がれていた馬たちの中から [一Rの馬／

一R] に騎乘した。衣國の諸部族はかれが誰だか識らず，かれに�6を拂わなかっ

た。一走りで tall-i Bāh
̇

afs
̇
/Abāh

̇
afs
̇
=khwājah imām Abū H

̇
afs
̇
kabīr の丘138)に到った。

たちまち，世人はかれのもとに集まった。まもなく (蒙
モン

古
ゴル

人たちは) かの馬鹿者を搜

索したが，見つからなかった。騎兵たちは，四方八方かれの搜索に奔走していた結

果，思いがけず，かれを旣営の丘の頂に [見つけた／突き止めた]。歸tしてかれの

狀況について報吿した。

愚民どもは「Khwājah�者は，ひとたびの羽ばたきで Abū H
̇

afs の丘に [到った

ぞ／飛ばれたぞ]」とて，雄叫びをあげた。一氣に長老たち・若輩たちの自制の手綱

が手から外れ，大部分のひとが荒野・丘に向かい，かれのもとに參集した。夕方の

禮拜が(わると，(マフムードは) ひとびとに面對して「ああ，神の 僕
しもべ

たちよ，逡

�・待機は何ぞや。世界から不信心者たちを一6しなければならぬ。(さすれば) 可

能なものは誰であれ皆，武器・農工具もしくは杖・棒を用6して，ことに向かえ」

と言った。かくて，(ブハラの) 城子においては男たるものなら誰であれ，かれに歸

依した。ちなみに，その日は金7日であった。城子へ王
マリク

の第四の廳の裡に下馬した。

そして城子の s
̇
adr首座たち・貴顯たち・知識人たちを召喚し，首座たちの長，(時の

著名人たる) [Shimar al-Dīn/Burhān al-Dīn] ―― Burkhān 家の子孫で s
̇
adr-i
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jahān世界の首座一門の生き殘り139)の―― かれに，英知・學識につきいかなる9罪

もなかったという理由で，カリフの職位を與えた。また，Shams al-Dīn Mah
̇
būbī

を s
̇
adr首座と稱呼した。かたや貴顯たち・知識人たちの大部分を罵倒し，名譽を傷

つけ，�人かを殺したが，�げた一群もあった。また，愚民ども・rind神
ス

祕
ー

�
フ

義
ィ

者
ー

たちを懷柔して「わが軍勢は，人類からなる一つはu々白々なれど，空中を飛びE

ける天兵どもと地表を�き-う精靈の徒黨からなる一つは隱密なり。いま，それを

もば汝らに露わにしようぞ，われは。[地・天／天・地] の裡に熟視せよ，さすれば，

n張の論據を目擊しようぞ，汝らは」とのたもうた。信徒たちの上層部が眼を凝ら

すなか，しかじかの場gは綠の%で，[しかじかの場g／それそこ] は白衣で飛び跳

ねているなどと言いたて，愚民どもも同;し (つつ)，「俺は見えないぞ」と言ってい

るものは誰でもそれぞれ，棍棒の傷をくっきりつけてやったものだ。(また) そのう

え「至高なる神はわれらに對し眼に見えぬ手段で武器を�わされようぞ」とも，の

たもうたものだ。この閒に Sīrāz の方面からG商が到り，4 khar-vār (=計$ 1.2 t)

の大刀を將來した。これよりのち，f利・凱旋に關して，愚民どもにはいかなる疑

念も存在せず，かくて，かの金7日，sult
̇
anat君�の khut

̇
bah說敎がかれの名を以

て讀みあげられた。namāz 禮拜から解放されると，賬Q，帳幕の數々，�設・撤去

の諸器具を將來するよう，高官たちの家々に�わした。諸軍は縱橫に共謀し，rind

無賴漢・ごろつきどもは金持ちたちの家々にゆき，强奪・略奪に着手した。夜に入

るや，sult
̇
ān (=マフムード) は突如，妖精のような美女たち・魅惑�な愛人たちとと

もに人拂いをなして心地よい快樂をJい求めた。�，池にて沐浴の水を汲んだ。(詞

に)“われらが別れの時，ともに沐浴をなせり。(イスラーム法で禁じられた) 不淨のう

えに�ぐがごとくに”140) とあることに從って。吉祥・御惠みの手段として，かの水

は mann 斤 (=$ 3 kg)・diramsang 錢 (=3.2-3.5 g) を以て分
され，病人たちの

sharbat 水藥が製�された。獲得した錢糧を，あれやこれやに施し，軍・上層部に分

割 [を命じた／した]。いっぽう，かれの姐はかれの歡樂・錢糧への耽溺を見るや離

れ，そして「[わたしによってあった事業は／かれの事業は私によってあったが]，

壞れてしまった」と言った。

さて，(『クルアーン』の)「�T」の āyat �を讀んでいた官人たち・首座たちは

Karmīniyah141)にて集まった。それから，その疆域にいた蒙
モン

古
ゴル

人たちを集め，可能に

なることは何であれ各方面から手
し，城
ま

子
ち

に向った。かれ (=マフムード) もまた

戰闘の準備をなして，衫と袴の出で立ちの市場の [ひとびと／男ども] とともに軍

にもどった。雙方から，陣形が布かれた。TārābīはMah
̇
būbīとともに武器・甲冑

無しで陣中に立っていた。すなわち，群衆の閒で「かれの面hにて手を反�に動か

『元典違』が語るフレグ・ウルスの重大事變
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したものは誰でも乾涸びる」という�が液布していたので，[かの軍勢／かの群衆]

も手が大刀・箭に伸びるのが常より遲かった。その集團のなかのひとりが一矢を沈

め，かれの%gに�中せしめた。別の矢もMah
̇

būbīを射中てた。ところが，この狀

況に關して，かれの一味にも，敵側にも，人に知られることはなかった。おりしも

陣風が吹きËこり，互いが見えないほど砂塵が舞いあがった。敵軍はTārābīの妖#

だと思い，みな手を引っüめた。軍勢は踝を�して敗走し，Tārābīの軍はかれらを

J擊した，農村のひとびとは各自の邑々より鍬・斧を將てかれら (=官軍) に向かい，

かれらが見つけたかの軍團に屬するものは誰でも ――特に ʻāmil 各映
アイ

兒
マク

の頭目た

ち・mutas
̇
arrif 來�科差�

のもの

たちを―― 捕らえると，斧で頭を粉碎したものだった。

Karmīniyah にゆくまで，一萬
くの男が殺された。

Tārābī の信徒たちは歸tしたとき，かれを見つけられず，言いあったことには

「Khwājah はお隱れになってしまわれた。御方樣の御影臨まで，御兄弟お二 人

Muh
̇
ammadと ʻAlī 樣が qāyim-maqām 代理であられるぞ」と。Tārābīの永續性に

基づいて，このふたりの馬鹿者も必4とされ，愚民・ごろつきどもがかれらにJ隨

したわけだが，たちまちのうちに，手にした專制權は强奪・略奪にoかれた。

一s閒後，[Īldar/Īlduz<Tur. Yıldız] 官人
ノヤン

と Chigīn箭
コ

筒士
ル チ

が，蒙
モン

古
ゴル

人たちから

なる多くの軍勢とともに現れた。ふたたびかの馬鹿者たちは，自身のJ隨者ととも

に荒野に來り，裸身で戰闘に立った。そして，箭の放たれるや「い」の一番に，か

の�¯に�えるふたりともども殺されてしまった。(結局，) 二萬 (も) の人民が此度

において殺されたことになる。

�日 ―― 曉
あかつき

の妻たちの大刀が夜の帳
とばり

を劈り開きたるに―― 老若男女を荒野

に驅りたてて，蒙
モン

古
ゴル

人たちは「重怨，着手せん，俺
われ

每
ら

。欲}を滿たさん，俺
われ

每
ら

。百
じん

姓
みん

を煉獄の火爐の薪と做
な

さん，俺
われ

每
ら

。他
かれ

每
ら

�
の

錢糧・子女を戰利品に獲らん，俺
われ

每
ら

。」

とて，復讐の牙を砥ぎ，貪欲な口を廣げていた。[神の恩寵・nの慈悲／nの恩寵・

神の慈悲] が，結局，暴動を Mah
̇

mūd の仁慈の手を以て，かれの名のとおり mah
̇
-

mūd 賞贊に至らしめ，かの城
ま

子
ち

の�勢を再び (かれの跡繼ぎ息子のMas ʻūd-bek のごと

く) masʻūd 幸福になさしめた。(すなわち) かれ (=マフムード・ヤラワチ) は到着する

や，かれらが殺戮・擄掠するのを阻止・禁$し，「�箇の罪囚の事由に因って，�千

人を怎生
いかで

殺し得よう麽
か

？�多の{閒，繁榮に至る�，努力をh去せ敎
し

めて來た �
ところの

城
ま

子
ち

を，(數人の) 愚民の緣故に因って，怎生
いかで

烏�に做
な

し得よう麽
か

？」と言った。執

拗・喧噪・强引 (な上訴・討議) ののち，この狀況を (世界の君nたる) カアン (=オ

ゴデイ) の御hに奏せしめ，farmān �
ジャル

旨
リク

たるかの�
かき

字
もの

に欽しみ依りて施行せんとの

Cを付した。そのご，y臣
エルチ

たちを�わし，大赦の可能性がなさそうなかの罪µに據
つ
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いて逸脫されるよう，かれらの生命を保たれるよう，ひじょうな努力をなした。そ

の盡力の結果，賞贊・感謝された。

ムスリムの「大�」「謀	」のひとつに數えられるマフムード・ターラービーの事件だが，

同時代を生きたハナフィー學nのジュヴァイニーの眼には，�¯な神
ス

祕
ー

n
フ

義
ィ

者
ー

，詐欺師

の一團としか映っていなかった。

モンゴル�廷が問題視したのは，中央アジアの大都市ブハラで發生，かなりの死者を

出した點，なかんずく地元で代々首座をつとめてきた由緖正しきブルハーン家の末裔と

やらを擔ぎ出しカリフに祭り上げ，“sult
̇
anat 君nの khut

̇
bah說敎”が讀みあげられたと

いう事實。だからこそ『元典違』は，かれらをムスリム集團と看做して，bābāを筆頭に

rāh-dār，shaykh，qāz
̇
īをも列擧するのだろう (クビライ父子がジュヴァイニーの著作とは別

の�報源をもっていたことも示唆される)。

いっぽう，この件を『元典違』がグユクの治世に懸けるのはuらかに6圖�な�りで，

オゴデイの十年目から十一年目の出來事である。のちにティムール�の正�のひとつと

もいえるヤズディーの『f利の書』が，この	亂を詳しくとりあげ142)，チャガタイの王

傅カラチャル・ノヤン (バルラス部出身の千戶。『金册』に載り，ティムールの五代hの祖とされ

る)143) を强引に登場させ，ヤラワチとともに	亂の處理に關わったかのように裝うのは

ご愛嬌だが，オゴデイの�旨が當該地域の君王でもあるチャガタイに諮ったうえで發令

された點は，事實とみていい。くわえて，とうじ大モンゴルの三大行政區のうち中央ア

ジア――別
ベ

失
シュ

八
バ

里
リク

等處行尙書省の財務長官だったマフムード・ヤラワチは，チャガタイ

大王と折衝する機會も多かったはずで，じじつ，『集�』にも兩者の閒のトラブルが記錄

される144)。

ところが，『世界を開くものの歷�』を踏まえるはずの『集�』は，ターラービーの	

亂に關しては完dに默殺する。ハムドゥッラー・ムスタウフィー・カズヴィーニーの

『s�』や『心神の娛樂』にいたっては，なんとA. H. 671 (1272-73) に繫年する始末であ

る145)。同じ邑から再び	亂が發生した可能性も完dに否定しきることはできないが，お

そらくは同年 7l (daqu yıl 酉年 aram ay 正l／ 1273 年 1l 22 日)，バラクの死によって混�

を極めていたチャガタイ・ウルスとカイドゥの閒隙をつき，フレグ・ウルスのアバカの

令旨のもと實施された�名な「ブハラの破壞」と結びつけたものだろう146)。

そうしたなかで，『ヴァッサーフ�』卷二は，フレグからアバカへの移行{ A. H. 663

年 7l (1265) に發生した Sayyid Sharaf al-Dīn Ibrāhīm Zanjānīが世界�後の救世nを稱

し，シーラーズでËこした	亂について敍営するさい，苦行・禁欲，讀心#を賣りにす

ること，奇跡譚の數々，一握の砂塵を�帷子に大刀・槍を裝備した騎兵たちに變えられ

る妖#yいとの觸れüみなど，かつてのターラービーの	亂とそっくりだとの感想を吐

『元典違』が語るフレグ・ウルスの重大事變
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く147)。シャラフゥッディーンが「qāz
̇
īたちのなかの qāz

̇
ī」の稱號で呼ばれていたことか

らすると，(3) の時{よりも遲れるが，クビライ父子の發言・念頭には，この事件も含

まれているのかもしれない148)。であれば，bābāも 1240 年秋，ルーム・セルジューク�

の版圖で發生，鎭壓にフランクの力まで借りた Bābā Ish
̇
āq Khārijī (自稱 Rasūly徒。かれ

もまた，禁欲・苦行を標榜する妖#師・ペテン師と看做されていた) の	亂149)を指す ――“不

花剌の地面の裏
うち

の答剌必，八八 Bābāī剌 (
) [&] 魯 Rasūl，沙一 shaykh 呵� qāz
̇
ī，ò

こ

の�
もの

每
たち

は”と讀み，大モンゴル・ウルスを脅かした	亂が年代順に三件竝んでいると考

える―― 可能性もあろう150)。なお，沙一阿� Shaykh ʻĀdī (モスルに割據したクルドの一

族) と讀む說もあるが，ムスリムの	亂という範疇には該當しないうえ，アバカの治世ま

でずれüんでしまう151)。

ひるがえって，上営の『世界を開くものの歷�』の記事に關して，そのh�【ブハラ

の解放の頌】152) では，一連の出來事が

サマルカンドが解放された時，(チンギス・カンは) Tūshā bāsqāq (=

ダ

魯
ル

花
ガ

赤
チ

) を

Bukhārā地區の瓜治・總管として farmān�旨を與えた。(かれが) Bukhārāに來て，

Bukhārāは少し繁榮に向った。そして，世界の君�，現世の�後の斷事官たるカア

ンの敕により，瓜治の鍵束は S
̇
āh
̇
ib Yalawāchの勤勉たる 掌

たなごころ

のうちに置かれた。

邊鄙・隱れ里 (土居之家，寺觀�宇) に安存していた鰥寡孤獨・液散轉徙 (=�r隱藏)

の人戶は，公正・仁慈という磁石によって，故¡に引きよせられ (ていっ) た。諸々

の國・都市・地區より彼處に向かい，かくて開發事業は，かれの庇護によって，頂

點を極めんとしていた。��上"の怨奇な品々を輸入し，貴族・¡紳たちの居�區

や私�・公共の集合 地となりつつあったが，突如，A. H. 636 年の數ヶ=閒，

Bukhārāの Tārābからひとりの篩の人匠が神
ス

祕
ー

�
フ

義
ィ

者
ー

たちの (襤褸) 衣を纏い，-

亂をなした。愚民どもはかれのもとに參集し，ことは「凡そ%る人戶は都
みな

，殺者
ころせ

」

とて farmān �
ジャル

旨
リク

が施行される段階にまで到った。S
̇
āh
̇
ib Yarawāchは惡しき�命

を阻止する好
よ

き祈�者だったので，またかれの憐憫・留6のゆえに，その突然の災

厄をかれらから驅除してやった。ふたたび地區は，かの隆盛・活氣を享Wし，輝き

が事業の表面に戾ってきた。

と時系列を以って整理・4$されている。ここから“shah
̇

nah

ダ

魯
ル

花
ガ

赤
チ

たちの長であっ

た TMSA/TMŠA”が“Tūshā bāsqāq”と同一人物であることがわかる。チンギス・カ

ンがブハラを陷落させたとき，モンゴルとテュルクをひとりずつ bāsqāq の名のもとに任

命し153)，サマルカンドの監理は，契丹の大族である耶律阿海太師，沒後は_男の綿思哥

が)いる一團に委ねられていたが154)，『ヴァッサーフ�』卷一によれば，オゴデイ時代以

影，ブハラとサマルカンドの鎭守官
ダ ル ガ

に任じられていたのは，Chūngsān-T
̇
āīfū 太傅と
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Būqā-Tūshā 都帥。アリク・ブケとクビライの對立の�中，チャガタイ家のアルグ (チャ

ガタイの孫，バイダルの子)155)が，マー・ワラー・アンナフルの確保のために，從兄弟のネ

グベイ大王 (チャガタイの孫，サルマンの子)156) をsびn�，ブハラに¥在するジョチ家ベ

ルケの家臣たちを一¦したのちも，ネグベイのC斷により，かれらについては續投を許

したらしい157)。

Chūngsān-T
̇
āīfū太傅が，『集�』「チンギス・カン紀」，『皇元�武親征錄』――ともに

Tobčiyan 金册に依據する―― の“かの漢兒
キタイ

の帑庫官の官人
ノヤン

(=金皇�の帑庫官たちのうち

Qadāという名の官人
ノヤン

) は，Chūngshāī>Chūngshān という名の自身の孫をチンギス・カン

に�貢して歸tした”158)，“哈
カ

答
ダ

因見其孫崇
チュン

山
シャン

而t”と同一人物，すなわち粘合重山159)

であることは，おそらく閒�いない。オゴデイの末年，別失八里等處行尙書省の長官マ

フムード・ヤラワチが息子で副官のマスウード・ベクに後事をまかせて燕京等處行尙書

省に移動したのと入れ�いに，燕京から軍官としてn�されてきたのだろう。

Būqā-Tūshā 都帥については，まさに 660A. H (1262)，663A. H (1264-65) のブハラで鑄

�された銅貨の裏面中央に，それぞれ“不花”，“課”と刻されていた160)。

モンケがカアンとなって以影，藩王として華北經營に乘り出したクビライは，ター

ラービーの	亂の詳細を事件の當事者たち――何かと顏を合わせる機會が多くなったマ

フムード・ヤラワチもしくはその部下，ブハラを本§とするサイイド・アジャッル等か

らちょくせつ聞いた可能性がある。そうでなくても，『ヴァッサーフ�』161) に

ちなみにこのh後に [モンケ] カアンはy臣
エルチ

を�わし，ブハラの shumārah 抄數戶

計を 從
あらた

怨再行
にやりなおし

せしめた162)。ブハラ自體に抄Aされている計 16000戶のうち，5000

戶はバトゥに，3000戶はフレグ・カンの母，[ソルコ] クタニ・ベキに，殘りは，カ

ンの寶位に擁立されるチンギス・カンの子孫の誰であれ皆それを khās
̇
s
̇
ah=Mon.

emčü 梯己 [の名目のうち] に治めるべく，ulugh qūl 大營 ――すなわち大

dalāī<Mon. dalay海內=御位下／直隸163)と名づけられた―― に歸屬せしめた……。

とあるごとく，ブハラにはトルイ家とジョチ家のg領が設定されていたので，�報はお

のずと入ってきただろう。

(3) サイフゥッディーン&の誅殺

“旭
フ

烈
レグ

大王に被
よ

って殺された必闍
ビチク

赤
チ

の賽
サイ

甫
フゥッ

丁
ディーン

Saif al-Dīn，陰陽の人忽
フ

撒
サー

木
ムゥッ

丁
ディーン

H
̇

usām al-Dīn，麥
マ

朮
ジュドゥッ

丁
ディーン

Majud al-Dīn”は，『集�』「フレグ・カン紀」【フレグ・カ

ンと Barkāīベルケの閒の對立勃發，Nūqāīノガイが [ベルケの先鋒の裡に當方との戰い

に／ベルケの戰
いくさ

の先鋒の裡に當方へ] 來ったこと，かれがDarband の地にて破れたこと

の記】164) においても，一纏めに名が擧がっている。

『元典違』が語るフレグ・ウルスの重大事變

425 〔126〕



フレグ・カンは Īrān zamīn 國土の諸¯／諸路府の大部分を開放，各隅に存してい

た諸敵・抵抗者たちの勾
こ

當
と

について始末し，諸の國事の整備・按
にとりかかると，

かれの心は，ベルケの橫暴に對してうんざりしてきた。何となれば，バトゥがかれ

(=ベルケ) をモンケ・カアンとの話し合いのうちに，「他
かれ

(=モンケ) を哥哥・兄弟の

閒の裏
うち

に，(大) 位_／寶座に坐せ-
し

め者
よ

。暫時，モンケ・カアンの寶座の供奉に在
あ

者
れ

」とてQara-qorum 哈剌和林の御座gに�わしたのだが，その扶立の面目に據り，

y臣たちを絕え閒なくフレグ・カンの根
も

h
と

に�わしては何につけ威張り散らしてい

たからだ。フレグ・カンは，ベルケが阿
ア

哥
カ

であったという，かの“¯／禮”に據っ

て耐え忍んでいた。

かれ (ベルケ) の親族たる Tūtār/Tūqār (ジョチの曾孫。ブワルの孫。ミングダルの

子)165)，Balagah /Balagā/Balāqa/Bālāqān/Bālāqār (ジョチの孫。シバンの子)166)，

Qūlī/Qulī (ジョチの孫。オルダの子)167) を死に至らしめた時，憎惡・怨恨がかれらの

閒で露わになり，一日一日と增幅していった。Dに，フレグ・カンが說
い

ったことは

「他
かれ

が若
も

し阿
ア

哥
カ

か甚麽
なにか

で�るにして呵
も

，羞恥・©讓の¯
み

子
ち

／禮から離�し着
て

�
お

り，俺
われ

根底
に

脅ª・强制を以て說
い

いかけて着
て

�
い

る上
た

頭
め

，再び他
かれ

根底
に

謹愼を肯んじまいぞ，俺
われ

は」と。ベルケはかれの延怒について知らされると，「他
かれ

は木
ム

�
ス

魯
ル

蠻
マン

每
たち

�
の

諸城子を都
みな

壞し來
た

。Islāmの君�每
たち

の家屬を都
みな

廢し來
た

。友・敵を揀ばなかっ來
た

。khalīfahカリ

フを哥哥・兄弟との商量無くDきものにし來
た

。若
も

し長
とこ

生
しえ

の天が護助される呵
なら

，罪無

き�
もの

每
たち

の血を他
かれ

に問おう也
ぞ

，俺
われ

は」と言った。

かくて，かれの瓜帥で Tūtar/Tūqārの親族だったノガイ (=從兄弟。ジョチの曾孫。

ブワルの孫。タタルの子)
168) をその血讐に三萬の騎兵とともに先鋒の裡にEわさんと

した。かれ (=ノガイ) はデルベンドを*µし，Shirvān の外れに¥屯／下馬した。

フレグ・カンは知るや，「Īrān の諸¯／諸路府dて從
よ

り 軍
チェリク

を驅�せ者
よ

」とて命じた。

660年 10= 2日 (1262年 8= 20日) に相當する seksinč ay 八lに169)Alātāgh から出

發を命じ，Šilemün 官人
ノヤン

を manlai 頭
にh去せしめ，Samāghār 官人
ノヤン

，Abātāī官人
ノヤン

とともに 12lに Shamākhīに到った。ベルケの軍勢はシレムンに衝突し，殺Ðをµ

度になした。Sult
̇
ānchūq (ホラズム出身でフレグの yazakh衞／夜閒�察)170) を水中にて

殺した。12l末の水«日 (11l 14 日)，アバタイ官人
ノヤン

がJいつき，Shābarān の 1�

の地で軍勢に衝突し，かれらの多くを殺した。ノガイは�げた。フレグ・カンは敵

の敗走を知ると，661年 1= 6日 (11= 20日) 火7日，シャマーヒーの疆域からベル

ケとの會戰の6圖以て出陣した。

その段階で，ayqaq首吿人171)たちの集團は，梯
エム

己
チュ

の臣であった Saif al-Dīn bičikči

賽
サイ

甫
フゥッ

丁
ディーン

必闍
ビチク

赤
チ

，Gurjistānの [都督たちのひとり／田地出身の] Kwājah ʻAzīz，
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Tabrīzの Kwājah Majud al-Dīn麥
マ

朮
ジュドゥッ

丁
ディーン

への企てをなし，かれらを捉拿して

シャーバラーンに將來した。斷
ジャ

事
ルグ

ののち三名とも yāsā<Mon. ȷ̌asaq扎
ジャ

撒
サク

(=條例・

法度・法令) の裏
うち

に入去せG
し

め來
た
172)。また，8 日木7日の夜，陰陽の人 H

̇
usām al-

Dīnを斷
ジャ

事
ルグ

にかけた。罪Aの立證ののち，バグダードでの誓�
モチェルゲ

のゆえに，扎
ジャ

撒
サク

の裏
うち

に入去せG
し

め來
た

。さらに，タブリーズのMalik S
̇
adr al-Dīn，ʼIrāq ʻajamとホラー

サーンのHつかの地域の h
̇
ākim管民官／總管であった ʼAlī Malikは，それぞれ杖𠛬

若干數を以て赦した。

モンケ・カアンは，かつてフレグの征西に際し，各藩・宗王の軍から十人ごとに二名を

抽分せしめたが，クリ大王はオルダ軍の，バラカ (ン) とトタルの二大王はバトゥ軍の代

表者であった173)。ところが，フレグの命令のもとに三人とも殺Ðされた。

その詳細は，「ジョチ・カン紀」【ジョチ・カンのウルスの君nたるベルケの卽位およ

びかれの諸傳の記／ベルケのジョチ・カンのウルスの君nへの卽位および在位{閒にお

けるかれの諸傳の記】174) の語るところでは，

654年 (1256-57)，この國 (=フレグ・ウルス) にいた Bālāqānがフレグ・カンについ

て陰謀・詭計を考え，巫Iを行った。首吿人
ア イ ガ ク

が現れた。[その／かれの] 詞訟を勘問

／理問し，かれ (=バラカン) も`めた。フレグ・カンは怒りのもつれが生じないよ

うにとの理由で，かれを Sūnchāq 官人
ノヤン

の同.のうちに，ベルケの根
も

h
と

へ[った。彼

處に着くと，罪µがかれの上に議定・歸斷され，ベルケは「罪人で�る。他
かれ

は你
なんじ

が

識
し

者
れ

」とて，かれを再びフレグ・カンの根
も

h
と

に[tした。フレグ・カンはかれを扎
ジャ

撒
サク

の裏
うち

に入去せG
し

め來
た

。[それからまもなく／その直後に] Tūtār，Qūlī [も／どち

らも] 身罷った。かれらに故Jに藥を盛ったとの誹謗がなされた。そのために不幸

があいだに來った。ベルケはフレグ・カンに對して敵となった。フレグ・カンの一

代記 (=『集�』「フレグ・カン紀」) にあるように，660 年の 10lに-戰した。Qūlīと

Tūtārとともにこの國に來ていた (諸) 軍はつとに�走した。ホラーサーンの¯へ出

てゆき，Ghaznah・Bīnī-yi gāū (牛の¬) の山々およびヒンドゥスターンの國境にあ

るMūltān，Lahāūūr まで落ちのびていった ――かれらの先頭にいた官人
ノヤン

たちの長

は Nikūdar<Negüder であった。フレグ・カンの官人
ノヤン

たちのうち [ANKWJNH/

ATKWJNH／AWTKWJBH と某] がかれらをJ跡していた―― ものもあれば，デ

ルベンドの¯から自身の諸營へ合液するものもあった。

とし，かたや「フレグ・カン紀」【キト・ブカ官人
ノヤン

がMis
̇
r の方面へ，彼處の軍勢とかれ

[の戰闘ぶり／が-戰したこと]，およびかれ／彼の殺Ðされたことの記】175) では

ところで，ちょうどその當時，ジョチの子シバンの (孫) [子] たる宗王 Balaghāが

宴
ト

會
イ

にて突然にTくなった。そのご，Tūtār大王
オグル

が大}を以て巫#・變心／衣心を

『元典違』が語るフレグ・ウルスの重大事變
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なしたと訴えられた。フレグ・カンは罪µの立證ののち，かれを Sūnchāq の同.の

うちに，ベルケの御hに[って，かれの罪µを奏した。ベルケはチンギス・カンの

扎撒
ジャサク

の命令を以て，かれをフレグ・カンの根
も

h
と

に [[った／[tした]。[6] 58年の

2 = 17 日 (1260 年 2 = 2 日)，かれを扎
ジャ

撒
サク

の裏
うち

に入去せ-
し

め來
た

。また，S
̇
adr al-Dīn

Sāvajī176)をもかれのための護符を書いていたという口實で shahīd犧牲に／(殉敎者と

して) 殺Kした。そのご Qūlīも死去した。上営の宗王たちがTくなったのち，かれ

らの侍奉／.當たちは�げ，デルベンドの¯，Gīlān の海の¯からQipchāq の田地に

去
い

った。

となっている。同じ『集�』のなかで，時系列 ――三大王の死T順はもとより，巫#に

よる呪詛事件の當事者の名すら合致しない (そもそも，ドレゲネ皇后の寵臣ファーティマ­人

にかけられたコデンへの呪詛容疑といい，巫#は死𠛬にしたいときの恰好の口實だった。なお，こ

のときの誣吿者はシーアnだったとされる177))。アルメニア語で書かれたモンゴル�―― 『騎

射の國の歷�』は，まずクリが死に，バグダード接收ののち，フレグに從えとのモンケ

の�旨に從わなかったバラガ，トゥタル，カダカン (ジョチの孫。シバンの子) が“扎
ジャ

撒
サク

の

裏
うち

に入去せ-
し

められ (弓弦で®殺)”，クリの子ミンガンは幽閉されたと，これまた別の話

を傳える178)。この書はフレグ禮贊の立場なので，モンケの�旨云々は疑わしいが，こと

がらの順序は正しいだろう。『集�』のほうは，ただ一貫して，すべては，モンケ・カア

ンの}御を知らされるhにËこったことだとn張したいらしい。ようするに，兄モンケ

の%死とそのごの後繼爭いの混亂に乘じ，旣成事實を積み上げ西征で得た領土dてを己

の版圖となさんと，いちはやく態度を決めていたのである。連合軍のなかでも，壓倒�

な力を�するジョチ家の代表者たちを立て續けに處𠛬・詠殺したのは，そのためであっ

た。Il Milione『百萬の書』179) が

自身目擊できたことだが，クリストのW肉から 1261 年，[中] 東の

／モンゴル

の君n Alau 王と西 [北] の

／モンゴルの君nたる Berca のあいだに一大不和が

生じた。それは，一方ともう片方の境界をなす一疆域のためであった。というのは，

どちらも自分が洩大で公正だと信じていたので，どちらもg�權を獲得せんとn張

し，相手に讓步しようとしなかったのだ。

と営べるのは，眞實を衝いているといっていい (そもそもこの書は，ALAW ――ウイグル�

字のÜlegü 旭烈兀をアラビア�字で表記 ――，同じくアラビア�字の BRKAYにもとづく Berca な

どの固�名詞の表記法，盧Ø橋を石の橋 pul-i sangī，南宋皇�を faghfūr，金齒國を zar dandān と呼

ぶこと，『集�』や『ヴァッサーフ�』との內容の類似等から，ペルシア語の地理書やy�團の筆記

を種本にしたと考えられる)。

クトゥブゥッディーン・シーラーズィーの著作とされる同時代のペルシア語による�
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書 (1286 年以hの成立)180) には

フレグが以h，かの方面を占�していたベルケと親族の軍を掠奪せんとした“h
̇

ukm

斷／宣命”に依據して，殺されたもの，お繩になったものもあれば，�げたものも

あった。このことは，バグダードが接收された年に端を發する。ベルケの
親者

――おそらくはかれの甥たちにほかならなかった Balaghāī，Tutār，Qūlīは，國內

に令旨を發令していた。フレグがかれらの軍をある勾
こ

當
と

に指名したなら，かれらは

それについて「大凡の勾
こ

當
と

は俺
われ

每
ら

の諸軍が做
な

し着
て

�
い

る上
た

頭
め

，他
かれ

――旭
フ

烈
レ

兀
グ

―― は，

俺
われ

每
ら

に不
い

揀
か

甚
な

麽
る

石
いし

塊
くれ

也
も

積ん着
で

�
い

無
な

い也
ぞ

」と露わにし，この種のことについてÞ思し

て，しばしば言葉でも語っていた。惡6のあるものたちが，それに尾ひれをつけて

王 (=フレグ) の御hで営べたてたものだから，かれはこれ故にかれらに對して腹を

立てていた。また，Khurāsān，ʻIrāq，Az
¯
arbaijān，Arrān，Gurjistān のうち好

よ

い田地は，より好くより肥沃なら何處でも，ベルケの&
ダ

魯
ル

花
ガ

赤
チ

たち，知事たち，お

よびかれの金寶令旨があり，「俺
われ

每
ら

の梯
エム

己
チュ

――われらの khās
̇
s
̇
ah位下の謂い――

で%る」と言っていた。いつでもこうした趣旨のことについては，惡6／私欲のあ

るものたちは何とでも言うものだ。そして，その�中，656 (1258) 年に Bālāqāīが

宴
ト

會
イ

にて身罷った。しばらくの後，Tutārも巫#を以て誣吿された。かれはベルケ

のもとに「ò
この

般
よう

な勾
こ

當
と

を做
な

したので�る」とて[られた。ベルケは「罪µを做
な

して

�
い

る上
た

頭
め

，他
かれ

は旭
フ

烈
レ

兀
グ

が識
し

者
れ

」とて命じた。Tutār は[tされてきて，フレグは

「他
かれ

を扎
ジャ

撒
サク

の裏
うち

に入去せ-
し

め者
よ

」とて命じた。この怨恨が根源となった。

と，やはり時系列に一致はみないもののu解に記される。

フレグ・ウルスの正�たる『集�』の本紀も爭いの本質が領土にあった點は否定しき

れていない。同書には，同じ時{の世界を一}するために附されたアッバース�のカリ

フやホラズム�・ルーム・金・南宋などの各國君nの歷�が附されており，「オゴデイ・

カアン紀」「グユク・カン紀」ではそれらに加えて“ホラーサーンのモンゴルの官人た

ち”，“キプチャク草原の宗王たち”，“マーザンダラーンの管軍官・太傅”の歷�が竝び

立っていた。ところが，「モンケ・カアン紀」に到ってその分類法が�耶無耶になるのだ。

この點，留6しておく必4があろう。

ひるがえって，『元典違』の件
くだん

の必闍
ビチク

赤
チ

の賽
サイ

甫
フゥッ

丁
ディーン

以下三名は，ノガイとのh
戰に

f利し，ベルケとの本戰を�える直hに，わざわざ戰地まで連行，敵の眼のhで見せし

めのごとく處𠛬されたわけで，話の液れからすれば，ジョチ家との內*容疑がかかって

いた可能性が高い。

サイフゥッディーンは，『世界を開くものの歷�』の著者で�能な財務官僚だったジュ

ヴァイニーに“�廷のE石たちのなかでも堅固なE石であった官人”，“aqa 兄”，“s
̇
āh
̇

ib-i

『元典違』が語るフレグ・ウルスの重大事變
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aʼzam�高位の尙書”，“�强のE石”と敬6を拂われ (『集�』では“宰臣(・執政官)”，“諸

國の執政官”)，フレグ征西の中軍參謀のひとりでもあった181)。それは，おそらく以下の理

由による。すなわち，モンケの卽位時に，オグルガイミシュ (グユクの皇后) 等オゴデイ

一nがクー・デタをËこした。オグル・ガイミシュの重臣のひとりでウイグル佛敎徒

だった八
バ

剌
ラク

必
ビ

闆
チク

赤
チ

の接觸をWけ，畏
ウイ

吾
グ

兒
ル

の亦
イ

都
ディ

護
クト

高昌王とその高官たちもこれに與
くみ

した

が，同時'行で別
ベ

失
シュ

八
バ

里
リク

のムスリム大°殺を計畫していたとされる182)。それらを察知し

未然に阻止したのがほかならぬサイフゥッディーンだった183)。ヤラワチが燕京等處行尙

書省に移動したあと，マスウード・ベク等とともに別
ベ

失
シュ

八
バ

里
リク

等處行尙書省を切り盛りし

ていたのだろう。かれらは，ネストリウスnキリスト敎徒であるチンカイ (ケレイト部族)，

カダク (ナイマン部族) 等が牛耳るとうじの政權に不滿があったのか，機を見るに敏で

あったというべきか，チャガタイ家に抗い，卽時，モンケに報吿した (マスウード・ベク

は，オゴデイの死後，ドレゲネ皇后の監國時代，バトゥのもとに一時r難しており，ジョチ家に恩

義を感じていたことも大きかったろう184))。結果，ヤラワチとともに確固たる信賴・オゴデイ

／グユク時代からの地位繼續を保證され，モンケ自身の“梯
エム

己
チュ

の臣”ともなった。必
ビ

闆
チク

赤
チ

というからには，かのアラム・ダールの
下であった可能性が高く，ある6味，燕京

等處行尙書省，別
ベ

失
シュ

八
バ

里
リク

等處行尙書省，阿
ア

母
ム

河等處行尙書省を超越したといっていい。

ちなみに，『集�』「モンケ・カアン紀」では，このムスリム°殺未D事件は4$しか

載せておらず，サイフゥッディーンの名も記されない (ハムドゥッラー・ムスタウフィーの

『f利の書』もかれの名は出さない)185)。モンケ禮贊の立場で書かれた『世界を開くものの歷

�』と衣なって，�纂時に“反�者”という公式見解が確定していたからだろう (とうぜ

んのことながら，ウイグル王家もこの不祥事については默殺する186))。そのいっぽう，かれが

Khabūshān の大禮拜寺重修のために)先して多額の寄付をした記錄はそのまま殘したし，

バグダード陷落ののち，フレグに Najaf ―― amīr al-muʼminīn 信徒の長アリーのmash-

had��がある―― および當地の�民の保護のため，モンゴルの軍官 100 名のn�を懇

願した事蹟を加筆した。

皮肉なことにフレグは，

賽
サイ

甫
フゥッ

丁
ディーン

必
ビ

闆
チク

赤
チ

を犧牲に／(殉敎者として) 殺Ðすると，S
̇
āh
̇
ib Shams al-Dīn

Muh
̇
ammad Juvainī187)をひきあげmamālik諸¯／諸路の s

̇
āh
̇

ib-dīwān戶部尙書をか

れに託した。かくてかれの手は諸¯の案件の決定・閲結・
備・管理に關して强力・

絕對�となった。また，バグダードの地區をかれの兄弟 S
̇
āh
̇
ib ʻAlā ʻAt

̇
ā Malikに±

けた188)。

のだった。ようするに，モンケの肝いりで大目付として，�(�にはアルグン (オイラト

部族出身) の輔佐役 uluq bitikči 大必闍赤として�わされたサイフゥッディーンを除くこと
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で，カアン直Sの行政府であった阿
ア

母
ム

河等處行尙書省 (チンギス・カンの四嫡子以下諸王家

からそれぞれ代理人がn�されていた) をも實質�には乘っ取ったのだ。そして，長官のア

ルグンは，それを默`し，フレグに�合する¯をs擇したということになる (同樣に，モ

ンケの死によって燕京等處行尙書省はクビライに，別失八里等處行尙書省はアルグに乘っ取られた)。

そもそもフレグの'軍に際して，アルマリクで出�えサマルカンドまで同行，金帳の

用6をはじめ接待役を擔ったのがマスウード・ベク以下の官僚たち，キシュからはアル

グン以下の官僚が引き繼いだこと，そして，それぞれ一ヶl以上，一箇gに¥屯の機會

を設定したことの6味は，もっと考えるべきであろう。おそらく兩行尙書省はサイ

フゥッディーンの會計監査もWけていたのだ189)。この時點で，各ウルスへの²收は考え

られていなかった。

そして，マジュドゥッディーン・タブリーズィー，ホージャ・アズィーズ，マリク・

サドルゥッディーン，アリー・マリクには，ある共*項があった。かれらは，いずれも

アルグンのもとで.
ノコ

當
ル

／同僚として働いていたのである。

アリー・マリクとは，おそらくナースィルゥッディーン・アリー・マリクのことで，

モンゴル諸王の“malik 投下の官人たちのなかでも令名高い，ソルコタニ・ベキ (かの

じょの死後はモンケにg屬) のところから參じた”代理人190)。Nīshāpūr と T
̇
ūs のd地區／

d路――特にその萬戶 (=Khurāsān)，幷びに Isfahān と Qum と Kāshān の諸萬戶 (=

ʻĪrāq-i ajam) につき，管理を任された。マリク・サドルゥッディ−ンも，オゴデイ／グユ

ク時代から繼續してArrān と Azarbaijānd域の管軍・管民を擔當していた。なお，Herāt

と Sīstān と Balkh幷びにHindūstān の境界 (歸附しつつある箇gを含む) までの地域dては，

怨たに舊ゴール�の貴族 Shams al-Dīn Muh
̇

ammad Kurt の手に，Kirmān と Sīqarān は，

Mah
̇

mūd 官人
ノヤン

の手に委ねられた191)。『ヴァッサーフ�』によれば，シャムスゥッディー

ンは，かれらと同じ A. H. 658(1260)年に謀反をなしたとして，フレグから軍を差し向け

られ，じっさいに戰った。影伏し恩赦を與えられたが192)，おそらくモンケの%死後，ベ

ルケとの戰いのhに旗幟を鮮uにすることを求められたのだろう (シャムスゥッディーン本

人は，かつてバラガイ，トゥタルとトラブルをËこし，ジョチ家とは犬猿の仲であったが193)，かれ

に背いたマストゥングの城子のタージュゥッディーン・クルドがベルケのもとに走り，やがて令旨

とパイザを拜領してネグデル官人の副官に任じられ，あらためてマストゥングを采邑として與えら

れる――アフガニスタンにジョチ家の足場を作るという，失態を犯した194)。オルクナ・カトン)い

るチャガタイ・ウルスに呼應した可能性もある。また，『ナースィル�話』は，まさにA. H 658 年，

ホラーサーン方面からモンケの%ñの知らせ，イラーク・アジャム，マー・ワラー・アンナフル，

ホラーサーンでベルケのために Sultān Jamāl-al-Dīn Ibrāhīmの字
あざな

で以て khut
̈
ba を讀みあげている

狀況，ベルケの瓜治への{待を聞いて書き記しており，あるいはこうした機�も關係あろうか195))。

『元典違』が語るフレグ・ウルスの重大事變
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かれらは，みなモンケの�
ジャル

旨
リク

・pāīzah-yi sar-i shīr 虎頭の [金の] 牌子
パイザ

196)を拜領した宣

慰V管軍萬戶・元帥 (從二品に相當) であった197)。そして，それこそが死罪と杖罪を分け

た4因であった。

マリク・サドルゥッディーンは，マジュドゥッディーンとともに，いわゆる壬子

(1252) 年籍に相當する198)shumārah 抄數戶計・千戶の分揀 qūbchūr < Mon. qubčiri 科斂

／課�の定奪 (①ホラーサーンとマーザンダラーン ②イラークとヤズド ③グルジスターンと

アッラーンとアザルバイジャーン) において，ジョチ・ウルスと接する③の地區を擔當した。

そして，ホージャ・アズィーズも，このとき③のグルジスターンを任されたのである199)。

かれらに作業を指揮させるいっぽう，アルグンは國事・國益にかかわる事柄であること

を慮り，一行と分かれてその足で，自らバトゥの宮帳に參內し，實施にいたる經雲と狀

況を報吿した。このジョチ家に對する
慮 (モンケとバトゥの關係は，オゴデイとチャガタイ

のそれと同じだろう) からしても，h�で紹介したブハラの抄數戶計・分撥の比)から4

みても，上の三名がジョチ家の代理人であったことはほとんど疑いない。

マジュドゥッディーンは，そのご，イスマーイールn敎團の城砦，ルーム，グルジス

ターン，アルメニア，ロル，クルド，そしてバグダードから接收した大量の內帑と錢糧

――このなかの一部は，凱旋報吿とともにモンケとベルケのもと，さらにはテュルキス

ターン方面 (チャガタイ家，オゴデイ家の當n) に[付された―― を蓄えるための寶物庫

を，ウルミアとサルマースの湖岸のタラと呼ばれる城砦の上に円設しており200)，ベルケ

に分
額の槪算を�_報吿していた可能性が高い201)。モンケの%ñを知って，カアンの

gharātī=ūljāʻī<Mon. olȷ̌a 財物の猫糞を決めこんだフレグは202)，ジョチ家の取り分を拂う

つもりなど毛頭なく，證人の口封じを目論んだのだろう (マリク・サドルゥッディ−ンは杖𠛬

ののち，權限を縮小され，フレグの子ヨシュムト大王のもと，タブリーズの特區のみを任される203))。

フレグは，ベルケとの戰闘後，タブリーズで活動し莫大な富を築き上げていたジョチ

家の斡
オル

脫
トク

戶を“扎
ジャ

撒
サク

の裏
うち

に入去せ-
し

め”，その錢糧・家緣を斷沒した。くだんのブハラの

5000戶も°殺されており，その點からも，アゼルバイジャーンのタブリーズにジョチ家

の投下領があったとわかる。フレグ，アバカの父子は，あえてそこに首都を置いた。ち

なみに，ベルケもフレグの行爲に應酬し，ジョチ・ウルス內に設定されていたフレグ大

王位下の商賈を殺Ð，兩ウルスの商業ルートは一時閉ざされたという204)。戰時下におい

て，獅子身中の蟲を除去し，�報網を�斷するのは，ふつうのことである (チンギス・カ

ンとホラズム・シャーの閒の“オトラル事件”が典型)。それほどに本氣の戰いだった。

しかも，ベルケは，フレグとの領土爭いを正當�するため「�戰
ジハード

」を大義名分に揭げ

た。のみならず，あろうことかフレグひいては 大
イェケ・

蒙
モン

古
ゴル

國
ウルス

の宿敵たるマムルーク�

―― 1260 年，征西軍を托したキト・ブカがアイン・ジャールートにて大敗を£し，モン
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ゴルの不敗神話が}れた―― のスルタン・バイバルス (キプチャク出身) に密yを[って

いた205)。バグダード陷落ののち，マムルーク�はアッバース�からT命してきたカリフ

の一族 (一說に黑い肌の靑年) を擁立してイスラームの3nを標榜しており206)，スルタン・

イッズゥッディーン (兀林國阿早丁算灘=カイカーウス二世。叔母がベルケに嫁いでいた)207) )

いるルーム・セルジュークとともにフレグ・ウルスを三方から挾擊しようとしたのであ

る208)。フレグの愛妻トクズ后
カトン

(ケレイト部族，オン・カンの孫娘) は，ソルコクタニと同

じくネストリウスnキリスト敎徒であり209)，「宗敎戰爭」に仕立てるには，もってこい

だったのだろう。

ぎゃくに，モンゴルの驚衣に晒され，その動きを�視していたヨーロッパ諸國，「十字

軍」にも，怨しい局面が開けてきた210)。モンケ時代には傲慢な態度を見せていたフレグ

が，戌年 (1262) 4 l 10 日には，「キリスト敎國家の友，荏³者」として，¥屯地のマ

ラーガからルイ九世，敎皇ウルバヌス四世等に國書を`
したた

め211)，ビザンツ皇�ミカエル・

パラエオロゴス八世の娘を娶る-涉をはじめたからである (入內寸hにフレグが身罷ったの

で，_の君nアバカが娶った212)。アバカは卽位後まもなく，父の政策をWけ繼ぎ，アラゴン王ジャ

ウメ一世や敎皇クレメンス四世に國書を[っている)。

ひるがえって，“陰陽の人フサームゥッディーン”は，『集�』「フレグ・カン紀」【フ

レグ・カンがバグダード征%のため軍の整治・裝備に着手したこと，その周圍を征壓し

たことの記】213) に，

フレグ・カンは，�廷のE石たち・御hの貴顯たちとその (バグダード攻めの) 企て

について協議をした。各々が自身の信念に從って何らかを営べた。カアン (=モン

ケ) の�
ジャル

旨
リク

によってかれ (=フレグ) の隨Lであった陰陽の人フサームゥッディーン

にM屯・出陣の�擇をさせた。かれに#求し命じたことには「星の裏
うち

に示す�
こと

は

不揀甚麽
なんであっても

都
みな

，諂い無く說
い

者
え

」。恩寵ゆえに肝が据わっていたので，確然と君nに對し

て「カリフ一門への企てをなして諸軍をバグダードへNいることに吉なし。何とな

れば今に至るまでバグダード竝びにアッバース�への企てをなしたどの君�もを瓜

治權・壽命を享Oしなかった。若
も

し王君が僕
しもべ

の言を聞かず，彼處に'去されるなら，

たちまち 6つの災厄が現われようぞ。第一：馬どもみな死に，諸軍病む。第二：日

昇らず。第三：雨影らず。第四：烈風卷き)こり，世界は震動・壓碎に壞る。第五：

草，地面より出でず。第六：大君，今歲の裡に身罷らん」と申し上げた。フレグ・

カンはかれからその言辭に證Qを求め，容赦なく誓�をGわした。かたや baqši師

父 (=ティベット佛敎・ウイグル佛敎をはじめとする僧侶)／巫覡たち・官人
ノヤン

たちは共々に

「八
バ

合
グ

打
ダード

根底
に

h去する�
こと

は正
まさ

しく上策で�る」と言った。そのご，Kwājah Nas
̇
īr

al-Dīn T
̇
ūsīを召喚し，かれと gingāj<Tur. gengeš 商量／商議した。Kwājah は疑い，

『元典違』が語るフレグ・ウルスの重大事變

417 〔134〕



試されていると考え，「これらの狀況は一つとして生じませぬ」と申し上げた。下問

するには「F般
さよう

である呵
なら

，甚
な

麽
に

が�るの麽
か

？」言うには「カリフの場にフレグ・カ

ンが居られましょう」。フサームゥッディーンを「宦
ホー

者
ジャ

S
ナー

失
スィ

兒
ルゥッ

丁
ディーン

與
と

討議せ者
よ

」と

て召喚した。ホージャは言った。「イスラーム敎徒の大衆とともに洩大な sah
̇
ābah ム

ハンマドの敎友たちの多くが殉敎しているが，いかなる災厄もなかった。若
も

しアッ

バース�の特性であるというにしても，ホラーサーンからザーヒルがマアムーンの

宣命を以て來りてかれの兄弟たるムハンマド・アミーンを殺し，ムタヴァッキルが

かれの子を官人たちとともに殺め，ムスタスィルとムウタズが官人たち・奴僕たち

に殺Ðされ，これに加えほかの數名のカリフたちもそれぞれ人の手にかかることと

なったが，いかなる損Ðも現れなかったぞ」。

とあるごとく，かつてアッバース�存續を6圖する卜斷を下していた。バグダード陷落

から數年閒を經て，敢えてジョチ軍のhで殺めたのは，uらかにかれらが揭げる「�戰
ジハード

」

の名目に對抗したもので，上天がカリフのために復讐しなかったことを敵・味方に想い

出させるためであった (もっとも，モンケの�旨によってフレグ軍に同行していることから，移

剌楚才／耶律楚材 ――かつてチンギス・カンの西征時に tölegeči 卜者をつとめたが，オゴデイ時代

に bičikči�として燕京等處行尙書省で�稅業務を指揮した―― や，フレグ・アバカ父子の技
テ

#
ク

n
ノ

義
ク

官僚
ラート

・財務官僚となったナスィールッディーン・トゥースィーのように，サイフゥッディーン・

ビチクチの
下であった可能性が考えられ，その點だけでも死𠛬の理由となったろうが)。

なお，『シャイフ・ウヴァイス�』は，フレグ家とジョチ家の歷代カンの歷�をきわめ

て鯵
に4$するなかで，ベルケとの戰いに附隨するサイフゥッディーン等の處𠛬に

限っては，本�冒頭に揭げた『集�』の記錄をほとんどそのまま載せている (フサー

ムゥッディーンだけは“ついで”の處𠛬と考えたのか省略)214)。後々までかなりの重大事として

捉えられていたようだ。

この一連の事件は，遲くとも旣営の 662A. H quluqana yil 子年 (1264) に開催されたア

リク・ブケ以下諸王・官人たちの斷事を目�とする聚
クリ

會
ルタ

の場に居合わせたフレグのy臣

から，クビライ父子に報吿されたはずである215)。また，taulai yil 卯年 (1267) に豫定され

ていたフレグ，ベルケ，アルグの三巨頭が參加する 大
イェケ・

聚會
クリルタ

の重4な議題のひとつでも

あり，その日�を;整するために�わしたy臣たち，囘答を携えた各ウルスのy臣たち

の口から，それぞれのn張を聞いたに�いない216)。そうでなくても『大元至元辨僞錄』

卷二に

卽今，煦烈
フレグ

大王は，皇�の親弟にして，西域を鎭守し，Þ
セミ

思
ス

干
ケント

の西南，·山の西に

在り，!命TUし，來T絕えず。

とあるように，機會は何度もあった217)。とうぜん，1263-65 年にフレグ・ウルスから來
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たバアリン部のバヤン (南宋接收の功臣)218) も，『百萬の書』の序に記される 1266 年頃，

ブハラ經由でクビライのもとへ向ったというy臣219)も，�報提供者となりえた。この紛

爭は，モンゴルとモンゴルが「宗敎」を名目に他國を引きüんで戰い，大量の死者 (�名

なテレク河の戰いでは，モンゴル兩軍だけで 3 萬以上)220)を出した�初の事例であり，ムスリ

ムたちの不祥事としてあげられた理由はそこにあろう。『集�』「フレグ・カン紀｣221) の

まもなく漢兒
キタイ

の方面よりy臣
エルチ

たちが (ノガイの陣營に) 到着した。[いうには]「忽
ク

必
ビ

烈
ライ

皇
カ

�
アン

が寶座の上／大位_の裏
うち

に坐し來
た

。阿
ア

里
リク

不
ブ

哥
ケ

が他
かれ

の命令に%從し來
た

。阿
ア

魯
ル

忽
グ

がTくなっ來
た

。旭
フ

烈
レ

兀
グ

に『阿
ア

母
ム

河從
よ

りシリアとミスルの邊境に至るまで pādshāh 君

王で�者
れ

』と�
ジャル

旨
リク

が了
なって

，名聽%る蒙
モン

古
ゴル

の若者たちより三萬の騎兵を他
かれ

のW助に差
つかわ

され來
た

也
ぞ

」。

からも窺えるが，クビライは大
イェケ

モンゴル國
ウルス

のカアンとして，中央アジアの安定化・交

*確保は当然のことながら，西へのさらなる展開のためマムルーク�の打倒が必須との

`識を，きちんと繼承していたわけだ。ただ，『元典違』が営べるごとく，カアンの�旨

の裏
うち

に，フレグ大王の令旨の裏
うち

に，チンギス・カンの扎
ジャ

撒
サク

を再確`するため，“衆
おお

くの

囘
サルタ

囘
ウル

每
たち

を-
し

て本�の食を£
くら

わせしめ，Î
ま

た木&合 [mustah
̇

abb (=推奬行爲) の�
かき

字
もの

／

mus
̇
h
̇

af (=『クルアーン』・册卷) の�
も

字
じ

] に譯出し，與え將
も

て來去せしめ”た事實は，管

見の限りペルシア語�料には確`できない。こんご，膨大に傳わるアラビア語�料から，

符合する記事が出現する可能性に{待したい。

(4) パルヴァーナの陰謀

つぎに，“八兒瓦� Parvānah なる�りて，印，歹
わる

いことをÞ
おもい

思
めぐら

し來
た

。阿
ア

不
バ

合
カ

大王に

被
よ

って誅されて 了
しまった

”という事件について。parvānah とは，“敕命”や“執照”を6味

するペルシア語で，“nishān C／詞狀”，“yāsāmīshī 整治”などの語とともに現れ222)，

ルーム・セルジューク�では，それらを¸う職掌としてもy用された。アバカの時代の

パルヴァーナといえば，まず『集�』「クビライ・カアン紀」に附された同時代の【スル

タンたちの歷�】223)に

[ルーム／ホラズム] におけるスルタンは，Sultān ʻIzz al-Dīn Kaikhusurūの子 ʻIzz

al-Dīn Kaikāūsであった。すなわち，蒙
モン

古
ゴル

軍 ――かれらの長は Bāījū官人
ノヤン

であっ

た―― から [Kūsah-Tāgh／Kūshah-Dāgh／Kūshah-Bāgh] で破られた (當人)。

瓜治は，自身の弟たる Rukn al-Dīn との共同を以て做
な

していた。しかし，Mʼuīn

al-Dīn parvānahがルクヌゥッディーンの諸路府の總管であり，且つかれを敎育し

ていたものだから，かれらの閒を對立に陷らせた。かくてスルタン・イッズゥッ

ディーンは [瓜治權を] 兄弟に$して (シリアの) Lādqiyah224)に [去
ゆ

き／轉じ]，そ

『元典違』が語るフレグ・ウルスの重大事變
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こから Istanbūl (=コンスタンティノープル) の皇� (=ビザンツのミカエル・パラエオロ

ゴス八世) の許に [向った／去
い

った]225)。ベルケの軍がイスタンブルに至り，かれを

ベルケの許に連れていったとき，Qulīm の城子の瓜治權をかれに與えた。そして其

處でTくなった226)。かれの弟ルクヌゥッディーンは [6]64 年 (1265) に衣敎徒の手

によって殉敎した。かれの子Ghiyās al-Dīn Kaikhusurū [bn] Qilich Arslān が王位に

坐したが，かれは Arjinjān において殉敎させられた。かれの後，瓜治權は Ghiyās

al-Dīn Masʻūd [bn] Kaikāūs に定められた。そして，現在[も]かれがスルタンである。

と鯵單な紹介がある。著者不詳の『セルジューク��』による4$227)にも

657A. H. (1259)，(フレグ・カンの) 斷事がなされた。結局，かれら (=Sult
̇
ān ʻIzz

al-Dīn，Sult
̇
ān Rukn al-Dīn 兄弟) の勾當は¹協に(わった。ルームの國土は二等分され

た。Qūniyah の御座gにはスルタン・イッズゥッディーンが居り，Qais
̇
ariyah の御

座gにはスルタン・ルクヌゥッディーン (=キリチュ・アルスラン四世) が居る，と。

しばらく時は快ºにµぎていったが，Xに官人たちは，イッズゥッディーンをして

企謀をMʼuīn al-Dīn parvānahがなしていることについて識らしめた。かれ (=イッ

ズゥッディーン) は聞いて�げた。(パルヴァーナの) 決6は高まった。諸の�況をカン

に奏して，無盡の軍とともにモンゴルの Alījāq をルームに將來せしめた。カイセリ

からスルタン・ルクヌゥッディーンをWけ入れた。コニヤ竝びにルーム (d土) への

決6をなした。知らせはイッズゥッディーンに屆き，�げた。(モンゴル) 軍の邦土

／田地をh去した。そこから帆»に乘った。キプチャクの國土へ渡った。死が訪れ

るまで彼處に留まった ――彼ニ神ノ御慈悲ガアリマスヨウニ――。スルタン・ル

クヌゥッディーンはコニヤを得た。王座に跨り落ち着いた228)。

とあるとおり，パルヴァーナのさいしょの大きな企謀は，h�で営べたジョチ・ウルス，

ルーム・セルジューク，マムルーク�の共同策戰の吿發であった。それによって，スル

タン・イッズゥッディーンをJい落とし，自身の傀儡ルクヌゥッディーンをルームd體

のスルタンとなさしめた。同時にフレグが

Diyārbakr・Diyārrabʻiyah をユーフラテス河沿岸まで [Tūdāūn/Tūdān] 官人
ノヤン

に，

ルームの諸路府をムーイヌゥッディーン・パルヴァーナに，タブリーズをマリク・

サドルゥッディーンに，Kirmān を Tūrkān khātūn<Turken qatun229)に，Fārs を

Vānkiyanū萬家奴官人
ノヤン

(契丹かウイグル出身) に委ねた230)。

ほどに，絕對�な信賴をfち得たのである。そして，自身が擁立したルクヌゥッディー

ンが6に沿わなくなると，またもやマムルーク�との內*容疑を言い立てて，フレグ・

ウルスの官僚たちとともに殺Ðした231)。その後も 10 年
く，强力な執權政治を�き續け

た (自身の足場をさらに固めるために，フレグ・ウルスと良好な關係にあったキリキア・アルメニ
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アのヘトゥム侯と姻戚關係を結ぶ畫策までしている232))。4するに，ルームは長年に亙り，

ジョチ家とフレグ家の代理戰爭を行っていたようなものだった。

ところが，フレグ・ウルスとパルヴァーナの蜜l時代も(焉の時を�える。『集�』

「アバカ・カン紀」【Bunduqdār (=マムルーク�のスルタン・バイバルス) が [軍とともに]

ルームの方面に來たったこと，竝びにアバカ・カンの [�6／力] がその方面に向った

こと，かれがルームのひとびとに延ったこと，ルームの官人たちの一部とパルヴァーナ

が殉敎したこと，[戶部尙書／戶部尙書 Shams al-Dīn ／大官 khwājah Shams al-Dīn

Muh
̇

ammad Juvainī] が當地に去
い

ったことの記】233) では，以下のように語られる。

674A. H (1275-76)，Hat
̇
īr の子 Z

̇
iyā al-Dīn ■■■ (Mah

̇
mūd) と Parvānah の子

(ʻAlā al-Dīn ʻAlī beklār-begī)234) が，百人とともにルームの邦土／田地より Shām (=シ

リア) の方面へ，[Malik zāhir] Rukn al-Dīn Bunduqdār235)の根
も

'
と

に去
い

き，かれを

ルームへの企てに$動した。

[6]75A. H，d軍とともにルームの地域に出立した。Abulstān へのñ上，Ābulstān

の山を越えた。モンゴルの官人
ノヤン

たちのうち，Ilügei 官人
ノヤン

(ジャライル部族) の子 Toqu

とかれの兄弟 [Aruqtu/Uruqtū]236)，ならびに Suldus 出身の Südün 宿敦の子で

Sūnchāq 官人
ノヤン

の兄弟 [Tūdāūn/Tūdūn]<Tödöʼenが各自，軍一萬戶とともに，かの

國境に¥屯していた。旣営の歲の 11 l 10 日金«日 (1277 年 4 l 15 日) ―― [ūt
̇

<Tur. ut/hūgār<Mon. hüger] yil 丑年 utunč ay<üčünč三lの第十二日 (1277 年 4l

16 日) に相當する237) ―― に出くわした諸軍は，-戰した。ちなみに，極めて½かっ

た。Toqu と Tödöʼen は軍もろともに徒
か

步
ち

となり，激闘をなした。未の刻をµぎ，モ

ンゴル軍が敗れ，0かばかりが助かった238)。

かくて Bunduqdārは，Qais
̇
ariyah に來った。一s閒其處にいた。貨Yとkhut

̇
bah

に自身の名を以て爲した。行糧がかれらの裡で乏しくなった239)。いっぽう，Mʼuīn

al-Dīn parvānahは Tūqātの城塞にいた。Bunduqdārはかれの召喚に!者をEわ

したが，應諾しなかった。Bunduqdār はキリスト敎徒とアルメニア人たちの一部を

殺Ðさせて，歸った。ñ上，かれらの馬たちは淘汰されゆき，かの軍の多くが徒步

で取り殘された。

Tödöʼen の.
ノコ

當
ル

たちのひとり Bügidei という名のものが來りて，事態の樣相を奏し

た。アバカ・カンは延激極まりなく，その日のうちに首都タブリーズから出發し

た。春 [6]76 年 2 l ――春の季�だった―― にルームの諸路府へと向った。

Abulstān・Āqchah に到着したとき，Sult
̇
ān [Masʻūd/Ghiyās al-Dīn] が S

̇
āh
̇

ib Fah
̇

r

al-Dīn Is
̇
fahānīとともに謹んで御hに參上した。Abulstān にて殺されたものたちを

見ると取り亂し，かれらのために泣いた。また，Toqu と Tödöʼen ゆえに非常に哀し

『元典違』が語るフレグ・ウルスの重大事變
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んだ。怒り心頭のあまり，反亂をËこしたテュルクマーンの集團，ルームの貴顯た

ちの一群のいくらかを處𠛬し，ルームの田地／邦土の一部を殺戮・略奪するよう命

じた。S
̇
āh
̇

ib Shams al-Dīn [Juvainī] は城子の�つかの分地を買いあげた。そのなか

で Sīvās の二分の一が略奪された。S
̇
āh
̇

ib Shams al-Dīn が奏するには「公正なる君n

は，貴族の罰贖を以てö民を拷問にかけぬもの」。かれの取りなしが准
ゆる

され，かれら

の罪µについて赦し，Nūr al-Dīn [H
̆
RBKY/H

̇
WTKY] と Zahīr al-Dīn ibn Hūd を犧

牲に殺した。

[中略]

アバカ・カンは，ルームを宗王たる Qongqortai 大王に「它
それ

を敵から守護せ者
よ

。

Tūqāt の城塞幷びに Kūghāniyah の砦 ――Mʼuīn al-Dīn parvānah 官人
ノヤン

の家で

あった―― を衛壞せ者
よ

」とてd軍を以て委ねた。676A. H に相當する hüger yil 丑

年に，Alātāq に歸tした。さて，パルヴァーナは，畏れ怯えつつ，宮帳
オルド

に來到した。

官人
ノヤン

たちが言うには「他
かれ

から三箇の罪Aが生じ着
て

%
い

る。一，敵からZげ來
た

。二，

Bunduqdār の到來を卽時奏しなかっ來
た

。三，早[に御'に參じなかっ來
た

」，結局，

令旨が了
なった

。かれは (身柄を) 預けられた。!臣たちが Bunduqdārの根
も

'
と

より歸って

來ると「(Bunduqdārは)『俺
われ

は八
パ

兒
ル

瓦
ヴァー

S
ナ

の#/に依っ着
て

來た。【兀
ル

林
ー

國
ム

の諸路府に俺
われ

が來た呵
ら

，俺
われ

根底
に

委ねる也者
だろう

】麽
と

4
て

，他
かれ

が諾言を與え着
て

%
い

來
た

上
の

頭
で

，俺
われ

が來た呵
ら

，其

の後，Zげ來
た

也
ぞ

(他
かれ

は)』と說
い

っ着
て

%
い

る」。アバカ・カンは，その言辭が奏されると，

「他
かれ

を扎
ジャ

撒
サク

の裏
うち

に入去せG
し

め者
よ

」とて命じた。676A. H. 3=朔日 (1277年 8= 2日)，

M夏地 Alātāq で [Kūchūk ūnūqchī<Mon. unuqči 放\馬� / Kūchuk tūghchī

<Mon. tuqči纛持ち]
240) の手にかかって殉敎した241)。

嘗てふたりのスルタンを葬り去ったパルヴァーナが，因果應報というべきか，自身マム

ルーク�との內*容疑によって死𠛬となったのである。

ルーム・セルジューク�の內部�料といってもいいイブン・ビービーの『Ê嚴なる國

事によるÊ嚴なる命令』やバール・ヘブラエウスの『年代記』によれば，パルヴァーナ

が，アバカの嫡子アルグンのもとに輿入れするスルタン・ルクヌゥッディーンの娘

Saljūqī khātūn242)に付添って，ルームを留守にしている閒に，パルヴァーナの腹心であっ

たはずの Sharaf al-Dīn bn Hat
̇
īr がクー・デタを企てた。幼君スルタン・ギヤースゥッ

ディーンを圍いüむいっぽう，マムルーク�のバイバルスのもとへ³軍を賴むために弟

の Z
̇

iyā al-Dīn の一團を�わした。そうでなくとも，マムルークには，ルームからT命し

たばかりの Bījār の父子などもおり，手引きには事缺かなかった。この事態をWけて，パ

ルヴァーナは，アバカの弟コンコルタイ大王，トドエン，トクの二元帥と鎭壓に向かい，

まずは幼君を奪囘し，シャラフゥッディーンを“扎
ジャ

撒
サク

の裏
うち

に入去せ-
し

め”た243)。一見，
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パルヴァーナとマムルーク�の內*は窺えない。また，バイバルス軍に不6打ちを食

らったわけでもない。備えがありながら慘敗したのだ。パルヴァーナは，戰場から�T

し，幼君とともに自身の本據地 Tuqāt にr難した244)。この時點でマムルーク側の接觸を

Wけた，とされる245)。『集�』は，こうした經雲を省略し，歷��大敗の責任をdてパル

ヴァーナに轉嫁した (アラビア語�料は，バイバルスの�答どおり，パルヴァーナが早い段階か

らマムルーク�と接觸し，その時々の事�で搖れ動いていたとする246))。

『集�』に先行するクトゥブゥッディ ーン・シーラーズィーの『モンゴル�』も，すで

にバイバルスの來襲の原因を

ルームの (beglar) begi であったムーイヌゥッディーン・パルヴァーナが，モンゴル

がかれに對して不+實であることを危惧していたために，おそらく Bunduqdār に

「汝が來るなら，ルームの王國を汝に與えようぞ (我は)」と$束していたのだろう247)。

と推測していた。『ヴァッサーフ�』やバール・ヘブラエウスは，“內*”の動機として，

アバカ乃至モンゴルに對する不信，アルメニアの國王への私怨を擧げる248)。ハムドゥッ

ラー・ムスターフィーの『s�』249) は，

アバカ・カンは，この動亂がルームの總管たるムーイヌゥッディーン・パルヴァー

ナの]爲によるものと見ていた。かくて，かれを Ālātāq で [6]76A. H に殺Ðし，軍

をBunduqdār との戰いに差し向けた。

と営べる。『東方�の華』250) は

そのころ，エジプトのスルタンがテュルキア (=ルーム) の邦土內に'入し，モンゴ

ルを大量に殺Ðし，相當數を邑々から驅� [，いくつもの地區・城子を奪取] した。

當時，ルームの邦土におけるモンゴルの總管で，パルヴァーナと呼ばれているひと

りのサラセン人がいた。此奴はアバカに對して謀反，スルタンの手引きに身內をE

わし，�モンゴルを破壞・殺Kするに必#な手順を敎えたのだ … [中略] … この

ため，アバカはテュルキアに戾り，反�に加擔しスルタンに影伏したd地區の一つ

一つを略奪・破壞していった。それから，モンゴルの慣�に依據して，裏切り者の

パルヴァーナを一族郞黨もろとも眞っ二つに割き，「凡そ吃べる�
もの

は不揀甚麽
なんであっても

，不
いか

揀
なる

甚 麽
りょうりであ

Á
っても

都
みな

，背
うら

信
ぎり

�
ものの

八
パ

里
ル

瓦
ヴァー

�
ナ

の肉 ――他
かれ

の可
くら

£
える

�
ところ

はd部―― で做
な

者
せ

」とて命

じた。アバカはさらにかれのd官人たちに與えた。これが，アバカが裏切り者のパ

ルヴァーナに與えた𠛬罰であった。

と傳え，とうじのアバカの怒りの凄まじさが窺える。それもそのはず，戰死したトクと

ウルクトゥ／アルクトゥ兄弟，トドエンは，アバカ擁立の�大の功勞者，强大な軍事力

を以てフレグ・ウルスの二大荏Eをなすジャライル部のイルゲイ官人
ノヤン

とスルドゥス部の

スゥンチャク (=スグンチャク) 官人
ノヤン

の肉親であったのだ251)。くわえて後者はアバカの外
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戚でもあった252)。その軍團が，またもやバイバルスによって，キト・ブカ以來の慘敗を

£してしまった。

ちなみに，このあとルームの行政の円て直しを引きWけた寵臣シャムスゥッディーン・

ジュヴァイニーが失脚した事由のひとつも，政敵マジュド・ムルク・ヤズディーによって

Mis
̇
r のスルタンたちと一身同體であり，ルームのパルヴァーナはかれとの商量を以

て Bunduqdār と一體だった。また，Toqu，Tödöʼen baʼatur，[Āruqtū/Ūruqtū] は

かれの�惡さによって死んだ253)。

と，恰も一連の事變の眞の黑幕だったかのごとく誣吿されたためであった。それが效果

を發するほどにマムルーク�へのアバカの恨みは深かった。

なお，Hat
̇
īr の子たちのクー・デタ，マムルーク�の!入に呼應・±乘し，“反亂をËこ

したテュルクマーン”とは，スルタン・イッズゥッディーンの落胤を名乘る Jamrī こと

Giyās al-Dīn Siyāūsh を擔いだカラマン家の一團を指すが，この Giyās al-Dīn は，jamrī-i

t
̇
arīqat 神祕

ス ー

n義者
フ ィ ー

の貧者，h
̇

arf-i vash 代筆屋だったというから254)，アバカの眼には，

(2) のターラービーやシーラーズのシャラフゥッディーンの	亂と重なって見えたかも

しれない。イスラームへの憎惡はさらに增幅されたことだろう。

この一連の事件は，至元十四年にひとまず(結した。至元十七年二l (1280 年 3l) の

時點で，アバカのy臣たちが大元ウルスの�廷に滯在していることが確`されるので255)，

遲くとも，詳細はアバカのn觀のままにかれらの口からクビライ父子に報吿されていた

はずである。それどころか，このy臣たちは，くだんの『元典違』の發言がなされた場

に居合わせた可能性が高い。じっさい，それらは『集�』「クビライ・カアン紀｣256) に

^L
タルサー

(=キリスト敎徒) 每
たち

は，[クビライ] 皇�
カアン

の時分裏
に

，木
ム

&
ス

魯
ル

蠻
マーン

每
たち

に (大いなる)

q執をÄい着
て

�
い

來
た

�上
の

頭
で

，企謀を做
な

し，皇�
カアン

を生氣
い か

ら-
し

むる言
ウ

語
ゲ

を將
も

て「『�
クル

經
アーン

』

の裏
うち

に『共同
み な

で多神敎徒與
と

闘者
え

』257) 麽
と

¯
の

一�
アーヤト

が [�る／�っ着
て

命じて�
い

る]」麽
と

¯
て

，

奏し來
た

。(クビライは)「何處
いずこ

に從い說
い

っ着
て

�
い

る�麽
の か

？，你每
おまえたち

は」麽
と

¯
て

宣し來
た

。(他
かれ

每
ら

が) 說
い

うには「阿
ア

八
バ

合
カ

大
カ

王
ン

の根
も

'
と

從
よ

り，N
こ

�
の

違_に據
つ

いて，書鯵が來着
て

%
い

る」。

と記されることからも推測される。くわえて，1275-76 年頃，クビライ・カアンの外-y

�としてフレグ・ウルスに�わされ258)，現地に滯在中であったふたりのウイグル人，マ

ルコス ――ネストリウスnキリスト敎徒たちのカトリコス，ヤバーッラーハー三世と

なった―― とラッバン・¦
サーウ

馬
マー

も，隨時，大元ウルスに書鯵を[ってきたはずである。

ちなみに，『百萬の書』が，ルームについて“東方のモンゴルの [王 (=フレグ・ウルスの

カン)／皇� Gran can (=大元ウルスのカアン)] に屬し，かれらに對して

ダ

魯
ル

花
ガ

赤
チ

・總管を

n�している”と記営・`識している點は，�目に價する259)。

ところで，かえりみれば (2) (3) (4) の事例は，いずれもdく羊の宰殺とは關係ない
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話であった。極言するなら，羊云々は枕詞にµぎず，ムスリム高官の排除が目�に見え

る。1280 年初頭の段階で，大元ウルスにおいて，これらにR敵する大�事件をËこしか

ねない人物として，チクチクと當て擦りをいわれているムスリム官僚は誰か。アフマド・

ファナーカティーだとすれば，『元典違』揭載の�旨は，ほんとうにクビライの發言なの

か。

(5) めぐりあう東西�獻

『元典違』が傳える至元十六年十二l二十四日の事件d體とその餘波について，『集�』

「クビライ・カアン紀」は【Amīr Ah
̇

mad の後
のち

，カアンの vazīr 宰相となったウイグルの

SNKY
¯
／SNKH>桑

サン

哥
ガ

，そしてかれが招いた事態の結末の記】260) と題して，_のように語る。

桑
サン

哥
ガ
261)の vazārat 中書省262)の時分裏

に

，商賈 (每
たち

) の木&魯
ム ス ル

蠻
マン

每
たち

の一團が，Qūrī 263)・

Barqū八里灰・Qīrqīz 吉利吉思／乞里乞思264)�
の

田地從
よ

り，皇�
カアン

の御hに來到し，紅

の脚と嘴を�する白海靑幷びに白鷲265)を tegishmīshī獻上し來
た

。皇�は，他
かれ

每
ら

根底
に

sīurghāmīshī賞賜を命じ來
た

。また，自
みずか

らの卓從
よ

り茶飯を與え敎
し

むるも，£
くら

わなかっ

來
た

。『怎
どう

生
して

£
くら

わざるか』麽
と

¯
て

Þねた呵
ところ

，『俺每
われら

の根hのò
こ

の茶飯は屍肉で�る』麽
と

¯
て

說
い

っ來
た

。皇�は生
い

氣
か

っ着
て

，『今後，木
ム

&
ス

魯
ル

蠻
マン

每
たち

，õ典の民 (=朮
ジュ

忽
フード

每
たち

・也
エ

里
ル

可
ケ

溫
ウン

每
たち

) は，

羊を [殺す呵
なら

／休殺者
ころす な

]，蒙
モン

古
ゴル

の慣�に依
よ

っ着
て

，[脇腹・] 胸を裂
さ

者
け

。羊を宰殺する

者は，不
だれ

揀
であ

是
って

誰
も

都
みな

他
かれ

を將
も

て [F
その

般
よう

／似
ひつ

羊
じみ

一般
たいに

] に殺者
せ

。他
かれ

�
の

媳­・孩兒，家緣・財

物は一同に (首吿に) 與え者
よ

』麽
と

¯
て

命じた。

(現今でも) とびきりの罪人ども・�惡なものたち・卑しき輩であった tarsā (=キ

リスト敎徒) の ʻYīsā愛
イー

薛
サー
266)

kelemeči怯烈
ケ レ

馬
メ

赤
チ

(=*事)267)，Ibn Mʻaālī，Baidaq は，

その farmān�旨を dast āvīz 推稱
いいたて

て，「不
だれ

揀
であ

是
って

誰
も

家の裏
うち

に羊を殺す�
もの

は，他
かれ

を扎撒
ジャサク

裏
に

入去せ敎
し

しめ者
よ

」麽
と

¯
の

yarlīgh�字
かきもの

を得來
た

。その推辭を以て多くのmāl 錢糧を百姓
じんみん

よ

り取らんとす。木&魯
ム ス ル

蠻
マン

(每
たち

) の ghulām奴僕どもを「kwājah n
あるじ

の ayqaq 首吿人を

爲す者�らば，俺
われ

每
ら

は汝等を解放せん (=良と爲さん)」とて誑かしたところ，かれら

は自己の解放の爲
ため

に誣吿をn
あるじ

(たち) の上に定め，罪µに持ちüみはじめた。また，

愛
イー

薛
サー

怯
ケ

烈
レ

馬
メ

赤
チ

とかれの呪われた家來は，四年閒，木
ム

�
ス

魯
ル

蠻
マン

每
たち

が自己の子息等にsunnat

�
スン

S
ナト

を做
な

し得ない地步に至らしめた。

神の Shaykh al-Islāmイスラームの宗師／n敎 Saif al-Dīn Bākharzī ――彼ニ神

ノ祝福アレ―― の弟子であったMaulānā (=われらがn
あるじ

。ウラマーやスーフィーに對

するÊ稱) Burhān al-Dīn Bukhārīは Khān Bālīq (舊金�の) 中都／南城にて敎義を

說いていたが，密吿されて，Manzī蠻子の方面に液され，彼の地で死去した。そし

て，大部分の木
ム

&
ス

魯
ル

蠻
マン

每
たち

がKhitāī 漢兒の邦土／田地を去るが如
ごと

き事態となった。

『元典違』が語るフレグ・ウルスの重大事變
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自
より

後
のち

，相對する �
ところの

木
ム

&
ス

魯
ル

蠻
マン

の諸貴人 ―― Bahā al-Dīn Qunduzī寶合丁／八合兀

丁268)，Shādī žūchāng 沙�左丞，ʻUmar Qīrqīzī 烏馬兒，Nās
̇
ir al-Dīn Malik

KāshugharīS�剌丁滅里，Hindū žūchāng忻都左丞269)，其の他の諸權勢は [一同

に]，奏上�るべく，[大量の] 贈物を宰相の桑
サン

哥
ガ

を敎
し

てW領せしめ，「凡そ�る木
ム

&
ス

魯
ル

蠻
マン

囘囘の商賈はò
こ

底
こ

から去っ 了
てしまい

，木
ム

&
ス

魯
ル

蠻
マン

每
たち

の邦土／囘囘田地從
よ

り商人每
たち

が來

て無い。tamghāhā 諸商稅が損壞し，tanksūqhā奇衣／奇罕�
の

物貨也
も

將來されて無い。

『羊を休
くびを

抹殺者
きってころすな

』麽
と

4
て

，七年がAぎ了
た

上
た

頭
め

で�る。若
も

し『抹殺者
せよ

』麽
と

¯
て

�旨が了
なった

呵
ら

，商人每
たち

は來るようになる也者
だろう

。商稅も都
みな

得られる也者
だろう

」麽
と

¯
て

奏せ-
し

めした呵
ところ

，

此れを准
う

けて，�旨が了
なった

。

ネストリウスnキリスト敎徒たちへの惡罵，ブルハーヌゥッディーン・ブハーリーの液

罪の�報を除けば，槪ね『蒙
モン

古
ゴル

脫
ト

卜
プ

赤
チ

顏
ヤン

』(『 金 册
アルタン・デプテル

』) 等のモンゴル語の原�に卽して

譯されたとみてよい。

まず，なぜクビライが立腹し，銀立て經濟の一Éを擔うムスリム・ユダヤ商人たちを

排除するような�旨發令にいたったのか，それなりに�得のゆく經雲・理由が示される。

『元典違』では，“貧窮の百
じん

姓
みん

每
たち

を搔擾し來
た

�
ことの

上
た

頭
め

に”，4するに站
ジャム

赤
チ

で發生した分例・

首
シュ

思
ス

のトラブルと言uしていた。だが，�*に考えればh年の至元十五年の七lから十

lにかけて，

今後は，�廷／�省の 大
イェケ・

官
ノ

[
ヤ

人
ン

]，(幷びに正なる) 蒙
モン

古
ゴル

のy臣
エルチ

，¼び死肉を食らわ

ざる官員は (隨�の尙書等と與
とも

に)，例に依りて羊肉，活鷄 [兒] を應付するを除する

[の外]，[餘
のこ

者
りは

／其の餘のy臣は] 猪
ぶた

肉を [給す／應付す]270)。

ことが再確`され，ムスリム・ユダヤの官僚たちに
慮していたから，�貢のy臣はも

とより，外-の一Éを擔うG商にしても“隋�出yの人員”として羊肉の首思／分例を

荏給され271)，ほんらい站
ジャム

赤
チ

のことでそこまで大
おお

事
ごと

になる筈はなかった。じっさいは，ク

ビライ自身が“內府の大鍋子の茶飯の筵
ト

會
イ

(モンゴルの飮膳・茶飯・酒醴に關する儀禮や體例

は，クビライ時代に整理・制定しなおされている)”において，國內外の王族・怯薛
ケシク

・y臣
エルチ

等，

衆人の面hで恥をかかされていたのだ272)。席上，そうなるように仕向けたものたち ――

おそらくチンキムを筆頭に，ムスリム官僚と莫大な利權をめぐり熾烈な闘爭を展開して

いたウイグル・モンゴル高官閥―― がいたということだろう。しかも，『元典違』では，

“直北の八
バ

里
ル

灰
ク

の田地の裏
うち

從
よ

り”としか記されていなかったが，Qūrī・Qīrqīz の地名のJ

加によって，それが 至元十四年秋からの河ö王昔
シ

里
リ

吉
ギ

(憲宗モンケの子) の	亂に與し，

やがてオゴデイ家のカイドゥの王國に參じたアリク・ブケ家一門の本據地273)から來たと，

確定される。まさにこのとき，クビライの愛子たる北ö王F
ノ

木
ム

罕
ガン

と闊
コ

闊
コ

出
チュ

は，捕虜とし

てカイドゥ軍からジョチ家へと盥囘しになっている�中だったのだ274)。「綸言汗の如し」
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とはよくいったもので，皆のhで怒りにまかせた發言がとれれば思うつぼなわけであっ

た (そもそも，『元典違』のこの�書自體，同書に收錄されるほかの�旨に比して不自然な省略・�

修の痕跡が窺えることからすれば，すべてチンキムの言
ウ

語
ゲ

であって，�(�にクビライの承`を得

る形式をとっただけという可能性すらある)。

結果，チンキムが實質君臨していた至元十七年 (1280) から至元二十年 (1283) までの

四年閒，割禮を行い得ず，至元二十三年 (1286) まで羊の喉を搔っ切る屠殺法が禁止され

たのだ。

至元十七年に設置された�室の財產管理をなす泉府司は，クビライの復權がなった至

元二十一年の四lには中書省戶部の管理下に置かれ，いったん廢止された275)。その閒の

中書省の財務チェックを名目に (チンキムnの肅淸が眞の狙い)，クビライは，舊アフマド

nの答卽
タージー

古
ク

阿
ハ

散
サン

等に內外官廳の書類の特別監査を指示してもいる276)。至元二十三年とい

えばチンキムnの¦蕩がおわった年にほかならない277)。『百萬の書』278) が，ムスリムに對

する冷oを

また (クビライ・カアンは) サラセン人たちの呪わしき宗n ――いかなる罪µであれ

許され，かれらの戒律に屬さない者は殺して~わない279) ――，然るにかの惡辣なア

クマックとかれの息子たちも，(自分たちが) 何らかの罪µを犯した因果だとは考えて

もいなかったこと，に思いを致し，それ (イスラーム) をほとほと見下げはて，�惡

をÄいた。サラセン人たちを御hに呼びつけ，かれらの戒律がかれらに命じている

ことの多くを，かれらに禁じた。かくて，かれらに「蒙
モン

古
ゴル

の體例に依
よ

っ着
て

妻妾を

娶者
めとれ

280)。肉を食する爲
ため

に，他
かれ

每
ら

が做
な

す如く動物を休
のどを

抹殺者
きってころすな

。却って它
かの

每
もの

�
たち

は腹を

裂
さ

者
け

」との�旨一4を與えた。

と，時系列に�りはあるが，至元十九年 (1282) のアフマド�殺事件の餘波・結果として

說uづけるのも，あながち�外れではないのだ。

奇しくもこの年，フレグ・ウルスでは，マムルーク�への�征を準備中であったアバ

カ・カン，その弟マング・テムルがたてつづけに身罷っていた (680A. H. 12l 20 日／午年

ikindi ay 二l二十一日／ 1282 年 4l 1 日，681A. H. 1l 16 日／ 1282 年 4l 26 日)281)。アルメニ

アのヘトゥム侯は，敎皇クレメンス五世への報吿書たる『東方�の華』(1307 年�纂) の

なかで，サラセン人 ――マムルーク�からのy臣による詠殺だったと傳える282) (『集�』

やバール・ヘブラエウスの『年代記』は，アバカの信賴を失っていた戶部尙書のシャムスゥッ

ディーン・ジュヴァイニーによる詠殺を匂わせる)。しかもカン位を繼いだのは，アバカの別

の弟でイスラームに改宗，神祕n義に耽溺したとされるアフマド・テグデル (洗禮名ニコ

ラウス)。卽位するやシャムスゥッディーンを重用し，マムルーク�のスルタン・カラー

ウーンと友好條$を閲結すべくクトゥブゥッディーン・シーラーズィー以下のy�團を

『元典違』が語るフレグ・ウルスの重大事變
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n�した283)。アフマド・テグデルからすれば，長年の外患解�のためのイスラーム標榜

であったろうが，ヘトゥム侯にすれば，一連の出來事は陰謀・惡夢以外のなにものでも

なかった。したがって，王位を窺うフラジュ (フレグの子)，アルグン (アバカの子) たち

が救世nに見えた。

ヘトゥム侯は，アルグン等がこの事態 ――マムルーク�と手を結び，タブリーズをは

じめとするフレグ・ウルス治下のキリスト敎會の破壞，司祭・�職者のJ放を命じたう

え，あらゆるモンゴル人にイスラームへの改宗をªっている―― を大元ウルスに知らせ

た結果，怒れるクビライより卽時「改め者
よ

。你�
なんじ

每
らの

惡い行いを罷め者
よ

。非F般呵
さ も な く ば

，你
なんじ

每
ら

の征討にh去する也者
だろう

」との�旨が屆けられた，としるす284)。マール・ヤバーッラー

ハー三世とラッバン・サーウマーが，クビライへの報吿書にアフマド・テグデルの惡口

を書いたとの誣吿を以て一時{投獄されたらしいが285)，『元�』や『集�』にクビライが

アフマドを威嚇する�旨を發令した事實は確`できない。『集�』はガザンの改宗後に�

纂されているので6圖�に省略した可能性ものこる。しかし，バール・ヘブラエウスは，

アフマド・テグデルの時代も，キリスト敎徒はほかの宗敎と同樣，あるいはそれ以上に

庇護されていたと営べる286)。考えられるのは，ヘトゥム侯が“海內・海外諸番の國n”

に頒布された『元典違』收錄の當該�旨を，自身の立場に都合よく解釋・利用した可能

性である。

ひるがえって，ラシードゥッディーンが事件の黑幕のひとりと看做して罵るイーサー

は，たしかに

至元二十年二l十八日，Ìしたる中書省の咨に：[撒
サ

里
ル

蠻
マン
287)，愛

イー

薛
サー

の兩箇
ふたり

が省の

裏
うち

に傳奉したる

�
ジャル

旨
リク

に「『斡
オル

脫
トク
288)每

たち

底
の

勾
こ

當
と

は 您
おまえら

�
の

言
ウ

語
ゲ

が是
ただ

しいと爲すが上
ため

』麽
とい

¯
って

，行うのを罷
や

め

せG
し

めて了
しま

っ來
た

。如
い

今
ま

，Þ思した呵
ところ

，ò
こ

の斡脫
オルトク

每
たち

�
の

言
ウ

語
ゲ

が似
どうも

是
ただ

�
しい

一
よ

般
う

で�る。

在先は，

成
チン

吉
ギ

思
ス

皇�の時分より今に至りて行われていたので�っ來
た

。如
い

今
ま

，若
も

し他
かれ

每
ら

底
の

�
ジャル

旨
リク

を拘收して 了
しまった

の呵
なら

，却って與え着
て

，未だ曾て拘收せざる�
もの

は休
もと

4者
めるな

。若
も

し防

[するに百
じん

姓
みん

を-
し

て生W
めいわく

を行う底
もの

が�れば，u白に說
い

者
え

」。此レヲ欽シメ]289)。

とあるごとく，ムスリムやユダヤの經濟活動を�斷しようとする動きと無關係ではな

かった (この�旨も，かの【 囘
サルタ

囘
ウル

の羊を抹殺し，&
スン

�
ナト

を做
な

すを禁ず】と同じく省略・脫字が多い)。

「站
ジャム

赤
チ

においてムスリムの斡
オル

脫
トク

たちが“貧窮の百
じん

姓
みん

每
たち

を搔擾し來
た

”」との上奏が，中書省

およびイーサーたちによってなされ (ほんらいなら*政院がおこなうべき上奏であろう)，斡
オル

脫
トク

たちがg持していた站
ジャム

赤
チ

利用のための�
ジャル

旨
リク

を取り上げていたらしいことも，ここに

確`される。
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ところで，この一連の事件のoりをWけ液罪になったとされるブハラ出身の學者ブル

ハーヌゥッディーン。その師たるサイフゥッディーン・バーハルズィーは，チャガタイ・

ウルスに設定されたトルイ家の投下領ブハラの學
マド

院
ラサ

(クブラヴィーnのスーフィー敎團) の

n敎／長老で，トルイの正后ソルコクタニ (モンケ，クビライ等兄弟の實母。ケレイト族の君

nオン・カンの姪でネストリウスnキリスト敎の信奉者) が贔屓にした人物だった290)。くわえ

て，かのベルケが師事・歸依したとされるのも，このブハラの學
マド

院
ラサ

長にほかならない291)。

しかも，サイフゥッディーンの子ブルハーヌゥッディーンは，さきに少し觸れた A. H.

671 の事件――ブハラに¥屯するベルケ (アリク・ブケを荏持していた) の mutaʻalliqān 從

屬人員／ nökör.當たちの一人と看做されたがために，チャガタイ家のアルグの部下に

°殺されたのだった292)。ブハラ郊外の Fath
̇
Ābād に円てられたサイフゥッディーンの墓

�・修¯場
ハーンカー

に對し，孫の Shaykh Yah
̇
yā Abū al-Mafākir Bākharzī (第三_カラ・キタイ政權

キルマーンの駙馬家の歸依もWけていた) が莊園等を寄'した 1326 年，1333 年付けの�書が

現存するほか293)，まさにその時{ (タルマシリンの治世) にイブン・バットゥータがここ

に宿泊しており294)，敎團・學#の隆盛，モンゴル諸王たちによる庇護の繼續を窺わせる。

以上からすれば，サイフゥッディーンの弟子と特記されるブルハーヌゥッディーン (み

ずからもサイフゥッディーンの法瓜に連なるジャマール・カルシーが，1264 年の末頃にカシュガル

で歡待をWけ-6を深めた學者とおそらく同一人物)295) は，クビライがたって大都に招聘した

か，あるいは敎團側が特權・寄'の維持，さらなる勢力擴大・布敎を念頭にs拔してク

ビライのもとに[り出した人物と考えられる (佛敎の禪宗・敎宗，¯敎の正一敎・d眞敎など

も，本山・祖庭とは別に，連絡役として代表者をカアンの膝元に置いていた)。そのかれさえもが

失脚，蠻
マン

子
ジ

――おそらく杭州296)に左�されたのだから，事態は相當深刻にWけ止められ

ただろう。

ちなみに，イェメンのラスール�の歷�家ハズラジーの『(ラスール��に關する) 眞珠

の首Îりの書』は，手h味~よろしく，「羊を休
くびを

抹殺者
きってころすな

」の禁令および“凡そ�る木
ム

&
ス

魯
ル

蠻
マン

囘囘の商賈はò
こ

底
こ

から去っ 了
てしまい

，囘囘田地從
よ

り商人每
たち

が來て無い。諸商稅が損壞し，

奇罕�
の

物貨也
も

將來されて無い”狀況の解除理由を，第二代君nスルタン・マリク・ム

ザッファル (1250-95 在位) に歸す。すなわち，クビライ・カアンが大元ウルス治下のム

スリムに對し割禮の實施を禁止したため，-易に携わるかれらの悲嘆・困惑を察し，ク

ビライに宛てて取り成しの書鯵を`
したた

め，その嘆願に見合うだけの莫大な獻上品を添えて

[ったからだ，というのである297)。いずれにせよ，『元�』「世祖本紀」の“海內・海外

諸番の國nに詔す”という記営が事實であったこと，ここに確`される。

じっさいのところ，こうした事態を打破すべく水面下で動いたのは，バハーゥッ

ディーン・クンドゥーズィー以下，江南の財務を牛耳るムスリム官僚たちであった。パ

『元典違』が語るフレグ・ウルスの重大事變

405 〔146〕



クパ，アフマドといった巨魁Tきあと，クビライの信任・寵愛を一身に集めんとしてい

たサンガ ――クビライの&
シュ

古
ク

兒
ル

赤
チ

sükürči 傘蓋持ちで，ティベット方面の政治・軍事お

よび佛敎の各宗nを瓜括する總制院のトップ ―― に接
したのである (惡名高い江南諸路

釋敎gの都總瓜／總攝でタングト族の楊璉眞佳／楊輦眞加も無關係ではない298))。このとき，一時

�な賄賂とは別に，泉州，杭州經由で入ってくる諸外國のy臣・G商がもたらす貴奇な

獻上品や物貨の一部，利得の定{�な上�・分けhも$束したに�いない (海�を掌る行

泉府司はそのために設立された)。そして，かれらが至元二十四年から二十八年初めまでの四

年閒，尙書省以下，各財務官廳の荏E，實働部Gとなり，サンガの地位を確固たらしめ

たのである。この提携は，莫大な利權のhには“宗敎”の�いなどまったく問題になら

ないことを，よく示している。

『集�』は，至元二十八年に發覺したサンガの收賄事件の處分について，以下のように

営べる299)。

[桑
サン

哥
ガ

の] 言語
ことば

が傲慢 (で�り) 且つ無禮で�っ來
た

�
ことの

上頭
た め

，[クビライ・カアンは]

「汚
く

物
そ

を他
かれ

�
の

口裏
に

放
つめ

下
こま

せ-
し

め者
よ

｣300) 麽
と

¯
て

命じ，捕捉し着
て

，大
ター

食
ジーク

の官人
ノヤン

每
たち

の裏
うち

參內し

着
て

�
い

來
た

�
ところの

忻
ヒン

都
ドゥ

と扎
ジャ

撒
サク

の裏
うち

に入去せ-
し

め來
た

。另
ほかの

�
もの

每
たち

は蠻
マン

子
ジ

の地面裏
に

�
い

來
た

。都
みな

捕捉す

べく差
つかわ

し來
た

。Bahā al-Dīn Qunduzī寶合丁，Malik Nās
̇
ir al-Dīn Kāshugharī滅里

S�剌丁，ʻUmar Qīrqīzī烏馬兒，Shādī zūchāng沙�左丞を將
も

て來
こ

さ-
し

め，「他
かの

�
もの

每
たち

も亦た [殺者
せ

／捉え者
よ

]」麽
と

¯
て

命じ來
た

。在後
そのご

，「Bahā al-Dīn Qunduzī寶合丁をば

他
かれ

�
の

父根
よ

底
り

討求し了
て

%らG
し

め來
た

のだった也
ぞ

，俺
われ

は」麽
と

¯
て

，他
かれ

に聲5を與え，自らの

手を以て (�
いく

_
たび

か) 打ち，枷を做
な

して內室に投じ來
た

。Nās
̇
ir al-Dīn S�剌丁をも

「俺
われ

が Kāshughar從
よ

り討求し了
て

%らG
し

め來
た

のだった也
ぞ

」麽
と

¯
て

，他
かれ

�
の

家財をtし與え

來
た

。恩賜が做
な

された時分，(滅里�&剌丁は) 氣hの好
よ

い器量の大きな男で�っ來
た

F
そ

�
の

緣故に因り，多くのÒ友每
たち

が�り，他が騎坐するに卽時
ただち

に衆
おお

くの男每
たち

が他
かれ

與
と

一同

に騎乘 [隨行] し來
た

。¯中，老齡�上頭
の た め

車上に坐し着
て

去
ゆ

く �
ところの

amīr KRAY bāūrchī

>Keley bawurči怯烈／怯來寶
バウ

兒
ル

赤
チ

(=厨子) 官人
ノヤン

にoっ來
た

が，滅里�&剌丁は，徒

黨の稠密なる故に，他
かれ

を [見るも／見ず] ö安・祝6 (=挨拶) を做
な

さなかっ來
た

。他
かれ

(=怯烈) は生氣
い か

っ來
た

。Badah
̇
shānの Pahlavān-Malik／王國の力士 ――嘗て此處

(=フレグ・ウルス) に來たことがある―― が他
かれ

に說
い

うには「ò
これ

は殺される可
べ

きで

�っ來
た

�
ところの

滅里�&剌丁で�る。釋放されて卽時に ò麽
こんなにも

傲慢・不�を�得し，

ò麽
こんなにも

衆騎が他
かれ

と騎坐し來
た

也
ぞ

。印，每歲，一千の好
よ

き�
もの

を Qāīdū海都 [軍] の爲
ため

に

[って�
い

る也
ぞ

」麽
と

¯
て

說
い

っ來
た

。怯烈は延怒の裏
うち

に因り，皇�
カアン

の御hに去
い

っ來
た

時分裏
に

，

他
かれ

を中傷し來
た

。「他
かれ

を再び將
も

て來着
て

扎
ジャ

撒
サク

の裏
うち

に入去せ-
し

め者
よ

」麽
と

¯
て

�
ジャル

旨
リク

が了
なった

。烏馬

兒，沙�左丞は，Ājīqī阿只吉大王が求�を做
な

し來
た

�
ことの

上
た

頭
め

，他
かの

每
もの

�
たち

を死罪に據
つ

いては
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赦し來
た

。亦た，寶合丁も解放し來
た

。桑
サン

哥
ガ

の替頭
かわり

裏
に

Ūljāī chīngsāng 完澤
オルジェイ

丞相を置い來
た

。

泉州の市舶司長官だったバハーゥッディーン，およびマリク・ナースィルゥッディーン

の二人はクビライみずからが，ウマルとシャーディーの兩名はチャガタイ家のアジキ大

王が契$・Óいあげた斡
オル

脫
トク

出身の官僚で，王室の�金�用に缺かせない人材だったこと

が，ここにCuする (チャガタイ家は福円に投下領を�していた301))。漢��料によればウマ

ルと同僚で，『集�』が“京師／行在の城子の丞相だった”という江淮行省のö違 Shihāb

al-Dīn 沙不丁／沙福丁も，クビライの�旨によって罷免・助命されているが302)，かれの

ニスバもクンドゥズィー。つまるところ，バハーゥッディーンときわめて
しい親族

――おそらくは父子・兄弟だったからだろう。ただ，斡
オル

脫
トク

による中央アジアのカイドゥ

軍への�金・�報提供は，はやくから懸念されていた問題でもあり303)，吿發があった以

上，マリク・ナースィルゥッディーンについては，見せしめとして死𠛬にせざるを得な

くなったものと見える。

バウルチのケレイ官人
ノヤン

は，チャガン・タタル族の出身で，もともとフレグ・ウルスに

仕えていた。息子のひとり H
̆
NDAN は，アフマド・テグデルの側
であり，駙馬でも

あった304)。アフマドの廢位後 (1284 ／至元二十一年)，アルグンにより，クビライのバウル

チであったボロト／ボラド丞相305) ――イーサーとともにフレグ・ウルスにn�された

が，至元十二年のクビライ危篤時，露骨にチンキムの怨體制に乘り奄えた上，至元十九

年のアフマド�殺事件のn犯格と目されたため，國外J放處分としての，歸國を赦され

ないy臣
エルチ

であった306) ―― と-奄するかのごとく，一族をのこして307)，父子ともども大

元ウルスに來到308) (歸國するイーサーと同¯した可能性もある)した。少なくとも息子のほう

は，アルグンの歿後 (1291 年 3l 10 日以影) に歸國，ガイハトゥ (アバカの子。アルグンの

弟) に仕えたと考えられる309)。この一連の事件の詳細・�息を ―― 『蒙
モン

古
ゴル

脫
ト

卜
プ

赤
チ

顏
ヤン

』／ウ

イグル�字モンゴル語譯金書『世祖實錄��』(成宗テムルによる檢閱濟。1304 年 2 l完

成)310) の語るところに加えて―― いまやフレグ・ウルスの丞相となったボロト等に傳え

た張本人かもしれない。

ちなみに，助命されたバハーゥッディーンとシハーブゥッディーンの親族 Shams

al-Dīn Qunduzī贍思丁は，成宗テムルの御世のはじめ――大德元年 (1297) 二l二十七

日以h311)，カアンに賣られた寶Î品の價格をめぐる贈賄事件にまきこまれた312)。中書省

の Dānishmand chīngsāng 答
ダ

失
シュ

蠻
マン

丞相 (ケレイト部族出身)313)，T
̇
ūīnah脫

ト

因
イ

�
ナク

，Sārbān 撒
サ

里
ル

蠻
マン

，Īghumish 亦
イ

黑
グ

�
ミ

失
シュ

，Tikah 帖
テ

哥
ゲ

／鐵哥ö違314)等ウイグル系の高官たち，ʻĪsā finjān

kalamachī愛
イー

薛
サー

ö違怯
ケ

列
レ

馬
メ

赤
チ

，Bāyān finjāngö違 (=サイイド・アジャッル／アブー・バク

ル)315) の弟 Bāyanchār 伯
バ

顏
ヤン

察
チャ

兒
ル

，そのた 4名のö違とともにÔ捕・監禁されたのである。

なんとクンドゥズの斡
オル

脫
トク

は，Õしくもかつての敵と手を組んでいた。闊
コ

闊
コ

眞
ジン

皇
カ

太
ト

后
ン

(=裕
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宗チンキムの正妃，成宗テムルの母后。伯
バイ

蘭
ラム

姐
エゲ

姐
チ

の呼稱で呼ばれた實力者) の助命嘆願でさえも

聞き入れられず，一同は膽
タン

巴
パ

師父
バクシ

316)のとりなしによってはじめて釋放された。ティベッ

ト佛敎僧とイスラームの共存・人�はまだ續いていたのである。

3．クビライとフレグ・ウルス

モンケ・カアンの%ñがなければ，存在しえなかったであろう大元ウルスとフレグ・

ウルスは，手中にした版圖と富を守るために，いちはやく手をむすび，强固な協力關係

を築き上げた。それを象�するのは，『s�』「フレグ・カン｣317) の

かれの治世においては諸の farmān 令旨の冒頭はカアンの名を以てあった。

という一言だろう。實證しうる令旨現物，寫し等はいまのところ見つかっていないが318)，

貨Öでは確かに (クビライ) カアンの下に，il-qan たるフレグの名が刻まれる319)。

そのフレグがñ去すると，Aliqan 妃
カトン

(オイラト部 Tinggīz駙馬の娘。フレグの第八子Ajay

大王の母)，必
ビ

閹
チク

赤
チ

アルグ官人
ノヤン

，トクズ后
カトン

が立て續けにTくなるなど320)，後繼者をめぐっ

て�闘が繰り廣げられた。�(�に，フレグの 大
イェケ・

扎魯忽
ジ ャ ル グ

赤
チ

で$訓
ビリク

も掌ったシクドゥル

官人
ノヤン

，外戚スゥンチャク (=スグンチャク) 兄
アカ

等の協力を得たアバカ ――長子だったが，

母イスンジン妃の位は高くなく，嫡子とはいいかねた―― がs出された。衆人を�得さ

せるため，かれらは敢えて正瓜性の保證として“凡そ人の�める地域の君nで，チンギ

ス・カンの子孫
ウルク

dての兄
アカ

たる皇�
カアン

”クビライの敕命を求めた。そして，1265 年 6l 19 日

開催の卽位式は假のものとし，�事を待つ閒 ――正式な卽位式は6に反して 1270 年 11

l 26 日までずれこんだ―― 寶座
たかみくら

／御榻ではなく sandalī -
ソ

床
ファー

／-牀に坐して政務を

執ったのだった321) (五年もの歲lを4した理由としては，ベルケとの戰闘やいわゆる「タラス會

3」とそのごの中央アジアの動亂が擧げられる)。『s�』「アバカ・カン｣322) の

父の後は，かれの伯父クビライ・カアンの�旨を以て瓜治權はかれが^い，かれの

名が各命令書の冒頭に据えられた。

との記営が事實であることは，傳來の各種國書や貨Öによって確`できる323)。同樣に，

アバカの子アルグンも，クビライの`可を得るために卽位式を 1284 年 8l 11 日と 1286

年 7l 4 日の二度執り行い324)，令旨の冒頭にカアンの名を必ず置いた325)。

なお，『集�』，『s�』は，ともに成書時の公式見解たるフレグ―アバカ―アルグン―

ガザンの王瓜を强;するため6圖�に言¼しないのだが，ムスリムとなったアフマド・

テグデルがマムルーク�のスルタン・カラーウーンに[った國書も“慈悲深く慈愛êき

アッラーの御名において，上天の氣力
ちから

の裏
うち

に，皇�
カアン

の福廕の裏
うち

に，アフマドの farmān 令

旨”から始まる。貨Öの打刻においても在hの體例にきちんと則っている326) (これは，h
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�で紹介した『東方�の華』が殊Îに枉げた解釋・記営をなしていることを示唆する)。かれのみ

ならずガイハトゥもバイドゥ (フレグの孫。タラカイの子) も“皇�
カアン

の名の裏
うち

に”自身の名

―― Irinȷ̌in-Dörȷ̌i，Baydu を續けて
した327)。したがって，アフマド・テグデルやガイ

ハトゥもそれぞれ卽位時に大元ウルスに�旨を求めた可能性が高く，じっさい後者は

1291 年 7l 23 日，1292 年 6l 29 日と，二度卽位式を行っている328)。ようするに，クビ

ライ一代を*じて，フレグ・ウルスは，大元ウルスを宗nとするX勢をまったく}さな

かったのだ。

かれらの協力關係を具現する初{の例に“フランク式大型投石機”がある。クビライ

は南宋征伐の成否の鍵を握る襄陽攻擊のために，アバカに飛Ø離の出る巨大な怨型投石

機の技師のn�を4pした。アバカはすぐに，イスマーイールとアラーゥッディーンを

sび出し，かれらがÄえる技#集團とともに陸路，站
ジャム

赤
チ

にてn�，至元八年 (1270) に

大都に到着した329) ――このころ，Fārs の諸路府を治めていた萬家奴が罷免され，モン

ゴル液の死𠛬からの救濟措置として，クビライのもとにy臣の名目でn�されており，

護衞もVねてかれらと同¯した可能性がある (アバカの第二_卽位式に參加したクビライのy

�團が歸tするさい，隨行した可能性も否定できないが)330)。とうじは，クビライのy臣が，

チャガタイ・ウルスのバラクやオゴデイの孫のカイドゥに拘束されるなど (y臣は密偵の

職務も擔う)，それなりの危險があった331)。ちょうど (3) サイフゥッディーン
の誅殺と

(4) パルヴァーナの陰謀のあいだに位置する時{である――。投石機は江南接收に大い

に寄與し，結果として大元ウルスとフレグ・ウルスは，至元二十三年 (1286) 頃までに，

陸路のみならず海路でも繫がることができたのである。

クビライは，至元十年 (1273) の時點で，海路の開拓・連結を見据えているかのごとく，

アバカの令旨のもとに稀少な藥も廣く求めさせていた。『元�』卷八「世祖本紀五」には，

[春正l己卯 (25 日)]，詔して，扎朮呵，押失a，崔杓を�わすに金十萬兩を持たし

め，諸王阿
ア

不
バ

合
カ

に命じ獅子國 (=セイロン) に藥を市せしむ。

とある。海路の開發にともない重4な中繼點となったのが，馬
マア

八
バ

兒
ル

(=大マラバール，コロ

マンデル海岸)332)で，泉州から百二十八日，フレグ・ウルスからは十五日行�であった。

泉州からホルムズ海峽までを二百日餘りと営べる例もあるが333)，大元ウルスの外-y�

團・贈答用の珍獸たちの食糧の首思
シュス

／分例では，寄Ù地での外-・商業活動，風・潮液

を待つ日數を含めて，�復で$三年が計上されていた334)。

クビライは，チンキムから實權を取り�した至元二十二年には早&，マスウードとア

リーにそれぞれ驛傳利用の虎頭牌・金牌を荏給し，中瓜鈔千錠 (=銀五萬兩) を持たせて

マアバルに貴寶を求めに行かせている。いっぽう，チャンパやジャワへの�征で知られ

るウイグルの也
イ

黑
グ

�
ミ

失
シュ

も，
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二十四年，馬
マア

八
バ

兒
ル

國にyいし，佛鉢・舍利を取る。海にÚかび風に阻まれ行するこ

と一年にして，乃ち其の良醫，善藥を得るに至る。Dに其の國人と與
とも

に方物を來貢

す。印，私錢を以て紫檀木の殿材をÛ
あがな

い幷
あわ

せて之を獻す335)。

という。この佛鉢・舍利は，敬虔な佛敎徒であったイグミシュ336)が至元二十一年 (1284)

に僧
シン

±
カ

剌
ラ

國にyいしたさいに，觀光という名目で下見を濟ませていたもの。かれの報吿

を聞いたクビライが欲しがったため，マアバル經由で入手したと見られる。クビライは，

タングトの楊璉眞伽に命じて慶元路 (=寧波) の阿育王寺から正眞正銘の本物とされてい

た佛舍利を�廷に�ばせたが337)，それにÝき足らず，さらに廣く求めさせたのである

(成宗テムルの治世の初めに緬國／ミャンマーから獻上された佛舍利も，おそらくこの時の問い合わ

せに應じたものだろう338))。至元二十二年より『大藏經』の漢譯・ティベット語譯の校勘事

業も開始されており339)，チンキムの死が少なからず影kしているだろう (『元�』の「世祖

本紀」は，至元二十二年以影，各年末の總括に國家n催の佛事の囘數を記す)。

ちなみに，『百萬の書』の「(再び) セイロン島の記」の項にも，Sergamoni borchan/

Sagamoni Borcan/Sogomonbarchan 釋±牟尼佛 (アラビア�字の表記に依據していることがわ

かる) の齒・毛髮・鉢を入手するために�わされたクビライの大y�團のことが，しかと

書きとめられており，南城
カンバリク

で奉�の大式典が開催されたという340)。管見の限り，佛舍利

の式典の開催日時をu確に記したものはないが，至元二十六年に，旃檀佛を大�壽萬安

寺の後殿に奉�しなおしており341)，『世祖實錄』にも特記されたことからすれば，兩方一

緖に執り行われたのではないか。そして，なにより�目すべきは，『集�』「アルグン・

カン紀｣342) に，ほぼ時を同じくして，

[687A. H] 3l 7 日 (1288 年 4l 11 日／至元二十五年)，Nūqā[ī]ノガイ・ウルスの根h

より，y臣たちが Jūy-i nau怨河343)の沿岸に到着し，shārīl 舍利 (śarīra 室利羅／設和

羅 Uig. šarir) を將て來た。佛敎徒たちの考えでは以下の如くである。すなわち，

Shakamūnī burkhān 釋±牟尼佛を荼毘に付していたとき，かれの心臟のそばで骨が

(水晶の) 數珠のようにÞuに輝き，燃えなかった。それが「舍利」と呼ばれる。か

れらによれば，釋±牟尼佛のように崇高な位階に至っていた人 (=僧) は皆，荼毘に

付されたとき，その舍利が燃えない。4するに，それが將來されたとき，アルグン・

カンが出�え，數々の金貨をそれに向けてばら撒かしめ，欣喜雀Yした。そして數

日閒，宴
ト

會
イ

・歡樂に耽った。ところが，3l末日，アルグン・カンが Pīlsuvār344)の疆

域に下馬を命じられたとき，背信者で探
タ

馬
マ

軍の Tūqtāī (ジョチの曾孫。シバンの孫。バ

ラカンの子)345) が五千の騎兵とともにデルベンドを*µし，斡
オル

脫
トク

たち・商賈たちd員

を掠奪してしまった，との報が屆いた…。

と営べられることである。かつて，ベルケ軍の先鋒として何度もフレグ・ウルスと死闘
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を繰り廣げたノガイ大王だったが，そのごアバカ・アルグン父子と二重三重の姻戚關係

を結び346)，さらにはアバカと同じく，ミカエル・パラエオロゴス八世の娘も娶っていた

(ノガイの本據地は黑海北岸にあり，斡脫・商賈の�來のためにも，ボスポラス海峽を押さえるビザ

ンツとの*好は必須であった)。アルグンに佛舍利を贈って來たのもそうした緣があったか

らこそで，クビライ・カアンが探求中という事�についても，承知していたのかもしれ

ない。しかも，とうじジョチ家では，4人の宗王が當nトダ・マング／トダ・モンケ (バ

トゥの孫。トクカン／トゥカンの子)347) を實質廢位にJいüんで共同執政，時{當nを見据

えた�闘がつづく極めて不安定な狀態にあった348)。オルダ・ウルスの當nコニチ (オルダ

の孫。サルタクタイの子) が，クビライおよびアルグンと友好な關係を築こうと努めたの

も349)，ノガイとほぼ同じ事�・6圖からだろう。

なお，ノガイの娘のひとり QNAQ/QBAQ は，ジョチ・ウルスのコンギラト駙馬家

(ウイグル佛敎を信奉) のヤイラクに嫁いだのち，イスラームに改宗して家庭の不和，兩家

のÁ裂を招いたとされ350)，やがては『百萬の書』末尾でも言¼される�名なノガイと

ジョチ家當nトクタ (バトゥの曾孫。トクカン／トゥカンの孫。マング・テムル／モンケ・テム

ルとコンギラト駙馬家オルジェイ・カトンの子)351) の戰いに發展してゆく。

ひるがえって，フレグ，アバカと同樣，佛敎を庇護したアルグンは，みずからも財を

投じて佛寺を円立したが，その殿內にはアルグンのß宴畫が描かれていた，という352)。

河南は少林寺の壁畫 ――à太宗の事蹟圖のようなものだった可能性もあるが，大都の

ティベット式寺院に円立者・寄'者たる皇�・皇后，皇子の御容が設置されていたこと

と連動するかもしれない353)。ガザンもイスラームに改宗するhは，フレグやアルグンが熱

心に円築事業を行ったホラーサーンの Khabūshān354)に寺院を円立していた355)。であれば，

こんご『元代�后圖册』(臺灣故宮a物院藏)，『元代后妃太子宴册』(北京故宮a物院藏) に類

するフレグ・ウルスの歷代カン，后妃たちの御容の下繪，寫しが發見される可能性も皆無

ではない。

また，やはり佛舍利の入手と同じころ，1287 年から 1288 年，クビライとアルグンのy

臣として，ヨーロッパ諸國を歷訪したラッバン・サーウマーは，ローマ敎皇に“�$物”

をg}し，キリストの衣の小さな切れ端，�母マリアのヴェールともいわれる手巾，�

徒たちの$骨の小片�つかを持ち歸った356)。モンゴルが「形ある�なる品」を嗜好した

ことがよくわかる。

いっぽうで『集�』が

アルグン・カンがタブリーズに到ったとき，斷食
ラマダ

l
ーン

の祝祭 (1290 年 10l 6 日) が


かったので，「タブリーズの城子の裏
うち

に四箇のminbar說敎壇を設け者
よ

」とて命じた。

哈
カー

�
ディー

たち，¯
イマ

師
ーム

たち，衆
おお

くの木
ム

&
ス

魯
ル

蠻
マーン

たちが參じた。[淸規
アーイーン

／ �
アーヤト

] を以て，可
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能な限りdき祝祭の�
ナ

ë
マー

思
ズ

たらしめた。哈
カー

�
ディー

たち，khat
̇
ībá師たちは，Ê敬・慰撫

をWけて歸tした357)。

と書きとめるごとく，イスラームに對しても變らず敬6をはらい，�金を投じていた。

ちなみに，先営の『百萬の書』の「セイロン島」あるいは「ザンギバル島」によると，

著者は“la mapemondi des mariner de cel mer/mappa mundi marinariorum illius maris/

Mapamondi di marinari di quelli Mari この海の»乘りたちの世界圖”358)，“le conpas e la

scripture de sajes mariner que usent en cel mer de Yndie/compasu ostenditur et

scripura marinariorum conversantium in illo Mari de India/scrittura da quelli, che hanno

compassato quel Mare dʼIndia そのインド洋を�來する (a識の) »乘りたちの海圖と書

き物 (指南書)／インド洋をコンパスで測定したものたちの書き物 (指南書)”359) なるもの

を參照し，セイロン島の大きさや點在する島嶼の總數を記営しているが，これはまさに

『祕書監志』卷四「纂修」の

至元二十四年二l十六日，奉じたる祕書監の臺旨に「福円¯の海を�
わた

り行く»の囘
ムス

囘
リム

每
たち

は，海の4を知る囘
アラ

囘
ビア

�字の剌・�b Rāh-nāmah (=¯の書／指南書) を�す。

中書省に具Ìしたれば，合屬に行下
くだしぶみ

して，取り索
もと

め者
よ

」。此レヲ奉ゼヨ。

の Rāh-nāmahと同じ類のものだろう。いわゆるマルコ・ポーロの一家は，クビライがア

ルグン・カンのp求に應じて，ブルガン后
カトン

の後釜となるバヤウト部族の娘コガチン妃360)

をs出し，海路を利用してフレグ・ウルスに[り屆けた際，そのy臣たち ――アルグン

側のy臣361)は Oulatai/Vlatay<Ūlatāy (スルドゥス部)362)，Apusca/Apushca<Abishuqā/

Ābīshuqā (オロナウト部。aqtači 管騸馬�)363)，Coia/Coza<Kwājah ―― に同行したこと

になっている。そして，このy�團が『集�』364) や『經世大典』の「站赤｣365) の記営

[至元二十七年 (1290) 八l] 十七日，(戶部／兵部) 尙書の阿
アー

難
ナン

答
ダ

，都事の別
ベク・

不
ブ

花
カ

等

が奏するには，「c違の沙
シハー

不
ブゥッ

丁
ディーン

の上言に『今年三=，旨を奉じて，兀
ウ

魯
ラ

薫
タイ

，阿
ア

必
ビ

失
シュ

呵
カ

，火者
コジャ

をEわし，4を馬
マア

八
バ

兒
ル

に取り，阿
ア

魯
ル

渾
グン

大王位下にT
ゆ

くに，同行の一百六

十人の內九十人366)は，已に分例を荏すも，餘りの七十人は，聞くならく是
こ

れ諸官の

贈�eび買得する]の者367)なれば，乞うらくは分例の口糧を給せざらんことを』と」。

奉じたる旨に「之に與うる勿れ」。

と完dに合致することは，あまりにもよく知られた事實である。“フランク式大型投石

機”を製作したイスマーイールとアラーゥッディーン一族の功績を橫取りする“ポーロ

一家”であってみれば368)，Rāh-nāmahの記営をはじめ，フレグ・ウルスで�まれたペル

シア語の地理書・歷�書・y臣の報吿書等を參照しながら，µ去のローマ敎皇廳，フラ

ンク王國，アラゴン・カスティーリャ王國とフレグ・ウルス，大元ウルス閒の外-y�

の事蹟，歷�にのこる戰闘をつなぎ合わせ，讀み物としての「クビライ・カアン紀」(ま
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さに卽位時から死去までを¸っている) を作り上げた，と考えるのが¹當だろう。そもそも，

『百萬の書』がある�度�料としてy用に耐えるのは，この成り立ちによる。

なお，Rāh-nāmahの�報は，至元二十三年に大元ウルスの國家プロジェクトとして製

作が開始された「天下地理總圖」にも取りüまれた。この世界地圖のなれの果て―― 民

閒ヴァージョンが，李澤民 (字は汝霖) の「聲敎廣被圖／聲敎被�圖」であり，こんにち，

そのd容は日本に傳來する數種の「混一疆理歷代國都之圖」によって知りうる。漢兒と

囘囘の圖
ち

子
ず

を一枚に合體させた「天下地理總圖」であったが，ヨーロッパとジョチ・ウ

ルスの�報が少なかった369)。その理由は，『集�』「アルグン・カン紀」が敎えてくれる。

吉祥なる諸旗は，¥夏 Alātāq370)に向かい，[689A. H. 8 l]13 日 (1290 年 8 l 21 日)

に其處に到着した。そこから [Vas
̇
t
̇
ān/Vast

̇
ān] の Vān371)への路を以て歸tを命じ

た。[その地において／その下營の�中]，[洩大なるMaulānā (=我らの師) ――彼

ニö安アレ／Maulānā] Qut
̇
b al-Dīn Shīrāzī が拜謁に參上した。そして Darā-yi

Maghrib地中海，その諸の灣，岸の圖 ――西方・北方の田地／邦土の多くをf括

している―― を職掌以て奏上した。[アルグン・カン／君王] は，かれとの會話を

ひじょうに氣に入られた。何となれば，兀林國
ル ー ム

の田地の解說が續いたからで，その

ñ中で，君王の視線はルームの心臟部である ʻAmūriyah の上に落ち，その說uを

Maulānā に指示した。かれは，きわめてº切に君王への祝壽・贊辭からなる常套句，

そこの�況の解說を営べた。それは甚だ腑におち，圍獵のために上馬しながら，

Maulānā に言った。「[俺
われ

每
ら

／俺
われ

] が歸tした時分に，來
こ

者
い

。非常に快活地
に

你
おまえ

が說い

着
て

�
い

る言辭を談じ也者
ようぞ

，(俺
われ

每
ら

)｣…372)。

アルグンがいくら協力したくても，至元二十四年にフレグ・ウルスに到着したと見られ

るクビライのy臣たち塔
タガ

叉
チャ

兒
ル

，忽
ク

難
ナン

に持ち歸ってもらうアラビア地圖にはおそらく限界

があったのだ373)。むしろその4pをWけて，クトゥブゥッディーン・シーラーズィー等

に，怨たな地圖の收集・製作を命じたのではないか。この記事は，13 世紀末にピサ圖

(フランス國家圖書館藏 Rés. Ge. B. 1118) に類するヨーロッパ製の地圖をフレグ・ウルスが入

手していたこと，mappa mundi ――�名なクレスケスのカタルーニャ地圖の土臺となっ

た 1313 年の P. Vesconte の地圖 (フランス國家圖書館藏 Ge. DD. 687)，1330 年代の A. de

Dulceto の地圖のË源が，さらに早{にÀる可能性をも示唆する374)。

クビライの長年來の懸案であった金銀比價，度量衡などのユーラシア東西の瓜一基準

の確定，「知」の-液が一氣に'んだのも，このアルグンの時代であり375)，ムスリムの

ネットワークがそれに大きく寄與したことは，閒�いない。さいごに，アルグンが眼に

見える形で大元ウルスを模倣した�大のプロジェクトを紹介しておこう。

アルグン・カンは，円築事業をひじょうに好んでいたので，タブリーズの Sham の

『元典違』が語るフレグ・ウルスの重大事變
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地に壯大な城子を設立した。そこに雄大な諸宮殿が基礎を作られ，「希求する�
もの

は

不揀
だれで

是
あっ

誰
ても

都
みな

，�
そ

里
こ

にg屋を�者
れ

」とて命じた。(城內に) kahrīz坎兒井を液させた。

それ (=その城子) を Arghūniyahと名付けた。Sharviyāz/Sharūyāz にも大城を円て

ていた。數多の錢糧がその円設に費やされたが，完成に到らなかった376)。

また，『集�』の寫本によっては，「アルグン・カン紀」第三部 ――ほんらい「�訓／金

言／制誥錄」を收錄する部分―― に，ガザンの弟のオルジェイトゥ・スルタンの時代以

影になって書き加えられた�報があり377)

かれは円築物の創修にこの上ない嗜好・喜びをÄいており，祖父・父と同樣，円築・

円設に夢中であった。タブリーズの西側に，衆人が Shāmと呼んでいる Shanb の疆

域に，ふたつの雄大な qas
̇
r 宮殿を基礎・土臺から創った。ふたつの宮殿の閒に城

ま

子
ち

を円設した。城內に，ふたつの壯麗な s
̇
uffah 臺

うてな

―― aivān-i Kasrāホスロー一世宮

のごとき―― を円ち上げ，丸天井の諸亭子，弓形の諸囘å，人を魅了する彫刻／色

çの施された慈善の諸円築物を築いた。Arghūniyahと名付けた…. Qongqor öleng

黃兀兒l良の草原に，Sharviyāz の方面に，城子を円設した。泉・地下水路を液させ

た。たくさんの錢糧を其處に費やしたが，短命であったために，かれの治世に完成

せず，オルジェイトゥ・スルタンが自身の瓜治{閒にそれを完成させた。そして

Sult
̇
āniyah378)と名付けた…。

という。城內に渠を引きüむ形式は，大都と上都379)，京兆の安西王府と開成府 (開城

府)380) 等に類似する381)。y臣たちの報吿はもとより大元ウルスの各城郭圖，風景畫を入

手し，參考にしたのだろう。じっさい，『集�』「クビライ・カアン紀」【漢兒
キタイ

の田地にお

いて命じたカアンの諸円築，その諸路府において定めている諸の體例，慣�，瓜，_

序】382) は，大都の諸宮殿
カルシ

の說uをなし，�纂初{のXに
いと考えられる寫本のひとつ

ラムプル本では“その圖宴は，以下に描くような形狀である”として孔雀を屋根に停ま

らせた中國式の宮闕とそれを挾む二つの臺の細密畫
ミニアチュール

を描く。ロンドン本では，“その圖

宴は，君王ガザンの名を以てあった原本に描かれていたが，ここでは省略した”と8釋

を附す。そして再び本�“カン・バリク (=中都／南城) と大都を大きな川がhAする”

と續く。14 世紀後zの筆とされるMi’rāj nāmahの揷繪 (Topkapı, Hazine2154, f. 107a.) にお

いて，預言者ムハンマドに天yが差し出す城子の模型は，城郭の內側を河渠が廽り*µ

してゆくもので383)，Arghūniyah/Sult
̇
āniyah の影kをWけている可能性が高い。

4．『集�』が語る後日談

ラシードゥッディーンは，「テムル・カアン紀」に，大元ウルスからの�怨ニュースと

東 方 學 報
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して，【Tangqūt 河西の邦土／田地における君王で木
ム

&
ス

兒
ル

蠻
マン

となっていたクビライ・カア

ンの息子Mangqalān 忙
マン

哥
ガ

剌
ラ

／厖各辣の子 Anandah 阿
アー

難
ナン

答
ダ

／阿難
大王の記，およびそ

の邦土の諸事�に關する些かの解說とかれの王國の狀況報吿】384) を敢えて收錄した。

アーナンダ大王はマンガラの子であり，マンガラはクビライ・カアンの第三子

だった385)。[クビライ・カアンが生天／}御し了
た

のち，] テムル・カアンは，クビラ

イ・カアンがマンガラに與えていた軍勢およびかれのものであった Tangqūt の邦土

を，體例に依って (そのまま) アーナンダに付與 [した／を命じた]386)。Tangqūt は

巨大な經度・雲度ともに廣がった王國であり，漢兒
キタイ

のことばで h
̇
wāsī河西 ―― ｢西

方の大江」の謂い―― と呼ばれている。かの邦土は漢兒
キタイ

の西側に當たっているため，

當地の人々によってこの名が付けられたのだ。かれらの君王たちの御座gがある彼

處の諸の大城387)は，以下が詳
うち

細
わけ

である。Kīnjānfū 京兆府388)，Qamjīū 甘州389)，

Arzauī<Mon. Eri ȷ̌eʼü 西凉390)，Khalajān 賀蘭山391)，Aq-bālīq/Āq-bālīq 重慶392)。

また，かの王國には二十四の大きな城池393)がある。そこの大部分の人々は木�兒
ム ス ル

蠻
マン

だが，かれらの農民 [ども]・佃戶どもは偶宴崇拜者である394)。かれらの容Xは漢兒
キタイ

に似ていて，以hは錢糧を漢兒
キタイ

の君nたちに�付していた。諸城子にはそれぞれ

漢兒
キタイ

の名が決められており，かれらの慣�・風俗・法令
ジャサク

・¯理
ヨスン

は互いに似ている。

アーナンダの父マンガラには子女がほとんどいなかったので395)，アーナンダを

テュルキスターン出身の木
ム

&
ス

兒
ル

蠻
マン

，Mihtar 長老／馬丁 H
̇

asan aqtachī (<Mon. aqtači

騸馬を管する�
もの

) という小名
なまえ

の�
もの

に「育て者
よ

」とて委ねた。その男の妻の zulaikhāと

いう小名
なまえ

の�
もの

がかれに±#した。それゆえ，木
ム

&
ス

兒
ル

蠻
マン

の敎義がかれの心に*い�り

て固まった。Qurʼān『�經』を學び，大
ター

食
ジーク

の�字を極めて上手に書き，常に自分の

時閒は禮拜・五行に費やされた。そして，かれにg屬している 15 萬のモンゴル軍の

親衞は大部分が木
ム

&
ス

兒
ル

蠻
マン

に轉じた。ところが，(かれの) 官人
ノヤン

たちのうち Sartāq とい

う小名
なまえ

の�
もの

はイスラームの否定者であって396)，カアンの御hに赴き「アーナンダは

常
つ

川
ね

に禮拜寺
マ ス ジ ド

／囘囘寺に�
い

てS
ナ

b
マー

思
ズ

[・斷食] 幷
なら

びに『�
クル

經
アーン

』を讀むことに忙しい。

大抵の蒙
モン

古
ゴル

の幼兒每
たち

に&
スン

�
ナト

(=割禮) を做
な

さ-
し

め，軍勢の大部分はイスラームに歸依

し來
た

」と上訴した。カアンはその陳営に甚だ怒り Jīrqalang只
ジ

兒
ル

哈
ガ

郞
ラン

と Jīrqaqū只
ジ

兒
ル

合
カ

忽
ク

――兄弟であり qušči=mon. šibawuči 皂鷹を養う�
もの

每
たち

の頭兒
かしら

397)―― を

「他
かれ

が禮拜・五行を做
な

すのを禁じ者
よ

。木�兒
ム ス ル

蠻
マン

每
たち

を他
かれ

�
の

跟
も

'
と

より阻lせ敎
し

め者
よ

。(佛寺

の裏
うち

に) 佛の sajidah跪拜・香を焚くことを奬勵せ敎
し

め者
よ

」とてEわした。アーナン

ダは拒否して聞かなかった。說
い

うには「[佛は] 人が製�した�
もの

で�る。怎生
いかで

它
そ

の跪

拜を做
な

さん (俺
われ

は)？大いなる天の�物，物質世界の靈魂，動物とè物の生存・成長

の原因で�る日
おひ

頭
さま

であっても，它
そ

を跪拜する�
こと

には面子
おもて

を背ける也
ぞ

(俺
われ

は)。爲F般
そのようで

『元典違』が語るフレグ・ウルスの重大事變
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�上頭
あ る た め

，[怎生
いかで

／況や] 人が製�したg�
の

�形の宴を跪拜せんか (俺
われ

は)？ 俺
われ

を皇�
カアン

を創�なされた彼
か

の御
お

方
かた

(=アッラー) を跪拜せん (俺
われ

は)」。カアンはそれに對して

立腹し，「他
かれ

を投獄せ敎
し

め者
よ

」と命じた。しかし，かれは依然イスラーム・信仰に固

執し不動であった。おまけに「俺
われ

每
ら

の祖宗も都
みな

一神敎徒で�っ來
た

。神を唯一と識っ

着
て

�
い

來
た

。疑い無く，F
そ

�
の

好
よ

き信仰の福廕に托し著
て

，眞nたる神がd地面を他
かれ

每
ら

に贈

與なされ，『頭
ず

は高く行
おこな

いに譽
ほま

れ�者
れ

』麽
と

¯
て

他
かれ

每
ら

を人類の君王・n人に至ら敎
し

め來
た

。

在h，佛を跪拜した�
こと

は曾て無かっ來
た

ので�る」と說
い

っていた。カアンはかれを召

喚なされてÞ問するには「若
も

し夢を見來
た

，或
ある

者
いは

上天の靈がõ示し來
た

，或
ある

者
いは

某人が你
なんじ

を木
ム

&
ス

兒
ル

蠻
マン

の敎義を將
も

て指oし來
た

呵
なら

，俺
われ

をも指oせ敎
し

むべく，說
い

者
え

」。アーナンダが

說
い

うには「大いなる天は自身の靈智を以て俺
われ

を指oし着
て

�
い

る」。カアンが說
い

うには

「你
なんじ

にF
そ

�
の

路をj鬼がõ示し來
た

」。答えるには「若
も

し俺
われ

をj鬼が指oし來
た

呵
なら

，俺
われ

每
ら

の

兄
アカ

で%る Ghāzān 哈
ガ

贊
ザン

は誰が指oし來
た

麽
のか

？」。カアンは沈默しÞ思した。Kūkjīn

khātūn闊闊
コ コ

眞
ジン

皇
カ

太
ト

后
ン

が諫言という手段を以てかれに說
い

うには「寶座に坐して二 (，

三) 年で%る。王國は未だ安定を得ず。アーナンダは多くの軍勢を擁し着
て

�
い

る。�
そ

�
の

諸軍幷
なら

びに Tangqūtの人は都
みな

，木
ム

�
ス

兒
ル

蠻
マン

で%っ着
て

，N
こ

�
の

m況を承�し着
て

無い。亦
ま

た，

敵の邦土にnい398)。衣心を爲さ敎
し

むる毋
なか

れ。他
かれ

への强ªは上策ならず。自身の宗

敎・信條を堅持せ敎
し

め者
よ

」。カアンはその諫言が憐憫から出たものだと識
わか

っていたが，

かれを出獄せしめ，慰撫して慇懃・丁重に接し，「Tangqūt の軍勢と王國の頭兒
かしら

」と

して�わした。

たとえアーナンダが幼兒よりずっと木
ム

&
ス

兒
ル

蠻
マン

の敎義を心にèえつけéしてきたに

しても，然しながら，その問題に關して熱狂し大言壯語をなしたのは，イスラーム

の君� (ガザン) ――彼ノ瓜治ヲ永�タラシメタマエ―― が木
ム

�
ス

兒
ル

蠻
マン

・一神敎徒・

曇りなき敬虔な信者になって，Īrānの地面に於いて�蒙
モン

古
ゴル

人を木
ム

�
ス

兒
ル

蠻
マン

に轉向せし

め，諸佛を衛ち，各寺刹を破壞している399)と聞いてからで，自身もまたかれの模倣

を以てイスラームの信仰の强�に努めたのだった。アーナンダとかれの軍勢の�況

から類推し得るのは，まもなくかの諸邦に於いて木
ム

&
ス

兒
ル

蠻
マン

の敎義の作用が完成に至

り，「群れをなしてアッラーの敎えに入る｣400) によれば，群れ群れが歸依して木
ム

&
ス

兒
ル

蠻
マン

になって敬虔・一神敎・篤信をなし，子々孫々に¼ぶであろう，ということだ。

旣営の Mihtar H
̇
usain>H

̇
asan，そして Hindū，Daulatshāh，H

̇
amīd，Jamāl 兄

アカ

，

Muh
̇
ammad aqtači (騸馬を管する�

もの

) は皆，權威があり�力である。かれらのうちの

H人かは (テムル・) カアンの母后のもとにnづき，イスラームの信仰の强�に努め

ている。

かの事件の後，ここ數年のうちに，アーナンダは聚會
クリルタ

の名目を以て，カアンの御
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'に行った401)。懇ろ・í重に¸われて，かれは木
ム

&
ス

兒
ル

蠻
マン

の敎義を営べ盡くした。カ

アンはイスラームの君�ガザン ――彼ノ瓜治ヲ永�タラシメタマエ―― のイス

ラーム�を聞くと，`めて說
い

うには「アーナンダは木
ム

�
ス

兒
ル

蠻
マン

の敎義の裏
うち

にガザンの

門人と成っ了
た

ので%る。他
かれ

也
も

若
も

しF
そ

�
の

心が討求する呵
なら

，木
ム

&
ス

兒
ル

蠻
マン

の敎義を做
な

者
せ

。何

をÞ思し來
た

麽
のか

(俺
われ

は)。木
ム

&
ス

兒
ル

蠻
マン

の敎義は好
よ

き路
みち

・信仰で�る」。それゆえ，アーナン

ダは木
ム

&
ス

兒
ル

蠻
マン

の敎義の增强に努めた。再び「Tangqūt の王國と軍勢の頭兒
かしら

」として

戾り，それをdてかれが識
しき

っている。たとえカアンの nāyib 代官たち・bičikči 書�

たちがその地の tamghāhā 諸商稅の頭兒
かしら

にいるにしても，然しながら，māl 錢糧の大

部分はかれの軍勢の經費にy用されていて，財の餘剩は dīvān 中書省には屆いてい

ない402)。

ちなみに，現在ではイスラームの否定者であったサルタクも，アーナンダと同じ

く木
ム

&
ス

兒
ル

蠻
マン

になって，かれの 大
イェケ・

官人
ノヤン

たちのうちの一人である。もう一人，Manklī

という小名
なまえ

の�
もの

も木
ム

&
ス

兒
ル

蠻
マン

である。アーナンダは目下ちょうど三十歲であり，d身

小麥色，黑須を生やし，高い背丈にd身ê肉である。かれには Ūrūk-Tīmūr<Mon.

Örük-Temür=
オ

魯
ルク

鐵
テ

木
ム

兒
ル

という小名
なまえ

の子息がおり，自身の藩
ウルス

において瓜治の位_

／王座に堅固に確立している。また，かれの諸斡
オ

耳
ル

朶
ド

／宮帳では禮拜寺
マ ス ジ ド

[の čadir

帳g／廬帳]
403) を張って，常に『�

クルア

經
ーン

』を讀むことeび五行に忙しい。

一連の出來事は，成宗テムルが上都にて卽位の式典を執行した至元三十一年 (1294) 四

l十四日404)以影，ココジン皇太后が身罷った大德四年 (1300) 二l十日405)以hに設定さ

れる (�後の二段落は，『集�』の執筆時の可能性がある)。さらに，この記営の直後に“テム

ル・カアンの洪福なる卽位の後，四歲の{閒を以て”という句が續き，チャガタイ・ウ

ルスのドゥアの!攻と Yūbūqūr4
ヨ

木
ブ

忽
ク

兒
ル

，Ulūs Būqā兀
ウ

魯
ル

思
ス

不
ブ

花
カ

，amīr Dūrduqah 大將

朶
ド

兒
ル

朶
ド

懷
ガ

の歸附が記されることからすれば，大德元年 (1297) 正lまでに®られる406)。幼

少より祖父アバカの薰陶をWけ佛敎徒であったといわれるガザン (『東方�の華』は，アバ

カを佛敎徒，ガザンをキリスト敎徒だと`識していた)407) がイスラームへの轉向を表uしたの

は，1295 年／元貞元年のこと。とうぜん成宗テムルの Tobčiyan は�纂されていないの

で，「テムル・カアン紀」の內容は，あくまですべて傳聞ということになる。元貞二年，

大德三年に，成宗テムルの�旨を奉じてガザンのもとにn�されたy�・斡
オル

脫
トク

集團が，

おそらく�報源となっただろう408)。

このアーナンダの王國におけるイスラームの�¼に關する記事は，1959 年に京兆の安

西王府$跡の基盤下から石函に收められた鐵製のアラビア數字のj方陣 (6×6 の 36 舛)

が 5 セット出土したこと409)，安西王府では「±時曆」に先行する至元十五年に「囘囘曆」

の需4が確`されること410)，積石州の淸眞寺に藏される大元時代の『クルアーン』の寫

『元典違』が語るフレグ・ウルスの重大事變
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本411)，少し時代は影るが，アーナンダの王國とí接するティベットの河州に據點を置い

た西ö王アウルクチの玄孫の鎭西武靖王卜�剌／班瑪塔<BRDNA に獻Ìされたアラビ

ア語の『サンジュフィーニー天�表』(1366-69 年，甘肅の永昌府にて作成。第 30 葉にティベッ

ト�字，31 葉以影の 25 葉に亙って欄外にウイグル�字モンゴル語の書きüみ�り)412) の存在など

と呼應する。のみならず，現在の中華人民共和國におけるムスリムの分布とも重なりあ

う。ただ，それをアーナンダひとりの功績に歸するのは，果たしてどうか。

ところが，『s�』413) にいたっては，ラシードの記営を踏襲したうえに

テムル・カアンの後，かれの從兄弟でクビライの子マンガラの子アーナンダが君n

となった。その (漢兒
キタイ

の) 王國において木
ム

&
ス

兒
ル

蠻
マン

の敎義を說き，モンゴルの大部分が，

かれ故にイスラームに入った。かれの後は，クビライ・カアンの子チンキム眞金の

子 Tarmahpalā 答剌ë八剌 (順宗) の子 Khaishān 海
カイ

山
シャン

(武宗) が君nとなった。

nas
̇
ārāキリスト敎の信仰をs擇し，再びイスラームの信仰は，かれのせいでかの王

國において�¼しなくなった。かれの後はその兄弟である Būyāntū<Mon. Buyantu

�顏篤皇� (仁宗) が君nとなった。イスラームの信仰をÄいた。再びかの王國にお

いてイスラームが力を得た。

と，はなはだ單純�した說uをなす。じつは，成宗テムルの死は漢��料が傳える大德

十一年正lよりも早かったようだ (“大德癸卯／七年 1303，上不豫”という記事もある414))。

『オルジェイトゥ�』によれば，yilan yil 巳の年 (大德九年／ 1305) の ālām<Tur. aram ay

正lに成宗テムルの妻ブルガン皇后
カトン

から_のカアンとして招聘をWけたアーナンダは，

協力者メリク・テムル (アリク・ブケの子) とともに，biryikirminč ay 十一lには大都に

到っていた415)。『ヴァッサーフ�』卷四も，成宗テムルは，�初の 8年閒は永康體で瓜治

をなし，それから闘病生活に入り，706A. H (1305-06) に}御した，という416)。かれらの

クー・デタ政權はたかだか 2年閒，カイシャンの治世もわずか 4年にµぎない。

こうした君n-代と宗敎の興廢を關連づける說uは，ヤバーッラーハー三世の傳記や

『東方�の華』にも見られる。ムスリムとなったアフマド・テグデルを痛罵するいっぽう，

アバカの妃デスピナ (ミカエル・パラエオロゴス八世の娘) の薰陶をWけていたバイドゥに

對するð價が高い (バール・ヘブラエウスの觀察では，ムスリム，キリスト敎徒兩方にいい顏を

していた，らしい)。だが，その彼らでさえ，卽位當初，權臣ノウルーズ將軍の勸めにより

苛烈な廢佛衛釋・ネストリウスnキリスト敎徒のªÐを行った「イスラームの君n」ガ

ザンが，やがてはあらゆる宗敎に對してK大さを取り戾し，手厚い庇護・寵愛を賜った，

はてはマムルークとの對峙のために，アルメニアやグルジアの國王たちに召集をかけた

と證言するのである417)。

そもそも『s�』の記営の根據無きことは，『ヴァッサーフ�』418) が，仁宗アユルバル
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ワダの卽位式のあとの宴會について

每日の茶飯の定量は四十頭の奥馬と四千頭の羊と傳承されており，諸の車輛の外に

は，それとは別の，ムハンマドの信徒の義務においてその慣�が禁止する方法で屠

殺された動物――總數ははっきりしない，大量の葡萄酒と黑馬#酒，樣々な果實酒

と営べる點からもuらかだろう。そこに，かつてのモンケの卽位式でなされたという

「
慮」はまったく見えない。
慮すべき王族も存在しなかったのだろうが。

アーナンダが，幼少より兄弟姉妹とともにティベット佛敎・ウイグル佛敎の薰陶をW

けていたことは，マンガラの王
アタ

傅
ベク

であった商挺がu確に営べているほか，クビライから

仁宗アユルバルワダまで計 4 代のカアンに仕えた�鉅夫に到っては敕円の碑�のなかで

證言する419)。しかもその敎育は，少なくともクビライが}御する直hまでは繼續してい

たのである。そもそも，至元十七年六l (かの事件よりz年後) に父が死ぬまで，クビライ

の正后チャブイのオルドで育てられていたフシさえあり ――クビライとアーナンダは，

ともにサキャnシャルパのクンガーセンゲと，マンガラはサキャnシャルパのイシー

ギェンツェンと施n・歸依處の關係を結んだ420) ――，元貞二年 (1296) から大德八年

(1304) にかけ，祖父母の供養のために莫大な費用を投じて，自身が¥夏し，祖父にとっ

ても想い出の地である六盤山の園林，興慶池の傍に大寺院を円築している。また，元貞

元年の時點で，アーナンダは，秦王アルタン・ブカの妃子，也里完／葉里彎 (ネストリウ

スnキリスト敎の信仰で�名なオングト駙馬家出身) の采邑――河南府怨安縣の燗柯山洞眞觀

に對し，庇護を命ずる牓�をö然と發布していた421)。娘の兀
ウ

剌
ラア

眞
チン

はウイグル王家に嫁い

でいるし422)，息子のオルク・テムルにしても，のち�宗トク・テムルの時代に，ティ

ベット佛敎の國師，ウイグル僧とともにクー・デタを謀ったとして，死𠛬に處せられて

いるのだ423)。

ようするに，アーナンダ父子も他のモンゴル王族と同樣，自身の嗜好であれ，政治・

外-・軍事上の戰略�s擇であれ，q狹・狂信�なムスリムとはならず，チンギス・カ

ン以來の基本�X勢を踏襲した，とみてよい。

むしろ，ここでより�6すべきなのは，成宗テムルの卽位後まもない時{に，クビラ

イ時代から側
中の側
として寢gの警備を任され，かつは樞密院・*政院を牛耳り大

軍團を)いるジルガランとジルカクの兄弟が，特にsばれて安西王府にn�されていた，

という事實のほうである (ジルカクは歸順の6を示したヨブクル一行の出�えにも�わされてお

り，とくに信賴が篤かったのだろう)。

かれらはおそらく康
カンク

里
リ

の王族424)のなかでも�高の血筋のものたちで (スルタン・ムハン

マド・ホラズム・シャーの母后トゥルケン・カトンもカンクリの出身425))，至元十七年――まさ

しく本稿の¸う事件の直後，御衣局の劉貫¯が描いた�名な「世祖出獵圖」【圖 5】にも

『元典違』が語るフレグ・ウルスの重大事變
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圖 5 クビライとテムルを取り卷くケシクの面々 臺灣故宮a物院藏

『故宮書畫圖錄 (四)』(國立故宮a物院 1990 年) より



そのXをのこす。旣営の『集�』「クビライ・カアン紀」【桑
サン

哥
ガ

が招いた事態の結末の記】

にいうとおりの「嘴と脚の赤い白海靑」を腕にとまらせて白馬に騎乘する靑い衣の男そ

して手hのもうひとりの鷹匠こそが，ジルガランたち (弓を射んばかりのもうひとりも，顏

がよく似ているので，あるいは三兄弟d員登場か。鷹匠が怯薛のなかでも立身出世の早¯といわれ

たのも，彼らの存在あってのことだろう)【圖 6】426)。折りたたんだ傘蓋をもち，彫りの深い顏

『元典違』が語るフレグ・ウルスの重大事變
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圖 6 シバグチのジルガラン兄弟 (擴大圖) 臺灣故宮a物院藏

『畫馬名品特展圖錄』(國立故宮a物院 1990 年) より



立ちに白鬚を蓄えた“X凝峻たる”武將が，十中八九，南宋接收の�大の功勞者でとう

じ 45歲のバヤン427)。『百萬の書』を信ずるならば，獵犬が仰ぎ見ている赤い衣裝の男と

少し離れた場gで bloie/turchino celeste 空色の衣裝を纏う男 ――いずれも漆黑の肌の持

ちn―― が貴由
グユク

赤
チ

でやはりカンクリ出身の伯
バ

顏
ヤン

・u
ミン

安
ガン
428)兄弟ということになろうか (か

れらと似た容Xの武將は「蒙古襲來繪詞｣429) にも描かれており，中央アジアからキプチャク草原一

帶の王侯たちは，モンゴルの臺頭以hからつとに特殊技能をもつ衣色の軍人集團をÄえていたこと

が推測される430))。ようするに，これはクビライ家の恙無き皇位繼承を保證する，あるいは

それを左右するであろう取り卷き軍團の繪なのだ431)。

いっぽう，パリ本 (suppl. persan1113) とラムプル本 (Rampur Raza library) の『集�』

には，ガザンを模範としイスラームの敎えを學ぶアーナンダ父子とジルガラン兄弟の對

面を描く細密畫
ミニアチュール

【圖 7】【圖 8】432) が，6圖�に載せられている (イスタンブル本やタシュ

ケント本の當該箇gには，そもそもそれを貼り付ける／描く空欄が設定されていない。パリ本およ

びラムプル本がガザン時代の『集�』の系瓜を引く根據のひとつとなろう ―― 『集�』寫本群は大

きく 2 系瓜に分かたれ，殊に「ガザン・カン紀」の第一部・第二部の卽位hの記事で，字句にとど

まらない違立て・內容の激しい差衣を見せる――433)。パリ本は 15 世紀以影の成立とされ，細密畫
ミニアチュール

はラムプル本，ベンガル本434)や各アルバムと比べると畫面の一部をクローズ・アップする傾向がみ

られるものの，靑花磁やナシジュ等の;度品のø樣，動物の寫實性からすれば，原本／獻上本によ

り忠實な場合もあると考えられる435)。パリ本「ガザン・カン紀」の揷繪は，w生，祖父アバカと父

アルグンに溺愛された幼年時代 ――自身のカン位の正當性をn張し，かつ父子でターバンXに描か

せる―― にはじまり，その數 33 枚以上。缺落部分の圖については，「ガザン・カン紀」の第三部の

みが殘る 14 世紀の良質な寫本 suppl. persan1561 によって推測し得る436)。「チンギス・カン紀」と拮

抗する枚數で，あきらかにガザン顯頴の6圖を�し，その卽位式はd册でただ獨り見開き大畫面。

イスラーム式葬儀の揷繪はガザンñ去直後に足されたものだろう。かたや，ガザンの甥アブー・サ

イードの治世 1317 年 11l書寫で「オルジェイトゥ・スルタン紀」の殘葉をも留めるイスタンブル

本の「ガザン・カン紀」で豫定されていた揷繪は 10 枚，畫面の 2/3 以上をy用することはなく，なく

てもいいような場面ばかりである437)。�者のラシードゥッディーンも，政敵タージュッディーン・

アリー・シャーへの對應に氣をとられ，もはや寫本の監修どころではなかったのだろう【附表 1】)。

パリ本の畫面手hに描かれる四名は馬を連れており，かれらこそが成宗テムルからの

y臣
エルチ

・闊
コ

端
テル

赤
チ

kötölči 牽馬―― ジルガラン，ジルカク一行とわかる (ラムプル本ではy臣
エルチ

の

うち正y一名は畫面奧の，骨朶438)を手にする二名のhに，副yたちは手hに描かれる)。

šibawuči皂鷹を養う�
もの

は，『集�』の大聚會・大宴會を描く細密畫
ミニアチュール

にしばしば描かれ

【圖 2】，『百萬の書』も言¼するように439)，大茶飯の場に參加するのが常であった。しか

も，*政院は，站
ジャム

赤
チ

はもとより，外-y�團の接待を職掌とする稟給司を瓜括する官
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圖 7 ムスリムの標榜者アーナンダ大王にまみえるジルガラン兄弟

Jāmi‛ al-Tavārīkh, MS : Paris, BNF, suppl. persan1113, f. 139b.
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圖 8 ムスリムの標榜者アーナンダ大王にまみえるジルガラン兄弟

Jāmi‛ al-Tavārīkh, Rampur Raza Library, 2015, p. 158. より



廳440)。ようするに，ジルガラン，ジルカク兄弟は，かの至元十六年の事件の目擊者 ――

クビライ／チンキム時代のムスリムに對する嚴しい處置を記憶する者たちだったのだ

(じっさい，ジルカクは先�の典故 ―― 大宴會における諸王の班位・禮儀作法等の體例に�熟し，

缺くことのできない人物とみなされていた441))。

くわえて，カンクリ族の一部はかつてケレイト王家に屬していたこと，アフマドやマ

ジュドゥッディーンと相對した不
ブ

忽
ク

木
ム
442)，その息子で宣政院yとなった囘囘，�林院の

學士承旨となった巎
キ

巎
キ

兄弟から推測するに，ジルガランたち兄弟は ――信仰するところ

があったとすれば―― ネストリウスnキリスト敎徒か佛敎徒の可能性が高く，その點で

もn�の名目に相應しかった。『集�』の記営が捏�でないことを裏付ける。

ところが，成宗テムルよりd幅の信賴をWけていたジルガランは，テムルの}御に際

し，なんとブルガン皇后
カトン

(カンクリとも縁が深いバヤウト部族出身) とアーナンダ，アクタイ

左丞相，サイイド・アジャッル・バヤンö違等によるクー・デタに與した。しかも，站
ジャム

赤
チ

を取り仕切る*政院の長官の地位を利用して，時{カアンの�力候補たるアルタイ方

面のカイシャン大王と�廷の連絡を�斷しようとしたのである。それを阻止したのは，


下で同じカンクリ族だがカイシャンに÷入れするアシャ・ブカたち443)。ジルカクのほ

うも，大王時代のカイシャンに不�のことばを吐き，カイシャンの卽位と同時に6趣�

しとして職を解かれるところだったが，トクト (兄のアシャ・ブカとともに，カイシャン擁立

に多大な功績を`められていた) の取り成しを得て助かったらしい444)。そうした6味でも，

【圖 7】【圖 8】は，きわめて重4な場面 ――クビライの膝元で同じ時閒をµごして以來

ひさしぶりの再會だったろうが，ジルガランたち兄弟からすれば，成長したアーナンダ

の品定めの機會でもあった―― といえるだろう。實際のところ，いったい何を話し合っ

ていたのか。

ちなみに，武宗カイシャンの孫の寧宗イリンジバルの#母はカンクリのトグルクの妻

だったし，同じく孫の順�トゴン・テムルはカンクリ族の哈ë (宣政院y)，··兄弟を

寵愛し，かれらとその妹婿のトグルク・テムル等 inaq 倚� (=親信)445) の誘いのもとに

ティベット佛敎のQ中#に耽溺していったといわれている446)。歷代カアンとカンクリの


しさを裏付ける。

成宗テムルは，卽位早々，父チンキムの仇敵タージーク・ハサン (アフマドの殘黨) を

誅殺447)，モンゴル語譯『世祖實錄��』 ―― Tobčiyan からイスマーイール製作の囘囘ø

や泉府司についての記事を�除するよう命じる448)など，サイイド・アジャッルの一族以

外のムスリムに對して多少含むところがあった (免稅措置については，チンギス・カン以來の

體例を踏襲し，答失蠻も和尙，也里可溫，先生とともにその對象となっている449))。カアン位に野

心を燃やすアーナンダは，そこにつけいった (父マンガラがñ去してから，いっこうに安西王

『元典違』が語るフレグ・ウルスの重大事變
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府の繼承を`めようとしなかったチンキムnへの恨みもあったろう。チンキムの蟄居後，すぐに

アーナンダのために衍福司 ――おそらく斡
オル

脫
トク

にかかわる―― なる機關が設置されている450))。狀

況はまさにフレグ・ウルスのガザンと同じであった。そして，「イスラーム」を円hに斡
オル

脫
トク

商人たちをとりこみ，フレグ・ウルスと一層强固な關係を結ぶことで，�金・�報集

め¼びカイドゥ・ドゥア連合軍が押さえる中央アジアの制壓／接收を目論んだのである

(このころジョチ家オルダ・ウルスの跡目爭いをしていたバヤンから，フレグ・ウルス，大元ウルス

と協力して連合軍を挾擊する案も提出されていた451))。場合によってはムスリムらしき宗王が

少なからず含まれる連合軍とも手を結び，カアン位を簒奪すべく'路を東に變える計畫

すら念頭にÚかんでいたのかもしれない。

そもそも『集�』自體，卽位hのテムルが，チンギス・カンの『�訓』に背くほどの

とんでもない飮兵衞 ――體罰を加えても直らず，怯薛
ケシク

たちの監視を欺いて Raz
̇
ī 列石

(=�願) の渾名で呼ぶブハラ出身の 學 者
ダーニシュマンド

と酒風呂に入る�樣 (『クルアーン』において

飮酒は嚴禁)―― でクビライを惱ませていたこと，25歲ですでに痛風のため象輿に乘って

いたこと452)，卽位後，疑惑／不安 (=神經衰ù)・液言のためにめったに外出しなくなっ

ていることなどを赤裸々に傳えている453)。『集�』が成宗テムルの目に入ることを想定し

ていないのだ。_のカアン位を見据えた記営なのはuらかである。

そして，思惑を以て現實よりも大げさに，まるで見てきたように書きたてられるアー

ナンダ父子のイスラーム入信の記営の少しあとには，ほかの候補者に難癖をつけるべく

Āsūtāī阿�歹の妃子の T
̇
āīkī答己／妲己，かのじょの息子の H

̇
aishang海山 ――

カアンはかれらに非常に好6�であった―― は，Āsūtāīの兄弟 (甥) の Ūlūs Būqā

兀魯思不花をとりなし，かくて兀魯思不花は釋放された454)。

という，眞實であれば衝擊�な一�をものしている。『集�』「クビライ・カアン紀」【カ

アンに隨行かつ屬している shahzādah 大王455)たち・ 大
イェケ・

官人
ノヤン

たちの記】456)にも

H
̇

aishīng という小名
なまえ

の�
もの

，そして Asūtāīの妃子であった Tāīkī ――かのじょは非

常に美貌でカアンは彼女を得た457) ―― の息子は pādshāhzādah皇子である。

とさらに由々しき事柄が記されている。『世祖實錄��』によって修正可能だったにも關

わらず，である。

｢クビライ・カアン紀」冒頭の系�說u・系圖は“Qūbīlāī−Jīmkīm 眞金458)
−

Tarmahbalā答剌ë八剌−Khaishang海山・Amnkah 阿木哥・Qāchū-Barmah愛育黎拔

力八
”459) となっていて，クビライの 12 人の息子にアユルバルワダは含まれないし460)，

「モンケ・カアン紀」も“Mūnkkū−Asūtai/Āstāī−Ūljai/Ūljāī・Ulajū/Hūlājū・Hantūm・

Ūljai-Būqā/Ūljāī-Būqā”としてカイシャンの名は記さない461)。もちろん，カイシャン自

身も卽位の詔に於いて
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宗室，諸王，貴戚，元勳，和林
カラコルム

に於いて相與に策を定め，咸，「úの世祖曾孫の嫡，

裕皇正qの傳爲
た

るを以て，功を以て賢を以て宜しく大寶に膺
あた

るべし」と…462)

と語る。クビライ裔が複數いるのにカアン位がモンケ裔に讓與されるとは考えられず，

たとえダギがアスタイの元妻だったにせよ，カイシャンはダルマバラ ――啞・白痴だっ

たといわれる463) ――の嫡子なのだろう (ジルカクの不�の言はそのあたりを論ったものか)。

『ヴァッサーフ�』464)も

Khaishān は Tarbahbalāの子，Jīmkīmの孫，Qubilā Qāān の曾孫である。

とu記する。

ただし，『ヴァッサーフ�』，『s�』がともにアユルバルワダの父系を記さず，カイ

シャンの兄弟と営べるにとどめ465)，

[テムル・カアンは] かれの兄弟Tarmahbalāのñ去の後，その妃たるDāki-Faizī答

己妃子――大王たち Khaishān と Barbah-Tānzī>Tāīzī太子の母をモンゴルの慣�

によって規定どおり娶らんとの考えをÄいた466)。

と営べること，アユルバルワダのみ太子と表記することからすると，もうひとつの方は，

クビライによって“國外J放”されたボロト丞相が敢えて傳えた可能性も殘る467)。アリ

ク・ブケに與したアスタイ大王は，中瓜五年／至元元年 (1264) にクビライに投影し，至

元八年の時點では確かにクビライの傍にあった468)。アユルバルワダは至元二十二年

(1285) 三l三日生まれ，至元十八 (1281) 年七l十九日生まれの兄カイシャンとは四歲

差469)。ときはまさにクビライとチンキムの確執が(焉にむかう頃のことであった470)。

【附記】本稿は，�科省科學硏究費補助金 (基盤硏究 (C))「多言語�獻と圖宴・�物�料によるモ

ンゴル時代の東西-液の實態解析」による硏究成果の一部である。

註

1 ) 本田實信「イラン」(『アジア歷�硏究入門』4 同Ò舍 のち『モンゴル時代�硏究』東京大

學出版會 1991 年に「ペルシア語�料解說」として收錄の pp. 568-581, および同書 pp. 625-

631 に附される「硏究書目・Ⅰ西方�料」參照)。

2 ) 杉山正u「西曆 1314 年h後大元ウルス西境をめぐる小札記」(『西南アジア硏究』27 1987

年 のち『モンゴル�國と大元ウルス』京都大學學#出版會 2004 年 pp. 334-370. に收錄)

が發表されてからでも，すでに 30 年が經µしようとしている現實は，深刻にWけ止めるべき

だろう。なお，8において中國・日本・�鮮z島等の漢��料を<譯・訓讀を附さず原�で

引用する�慣について，非漢語地域を¸う歷�硏究者等からとかく批Cがあるが，いにしえ

より西洋のラテン語，中東のペルシア語・アラビア語，中央アジアのテュルク語と同樣，廣

く共*語としてy用されてきており，少なくとも日本において高等敎育をWけた者であれば，

大6を汲むことは容易な筈である。ぎゃくに，
年の日本語・英語による論著において，ペ

ルシア語・アラビア語などの典籍�料の內容の紹介・分析に際し，紙幅の制限もあろうが，

原�・<譯ではなく刊本や歐米の譯本の當該頁をÌ示するだけの閉��なX勢のほうが，よ
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ほど問題なように思われる。本稿では諸寫本の衣同も含めて，できるだけ原�もしくは<譯

をÌ示する。結果として，8に8することもrけがたく，淸人十三經�駅のごとき樣相をÌ

するにいたった。箚記形式のものもあるので，煩わしければ，まずは本�のみ讀まれたい。

3 ) アルメニア語ならびにモンゴル王族と關わりの深いティベット語�料群については，現時點

で收集・分析・確`する語學力を持たないため，<譯に賴らざるを得なかった。

4 ) 『集�』部族志「カルルク族」に

かくてチンギス・カンは uruq 宗族からひとりの娘をかれ (アルスラン・カン) に與え

て「他
かれ

を Arslān sartāqtāī (すなわち Tājīk大食)
※ と稱せ者

よ

」と命じた。

※『事林廣記』庚集卷下「�藝類」《蒙古譯語》【人物門】“囘囘：撒里答歹 sartaqdai”，『元�祕�』

卷 六 41b5“囘 囘：撒兒塔臣 sartaqčin”，『華夷譯語 (甲・乙種本)』“囘 囘：撒兒塔溫 sartaʼul”，

『華夷譯語 (甲種)』來�「敕禮部行移安答�哈出」24b2“囘囘每：撒兒塔臣 sartaqčin”。

という。Rashīd al-Dīn Faz
̇
l-Allāh Hamadānī, Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, Topkapı Sarayı

Müzesi, Kütüphanesi, Revan1518, f. 29b, MS : Taškent, Abū Rayhun Bīrūnī Institute of Oriental

Studies, 1620, f. 28b, MS : Tehrān, Kitābkhānah-yi Majlis-i Shūrā-yi Millī, 2294, f. 28b.

『囘囘館譯語 (乙種)』「雜字」【人物門】に“商：嫂搭革兒 SWDAKR>saudāgur”とあり，

これが直接の語源だろう。さらにÀればソグドの>寶に行き着く (『高昌譯語 (乙種)』｢雜

字｣【人物門】“商人：撒�只 sadiqči”)。囘囘はふつうムスリムを指すが，�初は商賈の民と

して，ウイグルやユダヤ敎徒，ネストリウスnキリスト敎徒をも含む廣義の6味で用いられ

ていた。『庚申外�』(臺灣國家圖書館藏u鈔本)「辛卯至正十一年」には“阿&，綠睛囘囘

也”ともみえる。

金末にチンギス・カンのもとにyいした吾古孫仲端の『北y記』では“沒
ム

�
ス

魯
ル

蠻
マン

囘紇”，“$

里諸囘紇”，“印都囘紇”の區分が見られ，王惲『秋澗先生大d�集』卷八八「烏臺筆補」【爲在

都囘囘戶不�差稅事狀】は，モンケの�旨を引いて“斡
オル

脫
トク

の買賣を做
な

す畏
ウイ

吾
グ

兒
ル

・木
ム

&
ス

兒
ル

蠻
マン

の囘
サルタ

囘
ウル

”，『永樂大典』卷一九四一六「站赤一・經世大典」8b に“商賣を作
な

す囘
サルタ

囘
ウル

の人等”，同卷一

九四一八「站赤三・經世大典」7a-7b に“囘
サルタ

囘
ウル

の太醫也
イー

薛
サー

(イエス)”という。ただし，『華

夷譯語 (甲種)』「�門駙馬書」にいたると，“商賈：別積兒格斡兒脫兀� beʒirget oroʼud”，

『續增華夷譯語』「人物門」では“商賈：別失兒客惕 basirkat”となっている。『高昌譯語 (乙

種)』「雜字」【人物門】“囘囘：木&兒蠻 musurman”，『囘囘館譯語』「雜字」【地理門】“囘

囘：母蘇里媽恩musulmān”。

なお，ラスール�の類書に收錄される六ヶ國語の辭書では，

Ar. : aʼjamī=Per. tājik=Tur. musulman=Mon. sartaul

といい，原型はホラズム�時代にÀるアラビア語・ペルシア語・チャガタイ (テュルク)

語・モンゴル語の對譯辭書Muqaddimat al-Adabは

Tur. sartça=Mon. sartaul

とする。D. Varisco & G. R. Smith(ed), The Manuscript of al-Malik al-Afd
̇
al, Gibb Memorial

Trust, 1998, p. 202, l. 3, P. Golden, The King’s Dictionary : The Rasūlid Hexaglot, Brill, 2000, p.

258. The Muqaddimat al-Adab : A Facsimile Reproduction of the Quadrilingual Manuscript

(Arabic, Persian, Chagatay and Mongol), The Alisher Navoi State Museum of Literature and

the Japan Society for the promotion of Science, Tokyo, 2008, f. 260b, f. 417b.

5 ) The Muqaddimat al-Adab : f. 337b.

Ar. wa huwa al-zibh
̇

u=Per. va īn gūsfand kushtah va bismal kardah=Tur. bu boğuzla-

kan koyun boğuzla-dı=Mon. ene boʼor-la-gsan qonin boʼor-la-ba.

ペルシア語の bismal kardah は，“bismillāh al-rah
̇

man al-rah
̇
īm慈悲深く慈愛あまねきアッ

ラーの御名において”と唱えつつ宰殺すること。boğuzla は boğazlamak ―― 喉を搔切って

殺すこと。モンゴル語の boʼor-la は，この�料に三箇g確`されるほかは同時代の用例が見

當たらない。“喉嚨”は qoʼolai，“割斷する”は hoqtol/oqtol をy用するのが�*であり，乾

隆五十九年 (1794) に刊行されたモンゴル語・漢語對譯の會話敎科書『初學指南』卷下 41b2
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でも“holoioktol=o=ji uku=hu4抹脖子”とする。栗林均・斯欽巴圖�『『初學指南』の硏

究 ―― 18 世紀の口語モンゴル語――』(東北大學東北アジア硏究センター 2015 年 p.

184.)。ムスリムの宰殺については，Ah
̇

mad ibn Naqib al-Mis
̇
ri (d. 769/1368), Nuh Ha Mim

Keller (ed & tr), 'Umdat al-sālik wa ‘Uddat al-nāsik (Reliance of the Traveller : A classic

Manual of Islamic Sacred Law), Maryland, USA, 1991, j. 17, pp. 364-366. 參照。

6 ) The Muqaddimat al-Adab : f. 177a, f. 200b.

Per. khatnah kard=Tur. sünnet-kıldı=Mon. heral-kiba

7 ) 『元�祕�續集』卷一 46b5 (栗林均・确精扎布�『『元�祕�』モンゴル語d單語・語尾索

引』東北大學東北アジア硏究センター 2001 年)

�舌闌 升格古 額園 兀舌兒中忽中忽答 古舌兒帖列

naran šingge=gü-eče urqu=qu-da gür=tele

日 落 處 出 處 行 直 到

また，ペルシア語で書かれたモンゴル時代の初{の�書，ジュヴァイニーの『世界を開く

ものの歷�』【ジェベとスベエテイのスルタン・ムハンマドJ跡の頌】に，同樣の言い囘し

―― が見える。

ʻalāmat (nišan, belgeC／符) として，ウイグル�字で āl-tamgha<al-tamγa 朱印が與

えられた。また，

チンギス・カンの�
ジャル

旨
リク

に據
つ

いて抄
うつ

白
し

が分付された。その6味 (・目�の趣旨) は「官人
ノヤン

每
たち

・貴顯每
たち

・衆
おお

くの百姓
ひゃくせい

每
たち

は識者
し れ

。

(大いなる上天の命に) [『日の出づるより沒するに至るまで凡そ%る地面を你
なんじ

に與え來
た

也
ぞ

，俺
われ

は』と／日の出づるより沒するに至るまで凡そ%る地面を俺
われ

每
ら

に與え被
ら

れ來
た

也
ぞ

]。

歸附する�
もの

は都
みな

，自身幷びに妻妾 (每
たち

)・子女每
たち

・民戶に慈悲を做
な

し着
て

�
い

るが，歸附せざ

る�
もの

は都
みな

，妻妾每
たち

・子女每
たち

・梯己人と一同に滅される也
ぞ

…」。ʻAlā al-Dīn ʻAt
̇
ā Malik

Juvaynī, Qazvīnī. M(ed), Taʻríkh-i-Jahán Gushá, vol. 1, Leyden & London, Brill, 1937, p.

114, MS : Istanbul, Süleymaniye Kütüphanesi, Fātif4316, f. 88a, MS : Esad Efendi2106, f. 58a,

MS : Lālā Ismāʻīl Effendi336, f. 32a, MS : Amca Hüseyin Paşa 359, f. 53a, MS : Paris, BNF,

suppl. persan2018, f. 55b-56a, MS : suppl. Persan 205, f. 32b, MS : suppl. persan1375, f. 40b,

MS : suppl. persan1556, f. 40a-40b., Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 108b, MS : Taškent,

f. 80a, MS : suppl. persan 209, f. 138b-139a.

1246 年に，グユク・カンがローマ敎皇インノケンチウス四世に宛てて出した國書の 24 行

目以下では， なる句がy用され

上天／上頭天底
の

氣力の裏
うち

に，日の出づるより沒するに至るまで，應
まさ

に%るべき田地は俺
われ

每
ら

に特※賜されて�
い

る。P. Pelliot, Les Mongols et la Papauté, Paris, 1923, pp. 12-15, K. E.

Lupprian, Die Beziehungen der Päpste zu islamischen und mongolischen Herrschern im

13. Jahrhundert anhand ihres Briefwechsels, Città del Vaticano, 1981, p. 186. Fr.

Benedictus Polonus, Relatio, P. A. Wyngaert (ed), Sinica Fransiscana, vol. 1, Firenze, 1929,

p. 143. のラテン語譯では，“Nos autem Deum adorando in fortitudinge Dei ab oriente

usque in occidentem delecimus omnem terram” となっている。

※ぺリオの校訂では，mā rāのあとの ʻāmidan=Mon. ȷ̌oriq-tur6思裏/ȷ̌oriraȷ̌i 特6の一語を見落とし

ている。

ルブルクのギヨームが記錄するモンケ・カアンからルイ九世に宛てた國書のラテン語譯にも

Cum per virtutem eterni Dei ab ortu solis usque ad oceasum totus mundus fuerit in unum

in gandio et in pace 長生天底
の

氣力の裏
うち

に，日の出づるより沒するに至るまで，四海に快

活・太cのt布し開き到る時分に Fr. Guillelmus de Rubruc, Itinerarium, cap 36, Sinica

Fransiscana, vol. 1, p. 309, P. Chiesa (cura), Viaggio in Mongolia, Fondazione Lorenzo

Valla, 2011, p. 278-279.

とある。また，フレグ・ウルスの第二代君nアバカがマムルーク�のスルタン・バイバルス
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に宛てた國書のアラビア語譯にやはり同樣の言い囘しが`められる。

Badr al-Dīn Mah
̇

mūd al-ʻAynī, M. M. Amīn (ed), Iqd al-jumān fī tārīkh ahl al-zamān, vol. 2,

al-Qāhirah, 1988, pp. 40-42, R. Amitai, An exchange of letters in Arabic between Abaγa Īlkhān

and Sultan Baybars (A. H. 667/A. D. 1268-1269), Central Asiatic Journal, vol. 38, 1994, pp.

11-33.

大元ウルス治下においても，『祕書監志』卷四「纂修」が記錄する「天下地理總圖」の製作

時に“如
い

今
ま

，日頭
おひさま

の出來する處，日頭
おひさま

の沒する處は都
みな

，是
こ

れ咱
われ

每
ら

の�
もの

”といっている。この

言い囘しが人口に膾炙したことは，『事林廣記』(長崎縣立對馬歷�民俗�料館藏元刊本) h

集卷四「地輿類」【大元混一圖】の8記“沙海之外，日出日沒之地，小國萬餘，見今竝皆混

一”からも窺える。

8 ) 〜〜yin tula ／〜〜u tula ／-bar は，漢語の口語語彙によって“爲〜〜�上頭”と直譯するの

が*例だが，ここはh後と同樣，�語風に改められている。

9 ) モンゴル語命令�，直譯體漢�合璧碑の冒頭に必ずといってよいほど冠される“mönke

tenggeri-yin güčün-dür yeke su ȷ̌ali-yin ʻihen-dür 長生天氣力裏，大福廕護助裏”(“天�
の

命福

の裏
うち

に”と$める例もある) の句，ちょくせつには『元�祕�續集』卷二 4a1 等にみえる慣

用句が下�きになっている。

撒舌塔兀
勒 亦舌兒堅突舌兒 秣舌驪剌周 蒙客 �格舌理\ 亦協額克\周

Sartaʼul irgen ―t
̇
ür morila=ȷ̌u mönke tenggeri-de iheʼekde=ȷ̌ü

囘囘 百姓 行 上馬 着 長生 天 行 被 護 助 着

なお，『元�』卷一五七｢劉秉忠傳｣に“今天下廣�，雖成吉思皇�威福之致，亦天地神u陰

g祐也”とある。

10) “金科玉條”が𠛬法書を指すように，“條理”とは正しき筋¯であり，�旨の後ろに附帶條項

――條畫を列擧する法令，モンゴル語原�では ȷ̌asaq 法度あるいは töre/ törö 體例，yosun

¯理のいずれかだったと推測される (『¯園學古錄』卷二四「大崇禧寺碑」に“昔在我世祖皇

�，膺上天之景命，承太祖之丕基，混一海宇，円立制度，條理綱紀，一出睿思，以爲子孫萬

世之成法者，昭乎若天旋而日行也”という。『秋澗先生大d�集』卷八二「中堂事記下」[中

瓜二年秋八l]“十八日乙已，奉旨頒影「中瓜權冝條理詔」”の「制」と「開條」，同書卷八六

「烏臺筆補」【論司獄官合行條理】も參照)。『元典違』では“條畫”“條例”“詔條”“條”等の

語は改行・一字抬頭するのが*例であり，刊行時のミスか。なお，“大體例”，“大數目”，“大

勾當”など，“�旨”と連結せずに單獨で用いられる直譯語が，一貫して改行・抬頭されず，

空格もなされていない點は，留6すべきだろう。

11) 後z部に見える“ò
こ

の�
ジャル

旨
リク

に別
そむ

い了
て

”からしても，ほんらいは改行かつ二字抬頭しなければ

ならない。

12) 『元典違』卷二四「戶部十・租稅」《�稅》【種田�稅】(中瓜五年) にも，成吉思皇�，合罕

皇�の二代に比し，“貴由皇�自
よ

り今に至る”閒の制度を批Cする事例が見られる。

13) 『元典違』卷五三「𠛬部十五・訴訟」《問事》【哈
カー

�
ディー

�司問】／『*制條格』卷二九「僧¯」《詞

訟》“哈
カー

�
ディー

・大師 (每
たち

) は，[只管
ひたすら

他
かれ

每
ら

／只だ他
かれ

每
ら

を敎
し

て] 掌敎として經を念ぜ者
よ

。囘
ムス

囘
リム

人の

應
まさ

に%る �
ところの

𠛬名・戶婚・錢糧・詞訟・大小の公事は，哈
カー

�
ディー

每
たち

は休
と

問者
う な

。�司の官を-
し

て體

例に依りて問わしめ者
よ

。外頭
そ と

に設立し來
た

�
ところの

衙門幷びに委付し來
た

�
ところの

人每
たち

は革罷して了
しま

者
え

”。

B. Odoricus de Portu Naonis, Relatio, cap. 8, Sinica Fransiscana, vol. 1, p. 424.

Dum autem sic esset verberata, conquesta fuit coram lo Cadi, id est Episcopo in lingua sua.

Paschalis de Victoria, Epistola, Sinica Fransiscana, vol. 1, p. 505.

Cadini, Episcopi eorum, Talisimani, id est ipsorum sacerdotes

なお，フランチェスコ會の修¯士ポルデノーネのオドリコが報吿する上記事例は，デリー・

スルタン�治下，タナ在�のネストリウスnキリスト敎徒の夫とムスリムの妻の閒に生じた

訴訟であったが，そこから宗敎界を卷きüんだ論爭に發展し，フランチェスコ會は 1321 年 4

東 方 學 報

380〔171〕



lに 4人の殉敎者を出した。

14) 後営するごとく，『世界を開くものの歷�』の【Tārābī の	亂の頌】にn犯の 篩
ふるい

匠の

Mah
̇

mūd を“parī-dārī (神影し／巫)”ということからすれば，陳得芝「元代囘囘人�事雜

識 (四則)」(『中國囘族硏究』1991-1 のち『蒙元�硏究叢稿』人民出版社 2005 年 pp.

457-461. に收錄) が提Ëするように，“答剌必
ターラービー

の (八) [人]，八剌
魯 parī-dār，沙一呵

shaykh�
の

ò
こ

の�
もの

每
たち

”と讀めなくもない (とうじの表記は bと p を書き分けない)。ただ，こ

の第二案の場合 ①フレグ・ウルスから�書を得て<譯したさい をアラビア語讀み，

すなわち barādār として，ウイグル�字に變奄，漢字5譯した，②ウイグル�字表記

の ri の母5の線が短すぎたため，ra と讀み�えて“里”と漢字5譯すべきところを“剌”と

してしまった，のどちらかということになる。いずれにしても，二箇gに�りを想定せねば

ならず，第一案には劣る。馬娟「元代伊斯蘭法與蒙古法之閒�衝突與;º――以《元典違・

禁囘囘抹殺做&�》爲例」(『元�論叢』9 2004 年 pp. 175-187.) の解讀案は，すべて陳得

芝を踏襲。なお，陳得芝に先行し，クリーブスは，フレッチャーからの敎示により，八八剌

(
) [&] 魯 Bābā Rasūl，沙一阿� Shaykh ʻĀdīと，答剌必の亂とは無關係の二人の人名と

して讀んだ。P. Ratchnevsky, Rashīd ad-Dīn über die Mohammaedaner-verfolgungen in

China unter Qubilai, Central Asiatic Journal, vol. 14. No. 1/3, 1970, pp. 163-180, F. W. Cleaves,

The rescript of Qubilai prohibiting the slaughtering of animals by slitting the throat, Journal of

Turkish Studies, vol. 16, 1992, pp. 67-89.

15) 『續增華夷譯語』「人物門」“陰陽：兀者ë兒陳 üȷ̌emerčin”

16) The Muqaddimat al-Adab, f. 372a.

Ar. wa az
¯

haba al-mus
̇
h
̇

afa=Per. zar-garī kard mus
̇
h
̇

af rā=Tur. altunparla bezedi

mus
̇
h
̇

afnı=Mon. altan-iyar čime-ba mus
̇
h
̇

af-ni

本案件に見える外來語は，いずれもモンゴル時代の公用語のひとつペルシア語を5譯したも

の。だが，ムスリムの規範に關わる事柄だったため，あえて『クルアーン』と同じアラビア

語でも命令�を出したということだろう。

17) grant kaan/Gran Can に獻上される Bargu バルグö原 (カラ・コルムおよびカアンたちのT

骸が埋葬されるアルタイ山の禁地から北へ$ 40 日行�) の falconi 鷹，girifalchi シロハヤブ

サについては，Marco Polo ; prima Edizione Integrale a cura di Luige Foscolo Benedetto ; L. S.

Olschki (ed) Il Milione, Firenze, 1928, cap. 71, pp. 57-58, Giovanni Battista Ramusio (ed), I

Viaggi di Messer Marco Polo ; Delle Navigationi et Viaggi, Venezia, 1559, Libro primo, cap. 49, f.

15b, 參照。

18) 『華夷譯語 (甲・乙種)』「鳥獸門」“海靑：升豁兒 šinqqor”，『高昌譯語』「鳥獸門」“海靑：

聳哈兒 šongqar”，『冀越集記』(中國國家圖書舘藏淸抄本) 卷上「大都養鷹」“古人釋「鷹�

鳩」，但以a擊者爲鷹，不a擊者爲鳩。鳩者鳥之揔名也。餘嘗聞司鷹之職 (者) [昔
シ

]寶
バウ

赤
チ

言；

「鷹之類甚衆，唯角鵰黃者以鷹名。角鵰�二種，一種兩脚�毛，一種兩脚無毛，名鷺鷥。角鷹

čuqur，鶻�五種，海東靑 šinqqor，名白鶻，一種玉爪，一種黑爪，��鶻 lačin，�金眼�鶻，

�兎鶻 itelgü。海東靑與金眼�鶻，皆能以小擊大，食天鵞，鶿茎之屬。鵰・鷹・角鷹食獐兎

等獸。�鶻食鴻雁・鵲�・鷗鷺之屬。兎鶻食狸兎等獸。黃鷹 qarčigai 食水鴨，雉雞之屬。鷂

子 kirġui 食斑鳩・鴝鵅・鶉雀之屬。各隨其力，以相呑啖。其雄者小，雌者大。雛者易視他禽，

蒼者量力永食。故養鷹者，喜雛與雌也”。

19) 『�學指南』(中國國家圖書館藏元刊本) 卷六「禁制」“屠宰：殺物曰屠，烹物曰宰”

20) 『日亞對譯・8解 �クルアーン』p. 30, p. 124, pp. 172-173, p. 337. 「2 雌牛違 173」“かれがあ

なたがたに，(食べることを) 禁じられるものは，死肉，血，豚肉，およびアッラー以外 (の

名) で供えられたものである。だが故6に�反せず，また法を越えず必4にªられた場合は

罪にならない”，「5 食卓違 3」“あなたがたに禁じられたものは，死肉，(液れる) 血，豚肉，

アッラー以外の名を唱え (殺され) たもの，®め殺されたもの，打ち殺されたもの，�死し

たもの，角で突き殺されたもの，野獸が食い殘したもの，(ただしこの種のものでも) あなた

『元典違』が語るフレグ・ウルスの重大事變
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がたがその止めを刺したものは別である。また石壇に犧牲とされたもの，籤で分
されたも

のである。これらは忌まわしいものである”，「6家畜違 145-146」“言ってやるがいい。「わた

しにõ示されたものには，食べたいのに食べることを禁じられたものはない。只死肉，液れ

出る血，豚肉 ――それは不淨である―― とアッラー以外の名が唱えられたものは除かれる。

だが止むを得ず，また�犯の6思なく法を越えないものは，本當にあなたのnは，K容にし

て慈悲深くあられる」。ユダヤの (法に從う) 者には，われは凡ての爪のある動物を禁じ，ま

た牛と羊は，その脂を禁じた。只背と內臟に付着し，また骨に連なった脂は，別である。こ

れは，かれらの不正行爲に對する應報で，われは本當に眞實である”，「16 蜜蜂違 114-115」

“それでアッラーがあなたがたに±けられた，合法 (ハラール) にして善いものを食べなさい。

もしあなたがたがアッラーに仕えるならば，かれの恩惠に感謝しなさい。かれは只死肉，血

そして豚肉，竝びにアッラー以外の名が唱えられ (屠殺され) たものを禁じられる。だが欲

}のためではなく，法を越えず，ªられて止むを得ない者には，本當にアッラーはK容にし

て慈悲深くあられる”，『陳竹山先生�集』內 卷一／『西域番國志』「哈
ヘ

烈
ラート

」“人家畜養 [羊

馬] 鷄犬鵞鴨，惟不養猪，亦不食其 (猪) 肉，此�忌憚 (之)。凡 [桁畜／宰牲口]，非囘囘

(宰) 殺者不食”。

21) Sayīd Jamāl al-Dīn ibn al-Muhannā, K. M. Rifʻat (ed), Kitāb h
̇
ilyat al-insān wa h

̇
albat al-lisān,

Istanbul, 1924, p. 14.

Ar. al-yahūd=Per. Juhūdān

The Muqaddimat al-Adab, f. 94b.

Ar. h
̇

abr=Per. ʻalim al-yahūd=Tur. Juhud hacı=Mon. ȷ̌uhud-un dašman.

『山居怨語』卷一“李朶兒只左丞，至元閒爲處州路總管，本處g產荻蔗，每歲供給杭州砂糖局

煎熬之用，糖官皆�鶻・囘囘富商也，需索不一，爲Ð滋甚”，『怨集至治條例』【囘囘當差�#

銀】，『至正條格』卷二七「條格」《賦役》【囘囘�稅】“今俺商量來。囘囘・也里可溫・竹忽・

答失蠻，除看守着寺院�坐念經祝壽�，依着在h�旨體例休當者”，卷七「斷例」《戶婚》【禁

叔伯成婚】“至元六年十一l初五日，中書省奏；御�臺備着南臺御��書裏Ì：�顏篤皇�時

分，答失蠻・囘囘・�吾人等叔伯成親�敎�罷了來”，窪田順ö�『ユーラシアの東西を眺め

る』(總合地球u境學硏究g 2012 年 口繪 11「カラ・ホト出土�書 2 (天理大學附屬天理

圖書館藏)」)

22) 'Umdat al-sālik wa ‘Uddat al-nāsik , f2, pp. 110-111.

①z
̇

uhr, ②ʻas
̇
r, ③maghrib, ④ʻishā, ⑤ subh

̇
,

The Manuscript of al-Malik al-Afd
̇
al, f. 192, The Rasūlid Hexaglot, p. 131. T. X. Bianchi & J. D.

Kieffer,Dictionnaire Turc-Français, Tome Second, Paris, 1801, p. 1135, F. Meninski,Thesaurus

Linguarum Orientalium Turcicæ, Arabicæ, Persiscæ, Wien, 1680, p. 5255.

① Ar. al-fajr=Per. namāz-i bāmdād 早=Tur. erte/sabh
̇
ā namāzi, ② al-z

̇
uhr=namāz-i

pīshīn=öylek/euïlè namāzi, ③ al-ʻas
̇
r=namāz-i dīgar=ikindü/ikindi namāzi, ④ al-

ʻishā=namāz-i shām=ah
̇
šam namāzi, ⑤ al-ʻatama=namāz-i khuftanyatġu/ïatci namā-

zi

Kitāb h
̇
ilyat al-insān wa h

̇
albat al-lisān, p. 14.

② Ar. al-z
̇

uhr=Per. namāz-i pīsh, ③ al-ʻas
̇
r=namāz-i dīgar, ④ al-ʻishā=namāz-i

shām, ⑤ ʻishā al-akhīrah=namāz-i khuftan

The Muqaddimat al-Adab. f. 8b.

① fajr, ② Ar. z
̇

uhr=Per. vaqt-i namāz-i pīshīn 未 =Tur, orta kün namaz čaq= Mon.

ödür düli 午／日中-yin namaz čaq, ③ ʻas
̇
r=vaqt-i namāz -i dīgar 申= ikindü 二 namaz

čaqı=koyar 二-ta namaz čaqi, ④maghrib=vaqt-i namāz-i shām 戌 =akšam namaz

čaqı=üdeši 晚-yin namaz-yin čaq, ⑤ ʻatama=vaqt-i namāz -i khuftan 亥 yatıš namaz

čaqı=kebte-qü 臥-yin namaz-yin čaq

23) 各禮拜におけるラクア (rakʻa=立禮・屈禮・ö伏禮を 1セットとする單位) の數を 2 とする
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か 4 とするかに關する學n閒の差衣，軍事・旅行等の非常時の禮拜の規定等を指す。ちょく

せつにはハンバル學nを念頭に置いたものか。'Umdat al-sālik wa ‘Uddat al-nāsik, f1-21, pp.

101-219，『岩波イスラーム事典』(岩波書店 2002 年 pp. 417-418, p. 1035.)「サラート」「ラ

クア」の項目參照。『囘囘館譯語 (丙種)』(阿波國�庫本)「人事門」“鞠躬：魯
ル

苦
ク

阿
ア

”

24) 『�學指南』卷六「良賤孳產」“良賤：名�戶籍，素本齊民，謂之良，店戶・倡優・官私奴婢，

謂之賤”。

25) 『元�』卷十「世祖本紀七」[至元十六年冬十l]“辛丑，以l直元辰，命五祖眞人李居壽作醮

事，奏赤違，凡五晝夜。畢事，居壽p閒言「皇太子春秋鼎盛，宜預國政」。�喜曰「Þ將¼

之」。u日，下詔皇太子燕王參決定�政，凡中書省・樞密院・御�臺¼百司之事，皆先õ後

聞”，『國��類』卷六一姚燧「僉書樞密院事董公神¯碑」“十六年十l乙亥，t自萬壽宮祝釐

g，奏曰「陛下始以燕王爲中書令・樞密y，纔一至中書。後册á皇，纍yu�軍國事者，十

�餘年。(守©抑，非不奉u詔也。亦�廷處之未極其¯。夫事已奏裁而始õ白，爲人臣子惟

�唯默r在，不敢以令可否，制敕而巳。以臣g知，盍令�司õ而後聞，其�未安，斷以制敕，

則理順而分不踰，必不敢辭責元良矣」。其日，盡h省院臺臣將百人，上面諭曰「自今庶務，其

聽皇太子臨决而後入聞」。Þ語á皇「董八，崇è國本者，其識勿忘」”，『國��類』卷一四

「樞密董正獻公」。この手續き自體は，管見の限り，至元二十一年十二l十七日まで確`され

るが (『永樂大典』卷五九四九「元漕�・經世大典」8a)，『元典違』卷三「�政二」《霈恩宥》

“至元二十一年正l初六日，欽奉詔書�該「應雜犯重典以下罪，盡從釋放。自今以始，各務惟

怨」。欽此”，『�元名賢播芳續集』(宮內廳書陵部藏高麗恭愍王二十二年／洪武六年 1373 刊)

卷六「諭中書省以下大小官�諸色人等詔赦 (至元二十一年)」“惟我 祖宗，創業垂瓜，區宇

之廣，衆g悉知，其馭下也，爲善而�功者必賞，爲惡而�罪者必罰，此我 祖宗之定制也。

茲以地大人衆，趍向不同，µ�犯禁，良多�之。炎涼嶺海，至�草竊嘯聚者。�識之人，詎

肯爲此。謂徇於g事也，,T已久，謂恃其兵力，衆寡不恈，二者無名，徒取殄滅，彼亦人耳。

孰无良心，寧不知	�寇盜之爲極惡乎。u憫其旣T之愆，開以自怨之路。比者，公卿耆舊，

詣闕拜違，謂ú壽祉方隆，奉'册寶，p上Ê號，屬茲大慶，宜布t條云々”などの記事から

すれば，クビライ側の實權奪囘はh年の末に果たされていただろう。『永樂大典』卷二六一〇

「御�臺三・南臺備4」5b【行臺移杭州】の至元二十一年五l二十九日の案件は，手續き・

內容兩面において，チンキムからクビライ側に實權が移っていることを如實に物語るし，『元

典違』卷三五「兵部二・軍器」《拘收》【拘收弓手軍器】は，至元二十一年十l六日に，クビ

ライがチンキムnの筆頭たる右丞相コルゴスン (至元十六年の段階では樞密院の參議もつと

め，ボロト丞相と同樣，�武兩¯であった) を江南に左�した生々しい場面を傳える。『國�

�類』卷九，『�元名賢播芳續集』卷五收錄の李©「淸冗職詔 (至元二十三年七l)」は，舊

チンキムnの¦討・肅淸，怨體制移行への總仕上げとみてよい。なお，『國��類』卷六一姚

燧「僉書樞密院事董公神¯碑」，卷六五元u善「ö違政事廉�正王神¯碑」，『國�名臣事略』

卷十四「樞密董正獻公」に言¼される門下省の設立計畫も，クビライとチンキムの權力闘爭

の一uである(『*鑑續�』卷二四は設立を至元十四年に繫ける)。

26) 『元�』の「世祖本紀」は默して語らないが，卷二〇三「方曳・田忠良傳」に“二l，�不豫，

召忠良謂曰「或言ú今歲不嘉，汝#云何？」忠良對曰「�體行自安矣」。三l，�疾�…五l，

車駕淸暑上都”という。ちなみに「本紀」では，この年は二l庚午 (=末日) に上都に出發

したことになっている。この年の十二lに中書省を筆頭に內外の�武官僚たちがクビライへ

Ê號―― 引i勸吿を奉らんとした。『永樂大典』卷五四五三「太常集禮」20a によれば，W

理されて式典も執行したはずだが，『元�』の本紀では“拒絕”した，という。

27) Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 211a, MS : Taškent, f. 180b, MS : Rampur Raza Library, No.

1820, p. 144. このインドの『集�』古寫本は，「オゴデイ・カアン紀」末尾から「ガザン・カ

ン紀」冒頭までの端本だが，書體から 14 世紀筆寫と見られること，パリ本と同じ系瓜に屬し

かつ同じく大量の細密畫
ミニアチュール

(當初のものからムガール�の補寫まで) を附すことで知られ，�

料�價値はきわめて高い。今囘，2015 年にg藏機關が出版したカラー影印本をy用したが，

『元典違』が語るフレグ・ウルスの重大事變
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頁數が振られておらず，本來の闕葉以外に撮影・刊行時の落丁もあるようで，±宜上 S. M.

Azizuddin Husain が序�において各細密畫に附した頁數を基準にした。

ちなみに，マムルーク治下，a學多çで類書・地理誌・世界地圖の�纂で知られたAbuʼl-

Fidāが 1289-1290 (至元二十六―二十七) 年の項にクビライの死とチンキムの卽位という�

報を載せるのも，上営の事件が影kしているからだろう。Abuʼl-Fidā, Ismāʻīl Ibn-ʻAlī, P. M.

Holt (tr), The memoirs of a Syrian Prince : Abuʼl-Fidā, Sultan of H
̇
amah (672-732/1273-

1331), Wiesbaden, 1983, p. 15.

28) Shihāb al-Dīn ʻAbd-Allāh Sharaf Shīrāzī, Tajziyat al-Ams
̇
ār wa Tazjiyat al-Aʼs

̇
ār, (Taʼrīkh-i

Vas
̇
s
̇
āf), Bombey, p. 23, MS : Istanbul, Süleymaniye kütüphanesi, Aya Sofya 3109, f. 32a-32b.

クビライ・カアンの 齡
よわい

の廣がりが 10 分の刻みをµぎて，確實に 70 をなしたとき，

Chimkīn 眞金という名の長子をまた，自身の永康狀態を鑑みて，官衙のn管に至らしめ，

さらに瓜治の valī ʻahd 繼承者に轉じたいと欲した。この問題に關して，「他
かれ

根底
に

，諸國の

瓜治に據
つ

き位を與え者
よ

。khān 汗
カン

の寶座に根脚を定め者
よ

」とて，官人
ノヤン

たちと協議した。御h

の重臣たち，�廷の
侍のものたちが奏するには「此れに據
つ

いて，成
チン

吉
ギ

思
ス

汗
カン

の (親族の)

諸國の pādshāh君�の體例幷びに扎
ジャ

撒
サク

の裏
うち

に定められた慣�に，『其の父の存命にも拘

わらず，子が諸國の勾
こ

當
と

を擔っている』ことは，曾て無かっ來
た
※。俺

われ

每
ら

奴僕は，『眞金の汗

位に依っ着
て

，qāān 可汗自
よ

り後は，齡
よわい

の果てまで無效にしない也
ぞ

』麽
と

¯
て

，mūchalgā<

Mon. möčelge 誓�／3書をÌさん。同6して�
い

る也
ぞ

(俺
われ

每
ら

は)」と奏した。かくて，か

れ (眞金) の諸命令は承`・%從を以って「可也」と一致したが，d能の神の定められ

た�命は，「繼承者が當nよりhにñ去する」というものであった。溺愛・幸wのもとに

育まれた王冠・寶座への欲x，諸營盤における傲慢に對して，報いをOけたのだ”。

※クビライは，あらかじめ後繼者を指定し皇太子位に就けること自體は扎
ジャ

撒
サク

に�反しないという根據

として，トルイ家からカアン位を橫取りした「太宗オゴデイ」の論法を持ち出し强辨した。王惲の円

言にも“頃
さき

者
ごろ

，太子合
カ

昔
シ

歹
ダイ

在先�時，已以位號之正C署敎條，親諭漢官”とやはりオゴデイ時代の例

が引かれている。『國��類』卷一〇徒單公履「皇太子册�」“皇�若曰：咨爾皇太子眞
チン

金
キム

，仰惟太祖

皇��訓，嫡子中%克嗣y繼瓜者，豫�定之。是用立太宗英�皇�，以紹隆丕{。自時厥後，爲不顯

立冢嫡，Dõ爭端。u上|祖宗弘}之規，下協昆弟僉同之議，乃從燕邸，立爾爲皇太子，積�日矣

…”，『元典違』卷一「詔令」【立后円á詔】“仰惟太祖�武皇�之$訓，俯協諸王昆弟之僉言，乃立冢

嫡燕王眞
チン

金
キム

爲皇太子積�日矣…”，『秋澗先生大d�集』卷八四「烏臺筆補」【皇太子親政事狀】。なお，

『元�』卷一一五「裕宗傳」は，上営の册�引用のあとに“於是世祖春秋高，江南行臺監察御�言事

者，p「禪位於太子」。太子聞之，懼。臺臣寢其奏，不敢遽聞，而小人以臺臣隱'，乘閒發之。世祖

怒甚，太子â益懼，未�，D薨，壽四十�三。”と営べ，ふたりの確執を第三者――アフマドの殘黨

タージーク・ハサン (8 276，註 447 參照) に責任轉嫁している。

29) 『元�』卷一二四「孟&思傳」，卷一二五「布魯海牙傳」，『國�名臣事略』卷七「ö違廉�正

王」，『楚國�憲公·樓�先生�集』卷六「武都智敏王営德之碑」，H. Franke, A Sino-Uighur

family portrait : Notes on a woodcut from Turfan, Canada-Mongolia Review, 4, 1978, pp. 33-40.

30) 『永樂大典』卷一九七八一 11a-12a「柴炭局」，15b「氈局」「衣樣毛子局」，17a「中山局」「眞

定局」，17b「蕁ë林局」「綾錦局」，18a「ø綺局」，23a「雜�局」。なお，賈庸貴「大都路宛

ö永安¡魏家莊故奉訓大夫神¯碑」に“今立衣樣局，擇天下之材，能任衙門官，供內外之輸

給…公諱信，字+之。中瓜二年，�旨s擢，Ì�火浣龍鬚布 (=石綿) 仙裳・藕絲羅畏兀
ウイグル

『3利荏天經』・金相法神二Ê・藏春居士太保 (=劉秉忠) 書『般若心經』一卷・沒y襖・撮

毛Ö・西番
ティベット

金字經上�御寶一十一顆，¼栴檀殿鋪座四筵・十樣錦嵌粘金素仁王寺繡幡百尺三

丈闊上下連頭・也里可溫
エ ル ケ ウ ン

字 (=シリア�字) 軸『八吉祥經』複段”とあり，佛敎，キリスト

敎に關わる御物の製作が行われていたことが知れるが，イスラームの物品は見えない。至正

年閒に到っても�況は同じで，�廷の儀式として言¼されるのは，大黑天 (馬
マハー

紇剌
カーラ

佛)，高
ウイ

昌
グル

の神 naiwasigai，十字寺の神，旃檀佛のみ。『北京元代�跡圖志』(北京燕山出版社 2009

年 p. 64.)，北京遼金城垣a物館�『北京遼金元拓片集』(北京燕山出版社 2012 年 p. 96.)，

東 方 學 報
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『張光弼詩集』卷三「輦下曲」。

31) 『元�』卷一二五「賽 典 赤
サイイド・アジャッル

贍
シャム

思
スゥッ

丁
ディーン

傳 子�
ナー

&
スィ

剌
ルゥッ

丁
ディーン

，忽
フ

辛
サイン

附」，馬雲華・馬秉坤

『賽典赤家�』1939 年，Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 211b, MS : Rampur, p. 145.

32) 『元�』卷一〇「世祖本紀」[至元十五年夏四l壬午]，卷一二八「相威傳」，卷一三二「昂吉

兒傳」，卷一四八「董�忠傳」，卷一七三「崔斌傳」，卷二〇五「姦臣傳・阿合馬」

33) 
倉宗巴・班覺桑布著・陳慶英譯『漢藏�集――賢者喜樂贍部洲u鑑』(西藏人民出版社

1983 年 pp. 172-178.)

34) 丞相バヤンがチンキムに接
していたことは，『靜修先生�集』卷十六「大元u威將軍後衞親

軍總管李公先塋碑」からも窺える。

35) 『憲臺*紀』(『永樂大典』卷二六〇八−二六〇九「御�臺三・四」) が至元五年の設立，至元

十四年の江南行臺の設立を除けば，至元二十五年以影のことしか載せないのは，きわめて不

自然である。その背後の事�は，たとえば『元典違』卷二「�政一」《振�綱》○至元十九年

七l，福円行省准中書省咨，『永樂大典』卷二六一〇「御�臺五・南臺備4」5b-6a【行臺移

杭州】【行臺移江州】【行臺復移杭州】等から窺うことができる。

36) たとえば，『元典違』卷三四「兵部一・軍役」《怨附軍》【招收私投T宋軍人】(至元十七年七

l) は，三箇gの“�旨”の�字を改行抬頭せずに濟ませている。

37) 『高麗�』卷二九「忠烈王世家二」［六年三l戊午］，『高麗��4』卷二〇「忠烈王二」[庚辰

六年／元至元十七年三l]

38) Taʻríkh-i-Jahán Gushá, vol. 1, pp. 17-18. MS : suppl. persan2018, f. 10a-11a.『集�』「チンギ

ス・カン紀」は，札
ジャ

撒
サク

の制定を 599A. H (1203) の癸亥年冬の第一_卽位式，615-616 A. H

(1219) 己卯年開催のホラズム�征のための 大
イェケ・

聚
クリ

會
ルタ

の二 度に分けて記す。Jāmi ‘al-

Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 85b, f. 104a, MS : Taškent, f. 57a, f. 75b, MS : Tehrān, f. 78b, f. 97a.

39) 『�學指南』卷四「法例」“大扎撒：謂依條例法度也”，『勤齋集』卷三「石公 (天麟／蒙古
)

神¯碑銘」“公嘗吿坐客曰「人之爲人，惟孔夫子扎
克不可�耳」。扎
克，華言~法律也。問

公「�之乎」。曰「�」，俾取示客，則�之以韋，如西域書，乃論語也…”。The Manuscript

of al-Malik al-Afd
̇
al, p. 198, The Kingʼs Dictionary : The Rasūlid Hexaglot, p. 202.

Tur. yasa=Mon. ȷ̌asaq

40) 本田實信「阿母河等處行尙書省考」(『北方��硏究』2 1967 年 のち『モンゴル時代�硏

究』pp. 101-126. に收錄)

41) Taʻríkh-i-Jahán Gushá, vol. 1, pp. 6-7, MS : suppl. persan2018, f. 4b.

42) D. Ayalon, The Great Yāsā of Chingiz Khān : a reexamination, Studia Islamica, vol. 33/34/36/

38, 1971-1973, pp. 97-140, pp. 151-180, pp. 113-158, pp. 107-156, D. O. Morgan, The Great

“yāsā” of Chingiz Khān and Mongol Law in the Īlkhānate, Bulletin of the School of Oriental and

African Studies, vol. 49, No. 1, 1986, pp. 163-176.

43) 『永樂大典』卷一九四一六「站赤一・經世大典」10a [太宗皇�十二年庚子 (1240) 十一l二

十三日]，[甲辰年 (1244) 三l] にそれぞれ“ 大
イェケ・

札
ジャ

撒
サク

”の用例が見える。

44) Taʼrīkh-i Vas
̇
s
̇
āf, Bombey, p. 66, MS : Ayasofya3109, f. 95b.

45) Tārīkh-i Vas
̇
s
̇
āf, Bombey, p. 17, MS. Ayasofya3109, f. 24b.

46) 『元典違』卷一「詔令」《世祖�德神功�武皇�》【至元改元】『元�』卷五「世祖本紀二」[至

元元年 (1264) 秋七l庚子，八l丁巳 (16 日)]，Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 202b,

MS : Taškent, f. 172a, MS : suppl. persan209, f. 249a. 不魯花，忽察，脫滿，阿里察，脫火思は

それぞれBūlqai, Khūjah, Tūmān, Alīchān, Tūqūz に對應する。

47) Fr. Iohannes de Plano Carpini, Ystoria Mongalorum, cap. 5, Sinica Fransiscana, pp. 64- 65, The

Text and Versions of John De Plano Carpini and William De Rubruquis, pp. 57-58.

48) Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 215b, MS : Rampur, p. 153.

Tīmūr qān とかれより年長だった (兄) Kambalā/Kambalah 甘
カ

ë
マ

剌
ラ

／甘木羅との閒で，

寶座・君n權のために論戰・言い分が露わになった。ひじょうに賢uで才女 [だった／

『元典違』が語るフレグ・ウルスの重大事變
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である] Kūkūjīn khātūn 闊
コ

闊
コ

眞
ジン

后
カトン

がかれらに說
い

うには「H
̇
YH
̇
Y QĀN／S

̇
YČN QAĀN>

Sečen qaʼan 薛
セ

禪
チェン

皇�
カアン

すなわち忽
ク

必
ビ

烈
ライ

皇�
カアン

が命じられ着
て

�
い

る。『成
チン

吉
ギ

思
ス

汗
カン

の bīlīk�訓を

より好
よ

く識る�
もの

，他
かれ

が寶座に坐者
せ

』と。如
い

今
ま

，你
なんじ

每
ら

は一箇人每
ごと

に他
かれ

の�
ビリ

訓
ク

を說
い

者
え

。列席

する大人每
たち

に哪一箇
ど ち ら

がより精*し着
て

�
い

るか擇
えら

ば敎
し

め者
よ

」。テムル・カアンはひじょうに能

辨で落ち着いているので， 諸
もろもろ

の�
ビリ

訓
ク

を上手に曇りなき ayālghū<Mon. ayalqu 聲5で以

て�誦しつづけ，かたや，カマラは吃5の�候があるうえ，それについて完璧に把握し

てもいなかったので，その諸課題で'i窮まった。…

『姚�公牧庵集』卷二六「�公先德碑」“公_居二，以奇
キ

塔
タ

特
ド

布
ブ

濟
チ

克
ク

名行。自越幼從忠宣 (=

索
ス

勒
ルク

濟
チェ

爾
ル

威
ビ

) 出入世祖帷握，天監灼其已克恭勤。至元丙寅 (1266)，s侍裕宗 (=チンキム)

于東宮，將二十年，敬畏益加，無少僣忒，Ô順考 (=ダルマバラ) 生皇上 (=カイシャン)，

á皇 (=アユルバルワダ)，詔公保育鞠視之。每�召見，則必左右VÄ之至h。方幼而學，詔

敎之經，以其嫡子額爾吉�
エ ル キ ナ ク

侍讀，俟其遨嬉廢誦，輙撻其子以警之，故能(業。以會將畢，聚

諸侯王讀太祖大訓，加丁寧吿戒之，始�就國。或皇上，á皇不在列，必邀致之，y與�聞出

申飭曰「是汝他日g宜爲者，其謹識之。必擧其辭，毋庸怠忘」”，『國��類』卷二四元u善

「丞相淮南忠武王碑」“[至元三十一年] 四l，成宗卽皇�位于上都大安殿。時親王��言，王

(=伯
バ

顏
ヤン

) 按劍陳祖宗寶訓，営g以立成宗之6，辭色俱厲，諸王股栗，趍殿下拜”。なお，至

正年閒に宣政院のC官であった張昱は，“至元典禮當�會，宗戚h將祖訓開。�子神孫千萬世，

俾知大業此中來”と詠っており，�訓の讀み上げは，少なくともクビライ以影，典禮にくみ

こまれていたことがわかる (『張光弼詩集』卷三「輦下曲」)。

49) 『元�』卷一三六「拜�傳」“英宗登極，拜中書ö違政事。會諸侯王于大Q殿，詔�讀太祖金

匱寶訓，威儀整暇，語5u暢，莫不�目竦聽”，『金華黃先生�集』卷二四「中書右丞相神¯

碑」“故事天子卽位之日，必大會諸侯王讀太祖寶訓，是日，命王õ而讀之”。

50) 『元詩s三集』柯九思「宮詞十五首」，『丹丘生集』卷三「宮詞十五首」“萬國貢珍羅玉陛，九

賓傳贊卷珠簾，大uh殿筵初
・

秩，勳貴先陳祖訓嚴凡大宴，y
・

臣掌金匱之書，必陳祖宗大扎撒，以爲

訓”。_の順�トゴン・テムルの時代も，『元詩s初集』卷五四楊允孚「灤京雜咏」“詐馬筵

(=只
ジ

孫
スン

宴。Per. jāmah 衣, Mon. čama 錦)開，盛陳奇獸，宴享旣具，必一二大臣稱成吉思皇�

(禮撤) [扎
ジャ

撒
サク

]。於是而後禮��，飮��矣。雲和署隸儀鳳司，掌天下樂工”との記錄がのこ

る。詐馬筵・只孫宴については，8 108 も參照。

51) 『南村輟é錄』卷二「宣�閣」，『山居怨語』卷二，宮紀子「モンゴルが$した『<譯』言語

――舊本『老乞大』の發見によせて―― (下)」(『內陸アジア言語の硏究』18 2004 年 の

ち『モンゴル時代の出版��』名古屋大學出版會 2006 年 pp. 238-244. に收錄)。ウイグル

�字，パクパ字モンゴル語版の『大元*制』については，『漢藏�集』p. 73, p. 78, pp. 164-

165, N. TS. 孟庫耶夫著・敖特根譯「黑城出土兩件蒙古�印刷品殘片」(『西北民 族硏究』

2007-3 pp. 56-67.) も參照。

52) Hayton, La Flor des Estoiresde la Terre D’Orient/Haytonus, Flos Historiarum Terre Orientis,

in Recueil des Historiens des Croisades : Documents Arméniens, Tome Ⅱ, Paris, 1906, Liber Ⅲ,

Caput. Ⅶ, p. 154, p. 289, La Historia del Signor Hayton Armeno, in secondo volume delle

Navigationi et Viaggi, Venetia, 1559, cap. 3, p. 63b.

また [その他多くの] 命令，好
よ

き體例をば Changuis Can はその子孫・百姓
じんみん

に分付し，

Tartar は誰でもみな大いなる畏敬のもとに5守している。かれらの語彙では Changius

Can/Cangis Canの Yasac/Iasack ―― Changius Can の constitutiones慣�法という。

53) 『元�』卷二｢太宗本紀｣[六年甲午]“夏五l，�在

ダ

蘭
ラン



ダ

葩
バアト

(=七十箇嶺) 之地，大會合諸

王百僚，諭條令曰「凡當會不赴而私宴者，斬。諸出入宮禁，各�從者，男女止以十人爲Ò，

出入毋得相雜。軍中凡十人置甲長，聽其指揮，專擅者論罪。其甲長以事來宮中，卽置權攝一

人，甲外一人，二人不得擅自�來，�者，罪之。諸公事非當言而言者，<其耳，再犯笞，三

犯杖，四犯論死。諸千戶越萬戶h行者，隨以木鏃射之。百戶，甲長，諸軍�犯，其罪同。不

5此法者，斥罷。今後來會諸軍，甲內數不足於
É抽補足之。諸人或居室，或在軍，毋敢喧
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呼。凡來會用善馬五十疋爲一覊，守者五人，飼羸馬三人，守乞烈思
キ レ ス

(華言禁外繫馬g也) 三

人。但盜馬一二者，卽論死。諸人馬不應絆於乞烈思
キ レ ス

內者，輙沒與畜虎*人。諸­人製質
ジ

孫
スン

燕

%不如法者，¼妬者，乘以驏牛徇部中，論罪，卽聚財爲Î娶」”は，オゴデイが怨たにJ加・

制定した扎撒
ジャサク

の槪略とみてよい。

54) 稻葉正就・佐=長譯『Hu lan deb ther フゥラン・テプテル――チベット年代記』(法藏館

1964 年 p. 80.)

55) Jāmiʻal-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 7b. MS : Tehrān, f. 8b .

しかし，代々かれらの正�が蒙
モン

古
ゴル

の言葉と�字を以て未�修かつ亂雜に不完�な斷片違

句のまま寶庫に保管され，外人たち・��家の閱覽より祕�・隱�されていた。誰であれ，

それについて識り熟知するにふさわしいという贔屓・信賴は置かれなかったのである。

『元�』卷三五「�宗本紀四」[至順二年 (1331) 夏四l戊辰 (23 日)]

奎違閣以纂修經世大典，p從�林國�院取脫卜赤
ト プ チ

顏
ヤン

一書以紀太祖以來事蹟，詔以命�林

學士承旨押
ヤ

不花
ブ カ

・答
タ

失
シュ

海
カ

牙
ヤ

。押
ヤ

不花
ブ カ

言「脫卜赤
ト プ チ

顏
ヤン

事關祕禁，非可令外人傳寫，臣等不敢

奉詔」。從之”。

『元�』卷一八一「>集傳」

�以嘗命修遼・金・宋三�，未見成績，大典令閣學士專)其屬爲之。旣而以纍�故事�

未備者，p以�林國�院修祖宗實錄時百司g具事蹟參訂。�林院臣言於�曰「實錄，法

不得傳於外，則事蹟亦不當示人」。印p以國書脫卜赤
ト プ チ

顏
ヤン

增修太祖以來事蹟，承旨答
タ

失
シュ

海
カ

牙
ヤ

曰「脫卜赤
ト プ チ

顏
ヤン

非可令外人傳者」。D皆已。

Jāmiʻal-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 38a, MS : Taškent, f. 38b.

カンたちの寶庫に，常に大官人たちの手で保護されているところの Altān daftar『金

册』の書

『集�』部族志「タイチウト部族」の記営は寫本閒の衣同が特に大きい箇gで，MS : Tehrān,

f. 36b, MS : Paris, BNF, suppl. persan1113, f. 62b, MS : suppl. persan209, f. 53b 等にはこの部分

が無い。

Jāmiʻal-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 47b, MS : Tehrān, f. 44b.

王室の寶庫に存在し，大官人たちに守られ，Altān daftar『金册』と呼ばれている歷�書

persan1113 の亂丁・揷繪については，F. Richard, Undes peintres du manuscript supplement

persan1113 de lʼhistoire des Mongols de Rašīd al-dīn identifié, D. Aigle (ed), L’Iran face à la

domination Mongole, Téhéran, 1997, pp. 307-320. 參照。なお persan209 の末尾には，杉山正

u「イスタンブールのヌール=オスマニイェg藏 No. 3271 ペルシア語古寫本」(『�窗』46

1989 年 のち『モンゴル�國と大元ウルス』京都大學學#出版會 2004 年 pp. 508-513. に

收錄) に天下の孤本として紹介された『集�續�』と同じもの ――しかも，シャー・ルフ

時代の 837A. H (1433-1434) の筆寫 ―― が附されている。こんご活用したい。

56) Jāmiʻal-Tavārīkh, MS : suppl. persan1113, f. 227b, MS : Rampur, p. 34, p. 54, p. 70, p. 78, p. 94, p.

124, p. 154, p. 174, p. 214, p. 232, MS : Istanbul, Topkapı Saraı Müzesi Kütüphanesi, Hazine2153, f.

23a, f. 52a, f. 148b. (Ben Mehmed Siyah Kalem Insanlar ve Cinlerin Ustası, Istanbul, 2004, pp.

250-251, p. 274, J. M. Rogers & F. Çağman & Z. Tanindi, Topkapi : The Albums and Illustrated

Manuscripts, London 1986, fig. 43-44, p. 69.『イスラムの繪畫：トプカプ・サライ・コレクショ

ン』ö凡社 1978 年 fig. 8, p. 130.), MS : Staatsbibliothek zu Berlin, Diez Album, Fol. 70, S.

10-Nr. 1, S. 21, S. 23-Nr. 1.

57) 本田實信「モンゴルの誓詞」(『北大�學』10 1965 年 のち『モンゴル時代�硏究』pp. 53-

67. に收錄)

58) 『元典違』や『祕書監志』等にみえる直譯體命令�の怯薛
ケシク

當直一覽を整理すると大凡，qorči

火
コ

兒
ル

赤
チ

／帶弓箭人>sükürči&
シュ

古
ク

兒
ル

赤
チ

／傘蓋持ち>bawurči 寶兒
バウル

赤
チ

／厨子>üldüči 云
ユル

都
ドゥ

赤
チ

／u

刀持ち>šibawuči 昔
シ

寶
バウ

赤
チ

／鷹匠>kelemeči 怯
ケ

烈
レ

馬
メ

赤
チ

／*事>bičikči 必闍
ビチク

赤
チ

／�の順であり，

細密畫
ミニアチュール

の狀況と一致する。bičikči が末席に
かったことは，

『元典違』が語るフレグ・ウルスの重大事變
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カアンの御hに到ると，「數多の諸軍を出陣せ敎
し

め者
よ

」とて �
ジャル

旨
リク

が 了
なった

。それから

「tigishmīshī獻上／叩頭※せ者
よ

」と命じた。ちなみに慣�では，そのような場合には，獻

上の時に，大帳の門幕が:られることになっている。かれ (=アリク・ブケ) はそのと

おりに (自身を) ,って獻上した。一刻ののちに許可され入ったが，かれは必
ビ

闍
チク

赤
チ

たち

の場に止
とど

められた。

※ tegišmek を語源とし，アラビア語の al-taqdima，ペルシア語の pīsh-kash に等しい。The

Manuscript of al-Malik al-Afd
̇
al, p205, l. 35, The Rasūlid Hexaglot, p291, G. Doerfer, Türkische und

Mongolische Elemente im Neupersischen, vol. 2, Wiesbaden, 1965, pp. 531-533. 本田實信「十三・四世

紀のペルシア語�獻に見えたるモンゴル・トルコ語-mīšīなる語尾を�する営語 (1)」(『ユーラシア

��硏究』1 1965 年 のち『モンゴル時代�硏究』pp. 420-422. に收錄)

Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 202b, MS : Taškent, f. 172a, MS : Rampur, p. 128.

とあることから推測される。なお，フレグ・ウルスの聚會の席順については，『書記規範』に

揭載される營盤<Mon. nutuq/Tur. yurt の
置が手がかりになる。

例えば，王子たちは君nの
くの右手に下馬する。amīr-i ūlūs 國
ウルス

の官人
ノヤン

たちも bar-

āūūn qār<Mon. baraʼun qar と呼ばれる右手に¥屯する。(尙書省の) vazīr 臣僚たち，

s
̇
āh
̇

ib dīvān戶部尙書たちは君nの營盤の左手にある jāūūn qār<Mon. ȷ̌ewün qar の方に

下馬する。īnāq 親信／怯薛たちは君nの周圍に，�廷のE石たちは，テュルクに屬する

なら官人
ノヤン

たちの營盤とともに去
ゆ

き，大食
タージーク

に屬するなら臣僚たち・必
ビ

闍
チク

赤
チ

たち・�
サイ

裔
イド

た

ち・哈
カー

�
ディー

たち・o師
イマーム

たち，敎n
マウラー

たちとともに君nの營盤の向かい側にある masjid-i

jāmiʻ 大禮拜寺のhに下馬する。

Muh
̇

ammad b. Hindūshāh Nakhchivānī, Dastūr al-Kātib fī Taʻyin al-Marātib, MS : Istanbul,

Süleymaniye Kütüphanesi, Faz
̇
l Ah
̇

med Paşa1241, f. 180a, MS : Paris, BNF, persan463, f. 171b,

MS : Leiden574, f. 183b, А. Али- заде, (ed), Дастўр ал-Кāтиб фй Та‘ййн ал-Марāтиб, vol.

2-2, Москва, 1976, p. 63.

59) 『元�』卷一三六「拜
バイ

�
ジュ

傳」“[至治] 三年春二l，將'仁宗實錄，先一曰，詣�林國�院聽讀。

首卷書大德十一年事，不書左丞相哈
ハ

剌
ル

哈
ガ

孫
スン

定策功，惟書越王禿
ト

剌
レ

勇決從容。謂�官曰「無左

丞相雖百越王何益？錄鷹犬之勞而略發蹤指示之人，可乎？」立命書之。其他筆�未盡善者，

一一正之，人皆%其識見”。

60) Nas
̇
īr al-Dīn T

̇
ūsī, M. Raz

̇
avī(ed), Majmū‘ah-yi rasā‘il, Tehrān, 1957, p. 31, M. Minovi & V.

Minorsky, Nas
̇
īr al-Dīn T

̇
ūsī on Finance, Bulletin of the School of Oriental and African Studies,

vol. 10, No. 3, 1940, pp. 755-789.

在hの pādshāh 君nたちが諸事由のために kharāj 賦租を定めなかった 諸
もろもろ

の田地水土・

園林は h
̇

urr「免�」と呼ばれ，その地土の價は割高であった。また賦租を課されていな

い人々がおり，isqāt「荒田」とか mouz
̇
ū'「閑田」と呼ばれる。さらに，規定の金錢を

idrār「贍養」としていて，賦租の金額を捻出してもらったり，補助のため給付される

人々もいる。この三つすなわち「免�」「荒田」「贍養」はいずれも相續を以て傳えられ，

相互に典賣されゆき，會計上は人戶のmāl 錢糧・dastgāhQ舍事產であり，いかなる時

�であれ無效にはされない。「人戶の錢糧は不減者
へらす な

」とて，チンギス・カンの 大
イェケ・

扎
ジャ

撒
サク

が

定めるごとく。

61) E. W. W. Budge(tr), The Chronography of Gregory Abû’l Faraj Bar Hebraeus, vol. 1, London,

1932, pp. 354-355.

62) K. Lech(ed & tr), Das Mongolische Weltreich : Al-‘Umarī’s Darstellung der mongolische n

Reiche in seinemWerk Masālik al-abs
̇
ār fī mamālik al-ams

̇
ār, Harrassowitz, 1968, pp. 95-99, S.

7-14, Al-Maqrīzī, Ah
̇

mad ibn ʻAlī ibn ʻAbd al-Qādir, Ayman Fuʻād sayyid (ed) al-Mawā‘iz
̇
wa

al-i‘tibār fī d
¯
ikr al-Khit

̇
at
̇
wa-al-āt

¯
ār, vol. Ⅲ, Cairo, 2002, pp. 713-718, Ah

̇
mad ibn Muh

̇
ammad

Ibn ʻArabshāh, Fākihat al-Khulafā’ wa Mufākahāt al-Zurafā’, G. G. Freytag (ed), Liber

Arabicus seu fructus imperatorum et Iocatio ingeniosorum, Bonn, 1832, pp. 232-235. イブン・ア
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ラブシャーの著営の�用性は，Robert. G. Irwin, What the Partridge Told the Eagle : A

Neglected Arabic Source on Chinggis Khan and the Early History of the Mongols, R.

Amitai-Preiss & D. O. Morgan (eds.), 1999, The Mongol Empire & its Legacy, Brill, pp. 5-11.

を參照。

63) 『�學指南』卷二「發端」“斡魯朶裏：車駕行在之g，金帳之內也”。

64) 『元�』卷一二四「忙哥撒兒傳」“廼以爲斷事官之長，其位在三公之上，F漢之大將軍也”，

『*鑑續�』卷二四「六年／蒙古至元七年」“[春正l] 蒙古初立尙書省，以阿
ア

合
フ

馬
マド

爲ö違政事

蒙古自太祖皇�以來，諸事草創，設官甚鯵，以斷事官，爲至重之任，其掌兵柄，則左右萬戶而巳…”，『元

�』卷八七「百官志三」“大宗正府，秩從一品。國初未�官制，首置斷事官，曰扎魯忽赤，會

決庶務。凡諸王・駙馬・投下・蒙古・色目人等，應犯一切公事，e漢人姦盜詐僞，蠱詠壓魅，

誘掠Z驅，輕重罪囚，e邊}出征官�，每歲從駕分司上都存留1冬諸事，悉掌之…[至元] 九

年，影從一品銀印，止理蒙古公事。以諸王爲府長，餘悉御位下e諸王之%國封者。印%怯薛

人員，奉旨署事，別無頒O宣命”，『元典違』卷四九「𠛬部十一・諸盜一」《强竊盜》【剜豁土

居人物依常盜論】“也
イェ

可
ケ

札
ジャ

魯
ル

花
グ

赤
チ

が俺
われ

根底
に

�書を與え「根脚裏
で

は，成
チン

吉
ギ

思
ス

皇�の時分に札
ジャ

魯
ル

花
グ

赤
チ

を立てる呵
ところ

，諸王・駙馬・各怯
ケ

薛
シク

歹
テイ

・各愛
アイ

馬
マク

・蒙古・色目人每
たち

の奸盜・詐僞・婚姻・駈良

等の事を管せ-
し

め來
た

。至元二十二年，漢人の罪µ�る呵
なら

，也
また

俺
われ

を-
し

て管せしめ來
た

…」と說
い

い

將
も

て來て�
い

る”。

65) Dastūr al-Kātib fī Taʻyin al-Marātib, MS : Istanbul, f. 174a-175a, MS : Paris, f. 166a-167 a, MS :

Leiden, f. 177a-178b, Дастўр ал-Кāтиб фй Таʻййн ал-Марāтиб, vol. 2-2, pp. 29-35. なお，

旣営の 1268 年のアバカからマムルーク�バイバルスに宛てた國書に，“チンギス・カンの

farmān�旨／yāsāq扎
ジャ

撒
サク

に，如
い

今
ま

であってもカアンの farmān�旨／yāsāq扎
ジャ

撒
サク

に”という

言い囘しが見られる。ʻIqd al-jumān fī tārīkh ahl al-zamān, vol. 2, p. 41.

66) C. Defrémery & B. R. Sanguinetti(ed/tr), Voyages d’Ibn Batoutah, tome troisième, 1877, p. 11,

The Travels of Ibn Bat
̇
t
̇
ūt
̇
a : A.D.1325-1354, vol. 3, The Hakluyt Society, 1993, p. 545.

67) 『大元*制』の刊行以h――世祖クビライおよび成宗テムルの治世に，條格・斷例の�纂が

行われていたことは，『�墨d書』后丁集卷五「器用門・�類・書鯵」《干借》“【與奚知Q借

斷例】惟h時發身，專門以�墨，今日發身，或以刀筆，未�不由孔孟而事蕭曹也。冒焉祗役，

�事而無可斷之例，大懼不知議獄之方。日聞；某郞中挈來斷例六册，實江南未%，獨先生得

其傳。未委肯借抄一本否。ム執筆以俟。【答】某蒙�某郞中g傳斷例。抑與君同事，夫何靳之

敢然。人�言「胸中無活法，紙上皆塵言」。况以�限之例，而斷無限之事哉。�書鯵靜之餘，

試朱墨可否之，而t以見敎爲荷”，『歷代名臣奏議』卷六七í介夫「上奏一綱二十目・定律」

“內而省部，外而郡府，抄寫格例，至數十册。o事�難決，則檢Þ舊例，或中無g載，則旋行

議擬，是百官莫知g守也。民閒自以耳目]得之敕旨條令，雜�類�，刊行成帙，曰『斷例條

違』，曰『仕民#覽』，各家收置一本，以爲準繩”，『臨川吳�正公集』卷十二「大元*制條例

綱目後序」“吾郡張紹，漸漬儒#，練�法律，爲律�師。h制未成書之時，�錄詔條e省部議

擬h行之例，隨]掌分隸六部，題曰『大元條例綱目』”，『金華黃先生�集』卷三四「靑陽縣尹

徐君墓誌銘」“君諱泰亨，字和甫，姓徐氏…憲府以時]引用斷例不一，求�學�整比之。君定

自中瓜訖大德，爲之綱目，條分理貫，鯵而易求，$而可守，覽者±之”などによって確`できる。

68) Voyages d’Ibn Batoutah, tome troisième, pp. 40-41, The Travels of Ibn Bat
̇
t
̇
ūt
̇
a vol. 3, pp. 560-

561.

69) Taʻríkh-i-Jahán Gushá, vol. 1, p. 29, The Chronography of Gregory Abû’l Faraj Bar Hebraeus,

vol. 1, p. 353.

70) 『囘囘館譯語』「人事門」“𠛬：洗,塞忒 siyāsat”

71) Jāmiʻal-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 172a, MS : Taškent, f. 142b, MS : Paris, suppl. persan 209, f,

213a.

なお，『集�』「オゴデイ・カアン紀」の冒頭にもチンギス・カンのことばとして

(扎
ジャ

撒
サク

)・體例
ヨスン

・各禮法・諸�
ビリ

訓
ク

を好
よ

く識るを討求する�
もの

は都
みな

，チャガタイの跟hに去
ゆ

者
け

。
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と記される。Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 134a, MS : Taškent, f. 105b, MS : suppl. persan

209, f. 172a.

72) 『系�總覽』【チャガタイの頌】にも

父の扎
ジャ

撒
サク

だったものは何であれ天命のごとく看做し，かれの斷事から免れた者は0か

だった。

と總括される。Muh
̇

ammad Shabānkāraʻ ī, H. Muh
̇

addit
¯
(ed), Majmaʻ al-Ansāb, Tehrān, 1363,

p. 246.

73) Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 174b-175a, MS : Taškent, f. 145a-145b, MS : Rampur, pp.

59-60. 宮紀子「東から西への旅人：移剌楚才―― 『西6錄』とその周邊」(『ユーラシア中央

域の歷�~圖』8 25)

74) Shams al-Dīn Muh
̇

ammad bn Mahumūd Āmulī, H
̇

. M. A. Shiʻrānī (ed), Nafā‘is al-funūn wa

‘Arā‘is al-‘Uyūn, vol. 2, Tehrān, p250, MS : StaatsBibliothek zu Berlin, or. fol. 260, f. 229a.

75) Ta‘ríkh-i-Jahán Gushá, vol. 1, p. 227.

76) Ta‘ríkh-i-Jahán Gushá, vol. 3, p. 241.

Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 172b-173a, MS : Taškent, f. 143a-143b, MS : Rampur, p. 56,

MS : suppl. persan209, f. 214b.

チャガタイは [オゴデイ・]カアンと斯く一蓮托生を爲していたので，カアンは自身の子

息たちからグユク・カンをかれの隨身となさしめ，かれの怯薛
ケシク

丹
テン

(=護衞) の職掌に入

れた。かくてかれへの奉仕をなしていた。チャガタイのÊ大さは描寫しきれない境地に到

りつつあった。チンギス・カンがかれに與えていた (自身の) 國
ウルス

と軍を荏
し，ビシュ・

バリクの疆域下，自身の [王國の君n／王國・國土] の寶座に堅固にあったばかりか，

[オゴデイ・]カアンは，諸事d般に於いて，總じてy臣
エルチ

たちをn�，チャガタイと商量し，

かれとの協議・(かれの) 贊同なしにそれについて着手しなかった。かれもまた，どの案

件についてもdて，同3・[輔佐／%從] の¯を步み，かれにËきたことは何であれ，各

[qaz
̇
īyat 事�／qazīyah-yi farīz

̇
ah 宗敎�義務の訴訟] について申吿しつつ，さらに重大

な事案があった時には每度，[聚會
クリルタ

に出席した／とにかく聚會
クリルタ

を以てカアンの跟
も

h
と

に參じ

た]。諸王・官人
ノヤン

たちd員が (かれの) �接にゆき，カアンの御hに參內，tigishmīshī

獻上／叩頭をなして奧の閒に'むのだった。

77) Ta‘ríkh-i-Jahán Gushá, vol. 1, p. 31, pp. 226-227.

78) Ta‘ríkh-i-Jahán Gushá, vol. 2, 1912, pp. 218-219.

79) Ta‘ríkh-i-Jahán Gushá, vol. 1, p. 118.

80) Minhāji al-Dīn Jūzjānī, ʻA. H
̇

abībī (ed), T
̇
abaqāt-i Nās

̇
irī, vol. 2, Kābul, 1342-1343, pp. 152-157,

pp. 167-169, MS : Staatsbibliothek zu Berlin, Petermann I 386, f. 141a-142b, f. 144a-144b. ベル

リンの古寫本は，ティムール�初{――シャー・ルフの息子バイ・ソンコルの下で製作され，

揷圖・金字をふんだんにあしらった美麗な寫本で綴りも正確。

81) Anonym, M. Bahār (ed), Tārīkh-i Sīstān, Tehrān, 1314, pp. 405-406.

82) Taʻríkh-i-JahánGushá, vol. 1, pp. 228-232, vol. 2, p. 200, Jāmi ‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f.

174b-175a, MS : Taškent, f. 145a-145b, MS : Rampur, p. 59, MS : suppl. persan 209, f. 216b- 217a,

Shu‘ab-i Panjgānah, MS : Istanbul, Topkapı Sarayı Müsesi Kütüphanesi, Ahmet 2937, f. 117b,

Ibn al-Fuwat
̇
ī, M. Jawād (ed), Majma‘ al-ādāb fī mu‘jam al-alqāb, vol. 4, Damascus, 1962-

1965, p. 626.

83) История Казахстана б Персидских Источниках I Том : Джамāл ал-К
̇
аршй, ал-

Мулх
̇
ак
̇
āт би с

̇
-с
̇
урāх, Алматы, 2005. л26б-27а.

84) Ta‘ríkh-i-Jahán Gushá, vol. 1, p. 164, Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 150a, MS : Taškent, f.

122b, MS : Rampur, p. 5.

85) T
̇
abaqāt-i Nās

̇
irī, vol. 2, p. 151, MS : Berlin, f. 141a.

かれ (=オゴデイ) の治世において，その王國にあった木&兒
ム ス ル

蠻
マン

たちは，安穩・不可!
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を以てµごしていた。かれの瓜治{閒，Tangūt河西・Tamghāj拓跋・Tubbat西蕃・

Chīn秦／晉の地のd諸城においてmasjid 禮拜寺が円てられた。また，東方の領土のd

城砦・4塞をイスラームの官人
ノヤン

たちの集團に與え，イーラーンおよびトゥーラーンより

連れて來られた官人たちを上手のテュルキスターン・河西・拓跋の地の諸城に1まわせ

た。

Taʻríkh-i-Jahán Gushá, vol. 1, p. 9, MS : suppl. persan2018, f. 6a.

現在，ことほど斯樣に，一神論の信徒たちは，かの方面に向かっている。極東の諸國ま

で到
，居�・定�しており，それは限界・計算の範圍を超えている。その一部は，Mā

warā al-Nahr や Khurāsān の [地區の] 解放の際に，人匠・打捕戶の名分を以て�民を

かの疆域に集團で連行したものだ。また，多くの群衆が，西方の果て・兩イラーク・シ

リアおよびその他イスラーム諸國から，商賈・客旅として�行している。各¯・城子に

到り，名聽を得，珍奇なるものを觀て，その杖を彼處での休養に影ろす。そして，滯留

の決6をなし，妻を娶り，邸宅・大厦を円てている。さらに，偶宴の�宇の向かいにイ

スラームの修¯院を築き，學校
マドラサ

を揭げ，學者
ウラマー

たちを敎育・傳±に，諸學問の拔粹 (=典

籍) を利用に供している…

86) Taʻríkh-i-Jahán Gushá, vol. 1, p. 163. MS : Süleymaniye Kütüphanesi, Fātif 4316, f. 124b, MS :

Esad Efendi2106, f. 83b, Lālā Ismāʼīl Effendi336, f. 45b, MS : Amca Hüsayin paşa 359, f. 74b, MS :

suppl. persan2018, f. 80a, MS : suppl. persan 205, f. 46a, MS : suppl. persan 1375, f. 58b, MS :

suppl. persan1556, f. 57b.

87) suppl. persan1375 のみ後者に作る。

88) suppl. persan2018, Fātif4316 は“ ”ではなく“ ”に作る。

89) suppl. persan2018 は

の箇gを

“機會を摑まんと待ち~えるなか，キプチャク人が市からJ跡し，尾行していたことに氣付い

ていなかった”と�法上かなり衣なる~�の�で記すが，6味はほぼ同じ。

90) 『囘囘館譯語』「人事門」“斷：戶坤 h
̇

ukm”

91) 『集�』「オゴデイ・カアン紀」では，よりu解に語られる。

(事業・) 勃興の當初より，「不揀
だれで

是
あって

誰
も

，羊・食するgの其它�
の

[肉類／頭疋] は，咽喉

を休抹者
かききるな

。かれら (蒙
モン

古
ゴル

) の慣�に依っ着
て

胸・÷を裂
さ

者
け

」との yāsā扎
ジャ

撒
サク

が影されていた。

ある木
ム

&
ス

魯
ル

蠻
マン

が市
いち

にて羊を買い家にもって歸ってきた。そして諸門を堅く閉ざし內室に

てそれを神の御名のもとに做
な

した。(ところが) あるキプチャクが，市でかれを見，{待

してかれの後をつけてきていて，檐に上り，刀が羊の咽喉にあたるやいなや，上から下

に跳Yし，かの木
ム

&
ス

魯
ル

蠻
マン

に繩かけカアンの宮廷に引きだした。(カアンは) 事態の;査に

nāyibË居�たちを[りüんだ。(事態・) �況の樣相が奏上されると，以下のように命

じた。「ò
こ

�
の

\里威失
ダルヴィーシュ

は俺
われ

每
ら

�
の

扎
ジャ

撒
サク

を5守し着
て

�
い

るが，ò
こ

のテュルクめは放棄し着
て

�
い

る。

怎
どう

生
して

他
かれ

�
の

Q
いえ

裏
の

檐上に去
のぼ

っ着
て

�
い

來
た

の麽
か

。木
ム

&
ス

魯
ル

蠻
マン

はö安以て�
あ

者
れ

。キプチャクを扎
ジャ

撒
サク

の裏
うち

に入去せ-
し

め者
よ

」と。

Jāmiʻal-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 149b, MS : Taškent, f. 122a, MS : Rampur, p. 5.

なお，darvīsh について，『陳竹山先生�集』內 卷一／『西域番國志』「哈
ヘ

烈
ラート

」は，“� (等)

棄家業，去生理，U頭跣足，衣K衣，披羊皮，手持X杖，身掛牛羊骨�，多爲衣狀，不r½

暑，行乞於ñ，o人則口語喃喃，似 [�／可] 憐憫，若甚難立身者。或聚處人家墳墓，或居

[崖／岩] 穴，名爲修行，名曰\
デ

里
ル

�失
ヴィーシュ

。�爲醫者，于市廛中聚求藥之人，y之u列而坐，

却於衆中口談病症，作爲多瑞，然後求藥人皆出錢與之，醫者各散藥少許而去，效驗悦莫可知。

�好事之人，于城市稠人中，揮大鉞斧，手舞足蹈，高出大言，驚世駭俗，莫詳其故，大槪警

人爲善之6而已”という。
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92) 『永樂大典』卷一九四一六「站赤一・經世大典」7a-7b “[太宗皇�元年己丑十一l]，是 l

制曰…一．y臣人等，每人日荏肉一斤・麪一斤・米一升・酒一瓶，仰如數荏破”。

93) モンゴル高原のカラ・コルムと漢兒
キタイ

の地を結ぶ4衝。『大元馬政記』3b (『廣倉學宭叢書』甲

類第一集)「和買馬」“太宗皇�十年戊戌六l二日，影�旨：宣諭札
ジャ

魯
ル

花
グ

赤
チ

胡
ク

都
トゥ

虎
ク

・塔
タ

魯
ル

虎
ク

薫
タイ

・訛
オ

魯
ル

不
ブ

等�該：「自今諸路應�係官諸物，¼諸投下宣賜絲線疋段，竝經由燕京・宣德・西

京。經µ其三路鋪頭口，難以\辧。今驗緊慢，定立鋪口數目，驗天下戶數，*行科定，協濟

三路…」”，『元�』卷五八「地理志一」《上都路・順寧府》

94) 『永樂大典』卷一九四一六「站赤一・經世大典」8b-9a

95) Saif al-Haravī, M. S
̇

iddīqī (ed), Tārīkh nāmah-yi Harāt, Calcutta, 1943, pp. 95-97.

96) ヴァッサーフが 1309-11 年頃に�纂し，オルジェイトゥに獻Ìしたとされる Risāla-yi akhlāq

al-salt
̇
ana，テヘランに三種の寫本が殘るという Akhlāq al-salt

̇
ana fī al-ah

̇
vāl va al-azminaと

種本を同じくするか，もしくは同一書の可能性があり，;査を俟つ。J. Pfeiffer, A turgid

history of the mongol empire in Persia : Epistemological reflections concerning a critical

edition of Vas
̇
s
̇
āfʼs tajziyat al-ams

̇
ār va tazjiyat al-a ʻs

̇
ār, J. Pfeiffer & M. Kropp (ed),

Theoretical Approaches to the Transmission and Edition of Oriental Manuscripts, Beirut, 2007,

pp. 107-129.

97) 『日亞對譯・8解 �クルアーン』p. 803.「109 不信者たち違 6」

98) T
̇
abaqāt-i Nās

̇
irī, vol. 2, p. 158, MS : Berlin, f. 142b.

99) 『長春眞人西6記』卷上“[九l]四日宿輪臺之東，\
タル

�
サー

頭目來�。南}陰山三峰突兀倚天”，

『大元至元辨僞錄』卷三“今先生言¯門�高，秀才人言儒門第一，\
タル

�
サー

人奉彌
メ

失
シ

訶
ア

mišyh
̇

a 言

得生天，
失蠻叫空謝天賜與，細思根本，皆難與佛齊”。なお，『元典違』卷三〇「禮部三・

禮制三」《喪禮》【畏吾兒喪事體例】にみえる“帖薛”も“\�”に同じ。

Kitāb h
̇
ilyat al-insān wa h

̇
albat al-lisān, p. 14.

Ar.al-nas
̇
ārā=Per. tarsāyān

The Muqaddimat al-Adab, f. 94b.

Ar.qass=Per. dānishmand-i tarsāyān=Tur.tarsalar danısmand=Mon.erkeʼüd-yin dašman

100) Taʻríkh-i-Jahán Gushá, vol. 2, p. 223, T
̇
abaqāt-i Nās

̇
irī, vol. 2, pp. 217-218, MS : Berlin, f. 155b,

The Chronography of Gregory Abû’l Faraj Bar Hebraeus, vol. 1, p. 398, J. A. Boyle, The journey

of Hetʻum Ⅰ, King of Little Armenia, to the court of the Great khan Mönke, Central Asiatic

Journal, vol. 9, 1964, pp. 175-189, R. W. Thomson, The Historical Compilation of Vardan

Arewelcʼi, Dumbarton Oaks Papers, 43, 1989, p. 217. なお，サルタクが詠殺されたことは，『集

�』には記されていない。

101) Itinerarium, cap. 16, p. 205, cap. 17, p. 206, cap. 18, p. 209, cap. 29, pp. 256-257, cap. 33, pp. 289-

297, Viaggio in Mongolia, pp. 80-81, pp. 82-83, pp. 86-87, pp. 170-173, pp. 238-257, Raymond

Beazley(ed), The Text and Versions of John De Plano Carpini and William De Rubruquis, as

printed for the first time by Hakluyt in 1598, London, cap. 18, pp. 167-168, p. 213, cap. 19, p. 168,

p. 214, cap. 20, p. 169, p. 215. ちなみに，ルブルクのギヨームの言葉どおり，バール・ヘブラエ

ウスは，グユクを“正眞正銘のキ リスト敎徒”だと営べている。The Chronography of

Gregory Abû’l Faraj Bar Hebraeus, vol. 1, p. 411.

102) La Flor des Estoires de la Terre D’Orient, Flos Historiarum Terre Orientis, Liber Ⅲ, Caput. Ⅹ

Ⅵ-ⅩⅧ, pp. 163-168, pp. 296-300, La Historia del Signor Hayton Armeno, in secondo volume

delle Navigationi et Viaggi, cap. 9-10, pp. 65a-65b.

103) 『大元至元辨僞錄』卷四“大元õ祚，睠6法門，太祖則u詔首班，弘護茲¯，太宗則試經�寺，

雕補藏經，谷
グ

與
ユク

罕
カン

則令僧扈從，恒誦佛經，蒙
モン

哥
ケ

皇�則供僧書經，高營寶塔，今上皇�則飯僧

円刹，�宴鎔金，r廣大之珍財，誦無上之藏，敎以拔
パ

合
ク

思
ス

把
パ

爲國之師”。

104) 阿旺貢荊索南『>±世系�』(中國藏學出版社 2005 年 p. 95.)

105) 『元典違』卷十一「�部五・職制二」《假故》【放假日頭體例】，卷五七「𠛬部十九・諸禁」《禁
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𠛬》【禁宰獵𠛬罰日】，『怨集至治條例』「𠛬部・𠛬禁」《雜禁》【四箇齋戒日頭£素】

106) Taʻríkh-i-Jahán Gushá, vol. 1, p. 18, MS : suppl. persan2018, f. 11a-11b.

(チンギス・カンは) いかなる宗敎の崇奉者，いかなる敎團の信徒でもなかったので，あ

る敎團への2見・贔屓からある敎團に，ある宗敎への2重からある宗敎に [移る] と

いったことは，�けていた。おそらく，各集團の ʻulamā學者たち・修¯士たちをÊ敬・

Ê重・贊美はしており，上天の御hにおいてかの者を媒介者と`識していた。したがっ

て，木
ム

&
ス

魯
ル

蠻
マン

たちを敬6の眼差しで見るいっぽう，\
タル

�
サー

(キリスト敎徒／也里可溫) た

ち・偶宴崇拜者 (=和尙・先生) たちもÊ重して，といった按
だった。かれの子・孫

たちは誰であれ欲するままに宗敎の諸nについて擇んでいて，イスラームの眞似事をな

すものもあれば，キリストの敎えをTるものもあり，ある集團は偶宴崇拜をsび，ある

部族は祖先の舊い規範そのものに義務を^ってどんな怨奇なものにも傾倒しないでいた

が，この種のものはほどんどいなくなっているようだ。諸宗敎の崇奉に對し，大部分の

ものたちは狂信�態度からは}いところにあり，チンギス・カンの扎
ジャ

撒
サク

――「各集團を

畫一に識�せ者
よ

。相互に差別を休
しめ

示
す

者
な

」に�反しようとはしない。

107) Taʻríkh-i-Jahán Gushá, vol. 3, pp. 79-80.

108) 『元�』卷七八「輿%志一」《質孫》，『元詩s三集』柯九思「宮詞十五首」，『丹丘生集』卷三

「宮詞十五首」“凡諸侯王¼外蕃來�，必錫宴以見之。國語謂之「質
ジ

孫
スン

宴」質孫，漢言一色，

言其衣%皆一色也”，『秋澗先生大d�集』卷五七「大元故關西軍á大y呂公神¯碑銘」“國�

大事曰「征伐」，曰「蒐狩」，曰「宴.」，三者而已。雖矢�謨定國論，亦在於樽爼饜飫之際，

故典司玉食，供億燕犒，職掌視h世爲重。凡群臣預御衎者，冠珮%色例，一體不混殽曰「只

孫」。必經賜兹%者，方獲預斯宴，于以別臣庶踈
之殊，若古命%之制”，『¯園學古錄』卷二

三「句容郡王世績碑」“國家侍內宴者，每宴必各�衣冠，其制如一，謂之「只孫」”，同卷二四

「曹南王勳德碑」“賜以只孫宴%只孫者，貴臣見.於天子，則%之。今g賜絳衣也。貫大珠以Î其÷背

膺閒，首%亦如之，副以�赤思 (Mon. načit) 衣等七襲。�赤思者，縷皮傅金爲織�者也，海東靑鶻二”，

『高麗��4』卷二二「忠烈王四」[庚子二十六年／元大德四年]“六l壬子，王至上都，�大

設只孫宴，只孫，華言顏色，赴會者衣冠皆一色。�命王侍宴於諸王，駙馬坐_第四，寵眷殊

衣”，『周�林
光集』(靜嘉堂�庫藏元刊本) 卷一「詐馬行�序」“國家之制，乘輿北幸上京，

以六l吉日，命宿衞，大臣¼
侍，%g賜只孫，珠�金寶衣冠腰帶，盛Î名馬，淸晨，自城

外，各持綵杖，列G馳入禁中。於是，上盛%御殿臨觀，乃大張宴爲樂。惟宗王，戚里，宿衞，

大臣，h列行酒，餘各以g職敍坐合飮。諸坊奏大樂，陳百戲。如是者凡三日而罷。其佩%日

一易，太官用羊 (二) [三] 千噭・馬三百R它費，稱是名之曰「只孫宴」。只孫，華言一色衣

也。俗呼曰「詐馬 jāmah/čama 筵」”，Fr. Benedictus Polonus, Relatio, Sinica Fransiscana, vol.

1, p. 139, Il Milione, cap. 87, p. 72, I Viaggi di Messer Marco Polo, Libro Secondo. cap. 11, f. 26b-

27a.

109) 『日亞對譯・8解 �クルアーン』p. 168. 「6 家畜違 121」

110) Taʻríkh-i-Jahán Gushá, vol. 3, pp. 37-38, MS : Istambul, Süleymaniye Kütüphanesi, Fātif4316, f.

377a, MS : Esad Efendi2106, f. 244b, MS : Amca Hüsayin paşa359, f. 225b, MS : Paris, suppl.

persan2018, f. 251a, MS : suppl. persan205, f. 138b, MS : suppl. persan 206, f. 125b, MS : suppl.

persan1375, f. 193a, MS : suppl. persan1556, f. 172b. なお，『集�』「モンケ・カアン紀」の當該

箇gは

一s閒，このように祝宴・-歡が�った。(內府の) 酒藏・厨Qの職責は，每日，二千車

輛の葡萄酒と qumīz黑馬#酒，三百頭の馬と牛，三千Rの羊。ベルケの出席のゆえに，

�てをイスラーム法に�った方法で宰殺した。

と鯵略�されている。Jāmiʻal-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 188b, MS : Taškent, f. 158a, MS ;

Rampur, p. 96.

111) Taʻríkh-i-Jahán Gushá, vol. 3, 1937, p. 22.『元�』卷三「憲宗本紀」“歲戊申，定宗}，�廷

久未立君，中外恟恟，咸屬6於�，而覬覦者衆，議未決。諸王拔
バ

都
トゥ

・木
モ

哥
ゲ

・阿
ア

里
リク

不
ブ

哥
ケ

・唆
ス

亦
イ
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哥
ケ

禿
トゥ

・塔
タガ

察
チャ

兒
ル

・大將兀
ウ

良
リャ

合
ンカ

臺
ダイ

・&
ス

你
ニー

帶
タイ

・帖
テ

木
ム

\
デ

兒
ル

・也
イェ

&
ス

不
ブ

花
カ

，咸會于阿
ア

剌
ラク

脫
ト

忽
ク

剌
ラ

兀
グ

之地。拔
バ

都
トゥ

首円議推載”，同卷一二四「忙哥撒兒傳」“定宗}，宗王八
バ

都
トゥ

罕
カン

大會宗親，議立憲宗”。なお，

『集�』「ジョチ・カン紀」は

4するに，カアン位がトルイ・カンの家族に，上天の裁定が一門の根源に將來された理

由は，ソルコクタニ・ベキの能力・聰uさとバトゥの助力・補佐 ――かれらとの友m

の故の―― だった。そのごかれの生涯の(焉まで，そしてかれのñ去ののちもサルタ

ク，ウラクチの治世，ベルケの治世の大部分において，トルイ・カンとバトゥの子孫の

閒は，友�の同3の¯を步むものだった。

とまとめており，ルブルクのギヨームも，モンケの部下がバトゥのy臣に對して格別の歡待

をなしていたこと，證言する。Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 165a, MS : Taškent, f. 136b,

MS : Rampur, p. 38, Itinerarium, cap. 23, p. 225, Viaggio in Mongolia, pp. 112-115, The Text and

Versions of John De Plano Carpini and William De Rubruquis, cap. 25, p. 178, p. 227.

112) Itinerarium, cap. 18, p. 209, Viaggio in Mongolia, pp. 86-89, The Text and Versions of John De

Plano Carpini and William De Rubruquis, cap. 20, pp. 169-170, p. 216.

もう一人，Baatu バトゥの兄弟で Berca ベルケという名の者があり，Portam Ferream

鐵門 (=デルベンド) の方面に牧地 (=營盤
ヌントゥク

) を�しているが，そこはペルシアおよび

テュルキアから來るdての sarracen サラセンたちの行�の路上にある。彼奴らは，バ

トゥのもとに參上する際，ベルケの帳幕を經由して'物を�ぶ。ベルケはサラセン人の

ごとくふるまい，自身の宮帳で豚肉を食すことを許さない。しかしながら，我々の復路

の旅の時には，バトゥがベルケを Etilia (=ヴォルガ) 河の東岸に移してしまっていた。

サラセンのy臣たちにこれ以上ベルケのもとを經由させたくなかった，つまり，不利益

を被ることになるとC斷したのだ。

ちょうど，漢兒田地の權益をめぐるモンケとクビライの確執を思わせる。

113) Джамāл ал-К
̇
аршй, ал-Мулх

̇
ак
̇
āт би с

̇
-с
̇
урāх, л25б, В. Тизенгаузена, Сборникъ

Матеріаловъ, Относящихся къ Исторія Золотой Орды, Томъ I. Санктпетербургъ, 1884.

pp. 46-55, p. 72, pp. 77-98, pp. 130-131, pp. 182-183, p. 202, p. 223, pp. 366-368, p. 397, pp.

417-418., pp. 478-479.

114) H
̇
āfiz-i Abrū & Anonym, Mu‘izz al-Ansāb, MS : Paris, BNF, Ancien fonds persan67, f. 17 b.

Sult
̇
ān Khātūn：AYMN>aiman (神に) 庇護されたる／信仰の部族の出身。ベルケ，

ベルケチェル，Būrah，この三名の息子は皆，この后妃から生まれた。

Būrah はプラノ・カルピニのヨハネスがいうところの Bora. Ystoria Mongalorum, cap. 5,

Sinica Fransiscana, pp. 66-67,The Text and Versions of John De Plano Carpini and William De

Rubruquis, p. 58, J. Richard, La conversion de Berke et les débuts de lʼislamisation de la horde

dʼOr, Revue des etudes islamiques, 35, 1967, pp. 173-184.

115) Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Rampur, pp. 34-35, p. 37, p. 39, p. 40, p. 43, MS : Paris, Suppl. persan

1113, f. 91a. なお，チャガタイの宴會にもテュルクvが數名確`できる (MS : Rampur, pp. 54-

55, p. 58.)。特筆すべきは，グユクの卽位式で，かれ自身がテュルクvをかぶり，怯薛
ケシク

・王子

たちにも相當數同樣の格好のもの ――おそらくネストリウスnキリスト敎徒のウイグル，

ケレイト ―― がいることだ (MS : Rampur, pp. 78-79.)。

116) Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Rampur, pp. 94-95, pp. 98-99.

117) T
̇
abaqāt-i Nās

̇
irī, vol. 2, pp. 150-151, pp. 213-214, MS : Berlin, f. 141a, f. 154b.

118) T
̇
abaqāt-i Nās

̇
irī, vol. 2, p. 176, MS : Berlin, f. 146a.

かれ (=バトゥ) は，ひじょうに [分別のある／公正な] 男で，木
ム

&
ス

兒
ル

蠻
マン

の友であった。

木
ム

&
ス

兒
ル

蠻
マン

たちはかれの庇護下に [安樂な日々をµごしていた／安樂であった]。かれの諸

軍・諸部族の下，禮拜寺が各集團によって円てられ，imām [�持／�持たち]，muʼaz-

zin 唱拜者がd處に [手
されていた／手
された]。かれの瓜治{閒・(在世) 時{に

おいて，かれの farmān 令旨，(かれの) 臣民・軍勢から，いかなるÐもイスラームの諸
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地域に至ることはなかった。テュルキスターンの木
ム

&
ス

兒
ル

蠻
マン

たちは，かれの護助の福廕の

裡に，(多大な) ö和・(無數の) 保安を享Wしていた。また，イーラーンにおいてモン

ゴルの管理下に參入されていた諸邦のそれぞれのうちに，かれに分地が定められており，

かれの�任した者たちが，かれの投下領となった各處 [に
置されていた／を荏
して

いた]。

いっぽう，アルメニアのアクネルツィのグリゴル (1250-1335) による『騎射の國の歷�』は，

バトゥがキリスト敎徒を愛し・庇護したとn張・報吿する。R. P. Brake & R. N. Frye, History

of the Nation of the Archers (The Mongols) by Grigor of akancʼ : Hitherto Ascribed to

Maγakʼia The Monk, Harvard Journal of Asiatic studies, vol. 12/no. 3-4, 1949, pp. 312-315.

119) T
̇
abaqāt-i Nās

̇
irī, vol. 2, pp. 176-177, p. 150, p. 168, MS : Berlin, f. 146a-146b, f. 141a, 144b.

なお，『世界を開くものの歷�』【Kulār，Bāshgird の騎兵G】，『集�』「オゴデイ・カアン

紀」【宗王たち・モンゴル軍が Qipchāq 草原・Bulghāl・Ūrūs・Mukus・Alān・Mājār，

Būlār・Bāshghird に於いて做している諸戰闘の記】によると，Būlār 孛烈兒はフランクとí

接するキリスト敎徒が多い部族であり，モンゴル軍よりも多勢だったので，バトゥは，かつ

てチンギス・カンが金�・ホラズム・シャー國を攻めるhに，丘に登り連日連夜上天に吿し

たという故事を踏まえ祈�を行った。のみならずイスラーム敎徒たちにも duʻā 祈�・呪詛を

行わせた。とうじのモンゴル諸王の「宗敎」`識を窺うことができる逸話といえよう。

Taʻríkh-i-Jahán Gushá, vol. 1, pp. 225-226, Jāmiʻal-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 101b, f. 127a, f.

145a, MS : Taškent, f. 73a, f. 98b, f. 117b, MS : Tehrān, f. 94b, MS : suppl. persan209, f. 162b, f.

185a.

120) T
̇
abaqāt-i Nās

̇
irī, vol. 2, p. 179, MS : Berlin, f. 147a.

121) モンケの信仰吿白はもとより，バトゥの入信が噓の�報であることは，同時代のジュヴァイ

ニーが

かれ (=バトゥ) は，いかなる宗敎・信仰に對しても，q向してその神學の規定そのも

のを識ろうとはしない王で，どんな信仰・宗敎の狂信者でもなかった。

と営べることからもuらか。Taʻríkh-i-Jahán Gushá, vol. 2, p. 222.

122) Jāmiʻal-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 24b, MS : Taškent, f. 22b, MS : Tehrān, f. 23b.『元�』卷一

〇〇「兵志三・馬政」“醞都者，承#車之名也”。

123) 國家�物局『2005 中國重4考古發現』(�物出版社 2006 年 pp. 115-122.)，大同市考古硏究

g「山西大同沙嶺北魏壁畫墓發掘鯵報」(『�物』2006-10 pp. 4-24.)，趙瑞民・劉俊喜「大

同沙嶺北魏壁畫墓出土漆皮�字考」(『�物』2006-10 pp. 78-81.)，徐光冀n�『中國出土壁畫

d集②山西』(科學出版社 2012 年 pp. 16-30.)。なお，カラ・ホト出土の西夏語譯『金光u

�f王經』(サンクト・ペテルブルク東洋學硏究g藏 Tang376, no. 5652a) の�繪――12 世紀

の開版とされる――でも，羊の宰殺の際，胸を裂いて血液を鉢にWけ止めている。

124) Jāmiʻal-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 202b, MS : Taškent, f. 172a, MS : suppl. persan209, f. 249a.

125) Taʻríkh-i-Jahán Gushá, vol. 3, pp. 86-87.

年功を以て確固たる權限を�する Bulghāī āqā孛
ブ

魯
ル

合
カイ

阿
ア

哥
カ

に「書記每
たち

の頭兒
かしら

，長で%
あ

者
れ

。

他
かれ

每
ら

の vazīr大臣で%
あ

者
れ

。h
̇
ājib侍從�

の

�般
ように

，上申を�一據
う

け，奏して 諸
もろもろ

の宣・敕を

寫
か

き，抄白を做
な

者
せ

」とて farmān�旨が了
なった

。また，木
ム

&
ス

兒
ル

蠻
マン

の必
ビ

闍
チク

赤
チ

たちから，(オゴ

デイ) カアン，グユク・カンの御hにおいてもこの名目で稱されていた amīr ʻImād

al-mulk，御hでの品階にかけては年功で先んじていた amīr Fakhr al-mulk を，そして

蒙
モン

古
ゴル

たちからなる別の集團を，ブルカイ官人
ノヤン

とともに同僚となされた。また各部族を

別々に�ºな場に任じられた。かれらは協議とブルカイ官人
ノヤン

の承`ののち，難問の解決

者たる世界の君nのC斷の上に，心を用いて奏を致すことになっている。衙門の業務の

うち，錢糧の決定や職務の委託については，ブルカイ官人
ノヤン

と他の一，二人の專掌である。

Itinerarium, cap. 26, cap. 28, cap. 29, cap. 32, p. 245, p. 261, p. 262, p. 265, p. 286, Viaggio in

Mongolia, pp. 126-127, pp. 146-149, pp. 180-181, pp. 182-183, pp. 188-189, pp. 232-233.
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Inde est quod ipsi Moal sumpserunt litteras eorum, et ipsi sunt magni scriptores eorum,

et omnes fere nestorini sciunt litteras eorum.

Tunc venit magnus scriptor qui erat christianus nestorinus, cuius consilio fere omnia

fiunt, ut videret nos ; et respexit nos diligenter, et vocavit illum Hungarum a quo multa

quesivit.

Et ego vidi tunc temporis quod cancellarius, hoc est maior scriptor curie, nomine

Bulgai, fecit eis tunc pitanciam de carnivus in feria sexta,

Bulgay, qui est maior scriptor curie et judicat reos morte.

In crastino venit Bulgai qui erat iusticiarius, et quesivit diligenter si quis monuisset nos

ut caveremus a tactu liminis.

In crastino fuimus vocati a Bulgai, qui est maior scriptor et iusticiarius, monachus et

tota familia sua, et nos et omnes nuncii et extranei qui frequentabant domum monachi. Et

fuimus sigillatim vocati coram Bulgai, primo monachus et post ipsum nos ; et ceperunt

diligenter inquirere unde essemus, ad quid venissemus, quid esset servitium nostrum. Et

hec inquisition fiebat quia nunciatum erat ipsi Manguchan quid ingressi errant

quadringenti Hacsasini ad interficiendum ipsum in diversis habitibus.

『元�』卷三「憲宗本紀」[元年辛亥夏六l]“以忙
モン

哥
ケ

撒
セ

兒
ル

爲斷事官
ジャルグチ

，孛
ブ

魯
ル

合
カイ

爲掌宣發號令，�

覲貢獻，e內外聞奏諸事”，『*鑑續�』卷二二 [十一年／蒙古憲宗皇�元年秋七l]“蒙古以

蒙
モン

哥
ケ

撒
セ

兒
ル

爲斷事官
ジャルグチ

，孛
ブ

剌
ラ

合
カイ

爲大
ウルク

必
ビ

闍
ティク

赤
チ

，掌�貢事”。

126) Shuʻab-i Panjgānah, f. 130b.

ʻAlamdār： 大
イェケ・

官人
ノヤン

たちの集團に屬していた必
ビ

闍
チク

赤
チ

である。

Taʻríkh-i-Jahán Gushá, vol. 3, p. 27.

大部分の大王たちはKelüren の地に集い，Šilemün bičikči を Oγul-Gaimiš 斡兀立海�失，

彼女の子供たち Khwājah>Quča 忽察と Nāqū>Naqu 腦忽のもとに�わし，いっぽうで

ʻAlam-dār bičikčiを Yīsū Mangū>Yisü-Möngge 也&蒙哥 (チャガタイの息子) のも

とに�わし…

『元�』卷三「憲宗本紀」[元年辛亥夏六l]“以晃
コン

兀
コ

兒
ル

留守和
コ

林
ルム

宮闕，帑Ö，阿
ア

藍
ラム

答
ダー

兒
ル

副之”，

“[七年冬十一l] �阿
ア

藍
ラム

答
ダー

兒
ル

・脫
ト

因
イン

・囊
ナン

加
キャ

臺
ダイ

等詣陝西等處理算錢穀”。

127) 宮紀子「ブラルグチ再考」(『東方學報 (京都)』86 2011 年 pp. 740-693.)

128) 『析津志輯佚』(北京古籍出版社 1983 年 p. 199.)「學校」“u年壬子 (1252)，世祖皇�潛邸，

三l令魏祥卿傳旨，六l令楊中書傳旨，二_令阿
ヤ

魯
ラ

瓦
ワ

赤
チ

・衆斷事官增修��。癸丑年 (1253)

六l二日，宣�燕京路都總管賽 典 赤
サイイド・アジャッル

出色銀鈔，奉令旨增修一怨”，『永樂大典』卷二九四

一 六「站赤一・經世大典」10b“[中瓜元年]七l，劉天麟奏吿「故劉權府元W先��旨，

賽 典 赤
サイイド・アジャッル

處關鈔一千錠，規�利息，專與燕京賣買”。

129) 『元�』卷一三〇「不忽木傳」，卷一二五「賽典赤贍思丁，�&剌丁傳」

130) 『*鑑續�』卷二三「五年／憲宗皇�七年」“○蒙古罷皇弟開府，命阿
ア

藍
ラム

答
ダー

兒
ル

行省事于京兆，

勾�河南陝西諸路財賦皇弟經理河南・關右，或讒于憲宗皇�，謂皇弟得中土心，且王府諸臣擅權爲姦利。

�信之。乃罷皇弟開府，而命左 大
イェケ・

必
ビ

闍
チク

赤
チ

阿
ア

藍
ラム

答
ダー

兒
ル

，以丞相，行省事于秦蜀，以劉太ö爲參知政事，以佐

之。勾�諸路財賦，阿
ア

藍
ラム

答
ダー

兒
ル

性苛刻，鍜鍊羅織，轉功爲罪，大開吿訐�，陷善良。由是，得罪者衆，獨�

天澤，廉希憲，無秋毫可捃摭云”，『國�名臣事略』卷十一「參知商�定公」“印『[姚] 牧菴�

集』[卷二四「譚公神¯碑」] 云：先是，分封世祖，以京兆戶寡，益以懷孟，且詔總天下之兵，

D置經略司於河南，宣撫司從宜g於關西，行部於秦州，漕�司於衞，安撫司於邢臺，召�諸

軍屯田戍邊，首淮尾蜀，以休秋春士馬徃來之勞。東西數千里，¯不拾$，中土諸侯民庶翕然

歸心。歲丁巳，宗親閒之，D解兵權。已而E阿
ア

藍
ラム

答
ダー

兒
ル

至京兆，大集汴蜀兵民之官，下e管庫

征商之�，皆入計曲，爲條百四十二，�致多方，且曉衆曰「惟劉萬戶，�萬戶兩人罪/於�

蓋謂忠順公，丞相忠武公也。自餘，我則專殺」。�焰薰天，多�於死。Q年世祖身至�，]命

下而事始�，~杖兵民之官。凡昔]置諸司皆廢”，『元�』卷一六三「馬亨傳」
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131) Ta’ríkh-i-Jahán Gushá, vol. 1, pp. 84-90, MS : suppl. persan2018, f. 42a-45a, MS : suppl. persan

205, f. 24b-26a, MS : suppl. persan1375, f. 30b-32a, MS : suppl. persan1556, f. 30a-32a, MS : Fātif

4316, f. 66b-71a, MS : Esad Efendi2106, f. 43b-46b, MS : Lālā Ismāʻīl Effendi336, f. 24a-25b, MS :

Amca Hüseyin Paşa 359, f. 39b-42a.

132) 『囘囘館譯語』增續雜字「地理門」“�：法兒桑克”

133) 『日亞對譯・8解 �クルアーン』「26 詩人たち違 89」p. 450.

134) 『日亞對譯・8解 �クルアーン』「5食卓違 110」pp. 145-146.

135) 『長春眞人西6記』卷下“國中�大
ダ

石
シュ

馬
マン

者，識其國字，專掌{籍”。

136) 『皇元�武親征錄』“[己丑 (1229) 太宗] 命河北先附屬漢民賦;，命兀相撒罕n之，西域賦�，

命牙
ヤ

魯
ラ

瓦
ワ

赤
チ

�之”，“[辛丑 (1241)] 冬十l命牙魯瓦赤�管漢民”，Nās
̇
ir al-Dīn Munshī

Kirmānī, Jalār al-Dīn Mhaddith Husainī Urmawī(ed), Nasā‘im al-Ash
̇
ār min Lat

¯
ā‘im al-

Akhbār, Tehrān, 1959, pp. 100-101.

137) Abū Bakr Muh
̇

hammad bn, Jaʻfar al-Narshakhī, M. Rizavī(ed), Tārikh-i Bukhārā, Tehrān,

1972-73, p. 8, p. 22, p. 44, p. 63.

138) Tārikh-i Bukhārā, pp. 23-24, pp. 77-80.

139) В. Бартольдъ, Туркестанъ въэпоху монгоьскаго нашествія, ч. 1. Тексты, С. Петербург

ъ, 1898, p. 169.

140) Abū al-T
̇

ayīb Ah
̇

mad bn al-H
̇

usain al-Mutanbbī al-Kindī (915-965) の

からはじまる詩の一�。

141) Tārikh-i Bukhārā, pp. 16-17.

142) Sharaf al-Dīn ʻAlī Yazdī, ʻA. Navāyī (ed), Z
¯
afar nāmah, Tehrān, 2008, pp. 202-205, А.

Урунбаеба(ed), Зафар-нāме, Ташкент, 1972, 75б-76б.

143) Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 131a, f. 172a, MS : Taškent, f. 102b, f. 142b, MS : suppl. persan

209, f. 168a, f. 213b, Shu‘ab-i Panjgānah, f. 117b, Mu'izz al-Ansāb, MS : Paris, BNF, Ancien fond

Persan67, f. 81b-82a.『元�祕�』卷三 36a1，卷八 25b1，卷十 25b3-4.

144) Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 175a, MS : Taškent, f. 145b, MS : Rampur, p. 60.

ほかに傳わっているところでは，オゴデイ・カアンの [chāgh<Mon. čaq 時に／ haqq

福廕の裏
うち

に]，チャガタイが yarlīgh �
かき

字
もの

を一¯寫
か

き，カアンの farmān �
ジャル

旨
リク

を以て，

Yarawāch のg�のうちにあったMāwarā al-nahr の田地のうちいくらかをほかのもの

に與えた。ヤラワチは事態についてカアンの御hで說uした。カアンは問責を以て yar-

līgh �
ジャル

旨
リク

をチャガタイの根
も

h
と

に�わし，「囘答を寫
か

者
け

」とて宣諭した。チャガタイは囘

答の裡に寫くには「識らずに¯理に無い�
こと

を做し着
て

了
しまった

。寫
か

く可
べ

き �
ところの

不
い

揀
か

甚
な

麽
る

緣故も

推
いい

稱
たて

しないぞ，俺
われ

は。却って皇�
カアン

が『囘答を寫
か

者
け

』麽
と

¯
て

宣諭するを爲す�
が

上
た

頭
め

，此れに

因り，[些か／ò
こ

の�度] 寫
か

い來
た

也
ぞ

」と。カアンは滿足した。かれの背信行爲を�得され，

かの田地を īnjū梯
エム

己
チュ

としてチャガタイに與えた。そのご，ヤラワチがチャガタイの許に

到った。かれを問責し罵倒した…。

145) H
̇

amd Allāh MustaufīQazvīnī, ʻAbd al-H
̇

usain Navāʻī (ed),Tārīkh-i Guzīdah, Tehrān, 1339, p.

592, E. G. Browne (ed), The Ta’rikh-i Guzida (A. D. 1453. Facsimile), Leyden & London,

1911, p. 582.

[6]71 年に Bukhārāにおいて Tārābīの	亂があった。多くの人々が集まり，かれの暴

動は荏持をえた。大小の官員たちが愼重に對處し，その暴動の火 [を知性という水を以

て�し止め／は知性という水で�し止められ]，かれを打倒した。

H
̇

amd Allāh Mustaufī Qazvīnī, Nuzhat al-Qulūb, MS : Paris, BNF, Ancien fonds139, f. 35a.

671 年に BukhārāでTārāb の人で衣端の敎nの	亂があった。その鎭壓は，當地の官員

たちの奮闘によった。675 年 (1276-77) には，Alamūt で Mulāh
̇

idah 木乃奚
ムラーヒダ

一nの殘黨

の怨政府・騷亂が出現，彼らの鎭壓はモンゴル軍の奮闘によった。

『元典違』が語るフレグ・ウルスの重大事變
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146) Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 250b-251a, MS : Taškent, f. 220a-220b, MS : Rampur, pp.

234-235, Tarikh-i Vas
̇
s
̇
āf, Bombey, p. 77, MS : Ayasofya3109, f. 111b-112b.

147) Tarikh-i Vas
̇
s
̇
āf, Bombey, pp. 191-192, MS : Ayasofya3109, f. 277b-280a.

148) Ibn Zarkūb Shīrāzī, Vā'iz
̇
-Javādī (ed), Shīrāz-nāmah, Tehran, 1350, pp. 89-90.

149) Ibn Bībī, A. S. Erzi (ed), El-Evāmir ül’-ʻAlā’iyye fī’l-Umūri’ l-ʻAlā’iyye, I. Tıpkıbasım,

Ankara, 1956, pp. 498-504, Nās
̇
ir al-Dīn al-Jaʻfarī al-Rughdī, Ž. Mutah

̇
addīn(ed), Tārikh-i Ibn

Bībī, Tehrān, 1390, pp. 440-445, The Chronography of Gregory Abû’l Faraj Bar Hebraeus, vol.

1, pp. 405-406, Simon de Saint-Quentin, J. Richard (ed), Histoire des Tartares, Paris, 1965, pp.

62-66.

150) ルーム・セルジューク�は，つとに 1226 年，チンギス・カンのもとに國信yの一團を�わさ

んとしており，オゴデイ時代 1232 年のチョルマグン等の!攻以影，高麗と同樣，いったんモ

ンゴルへの%屬を決めている。イブン・ビービーの『Ê嚴なる國事におけるÊ嚴なる命令』

の【Sult
̇
ān ʻAlā al-Dīn Kaiqbād の御許へのオゴデイ・カアンの斡

オ

耳
ル

朶
ド

／宮帳のy臣
エルチ

每
たち

の到着

の頌】【Sult
̇
ān ʻAlā al-Dīn Kaiqbād ――神ガ彼ノ證ヲ照ラシマスヨウニ―― の御許に來っ

た �
ジャル

旨
リク

の抄
うつ

白
し

の頌】は，それを示す貴重な�料である。“īl shudan<Mon. elsen 歸附”，

“sīūrghamisī<Tur/Mon. soyurqa 賞賜”，“nūkar<Tur/Mon. nökör .當”，“pāīzah 牌子”，

“urūgh<Mon. uruγ 子孫”，“bīchīn<Tur. bičin/Mon. bečin 申
さる

”，“qairān<Mon. qayiran 可

惜”など，『集�』と同樣，テュルク・モンゴル語の5譯が少なからずy用され，しかも「�

なる語」は欄外に抬頭される。オゴデイの國書 ([丙] 申年 1236) は，ペルシア語によるモ

ンゴル語直譯體で書かれている。�
でた刊本では，Erzi の影印で空欄・×印になっていた

部分を�一欄外の�字によって補っており，±利である。El-Evāmir ül’-ʻAlā’iyye fī’l-

Umūri’ l-ʻAlā’iyye, I, pp. 358, 452-456, Tārikh-i Ibn Bībī, p. 342, pp. 403-406, The

Chronography of Gregory Abû’l Faraj Bar Hebraeus, vol. 1, pp. 398-399.

151) The Chronography of Gregory Abû’l Faraj Bar Hebraeus, vol. 1, p. 425, p. 453, p. 456, p. 464.

152) Ta’ríkh-i-Jahán Gushá, vol. 1, pp. 83-84, MS : suppl. persan2018, f. 41b-42a, MS : suppl.

persan205, f. 24b, MS : suppl. persan1375, f. 30a, MS : suppl. persan1556, f. 29b-30a, MS : Fātif

4316, f. 65b-66a, MS : Esad Efendi2106, f. 43a, MS : Lālā Ismāʻīl Effendi336, f. 24a, MS : Amca

Hüseyin Paşa 359, f. 39a.

153) Ta’ríkh-i-Jahán Gushá, vol. 1, p. 82, MS : suppl. persan2018, f. 40b.

154) 『元�』卷一五〇「耶律阿海傳」“遼之故族也。金桓州尹撒八兒之孫，尙書奏事官脫\兒之子

也。阿海天�雄毅，勇略µ人，尤善騎射，*諸國語…阿海從�攻西域，俘其¬長只闌禿，下

蒲
ブ

華
ハラ

，�
セミ

斯
ス

干
ケント

等城，留監�斯干，專任撫綏之責…子三人，長忙古臺，_綿思哥，_揑兒哥…

綿思哥襲太師，監�斯干”，卷一四九「耶律禿花傳」『蒙韃備錄』「任相」“首相脫合太師者，

乃兎花太傅之兄，原女眞人，極狡獪，兄弟皆歸韃n爲將相”，『長春眞人西6記』卷上“仲冬

十�八日，µ大河，至�
セ

米
ミ

思
ス

干
ケント

大城之北，太師移剌公・蒙
モン

古
ゴル

・囘
ウイ

紇
グル

帥首載酒郊�，大設帷幄，

因¥車焉”，『秋澗先生大d�集』卷八二「中堂事記・下」[中瓜二年秋七l廿一日] Ta’ríkh-

i-Jahán Gushá, vol. 1, p. 96.

155) Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 170a, f. 171b, MS : Taškent, f. 142a, MS : Rampur, p. 52,

Shuʻab-i Panjgānah, f. 122a,

156) Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 170a, f. 171b, MS : Taškent, f. 142a, MS : Rampur, p. 52,

Shuʻab-i Panjgānah, f. 121b.

157) Tārīkh-i Vas
̇
s
̇
āf, Bombey, p. 12, pp. 68-69, MS. Ayasofya3109, f. 17a, f. 97b, f. 98b, Jāmiʻal-

Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 201b, MS : Taškent, f. 171a, MS : Rampur, p. 127.

158) Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 97b, MS : Taškent, f. 69a, MS : Tehrān, 90b.

159) 『元�』卷一四六「粘合重山傳」“金源貴族也。國初爲質子，知金將T，D委質焉”，『析津志

輯佚』p. 147「名宦」“粘合中書，�名合
者，仕至榮祿大夫，金T歸我�。我�以h金故宦

之子孫，而纍�寵任之，以�於今，�墳在卿園東”，『民國重修林縣志』卷十四「金石」曹居
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一「金灯記」“歲己亥 (1239) 夏六l，宣差奉諭江淮南安撫y粘合 (=南合) ¯出相，下蕭y

君，作寶巖之6…皇�詔公代父其父丞相 (=重山) 南伐，攝知行臺軍馬事，大.隆慮…況自

榮祿公 (=合
) 至於宰丞，宰丞方爾而復�公…”，『國��類』卷六三「潁州萬戶邸公神¯

碑」“甞聞國初以二萬戶鎭撫中夏，右則劉伯林軍秦，左則粘合重山軍燕。4成則益太尉忠武�

公天澤爲眞定・河閒・濟南・東ö・大名五路萬戶於中”，『黑韃事略』(中國國家圖書館藏嘉靖

二十一年抄本)“其相四人曰按
アル

只
チ

薫
ダイ

黑韃人。�謀而能斷，曰移剌楚材字晉卿，契丹人。稱中書

侍郞，曰粘合重山女眞人。或稱將軍，共理漢事。曰鎭海囘
ウイ

囘
グル

人，專理 囘
サルタ

囘
ウル

國事。霆至草地時，

按只薫已不爲矣。粘合重山隨屈
ク

朮
チュ

僞太子南!。_年，屈朮死，按只薫代之。粘合復爲之助”。

160) V. A. Belyaev & S. V. Sidorovich, apropos of the 13th century copper dirhams of Bukhara with

Chinese characters, B. Callefher & A. DʼOttone(ed), The 2nd Simone Assemani symposium on

Islamic coins, Università di Trieste, 2010, pp. 200-209.『�學指南』卷七「錢糧�作」“課�：

征稅之物曰課，額定其限曰�”。

161) Taʼrīkh-i Vas
̇
s
̇
āf, Bombey, p. 51, MS : Ayasofya3109, f. 71a.

162) 『元典違』卷一七「戶計」《籍册》【戶口條畫】『*制條格』卷二「戶令」《戶例》“至元八年三

l，欽奉皇��旨「據尙書省奏『乙未年 (1235)，元欽奉合罕
カアン

皇��旨抄數到民戶・諸王・公

n・駙馬・各投下官員分撥已定。壬子年 (1252) 欽奉先��旨，從怨再行抄數，當時 [h]

行尙書省不曾子細分揀，至今二十年閒，爭理戶計，�復取勘，不能裁決，深不±當…』」”，

『*制條格』卷二「戶令」《投下收戶》“至元二十八年五l十九日，欽奉�旨�該「中書省官人

每奏『l
オ

哥
ゴ

歹
デイ

皇�時分，忽
ク

都
トゥ

忽
ク

官人
ノヤン

抄數戶計時�…F�後頭，鼠兒年抄數戶計時分，忙
モン

哥
ケ

皇

�也依F體例裏敎行�來…』」。

163) G. Doerfer, Türkische und Mongolische Elemente im Neupersischen, vol. 1, Wiesbaden, 1963,

pp. 324-326.

164) Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 238b-239a, MS : Taškent, f. 208a-208b, MS : Rampur, pp.

206-207, Fhakhr al-Dīn Dāvud Banākatī, Rawz
̇
at Ūlī al-Albāb fī Tavārīkh al-Akābir wa

al-Ansāb (Tārīkh-i Banākatī), MS : Istanbul, Süleymaniye kütüphanesi, Aya Sofya3026, f. 139a.

165) Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 161a, f. 163a, f. 230a, MS : Taškent, f. 133b, f. 134b, MS :

Rampur, p. 29, p. 188, Shu‘ab-i Panjgānah, f. 115a.

166) Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 160a, f. 163a, f. 230a, MS : Taškent, f. 132b, f. 134b, MS :

Rampur, p. 27, p. 188, Shu‘ab-i Panjgānah, f. 114a. .

167) Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 157a, f. 162a, f. 230a, MS : Taškent, f. 129b, f. 137a, MS :

Rampur, p. 21, p. 188, Shu‘ab-i Panjgānah, f. 108b.

168) Jāmi ‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 160b, f. 163a, MS : Taškent, f. 133a, f. 134b, Shu ‘ab-i

Panjgānah, f. 115a. タシュケント本はノガイの名を朱筆で記す。なお MS : Istanbul, f. 162a,

MS : Taškent, f. 137a. は，ノガイを

クリ宗王の子TWMKAN<Tumgen の子 ČARWQ<Čaruq の子

とし，MS : Rampur, p. 40 は他の箇gと同じく

ブワル宗王の子タタルの子

とする。たしかに，系�をみるとジョチ家にもうひとりのノガイが存在するのは閒�いない

が，クリの曾孫では，血讐のために對フレグ軍の總帥に指定される
親でもなく世代も合わ

ない。タシュケント本は，小�字でラムプル本と同じ�報に訂正する。MS : Istanbul, f. 165b,

MS : Taškent, f. 130a. Shu‘ab-i Panjgānah, f. 108b.

169) モンゴル語の十二荏年，テュルク語のlを�記するのは，『イル・カン天�表』の影kで，

『集�』も「フレグ・カン紀」のジョチ・ウルスのベルケとの戰闘の記事の“660A. H. 10l

2 日 (1262 年 8l 20 日) に相當する siksīnj āy 八lに”以影，ガザンのイスラーム入信にい

たるまで，この�記が卽位の大聚會や歷代カンと后妃のñ去などの�目�目に用いられるよ

うになる。660A. H は，正式にフレグ・ウルスが成立した年とされたようで，『集�』はその

50周年記念の事業であった。ちなみに，杭州鳳凰寺のAmīr Bakhtiyār al-Bukhārīの墓碑に
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は，“ヒジュラ曆 730 年 10l 21 日”を�って“中國曆 Jihshũn 至順二 nīn 年，テュルク曆未

年七l二十三日”と奄算する (正しくは至順元年=午年) が，ぎゃくにこの見�りが，對照

表が*行していたことを示唆する。廣州の「重円懷�寺之記」の三行に亙るアラビア語の末

尾にも“751A. H (1350) 7l，Jījīng 至正 10nīn 年 seksinj ay 八l”とある。『集�』，『オル

ジェイトゥ�』などの紀年は，陳垣『中西囘�日曆』(藝�印書館 1925 年) と合致しない

場合があり，モンゴル時代のユーラシア東西の曆については，別稿であらためて論じたい。

莫爾頓 (A. H. Morton) 釋讀・周思成校�『杭州鳳凰寺藏阿拉伯�，波斯�碑銘釋讀譯�』

(中華書局 2015 年 pp. 68-74.)，K. Himly, Die Denkmaler der Kantoner Moschee, Zetschrift

der Deutschen Morgen- ändischen Gesellschaft, Bd. 41, 1887, pp. 141-174+1pl.

170) Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 230b, f. MS : Rampur, p. 188.

171) The Manuscript of al-Malik al-Afd
̇
al, p203, The Rasūlid Hexaglot, p. 271.

Ar. muftarin=Per. ghammāz=Tur. ayqaq=Mon. ȷ̌aʼaqai

Hindūshāh b. Sanjar S
̇
āh
̇

ibī Nakhchivānī, Bīkdilī(ed), S
̇
ih
̇
āh
̇
al-‘ajam, Tehrān, 1366, p. 8.

ayghāq は，ホラズムの言葉で ghammāz 密吿者／中傷者。

G. Doerfer, Türkische und Mongolische Elemente im Neupersischen, vol. 2, pp. 187-189.

172) “bah-yāsā rasānīdan”は，『元典違』卷二十「戶部六・鈔法」《僞鈔》【�僞鈔似不似同斷】

の“敎扎撒裏入去”，卷四一「𠛬部三・諸惡」《不睦》【胡參政殺弟】“依著扎撒裏入去”，卷四

一「𠛬部三・諸惡」《不同》【厭鎭】“依著扎撒行了者”，卷五八「工部一・�作一」《雜�》

【怨樣v兒休�】“-扎撒裏入去者”などと同じく，『華夷譯語 (甲種本)』來�「敕僧亦í眞

臧卜」にみえるモンゴル語

札兒中里 札撒吉牙兒 牙不兀侖

ȷ̌arliq ȷ̌asaq-iyar yabuʼul=u=n

�旨 法度 敎 行

を直譯したもの。同時代のテュルク語�書にも“yasa-taqï qïn-qa tägs
̇
ün-lär”，“yasa-taqï

qïyïn-qa tägirmän”の用例がある。山田信夫『ウイグル�契$�書集成 2』(大阪大學出版會

1993 年 p. 116, p. 150.)，Л. Ю. Тугушевой, Уйгурскиеделвые документы X-XIV вв. из

Восточного Тугкестана, Москва, 2013, p. 93, p. 286.

173) Taʻríkh-i-Jahán Gushá, vol. 3. pp. 90-92, p. 97, p. 108, p. 121, Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f.

165b, f. 227a, MS : Taškent, f. 137a, f. 196b, MS : Rampur, p. 38, p. 183, Tārīkh nāmah-yi Harāt,

pp. 228-238, pp. 246-247,The Chronography of Gregory Abû’l Faraj Bar Hebraeus, vol. 1, p. 419.

174) Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 165b, MS : Taškent, f. 137a, MS : Rampur, p. 39.

175) Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 236b, MS : Taškent, f. 206a, MS : Rampur, p. 202.

176) Tārīkh-i Guzīdah, p. 695.

S
̇

adr al-Dīn Sāvajīは，ある本を數�分，一度讀むだけで記憶するほど，記憶力・聰uさ

において比類なかった。麗しい頌詩が，韻律・脚韻の�詣のもと，かれの數々の著作に

存在する。フレグ・カンの時代に，巫#の�疑で殉敎した／殺された。

Safīnah-yi Tabrīz Iran University press 2003, pp. 156-159.

177) Ta‘ríkh-i-Jahán Gushá, vol. 1, pp. 200-203, Jāmi ‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 182a, MS :

Taškent, f. 151b, MS : Rampur, p. 76,Ystoria Mongalorum, cap. 9, p. 121,The Text and Versions

of John De Plano Carpini and William De Rubruquis, cap. 30, p. 103, p. 140, The Chronography

of Gregory Abû’l Faraj Bar Hebraeus, vol. 1, pp. 411-412.

178) History of the Nation of the Archers by Grigor of akancʼ, pp. 322-331, pp. 338-341.

179) Il Milione, cap. 223. p. 235, A. Barbieri, Marco Polo Milione : Redazione Latina del

ManoscrittoZ, Parma, 1998, cap. 153, pp. 520-521.

180) Anonym, I. Afshār(ed), Akhbār-i Mughūlān dar anbānah’-i Qut
̇
b, Qum, 2010, pp. 39-41, f. 28b.

181) Ta‘ríkh-i-Jahán Gushá, vol. 1, p. 35, vol. 3. p. 105, p. 113, Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f.

225a, f. 230a MS : Taškent, f. 194b, MS : Rampur, p. 177, p. 188.
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182) Ta‘ríkh-i-Jahán Gushá, vol. 3. pp. 60-61.

183) Ta‘ríkh-i-Jahán Gushá, vol. 1. pp. 34-39, MS : suppl. persan2018, f. 19a-27b.

184) Ta‘ríkh-i-Jahán Gushá, vol. 1. p. 198, vol. 3, p. 73.

185) Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 190b, MS : Taškent, f. 160a, MS : Rampur, p. 101, H
̇

amd allāh

Mustaufī, Z
¯
afar nāmah, MS : London, British Library, Or. 2833, f. 562b-f. 563a.

186) 『¯園類稿』卷三九「高昌王世勳碑銘 應制」, S. Gen & J. Hamilton, Lʼinscription ouïgoure de

la stele commemorative des Iduq Qut de Qočo, Turcica, tome. 13, 1981, pp. 10-54.

187) Nasā‘im al-Ash
̇
ār min Lat

¯
ā‘im al-Akhbār, pp. 101-106.

188) Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 239b, MS : Taškent, f. 209a, MS : Rampur, p. 209.

189) Taʻríkh-i-Jahán Gushá, vol. 3. pp. 97-101, Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 223b-224a, MS :

Taškent, f. 193a-193b, MS : Rampur, pp. 173-176.

190) Ta‘ríkh-i-Jahán Gushá, vol. 2, p. 250.

Shu‘ab-i Panjgānah, f. 130b, Mu’izz al-Ansāb, f. 49b.

ʻAlī Malik：大官人であった。アルグン・アカとともに.
ノ

當
コル

としてイーラーン國土
ザミーン

に來

たが，ニーシャプールとイスファハーンの田地の割り當てを以てかれに委

任した。

191) Ta‘ríkh-i-Jahán Gushá, vol. 2, p. 255.

192) Ta’rīkh-i Vas
̇
s
̇
āf, Bombey, p. 81, MS : Ayasofya3109, f. 117b-118a.

193) Tārīkh nāmah-yi Harāt, pp. 228-238, pp. 246-247.

194) Tārīkh nāmah-yi Harāt, pp. 264-269.

195) T
̇
abaqāt-i Nās

̇
irī, vol. 2, p. 218, MS : Berlin, f. 155b.

196) 『囘囘館譯語』「鳥獸門」“獅：賖兒 shīr”，『蒙韃備錄』「官制」“韃人襲金虜之俗，亦置領錄尙

書令・左右相・左右ö違等官。亦置太師・元帥等。]佩金牌，第一等�貴臣，帶兩虎相向曰

虎闘金牌，用漢字曰「天賜成吉思皇��旨，當�宜行事」，其_素金牌曰「天賜成吉思皇�

疾」，印其_乃銀牌，�與h同”。『黑韃事略』“韃人止�虎頭金牌・ö金牌・ö銀牌，或�勞，

自出金銀，p於韃n，許其自打牌，鐫囘囘字。亦不出於長生天底氣力等語爾”。なお，『百萬

の書』にも牌子の詳細な說uがあり，そのなかで“Celui qui a seignorie de ⅩMa table de dʼor

teste de lion／& quello che è capo di diecimila, ha la tavola dʼoro con un capo di leone管軍萬戶

は獅子の頭のついた金牌をもつ”といい，ペルシア語�料に依據することが窺える。Il

Milione, cap. 81, p. 71, I Viaggi di Messer Marco Polo, Libro Secondo, cap. 3. f. 21b.

197) Ta‘ríkh-i-Jahán Gushá, vol. 2, p. 255.

198) The Historical Compilation of Vardan ArewelcʼI, p. 216.

199) M. Brosset, Histoire de la Géorgie, 1-1, S. Pétersbourg, 1849, pp. 556-568.

200) Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 234a, MS : Taškent, f. 203b, MS : suppl, persan209, f. 287a-

287b, T
̇
abaqāt-i Nās

̇
irī, vol. 2, p. 198, MS : Berlin, f. 157a.『ナースィル�話』は，例によって，

ムスリムであるベルケが，バグダードから收奪した寶物のWけ取りを拒否し，フレグのy臣

たちを殺Ðしたと営べる。

201) 『タブリーズの�墨d書』には，Khwāja Majd al-Dīn，Majd al-Dīn Muh
̇

ammad Tabrīzī，

Majd al-Dīn Malik Mah
̇

mūd bn Muz
¯
z
¯

afar Tabrīzīの著した詩が數�のこっている。北川+一

「モンゴル�國のグルジア征%」(『オリエント』40-2 1997 年 pp. 69-84.) は，ベルケの書

記 (dabīr) Majd al-Dīn Abū Muz
¯
z
¯

afar al-Tabrīzī に批定している。Safīnah-yi Tabrīz, pp.

489-500, p. 607, 北川が參照する Ibn al-Fuwatī, M. al-Kāzīm (ed), Majmā’ al-ādāb fī mu’jam

al-alqāb, vol. 1, 1995, p. 506. は未見。

202) Majmaʻ al-Ansāb, p. 263, MS : Sülaymaniye, Yeni Cami909, f. 255a. なお，『系�總覽』の鯵本

MS : suppl. persan1278, f. 297b には，モンケの}御の知らせを得たフレグが，奉�のy臣をJ

いかけさせて財物を取り�した一�は記されていない。

203) Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 239b, MS : Taškent, f. 209a, MS : Rampur, p. 209.
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204) Ta’rīkh-i Vas
̇
s
̇
āf, Bombey, pp. 50-51, MS : Ayasofya3109, ff. 70b-71a.

205) Ibn ʻAbd al-Z
̇
āhir, ʻA. ʻA. al-Khuwayt

̇
ir(ed), al-Rawz

¯
al-zāhir fī sīrat al-Malik al-Z

̇
āhir, Riyad,

1976 (未見), 井谷鋼�「モンゴル人のイスラーム�」(『イスラームとモンゴル』中
東��

センター硏究會報吿 10 1989 年 pp. 234-238.)，Сборникъ Матеріаловъ, Относящихся

къ Исторія Золотой Орды, Томъ I. pp. 47-55, Baybars al-Mans
̇
ūrī, D. S. Richards(ed),

Zubdat al-fikra fī ta’rīkh al-hijra, Beirut, 1998, pp. 70-73, pp. 82-85, R. Amitai-Preiss, Mongols

and Mamluks : the Mamluk-Ilkhānid War, 1260-1281, Cambridge Univ, 1995, A. F.

Broadbridge, Mamluk Legitimacy and the Mongols : The reigns of Baybars and Qalāwūn,

Mamlūk Studies Review Vol. 5, 2001, pp. 91-118.

206) The Chronography of Gregory Abû’l Faraj Bar Hebraeus, vol. 1, p. 442.

207) Mah
̇

mūd bn. Muh
̇

ammad al-Karīm al-Āqsarāʼī, Osman Turan (ed), Müsāmeret ül-Ahbār :

Mongollar Zamanında Türkiye Selçukluları Tarihi, Ankara, 1944, pp. 75-76.

208) El-Evāmir ül’-‘Alā’iyye fī’l-Umūri’ l-‘Alā’iyye, I, p. 635, Tārikh-i Ibn Bībī, p. 550.

Parvānah 八里瓦Sの心のもとに，Alījāq (nūyan 官 人) にフレグ・カンの御hに

Sult
̇
ān ʻIzz al-Dīnについて諸々の吿訴 ――すなわち，かれ (=スルタン) が，ミスル

(=エジプト) のものたちに傾いていること，ならびに海の方面から陸續と!者たちを

�っていること。もし君王が許可されるなら，かれの狀勢準備は，ミスルのものたちと

一緖に合液するhに出¬を挫かれるだろうこと―― を書いたものを將
も

て去
い

ってもらう

と，決められた。フレグ・カンの御hよりそれに關して「他
かれ

�
の

處罰・譴責は�る可きF
よ

般
う

，5守せ-
し

め者
よ

。Sult
̇
ān Rukn al-Dīnの dargāh


ダ

魯
ル

花
ガ

赤
チ

の h
̇

ukm 斷に依っ着
て

，自己

幷びに八
パ

里
ル

瓦
ヴァー

S
ナ

の諸路府の軍を將て Qūniyah 根底
に

h去せ-
し

め者
よ

」との令旨が發布され

た。

209) Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 218b-219a, MS : Taškent, f. 188a-188b, MS : Rampur, p. 162.

かれ (=フレグ・カン) の大后Dūqūz khātūn は，ケレイトの [大いなる] 種族の出で，

オン・カンの息子 AYQWの娘。かのじょは父 (=トルイ) の后妃だったので，何人か

をかのじょより早く娶っていたとはいえ，ほかの后妃たちよりも高位であった。アム河

を越えて以後に得，かつトルイ・カンは未だかのじょに手をつけていなかった。dき信

賴を�し，壓倒�瓜治者であった。ケレイトの諸部族は，元來 ʻ īsavīキリスト敎徒であ

るため，つねに\
タル

�
サー

たちを荏持し，かくてかの集團は，かのじょの御世において勢力が

堅固となった。フレグ・カンは，かのじょの6志を4慮・Ê重し，かの集團に「諸國に

怨しいキリスト敎會を円て者
よ

。トクズ后
カトン

の宮帳
オルド

の門に對して常
つ

川
ね

に敎會を打�して�者
れ

。

鐘を打者
て

」とまで命じた。

R. P. Brake & R. N. Frye, History of the Nation of the Archers by Grigor of akancʼ, pp. 340-343,

The Chronography of Gregory Abû’ l Faraj Bar Hebraeus, vol. 1, p. 419, p. 435, p. 444, Bar

Hebraeus, D. Wilmshurst(tr), The Ecclesiastical Chronicle, Gorgias press, 2016, pp. 456-457.

210) 中瓜二年 (1261) 五l七日に，發
ファ

郞
ランク

國より，外-y�團が，地中海・黑海を渡り三年がかり

で上都のクビライのもとに來到している (ñ中，アリク・ブケの大敗を見聞したうえでのC

斷による)。歸ñ，ベルケとフレグの戰闘，ルーム，マムルーク�等の�報も收集し，詳細に

報吿したはずである。『秋澗先生大d�集』卷八一「中堂事記・中」

211) P. Meyvaert, An Unknown Letter of Hulagu, Il-khan of Persia, to King Louis Ⅸ of France,

Viator, 11, 1980, pp. 245-260, Die Beziehungen der Päpste zu islamischen und mongolischen

Herrschern im 13. Jahrhundert anhand ihres Briefwechsels, pp. 216-219.

212) The Chronography of Gregory Abû’ l Faraj Bar Hebraeus, vol. 1, p. 445, The Ecclesiastical

Chronicle, pp. 466-467, Shu‘ab-i Panjgānah, f. 142b. Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 240b-

241a, MS : Rampur, p. 24.

もう一人のカトンは，Tispīnah khātūn ―― [T
̇

urābizūn 侯／Fāsilīūs と呼ばれている

Ist
̇
anbūl 侯] の娘
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213) Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 229b-230a, MS : Rampur, p. 187-188.

214) Tārīkh-i Shaykh Uvays, MS : Leiden Univ, Or. 341, f. 67b.

215) Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 202b, MS : Taškent, f. 172a, MS : Rampur, p. 128.

當時，JNKQWR/JNKQWN>Čongqor? という小名のy臣
エルチ

がフレグ・カンの根h
も と

より來

ており，其處に列席していた。歸參したとき，その狀況の樣子をかれの御hにて口営し

た。フレグ・カンはカアン陛下に傳言を[った…

216) Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 203a-203b, MS : Taškent, f. 172b-173a, MS : suppl. persan

209, f. 249b-250a.

217) たとえば，『集�』部族志「タタル部族」に

その系�がいずれの部落に屬するのか，確定・Cuしないタタルの官人たちのうちのひ

とりに，[Yīsūntū/Yīsūntūā]<Yisün-töʼe aqtači がおり，チンギス・カンの四怯薛の管

馬の�
もの

たちの官人
ノヤン

でチンギス・カンの梯
エム

己
チュ

の千戶のうちの百戶を擁し，Börte-üȷ̌in 夫人

の 大
イェケ・

斡魯朶
オ ル ド

に屬していた。かれには [Yīkdāsh/Bīkdāsh] という名の息子がおり，ク

ビライ・カアンはかれを託宣以てフレグ・カンの許にEわしたことがあった。

とある。Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 19a, MS : Taškent, f. 16b, MS : Tehrān, f. 18b.

218) Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 210a, MS : Taškent, f. 174b, MS : suppl. persan209, f. 252a.

Bārīn 八íの種の出で大官人
イェケ・ノヤン

だった Kūkjū※1の子 Bāyān 伯顏 ―― (その) 祖は (大き

な) 罪µを以て扎撒
ジャサク

の裏
うち

に入去せ-
し

められた Alāq 阿剌官人
ノヤン

――。そのバヤンは

qūbī<Mon.qubi 分子・分けhとしてクビライ・カアンに中
あた

っていたが，Īrān zāmīn 國土

の裏
うち

にアバカ・カンの御hに在ったので，クビライ・カアンが Sudūn 官人
ノヤン

の子 Sartāq

官人
ノヤン

を ʻAbd al-Rah
̇

mān の隨.の下，y臣
エルチ

として�わし，バヤンを4求した。牛の歲

(1265)※2 ――フレグ・カンはñ去してしまっていた―― に，かれはサルタク官人
ノヤン

の隨

.の下にカアンへの奉仕に[られた。

※1『集�』部族志「バアリン部族」も Shīrkīrā abūkān<Širgüʼetü Ebügen―Alāq<Alaq―Kūkjū―

Bāyān とするが，『ヴァッサーフ�』は Bāyān の父をHaugutā官人
ノヤン

とし，漢��料と一致する。

Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 41a, MS : Taškent, f. 41b, MS : Teherān, f. 39a-39b, Ta’rīkh-i

Vas
̇
s
̇
āf, Bombey, p. 20, MS : AyaSofya3109, f. 28b.『元�祕�』卷五 1b3，卷九 27a4-b5，『國��

類』卷二四元u善「丞相淮南忠武王碑」“諱伯顏，姓八�氏，蒙古部人。曾祖考朮律哥圖，以

其兵從太祖討，定諸部，嘗爲千夫長…祖考阿剌嗣官，ö忽禪�功，得食其地。從憲宗皇�征蜀，

卒于軍…考曉古臺，佐宗王旭烈，開西域，執國事…至元初年，王奉!天子，世祖見其貌洩，聽

其言，厲曰「非諸侯王臣也。其留事。ú�介t報」。円謀發令，才恒出廷臣上。由是上â益賢

之。敕中書右丞相安同女弟，昭睿順�皇后姉之女，女王”，『中庵先生劉�鯵公�集』(臺灣國

家圖書館藏元刊本) 卷一「敕賜淮南忠武王�碑」“王諱伯顏，朔方人，其族爲八�氏。曾祖朮

律哥塗，太祖Ë兵，爲八í部左千戶，祖阿剌襲父官，ö忽禪�功，從憲宗西狩，卒于軍。父謔

古帶，以世d從宗王旭烈，開西域，以卒。王長於西域，至元初年，甫三十以宗王命入奏。世皇

一與語衣之，輒留置左右弗�”。

※2『怨刊大元混一ö宋寔錄』(臺灣國家圖書館藏抄本) 方囘序“中瓜四年 (1263) 入侍”，周u序

“惟我大元伯顏太傅大丞相忠武淮南王，以振々麟族，游于宗藩，中瓜癸亥，由西入覲，世祖皇

�一見之頃，如協夢卜，托以股肱心膂之寄”，卷上“中瓜四年自西城入覲�廷”。『漢藏�集』p.

172. によれば，バヤンはフレグの怯薛の長のひとりで，フレグからクビライへの獻上品，怨年

の禮物を携え，站赤戶 500 名を)いて來�したという。

宮紀子「ジャライル�スルタン・アフマドの金寶令旨より」(杉山正u�『續・ユーラシアの

東西を眺める』京都大學大學院�學硏究科 2014 年 6l pp. 15-52. 8 28) 參照。

219) Il Milione, cap. 4, p. 5,Marco Polo Milione, cap. 1, pp. 4-5, I Viaggi di Messer Marco Polo, Libro

Primo, cap. 1. f. 2a.

220) La Flor des Estoiresde la Terre D’Orient, Flos Historiarum Terre Orientis, Liber Ⅲ, Caput, ⅩⅩ

Ⅲ, p. 173, p. 304, La Historia del Signor Hayton Armeno, in secondo volume delle Navigationi et
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Viaggi, cap. 14, p. 58b.

221) Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 239b, MS : Taškent, f. 206a, MS : Rampur, p. 204. なお，同

じy節團についての記事と考えられる Tārīkh-Vas
̇
s
̇
āf, Bombey, p. 66, MS : Ayasofya 3109, f.

95a-f. 95b も參照。

222) Дастўр ал-Кāтиб фй Та‘ ййн ал-Марāтиб, vol. 2-2, p. 43, p. 80, p. 103, p. 111, p. 113.

223) Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 212b, MS : Taškent, f. 182a, MS : Rampur, pp. 147-148.

224) Nuzhat al-Qulūb, MS : Paris, f. 377b. G. Le Strange (ed),The Geographical part of the Nuzhat-

al-Qulūb, Brill, 1915, p. 268.

225) El-Evāmir ül’-‘Alā’iyye fī’l-Umūri’ l-‘Alā’iyye, p. 637, Tārikh-i Ibn Bībī, pp. 551-552,

Müsāmeret ül-Ahbār, p. 70, The Chronography of Gregory Abû’l Faraj Bar Hebraeus, vol. 1, p.

442.

226) バール・ヘブラエウスの『年代記』では，イッズゥッディーンは，1279 年の夏にジョチ・ウ

ルスからフレグ・ウルスへ再度，T命したことになっている。The Chronography of Gregory

Abû’l Faraj Bar Hebraeus, vol. 1, p. 462.

227) Anonym, Tārīkh–i āl-i Saljūq dar Ānāt
̇
ūlī, MS : suppl. persan1553, f. 26a.

228) The Chronography of Gregory Abû’l Faraj Bar Hebraeus, vol. 1, p. 442.

229) 『遼�』卷一一六「國語解」“可
カ

敦
トン

：突厥皇后之稱”，“忒
トゥ

里
ル

蹇
ケン

：遼皇后之稱”。

230) Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 239b, MS : Taškent, f. 209a, MS : London, British Library,

Or. Add16688. f. 115a, MS : Rampur, p. 209.

231) The Chronography of Gregory Abû’l Faraj Bar Hebraeus, vol. 1, p. 446. El-Evāmir ül’-

‘Alā’iyye fī’l-Umūri’ l-‘Alā’iyye, pp. 643-650, Tārikh-i Ibn Bībī, pp. 556-561, Müsāmeret ül-

Ahbār, pp. 85-87, Tārīkh-i āl-i Saljūq dar Ānāt
̇
ūlī, f. 27a.

232) The Chronography of Gregory Abû’l Faraj Bar Hebraeus, vol. 1, p. 447.

233) Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 251a-251b, MS : Taškent, f. 220b-221a, MS : Rampur, pp.

235-236, MS : London, f. 134a-135b.

234) Zubdat al-fikra fī ta’rīkh al-hijra, pp. 147-148, pp. 155-156.

235) The Chronography of Gregory Abû’l Faraj Bar Hebraeus, vol. 1, p. 439.

236) Shu‘ab-i Panjgānah, f. 142b.

ARQTW：ジャライル出身。&
シュ

古兒
ク ル

赤
チ

の官人
ノヤン

であったが，ルームの戰役で Toqu ととも

に殺された。

237) The Chronography of Gregory Abû’l Faraj Bar Hebraeus, vol. 1, p. 457. の日付と一致する。

238) 『集�』はu言しないが，Toqu と Tödöʼen は殺された。なお，その
下には三千名のグルジ

ア兵がおり，奮闘の結果，二千名が戰死したという。The Chronography of Gregory Abû’l

Faraj Bar Hebraeus, vol. 1, p. 457, Akhbār-i Mughūlān dar anbānah’-i Qut
̇
b, p. 28, f. 31a,

Tārīkh-i Guzīdah, p. 592.

239) バール・ヘブラエウス，クトゥブゥッディーン・シーラーズィーが共*して强;するのは，

バイバルスがルームのスルタンとなることを見据えて，その軍勢が滯在中に略奪を行わず規

律正しく振舞った點である。The Chronography of Gregory Abû’l Faraj Bar Hebraeus, vol. 1,

457, The Ecclesiastical Chronicle, pp. 278-279, Akhbār-i Mughūlān dar anbānah’-i Qut
̇
b, p. 28,

f. 31a.

240) Zubdat al-fikra fī ta’rīkh al-hijra, p. 158.

241) The Chronography of Gregory Abû’l Faraj Bar Hebraeus, vol. 1, p. 458.

242) Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 261a, MS : suppl. persan209, f. 322b.

243) El-Evāmir ül’-‘Alā’iyye fī’l-Umūri’ l-‘Alā’iyye, pp. 661-670, Tārikh-i Ibn Bībī, pp. 569-576,

The Chronography of Gregory Abû’l Faraj Bar Hebraeus, vol. 1, p. 456.

244) El-Evāmir ül’-‘Alā’iyye fī’l-Umūri’ l-‘Alā’iyye, pp. 670-684, Tārikh-i Ibn Bībī, pp. 577-588,

Müsāmeret ül- Ahbār, pp. 100-110, The Chronography of Gregory Abû’l Faraj Bar Hebraeus,
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vol. 1, p. 457.

245) Tārīkh-i āl-i Saljūq dar Ānāt
̇
ūlī, f. 28a-28b.

246) Mongols and Mamluks, pp. 159-178.

247) Akhbār-i Mughūlān dar anbānah’-i Qut
̇
b, p. 28, f. 31a.

248) Ta’rīkh-i Vas
̇
s
̇
āf, Bombey, pp. 86-87, MS : AyaSofya3109, f. 125a-126a, The Chrono-graphy of

Gregory Abû’l Faraj Bar Hebraeus, vol. 1, pp. 456-457.

249) Tārīkh-i Guzīdah, p. 592.

250) La Flor des Estoiresde la Terre D’Orient, Flos Historiarum Terre Orientis, Liber Ⅲ, Caput, ⅩⅩ

Ⅸ pp. 179-180, pp. 308-309, La Historia del Signor Hayton Armeno, in secondo volume delle

Navigationi et Viaggi, cap. 17, pp. 59a-59b.

251) Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 241b, MS : Rampur, p. 213.

252) 『華夷譯語 (甲種本)』「人物門」“叔：阿巴中合 abaqa”。母のイスンジン妃 (スルドゥス部出

身) が出產後�初に會ったのが叔父だったのだろう。

253) Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 253b, MS : Taškent, f. 223a, MS : Rampur, p. 240.

254) El-Evāmir ül’-‘Alā’iyye fī’l-Umūri’ l-‘Alā’iyye, pp. 686-706, Tārikh-i Ibn Bībī, pp. 590-604,

Müsāmeret ül-Ahbār, pp. 123-133.

255) 『元�』卷十一「世祖本紀八」[至元十七年二l辛丑]“賜諸王阿
ア

八
バ

合
カ

・F
ノ

木
ム

干
ガン

g部，¼征日本

行省阿
ア

剌
ラ

罕
カン

・范�虎等西錦衣・銀鈔・Ö帛各�差”。

256) Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 205a, MS : Taškent, f. 179bMS : Rampur, p. 142.

なお，引用箇gに續いて

皇�
カアン

はF
そ

�
の

書鯵を討求しつつ，答
ダ

失
シュ

蠻
マン

每
たち

を召喚し，他
かれ

每
ら

の高位の�
もの

每
たち

の裏
うち

Bahā al-Dīn

寶合丁 Bahātīに「ò
こ

の一
アー

�
ヤト

は (你
なん

每
じら

の)『�
クル

經
アーン

』の裏
うち

に�る�
の

麽
か

，或い者
は

無い�
の

麽
か

？」

とÞね來
た

。[他
かれ

は／他
かれ

每
ら

は] 答え來
た

。「(是
はい

。) �る」。((皇�
カアン

が) 說
い

うには「天の『�
クル

經
アーン

』

を聽く�
の

麽
か

(你
なん

每
じら

)？」。(他
かれ

が) 說
い

うには「是
はい

」)。(皇�
カアン

が) 說
い

うには「天が『多神敎徒

每
たち

を殺者
せ

』麽
と

¯
て

命じ着
て

�
い

る呵
なら

，怎
どう

生
して

殺さざる麽
か

(你
なん

每
じら

)？」囘答するには「t
ま

だ時�が到

來し着
て

無い上
の

頭
で

，俺
われ

每
ら

には [手が屆かない／機會が無い] ので�る」。生
い

氣
か

っ着
て

「俺
われ

每
ら

は

不論
どうで

如
あ

何
れ

[手が屆く／機會が�る] 也
ぞ

」と宣し，(かくて)「他
かれ

を扎
ジャ

撒
サク

の裏
うち

に入去せ-
し

め

者
よ

」麽
と

¯
て

�
ジャル

旨
リク

を影し來
た

。宰
ヴァジ

臣
ール

阿
ア

合
フ

馬
マド

官人
ノヤン

，�高位の哈
カー

�
ディー

Bahā al-Dīn寶合丁 ――か

れも (尙書) 省の官品を%していた――，Dānishmand答失蠻官人
ノヤン

は「別の�
もの

每
たち

の裏
うち

か

ら (也
も

)，俺每
われら

にÞ問せ敎
し

め者
よ

」と推稱し着
て

妨げ來
た

。Maulānā H
̇

amīd al-Dīn sābiq

Samarqandī ――哈
カー

�
ディー

で�った―― を召喚し，他
かれ

に正にò
こ

の言辭を問う來
た

。他
かれ

が說
い

う

には「ò
こ

の一
アー

�
ヤト

が�る」。(皇�
カアン

が) 說
い

うには「怎
どう

生
して

殺さざる麽
か

(你
なん

每
じら

)？」(他
かれ

が) 說
い

う

には「上天は『多神敎徒每
たち

を殺者
せ

』麽
と

¯
て

命じ着
て

�
い

る。若
も

し皇�
カアン

が許される呵
なら

，多神敎徒

が誰で�るか說く也者
だろう

(俺
われ

は)」。宣するには「說
い

者
え

」。說
い

うには「你
あなた

は天の名を�
ジャル

旨
リク

の

頭に寫
か

い着
て

�
い

る上
の

頭
で

，多神敎徒で無い。多神敎徒は天を識らず，它
それ

を伙.と說い，[大い

なる天／上天] の否定者で�っ來
た

�
ところの

人で�る」。皇�
カアン

は非常に滿足し，F
そ

の言辭は他
かれ

の

心の裡に�め被
ら

れ來
た

。Maulānā H
̇

amīd al-Dīn に榮譽を與え着
て

慰撫し來
た

。其它の�
もの

每
たち

は他
かれ

の言辭を以て釋放され來
た

。

とあるので，この書鯵はアフマド�殺のhに屆けられたものと確`できる。

257) 『日亞對譯・8解 �クルアーン』p. 228.「9悔悟違 36」“多神敎徒が皆であなたがたと戰う

ように，(あなたがたも) みなで戰え”。

258) おそらく，『元�』卷八五「百官志」に“管領隨路打捕鷹Q民匠總管府…初，太祖以隨路打捕

鷹Q民戶七千餘戶撥隸旭
フ

烈
レグ

大王位下，中瓜二年 (1261) 始置。至元十二年 (1275)，阿
ア

八
バ

合
カ

大

王E!奏歸�廷，隸兵部”とあるフレグ・ウルスのy臣の歸路に同¯したものと考えられる。

The Ecclesiastical Chronicle, pp. 462-463.

259) Il Milione, cap. 21, p. 14, Marco Polo Milione, cap. 2, pp. 8-9, I Viaggi di Messer Marco Polo,

Libro Primo, cap. 3. f. 4b.

『元典違』が語るフレグ・ウルスの重大事變

355 〔196〕



260) Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 205a, MS : Taškent, f. 179b, MS : London. f. 69a, MS : St.

Petersburg, PNS46(2458), f. 223a-223b, MS : Rampur, p. 142, MS : suppl. persan209, f. 258b-

259a.

261) 『元�』卷二〇五「姦臣傳・桑哥」，『漢藏�集』pp. 179-184.

262) 『永樂大典』卷一九四一七「站赤二・經世大典」11b に“[至元十六年五l] 二十九日，中書

省臣桑
サン

哥
ガ

等奏”とある。

263) 『集�』部族志「Barqūt/Turqūt・Qūrī・Tūlās の諸部族 (Tūmāt の部族もかれらから分岐

している)」に

この諸部族は互いに
接しており，かれらが Barghūt と呼ばれる理由は，その者たち

の居�地・Q屋がかの Salīnggā セレンゲ河の方面―― 蒙
モン

古
ゴル

人たちが�まいし，

Barghūchīn Tūkūm<Mon. Barquȷ̌in tögüm と呼ばれる諸地域・諸領土の�果てにある

からだ。それらの境域には，
似の諸部族の多數がいる／ Ūīrāt，Būlghājīn，

Karamūjīn のような他の諸部族の多數および Hūyīn Ūriyankqah<Mon. hoy-yin

Uriangqa 森林�
の

兀
ウ

良
リャン

哈
カ

と呼ばれている別の部族がそれぞれ，その
接する境域にいる。

という。Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 22a-22b, MS : Taškent, f. 19b-20a. MS : Tehrān, f. 22a.

264) 『集�』部族志「キルギズ部族」に

Qīrqīz 怯里吉思と Kamkamjīūt縑縑州※は，互いにí接する二つの邦土／田地で，雙

方ともひとつの王國である。Kamkamjīūt は大江で，その一方はモグーリスターンの邦

土と接し，その境界は Tāīchīūt の諸部族が居�している salangha セレンゲ河で，一方

面はAngqarah Mūrān と呼ばれている大江と接し，Ibīr sabīr の邦土の諸境域に連なる。

もう一方は Nāīmān の諸部族が居�している諸地・諸山と接する。Qūrī, Barghū,

Tūmāt, Bāyāūk の諸部族 ――その一部は蒙
モン

古
ゴル

の諸部族である―― は，Būrqūchīn

Tūkūm<Mon. Barquȷ̌in tögüm の地に居�しており，いずれもこの邦土に
い。この邦

土には多くの城子，邑があり，多くの6牧民たちがいる。かれらの君nたちは，たとえ

別の名をもっていたとしても，[みな] Īnāl の稱號で呼ばれることになっている。かの邦

土 (=Qīrqīz) の權威ある名高き者は，Īdī…のような名で，その君nは…であって，もう

ひとつの邦土 (=Kamkamjīūt) のほうの名は Īdī Ūrūn で，そこの君nは Ūrūs Īnāl と呼

ばれている。

チンギス・カンが [丁] 卯年 (1207) ――兎の歲，603A. H. 諸lに相當する―― に

Altān という名の者，Būqurah という名の者をy臣
エルチ

としてこのふたりの君nのもとに差
つか

わし招附した。かれらは自身の側から三名の官人
ノヤン

――その者たちの名は Ūrūt ūtūjū，

Alīq Tīmūr，Anqīrāk ―― その者たちと一緖に白い海靑を aūljāmīshī�貢／拜見のた

めにEわし，歸附した。

※『山居怨語』卷一“(縑縑州) 自大都至彼一萬四千里，與怯里吉思
キ ル ギ ズ

爲í境，µ此卽海
カイ

都
ドゥ

家}高處也”。

なお，『元�』卷一五一「賈塔剌渾傳」によれば，©©州は 古
いにしえ

の烏孫國である。

という。Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 29b, MS : Taškent, f. 28b, MS : Tehrān, f. 28a-28 b.

『元�』卷六三「地理志六・西北地附錄」“吉利吉思・撼合�・�州・益蘭州等處。吉利吉思

者，初以漢地女四十人，與烏斯之男結婚，取此義以名其地。南去大都萬餘里。相傳乃滿部始

居此，¼元�析其民爲九千戶。其境長一千四百里，廣z之，�河經其中，西北液。印西南�

水曰阿浦，東北�水曰玉須，皆巨i也，會於�，而�於 (昴) [昂] 可剌河，北入於海。俗與

諸國衣。其語言則［與］畏吾兒同。廬帳而居，隨水草畜牧，頗知田作，o·則跨木馬�獵。

土產名馬，白黑海東靑…至元七年，詔�劉好禮爲吉利吉思・撼合�・©州・益蘭州等處斷事

官”。怯里吉思／吉利吉思は「混一疆理歷代國都之圖」の瀚海の西側に圓形で圍まれた“黑里

黑思”に同じ。

265) 『元詩s三集』柯九思「宮詞十五首」，『丹丘生集』卷三「宮詞十五首」“海靑者，海東俊鶻也。

白者尤貴，�數十金者”。

266) Shu‘ab-i Panjgānah, f. 135a,Mu'izz al-Ansāb, f. 56a,『楚國�憲·樓�先生�集』卷五「拂林忠
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獻王神¯碑」，『元�』卷一三四「愛薛傳」。ちなみに，『元�』卷八「世祖本紀五」は“[至元

十年春正l戊午] 改囘囘愛
イー

薛
サー

g立京師醫藥院，名廣惠司”と記し，“也里可溫愛
イー

薛
サー

”に作らな

い。ここの囘囘は，大まかな分類での sartaʼul と解釋すればよいか。『山居怨語』卷一も廣惠

司卿の聶只兒を“也里可溫人”と斷言しながら，“廣惠司者，囘囘醫人隸焉”と說uする。

267) 『事林廣記』(後至元六年刊本) 庚集卷下，「�藝類」《蒙古譯語》【君官門】“*事：乞里覓赤”，

『高昌譯語』「人物門」“*事：克列�只 kelemeči”，『宋學士�集』卷七一「中書省丞相J封

咸寧王位謚忠肅星吉公神¯碑銘」“其先三世以言語材藝，事太祖・憲宗・世祖，爲怯烈馬赤，

譯諸國言”Francesco Balducci Pegolotti, A. Evans(ed), La pratica della mercatura, Massachu-

setts, 1936, p. 19. Della Decima e delle altre Gravezze, tomo terzo, Lisbona, e Lucca, 1766,

“Turcimanno in più linguaggi, calamanci in tartaresco, sono gente che temperano e danno a

intendere linguaggi da uno linguaggio a un altro che non si intendessero insieme*譯，言い奄

えればタタルの kelemeči は，ある話者の言語を，同時に理解できない別の人に;整・解釋し

てあげる人々である”。なお，愛
イー

薛
サー

がクビライの怯薛
ケシク

で kelemeči をつとめていたことは『祕

書監志』卷一「職制」《位序》，《V領》收錄のそれぞれの�書冒頭に“至元十年九l十八日，

祕書監の扎 馬 剌 丁
ジャマールゥッディーン

が萬壽山の下の浴堂根底
に

於いて，愛薛
イーサー

が怯
ケ

里
レ

馬
メ

赤
チ

を作
な

して奏するには”，

“至元二十六年 (1289) に 扎 馬 剌 丁
ジャマールゥッディーン

の奏して奉じたる薛
セ

禪
チェン

皇� (=クビライ) の�
ジャル

旨
リク

に

「愛
イー

薛
サー

怯
ケ

里
レ

馬
メ

赤
チ

に分付
もうしつけ

て，ò
こ

の苫 思 丁
シャムスゥッディーン

根底
に

勾
しご

當
と

を與え者
よ

」此レヲ欽シメと�り”，と記錄

される點からも確`される。

268) 『集�』「クビライ・カアン紀」の中書省・行省一覽表に

7 番目の省は蠻子の諸城のうち Fūjīū 福州：以h，省は彼處にあったが，Zaītūn 刺桐

(=泉州) に將
も

て去
い

かれた。如
い

今
ま

は [再び] 彼處に將
も

て來られている。その城子の h
̇
ākim

長官は，かつてはDašman 官人
ノヤン

の兄弟であり，それからBāyān 伯顏ö違の兄弟の ʻUmar

烏馬兒官人
ノヤン

。ところで，諸々の�舶の�が刺
ザイ

桐
トゥン

／泉州であり，その h
̇
ākim は Bahā

al-Dīn Qunduzī”。

と記される。Jāmiʻal-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 207b, MS : Taškent, f. 177a, MS : Rampur, p. 137.

269) 『永樂大典』卷一九四一八「站赤三・經世大典」7b-8a“[至元二十四年] 同日 (=七l二十

四日)，[參議中書省事] 阿散復奏「尙書省ö違政事桑哥言『中興路・陝西行省・廣東宣慰

司・沙不丁等官未給鋪馬�旨，以是來p』。臣等今議與之，奉旨准；沙不丁・烏馬兒各給Ë馬

二R，箚子二¯，一R者二¯…”，『元�』卷十四「世祖本紀十一」“[至元二十四年五l] 壬

寅，用桑哥言，置上海・福州兩萬戶府，以維制沙不丁・烏馬兒等海�»”，卷十五「世祖本紀

十二」“[至元二十五年夏四l] 辛酉，從行泉府司沙不丁・烏馬兒p，置鎭撫司・海»千戶

g・市舶提擧司”，“[至元二十六年夏四l甲戌] 召江淮行省參知政事忻都赴闕”，“[五l丙申]

以參知政事忻都爲尙書左丞”，卷十六「世祖本紀十三」“［至元二十八年十一l乙卯］監察御�

言「沙不丁・S�剌丁滅里・烏 (里) [馬] 兒・王巨濟・璉眞加・沙�・敎��皆桑哥黨餘，

W賕肆°，y江淮之民愁怨載路，今或繫獄，或釋之，此臣下g未能喩」。�曰「桑哥已誅，S

�剌丁滅里在獄，唯沙不丁ú姑釋之耳」”，卷十七「世祖本紀十四」(卷一七三「崔彧傳」)“至

元二十九年二l] 庚辰，l
ウ

兒
ル

魯
ルク

等言「S�剌丁滅里・忻都・王巨濟黨比桑哥，恣爲不法，楮

Ö・銓s・鹽課・酒稅，無不Î張變亂之…」”，“[三l] 丁未，S�剌丁滅里以盜取官民鈔一

十三萬餘錠，忻都以�理逋Jª殺五百二十人，皆伏誅。王巨濟雖無贓，�以與忻都同惡，幷

誅之”，卷一三〇「園里傳」“桑哥旣誅，諸枉繫者始得釋。復奉旨�江南，籍桑哥姻黨江浙省

臣烏馬兒・蔑列・忻都・王濟・湖廣省臣#束木等，皆棄市，天下大快之”(『國��類』卷五

九姚燧「ö違政事徐國公神¯碑」“印命籍黨惡，浙省諸臣・ö違・左右丞・參政烏馬 [兒]・

蔑列・忻都・王濟等家，�桑½之姻，鄂省#束木，皆醢以謝天下，以成其獄”)，卷一七三

「崔彧傳」“[至元二十八年] 印言「昔行御�臺監察御�周祚，云尙書省忙兀帶・敎��・S�

剌丁滅里奸贓；S�剌丁滅里反誣祚以罪，�人詣尙書省吿桑哥。桑哥曖昧以聞，液祚于憨答

孫，妻子家財竝沒入官”，卷二〇五「姦臣傳・桑哥」，『南村輟é錄』卷二三「爐鳴」“至元庚

寅冬，江浙行省官立相哥・沙不丁輩德政碑，穹窿無比，特闕坐石…”，『松·齋�集』卷七

『元典違』が語るフレグ・ウルスの重大事變
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「故昭�舘大學士榮祿大夫ö違軍國事行御�中丞領侍儀司事贈純+佐理功臣太傅開府儀同三司

上E國J封魯國公謚�貞康里公碑」“桑哥得政，公 (=不忽木) 數與之爭事於上h。桑哥怒切

齒於公。y西域賈人詐爲訟冤者$公美珠一篋。公却之，已而知其謀出於桑哥，因謝病免。拜

�林學士承旨，奉y燕南。公弟野
イ

理
リン

審
ジ

班
バル

與園里
チェリク

等，閒云奏桑哥。上怒捕繫桑哥。�y者趣召

公，t入見語連日夜。卒誅桑哥。桑哥誅，命公爲丞相，公讓太子詹事完
オル

澤
ジェイ

…桑哥之黨，唯忻

都・S�S丁蔑理・王濟等罪狀尤著，則云治而誅之”，『至順鎭江志』卷五「田土・輸復」“鎭

南王府四十二頃九十六畝六分二釐至元二十九年，撥斷沒S�剌丁滅里等家產，俱係�司”。

270) 『永樂大典』卷一九四一七「站赤二・經世大典」9b，卷一九四二五「驛站一・成憲綱4」3a

271) 『永樂大典』卷一九四一八 12b「站赤三・經世大典」，卷一九四一九「站赤四・經世大典」16b

272) 『永樂大典』卷二六〇八「御�臺三・憲臺*紀」23b-24a【照刷宣徽院�卷】

273) Jāmiʻal-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 213b, MS : Taškent, f. 183a, MS : suppl. persan209, f. 264 a.

274) 『元�』卷九「世祖本紀六」[至元十四年秋七l]“癸卯 (16)，諸王昔
シ

里
リ

吉
ギ

劫北ö王于阿
ア

力
ル

ë
マ

里
リク

之地，械繫右丞相安
アン

越
トム

，誘脅諸王以	，y*好于海
カイ

都
ドゥ

。海都弗�，東¯諸王亦弗從，D)

西¯諸王至和
コ

林
ルム

城北。詔右丞相伯
バ

顏
ヤン

帥軍�禦之。諸王忽
コ

魯
ル

帶
タイ

)其屬來歸，與右丞相伯顏等軍

合”，Jāmiʻal-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 135a-135b, f. 203b-204b, MS : Taškent, f. 106b-107a, f.

173a-174a, MS : suppl. persan209, f. 173b, f. 250a-251b, MS : Rampur, pp. 129-130.

275) 『元�』卷十一「世祖本紀八」[至元十七年十一l]“乙巳，置泉府司，掌領御位下¼皇太子・

皇太后，諸王出�金銀事”，卷十三「世祖本紀十」[至元二十一年夏四l]“乙酉，省泉府司入

戶部”，[至元二十二年八l]“己未，詔復立泉府司，秩從二品，以答失蠻領之，初，和禮霍孫

以泉府司商販者，g至官給飮食，�兵防衞，民實厭苦不±，奏罷之。至是，答失蠻復奏立之”，

『姚�公牧庵集』卷十三「皇元高昌忠惠王神¯碑銘幷序」“十八年，升總管府爲泉府司。丞相

哈
コ

喇
ル

哈
ゴ

�
スン

嘗奏罷之。二十� (五) [三] 年，王p復立，其年東諸侯王�
ナ

q
ヤン

	”，『¯園類稿』卷

四二「立只理威忠惠公神¯碑銘」“泉府者，國初出內帑�大賈貿易民閒¼海島夷貊，籍國家�

書以行，無閒深�，無敢邀拒，蓋將籍以*幽險，察機m，非直爲利也。故其始命官，非*練

如公者，蓋鮮與得焉”。

276) 『元�』卷十三「世祖本紀十」[至元二十二年冬十l癸丑]“賜脫里察安・答卽古阿散等印，令

考覈中書省，其制如三品”，“癸亥，以答卽古阿散理算積年錢穀，別置司署，與省部敵，干擾

政務，�入省中”，“[丁酉]，郭佑言「自ö江南，十年之閒，凡錢糧事八經理算。今答卽古阿

散等印復鈎，宜卽罷去」。�嘉�之”，“[十二l] 辛丑，誅答卽古阿散黨人蔡仲英・李蹊。丁

未，皇太子薨”，卷一六三「張雄飛傳」“塔卽古阿散p檢核h省錢穀，復用阿合馬之黨，悦矯

詔J奪之。答卽古阿散等俄以罪誅，�慮校核失當，命
臣伯顏閱之。中書左丞耶律老哥勸雄

飛詣伯顏自辨…”，『國��類』卷六八孛朮魯翀「ö違政事致仕尙公神¯碑」“u年 (=至元二

十二年) 春，都事御�臺，會聚歛臣，答卽歸阿散等，謂海內財穀，省院臺內外監守，里魁什

長，)�欺蠹，p大蒐抉。上允，敕衆勿沮。利黨嘯結兇壬，儗y旁午，省臣御�，掾�民庶，

罹穽陷日衆，人�危駭，先此南臺御�封違言「�春秋高，宜禪位於皇太子，皇后不宜外預」。

太子聞之懼，公因祕之，以杜讒隙。此曹覘之，鉗臺�督索。公白中書右丞相安
アン

越
トム

，御�大夫

l
ウ

律
ル

魯
ルク

拒之。越�日，其黨以聞。敕大宗正薛
セ

尺
チェ

玕
ゲン

取其違，太子益懼，二相憂變不測。公思用

拯之方，閱舊案，得兇黨罪玷數十，白大夫曰「事%矣！p就省圖之」。至，D說曰「丞相・大

夫以勳貴忠賢，荷天寵，E石å�，皇太子天下本，固本安天下，兩公任也。此輩傾險，乘釁

奮不Õ，祕違出，禍可言�。今先計奪謀，y噤不容喙，策之上也」。二相曰「善」。入言狀，

上怒若曰「汝等無罪耶？」震厲未止。丞相h曰「臣等�罪不辭。但此黨名載𠛬書，類非愼
，

動必鷙Ð生靈。宜s重臣，y爲之長，庶靖紛擾」。上徐霽威。可其奏。二相出宣制，½其行，

兇爓爲沮。俄而吿贓賂者喧集，事聞，天威大震，或誅，或竄，或奴。時漢人臺臣皆闕，公位

幕佐，以智勇忠義動大臣，悟un，殱大憝，銷大釁。旬日之閒，中外淸泰，聞者壯之”，『元

�』卷一七〇「尙�傳」“二十二年，除御�臺都事。行臺御�上封事，言上春秋高，宜禪位皇

太子，太子聞之懼，中臺祕其違不發。答卽古阿散等知之，p內外百司�案，大索天下埋沒錢

糧，而實欲發其事，乃悉拘封御�臺�案。�拘留祕違不與。答卽古聞于�，命宗正薛
セ

園
チェ

干
ゲン

取
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其違。�曰「事%矣！」卽白御�大夫曰「是欲上危太子，下陷大臣，液詠天下之民，其謀至

奸也。且答卽古乃阿合馬餘黨，贓罪狼藉，宜先發以奪其謀」。大夫D與丞相議，卽入言狀，�

震撼怒曰「汝等無罪耶？」丞'曰「臣等無g�罪，但此輩名載𠛬書，此擧動搖人心，宜s重

臣爲之長，庶靖紛擾」。�怒稍解，可其奏。旣而答卽古W人金，與其黨悦坐姦贓論死，其機實

自�發之”。

277) たとえば，チンキムの atabek 太傅で，かつその怯薛
ケシク

において bičikči の長をつとめたケレイ

トのエセン・ブカやカンクリのオロスは，至元二十三年，雲南に左�された。『元�』卷一三

四「也先不花傳」，「斡羅思傳」

278) Ramusio (ed), I Viaggi di Messer Marco Polo, Libro Secondo. cap. 8, f. 26a.

E venendogli in memoria della maladetta setta di Sarraceni, per la qual ogni peccato gli

vien fatto lecito, E che possono uccidere qualunque, non sia della sua legge, E che il

maladetto Achmach con i suoi figliuoli non pensando per tal causa di far alcun peccato, la

disprezzò molto, E hebbe in abhominatione ; chiamati à se li Sarraceni, gli vietò molte cose,

che la lor legge li comandava. Imperocchè li diede un comandamento, che ei douessero

pigliar le mogli secondo la legge di Tartari , E che non douessero scannare le bestie

come faceuano per mangiar la carne, ma quelle douessero tagliar pel ventre.

279) 『日亞對譯・8解 �クルアーン』p. 223.「9悔悟違 5」“�lがµぎたならば，多神敎徒を見

付け¡第殺し，またはこれを捕虜にし，拘禁し，また凡ての計略を準備してこれを待ち伏せ

よ”，p. 228.「9悔悟違 36」“そして多神敎徒が皆であなたがたと戰うように，皆で戰え”を

曲解・牽强付會したもの。

280) 『元典違』卷十八「戶部四・婚姻」《婚禮》【嫁娶聘財體例】，『*制條格』卷三「戶令」《婚姻

禮制》

至元八年二l欽奉

�旨，據中書省奏定民閒嫁娶，婚姻・聘財事…

一．諸色人同類自相婚姻者，各從本俗法。遞相婚姻者，以男爲n蒙古人，不在此例。

281) Jāmiʻal-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 254b, MS : Taškent, f. 224a, MS : Rampur, p. 242.

282) La Flor des Estoiresde la Terre D’Orient, Flos Historiarum Terre Orientis, Liber Ⅲ, Caput. ⅩⅩ

ⅩⅢ, p. 184, p. 312, La Historia del Signor Hayton Armeno, in secondo volume delle Navigationi

et Viaggi, cap. 20, p. 60a.

283) Jāmiʻal-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 257a, MS : Taškent, f. 226b, MS : Rampur, p. 249.

(アフマドは) Shaykh ʻAbd al-Rah
̇
man

※1に大いに傾倒し，かれを bābā八八と稱する

ほどであった。また，かれらは，Arrānに據點をもつ Bābī-yi Yʻaqūbのmurīd信徒で

あったMinklīを qarindāsh<Tur. qarıntaš兄弟※2と呼んでいた。常々かれらのgにT

き ―― [ちなみにかれらのgはnく宮帳
オルド

の背後にあった]――，samāʼ (=5樂や詩を

聽きながら忘我の境地を味わう) に耽った。かくて國事の維持・整治にほとんど當たっ

ていなかった。極めて賢uで�能であった母親の Qūtuī khātūn が Āsīq と共に諸¯／諸

路府の;停を爲していた。いかに Sīkūtur 官人
ノヤン

と Sūnchāq 兄
アカ

の努力・盡力を以て君nと

なっており，シクドゥルには傘を下賜・慰撫されていたにしても，かれらにそれ以上の

恩惠は示さなかった。4するに Shaykh ʻAbd al-Rah
̇

man と S
̇
āh
̇

ib Shams al-Dīn の示唆で，

[6]81A. H. 5l 19 日 (1282 年 8l 25 日) に，諸學藝に�も優れているMaulānāh Qut
̇
b

al-Dīn Sīrāzīを託宣以てMis
̇
r に�わした。

※ 1 Shaykh Kamāl al-Dīn ʻAbd al-Rah
̇

man al-Rāfiʻī. Ta’rīkh-i Vas
̇
s
̇
āf, Bombey, p. 110, p. 113.

※ 2 The Manuscript of al-Malik al-Afd
̇
al, f. 190, The Rasūlid Hexaglot, p109.

Per. barādar=Tur. qarıntaš

284) La Flor des Estoiresde la Terre D’Orient, Flos Historiarum Terre Orientis, Liber Ⅲ, Caput. ⅩⅩ

ⅩⅣ, pp. 185-186, pp. 312-313., La Historia del Signor Hayton Armeno, in secondo volume delle

Navigationi et Viaggi, cap. 21-22, pp. 60a-60b.
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285) J. B. Chabot (tr), Histoire de Mar JabalahaⅢ et du Moine Rabban Çauma, Paris, 1895, pp. 45-

52, E. A. W. Budge (tr), The Monks of Kûblâi Khân Emperor of China, London, 1928, pp. 158-

164.

286) The Chronography of Gregory Abû’l Faraj Bar Hebraeus, vol. 1, p. 467.

287) 『祕書監志』卷一「設司徒府」“至元十八年十一l二十五日に奉じたる司徒府の箚付に「十l

二十日に奏して准
う

けたるに；Å林國�院・領會同館・集賢院は都
みな

£せて一个の衙門と做し，

必
ビ

闍
チク

赤
チ

の撒
サ

里
ル

蠻
マン

を頭兒
かしら

と爲す。蒙
モン

古
ゴル

�林院は是
こ

れ蒙
モン

古
ゴル

字の�
ジャル

旨
リク

を寫
か

き，ò
こ

の勾
こ

當
と

は大きいの

で�る。�せて漢兒
キタイ

�林院の裏
うち

に在るは 不 宜
よろしくない

一般
ようだ

。如
い

今
ま

，舊に依り�林院は脫
ト

里
リ

察
チャ

安
ガン

を

頭兒
かしら

と爲す。祕書監・太�院・司天臺の人也
も

多いので�る。俸錢也
も

多いので�る。都
みな

�せて

一个の衙門と做し，張ö違を-て樞密院の勾
こ

當
と

を妨げずV管し着
て

，頭兒
かしら

と爲さしめる。ò
こ

の

三个の衙門を�せて了
しまい

，總頭兒
がしら

は火
コ

魯
ル

火
ゴ

孫
スン

守司徒，C�林國�集賢院，領會同館，知祕書監

事…”

288) 『�學指南』卷 七｢錢糧�作｣“斡脫：謂轉�官錢，散本求利之名也”。Türkische und

Mongolische Elemente im Neupersischen, vol. 2, pp. 25-27.

289) 『元典違』卷二七「戶部十三・錢債」《斡脫錢》【行�斡脫錢事】

290) Taʻríkh-i-Jahán Gushá, vol. 3, pp. 8-9, Jāmiʻal-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 186b, MS : Rampur,

p. 91. ここではそれらを4$した Tārīkh-i Banākatī, MS : Aya Sofya3026, f. 132b. の

彼 (モンケ・カアン) の母ソルコクタニ・ベキは，たとえキリスト敎の信者であったに

せよ，ムハンマドの�法
シャリーア

の訓
おし

えの具現においてひじょうに盡力なされた。喜r
サダカ

・下賜

をイスラームのo師
イマーム

(=�持) たち・長老
シャイフ

(=n敎) たちのために惜しみなく±けられ

たのだ。ブハラにおいて長老
シャイフ

たちの長老
シャイフ

Saif al-Dīn Bākharzī ――彼ニ神ノ祝福アレ

―― のために修4場
ハーンカー

を円てるべく銀一千 錠
バーリシュ

を付與され，さらに村寨を¤入するよう

お命じになって，それに vaqf寄�なされたように。

を揭げておく。なお，Saif al-Dīn がチャガタイの側
ハバシュ・アミードに宛てた韻�の書

鯵も傳わる。Saif al-Dīn の沒年については，658A. H (1260)，661A. H (1263) 1l 10 日など

諸說あるが，ブハラ郊外に円つかれの�の墓誌によれば，659A. H. 11l 25 日の夜 (1261 年

10l 21 日)。Туркестанъ въ эпоху монгоьскаго нашествія, ч. 1, p. 102, Tārīkh-i Guzīdah,

p. 671, Ta’rīkh-i Vas
̇
s
̇
āf, Bombey, p. 15, MS : AyaSofya3109, f. 20b, B. Babadžanov, Monuments

épigraphiques de lʼensemble de Fath
̇
âbâd à Boukhara, Cahiers d’Asie centrale, 1999-7, pp. 195-

211. maulānāというÊ稱については，『陳竹山先生�集』內 卷一／『西域番國志』「哈
ヘ

烈
ラート

」

が，“�*囘囘本敎經義者，衆皆敬之，名曰滿剌
マウラー

，坐立列於衆人之 [上／右]。雖國n亦皆Ê

之。凡�祠 [祀／祭]，惟滿剌誦經而已”と解說する。

291) Матеріаловъ, Относящихся k ъ Исторія Золотой Орды, Томъ I. p. 223. p. 367. p. 478

Zubdat al-fikra fī ta’rīkh al-hijra, p. 14. 8 113 も參照。

292) Jāmiʻal-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 201b, MS : Taškent, f. 171a, MS : Rampur, p. 127.

293) О. Д. Чехович, Бухарские документы XIV века, Ташкент, 1965, pp. 33-114, pp. 196-201, Ī.

Afshār, Saif al-Dīn Bākharzī,Majallah-i Dānishkadah-i Adabiyat, 4/9, 1962, pp. 29-74, Shaykh

Yah
̇
yā Abū al-Mafākhir Bākharzī, Ī. Afshār (ed), Awrād al-ah

̇
bāb wa fus

̇
ūs
̇
al-ādāb, Jild. 2,

Tehrān, 1966.

294) Voyages d’Ibn Batoutah, Tome troisième, pp. 27-28, The Travels of Ibn Bat
̇
t
̇
ūt
̇
a, vol. 3, p. 554.

295) ал-Мулх
̇
ак
̇
āт би с

̇
- с
̇
урāх
̇

, л. 30а, л. 33б.

296) 41歲の時に杭州でTくなったTāj al-Dīn Yah
̇
yāの墓誌碑陽 (A5a=B4) の 10 行目から 11 行

目に，かれの父Maulānā Burhān al-Dīn al-//// (ニスバが缺落) を“卓越したo師
イマーム

，■■た

る學者，完璧たる■■者，綿密なる探求者，說敎者の中の眞打，布敎者の中の君n”と形容

しており，サイフゥッディーンの弟子，ブハラの學者と同一人物の可能性がある。『杭州鳳凰

寺藏阿拉伯�，波斯�碑銘釋讀譯�』pp. 158-170.

ちなみに，ラシードゥッディーンは『集�』「中國�」の序�において
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さて，かの (=蠻
マン

子
ジ

の) 田地には，Khinsāī京師※1／行在 (=杭州) と呼ばれている極め

て大きな城
ま

子
ち

がある。直徑すなわち城壁から城壁まで 10farsang ある。その城子
ま ち

には三

つの yām站／館驛が設置されており，それらのQ屋はdて三階円てだ。城內では，木
ム

�
ス

兒
ル

蠻
マン

のものたちに�Jが拂われているので，一人一人識別できる。彼處には三つの巨大

なmasjid-i jāmiʻ大禮拜寺があり，金7日は三つとも木
ム

�
ス

兒
ル

蠻
マン

のものたちで滿ち溢れる。

城子
ま ち

の人口があまりにもA多なため，ほかの7日は我々がかれらを目にし得ることは稀

だ。それどころか，極端なµ密さゆえに，城子
ま ち

の人々がお互いを見知っていることもほ

とんどない。

※ 1『�學指南』卷一「郡邑」“京師：『公羊傳』云「京，大也。師，衆也。天子g都，必以衆大者也。

印蔡邕『獨斷』曰「天子g都曰京師」。

と 営 べ る。Rashīd al-Dīn Faz
̇
l-Allāh Hamadānī. Jāmi'al-Tavārīkh : Tārīkh-i aqvām-i

pādshāhān-i Khatāī, MS : Istanbul, Topkapı Sarayı Hasine1653, f. 391v (Karl. Jahn, Die

Chinageschichte des Rašīd ad-Din : Übersetzung, Kommentar, Facsimile tafeln, unter

sinologyschen Beistand von Herbert Franke, Wien, 1971, tafel. 1, p. 19), MS : Paris, BNF, suppl.

persan1364, f. 187a-187b.

杭州の禮拜寺については，『成�杭州府志』卷四七｢寺觀・城內』に

禮拜寺，在西�錦坊南。元囘囘大師叫佛之g。

『西湖6覽志』卷十八「南山分�場內f蹟」に

眞敎寺，在�錦坊南。元q祐閒，囘囘大師阿
アラー

老 丁
ゥッディーン

g円。先是，宋室徙蹕，西域夷人安

揷中原者，多從駕而南。元時，內附者，印���管江浙閩廣之閒，而杭州尤夥，號色目種。

隆凖深眸，不啖豕肉，婚姻喪葬，不與中國相*。誦經持齋，歸于淸淨。推其¬長瓜之，號

曰滿剌
マウラー

。經皆番書，面壁膜拜，不立佛宴，第以法號祝贊神8而巳。寺基高五六尺，扃鐍森

固，罕得闌入者。俗稱禮拜寺。

という。“q祐年閒”はおそらく殘っていた碑石等の�報によるもので，改修か重円の時{だろう。

297) ʻAlī b. al-H
̇

usayn al-Khazrajī, Shaykh Muh
̇

ammad ʻ As
̇
al (ed), Kitāb al-ʻUqūd al-Lu’lu’ wiya

fī Taʼrikh al-dawlat al-Rasūlīya, vol. 3-4, 1913, p. 279., Leiden, J. W. Redhouse, (tr),The Pearl-

strings ; A History of the Resúlí Dynasty of Yemen, vol. 3-1, Leiden, 1906, p. 235.

298) 宮紀子「徽州�書怨探 ―― 『怨安忠烈�神紀實』より――」(『東方學報 (京都)』77 2005

年 3l pp. 222-160.) 參照。

299) Jāmiʻal-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 205b, MS : Taškent, f. 180a, MS : London, f. 69a, MS : St.

Petersburg, f. 223a-223b, MS : Rampur, p. 143.

300) 『�學指南』卷六「獄訟」“穢汚：謂以臭穢之物，汚人頭面，¼填塞口¬者”。

301) 『龍龕法寶大藏』殘葉 (山西省圖書館藏 大德二年 (1298) 刻 中國國家圖書館・中國國家古

籍保護中心�『第一批國家珍貴古籍名錄圖錄 第四册』國家圖書館出版社 2008 年 p. 9.)

302) Jāmiʻal-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 218a, MS : Taškent, 187b, MS : suppl. persan209, f. 269b, 8

269 參照。

303) 一例を擧げれば，『元�』卷十一「世祖本紀」に“[至元十八年]五l癸卯，禁西北邊囘囘諸人

越境爲商”とある。

304) Jāmiʻal-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 255a. MS : Rampur, p. 247. 「テグデル紀」【かれの血瓜，現

在まで分岐してきたところのかれの諸后妃・諸公子・諸公n・諸孫の�釋／詳細の敍営，か

れの諸婿の說u，子女の分映一覽表に關して】

四番目 (の公n) Māīnūもまた ARMNY Khātūn のg生であった。かのじょは KRAY

bawurčiの息子H
̆
NDANに與えられた。

Shuʻab-i Panjgānah, f. 140b.

H
̆
NDAN：KRAY bawurči厨子の息子。厨子たちの集團に屬し (アフマド・カンの) 側


であった。駙馬にもなった。

305) 宮紀子「『農桑輯4』からみた大元ウルスの勸農政策 (上)」(『人�學報』93 2006 年 pp. 57-
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84.)

Jāmiʻal-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 40b. MS : Taškent, f. 41a, MS : Tehrān, f. 39a.

�力かつ著名なドルベン部族出身の官人
ノヤン

たちの中の一人に Pūlād āqā孛
ボ

羅
ロト

阿哥
ア カ

がいる。

クビライ・カアンへの侍奉において jīngsāng 丞相
チンサン

V baurči 厨子だったが，託宣の職分を

以てこの國に來到し，大いなる�力かつ著名な官人
ノヤン

である。かれの [祖]父の Yürki と

いう名のものはチンギス・カンの厨子であり，チンギス・カンの 大
イェケ・

后
カトン

Börte-üȷ̌in 夫

人の宮
オル

帳
ド

に歸屬し，梯
エム

己
チュ

の千戶の中のひとつ，一百戶を�していた。孛
ボ

羅
ロト

官人
ノヤン

の子女た

ちはカアンの御許で奉仕している。

Shuʻab-i Panjgānah, f. 132b-133a.

Pūlād jīngsāng：ドルベン部族出身。きわめて�力かつ賢uな官人
ノヤン

であった。厨子。丞

相にもなった。

Pūlād āqā：陛下に仕える側
の官人
ノヤン

のなかの一人。yarghū斷事の官であった。

306) 『楚國�憲·樓�先生�集』卷五「拂林忠獻王神¯碑」

癸未 (1283) 夏四=，擇可!西北諸王]者，以公嘗數!絕域，介丞相孛
ボ

羅
ロト

以行。U¥亂，

!介相失，公冒矢石出死地，兩歲，始&京師，以阿
ア

魯
ル

渾
グン

王]贈寶裝束帶�見，令陳T復

狀，上大悅，4廷臣嘆曰「孛羅生吾土食吾祿，而安於彼，愛
イー

薛
サー

生於彼，家於彼，而忠於

我，相去何}耶」”。

Jāmiʻal-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 263a, MS : Taškent, f. 232b-f. 233a, MS : suppl. persan209, f.

324b.

アルグン・カンが Arrān の Mans
̇
ūrf利の sarāy 廳に到った時，amīr Būlād chīngsāng

孛羅
ボロト

丞相，̒Īsā kalamachī愛薛
イーサー

怯
ケ

里
レ

馬
メ

赤
チ

，そのたのy臣
エルチ

たちがカアンの御許より到着した。

その冬 (683A. H／1284-1285)，Lakzī (=オイラト部族アルグン・アカの子。駙馬) を

yārghū斷事にかけ，杖一百を敲いた (=五十七下)。春，yāīlāq 駐夏にむけ御幸し，Sarāv

と Ardabīl の閒にて，S
̇
āyīn の地で qūrīltāī-yi buzurg 大聚會を做した。84 年のイスラー

ム曆 7lの第 11 日 (1285 年 9l 12 日)，Ālūq をバグダードに�わした。

Die Beziehungen der Päpste zu islamischen und mongolischen Herrschern im 13.Jahrhundert

anhand ihres Briefwechsels , p. 246.

Magnus cam fecit gratiamad Ise terchiman roba et tus quod mixi ad ordo cam Argum,

et predictus Ase terciman servitus istis partibus donec compleantur 5esset trade, et

Bogagoc et Mengilic et Tomas Banchrinus et Ugeto terciman predictis miximus in ista

anbascata, si esset ad principium…Nostra littera anno de gallo (1285), de luna madii, die

XVIII, in Coris.

307) Jāmiʻal-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 19a, MS : Taškent, f. 16b, MS : Tehrān, f. 18b.

Čaqaʼn Tatar 族出身者として，この王國／藩 (=フレグ・ウルス) では，KRAYとその

兄弟の Dūlādāī/T
¯
ūlādāī およびほかの兄弟たち，かれらの子供たちである Muh

̇
ammad，

H
̆
NDANがいる。

308) Jāmiʻal-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 205b, f. 211a, MS : Taškent, f. 180a-180b, MS : Rampur, p.

143. 「クビライ・カアン紀」【カアンの大官人たち，そのなかでも�力な者たちの氏名，各

自の職掌の記】

KRAY bawurči厨子は，カアンより後にTくなった。

Shuʻab-i Panjgānah, f. 133a.

KRAY：(クビライ・カアンの) 隨從・側
の官人たちのうちの bawurči 厨子で，極め

て太った男であった。

309) Shuʻab-i Panjgānah, f. 144b.

H
̆
NDAN：Čaqaʼn Tatar 族出身。(ガイハトゥ・カンの) �力な官人

ノヤン

で，駙馬にもなって

いた。

310) 『元�』卷十九「成宗本紀」[元貞二年冬十l己巳]，卷二一「成宗本紀」[大德八年二l甲辰]
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311) 『癸辛雜識』別集卷上「彗星改元」，『元典違』卷一「詔令一」【大德改元】

312) Jāmiʻal-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 218a, MS : Taškent, f. 187b, MS : suppl. persan209, f. 269 b,

『臨川吳�正公�集』卷三二「元榮祿大夫ö違政事趙國董忠宣公神¯碑」，卷一七五「張珪傳」

“中賣寶物，世祖時不聞其事，自成宗以來，始�此K。分珠寸石，售直數萬，當時民懷延怨，

臺察-言，且g酬之鈔，)皆天下生民膏血，錙銖取之，從以捶撻，何其用之不吝。夫以經國

�用之寶，而易此不濟{½之物，印非�司聘4和買，大抵皆時貴與斡脫中寶之人，妄稱Ì獻，

冒給囘賜，高其直且十倍，蠶蠹國財，�行分用。如沙不丁之徒，頃以增價中寶事敗，具存�牘”。

313) ｢皇恩特賜�旨譯本」(至元三十一年發令・大德三年立石) に“銀靑榮祿大夫ö違軍國重事宣

政院yy領泉府卿答失蠻”とある。『北京元代�跡圖志』p. 12,『北京遼金元拓片集』p. 93,

『元�』卷一三四「也先不花傳」

314) 喬
「薊州ö谷縣大興隆禪寺創円經藏記」(大德元年十二l立石)，蔡�淵「大元故太傅錄軍

國重事宣徽y領大司農司太醫院事鐵哥墓誌銘」に“光祿大夫ö違政事大司農同知宣徽院事帖

哥”とある。『北京元代�跡圖志』p. 9, pp. 202-203,『北京遼金元拓片集』p. 91, 宮紀子「『農

桑輯4』からみた大元ウルスの勸農政策 (上)・(中)・(下)」(『人�學報』93・95・96 2006

年 3l 2007 年 3l 2008 年 4l pp. 57-84, pp. 41-75, pp. 101-125.)

315) Jāmiʻal-Tavār īkh, MS : Istanbul, f. 208b. f. 211b, MS : Taškent, f. 178a. MS : Rampur, p. 139, p.

145, Shuʻab-i Panjgānah, f. 133a, f. 134b.

Jāmiʻal-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 206b-207a. MS : Taškent, f. 176a-176b, MS : Rampur, p. 135.

“finjāngö違” の官職は，以hは漢兒
キタイ

の人に與えていたが，如
い

今
ま

は蒙
モン

古
ゴル

，大
ター

食
ジーク

，畏
ウイ

吾
グ

兒
ル

にも與えられている。[首席を■ö違／ö違の首席を sū<šiw 首ö違]※1 ――“ö違の�

精銳”の謂い―― と呼ぶ。テムル皇�
カアン

の御時たる現在においては，dての長は，伯
バ

顏
ヤン

ö違―― Sayīd Nās
̇
ir al-Dīnの子，Sayīd ajjalの孫である。かれも如

い

今
ま

Sayīd ajjalと

呼ばれている※2。第二位は，蒙
モン

古
ゴル

の ʼUmar 烏馬兒ö違。第三位は [畏
ウイ

吾
グ

兒
ル

の／畏
ウイ

吾
グ

兒
ル

た

ちから] TKH 帖
テ

哥
ケ

／鐵哥ö違。以hは Sūnchāq&
ス

混
グン

察
チャク

官人
ノヤン

の甥の Lājīn 臘眞／剌眞ö

違があって，如
い

今
ま

はかれの子で KRMANH という小名
なまえ

の�
もの

(=也客
イェケ

ö違)※3。第四位は

Tīmūr 鐵
テ

木
ム

兒
ル

ö違の替頭
かわり

裏
に

いる Īghmīsh 亦黑�失ö違で，かれも畏
ウイ

吾
グ

兒
ル

出身である。

※ 1 『元�』卷二〇五「姦臣傳・搠思監」“'爲首ö違”。

※ 2 『元�』卷十七「世祖本紀」[至元三十年十一l]“己卯，河南江北行省ö違伯顏入爲中書省ö

違政事，位帖哥，剌眞，不忽木上”。

※ 3 『常山貞石志』卷二一贍思「�元甘肅等行中書省ö違政事榮祿公 (哈珊) 神¯碑銘幷序」，『元

�』卷一三四「小雲石脫忽憐傳」，『金華黃先生�集』卷二四「遼陽等處行中書省左丞亦輦眞公

神¯碑」，Jāmiʻal-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 205b, f. 211a., MS : Taškent, f. 180a. MS : Rampur, p.

143, Shuʻab-i Panjgānah, f. 133a. f. 135a.

316) 趙孟頫「大元敕賜龍興寺大覺�慈廣照無上�師碑」(北京故宮a物院藏 中國古代書畫鑑定組

『中國法書d集⑨元一』�物出版社 2011 年 pp. 392-415. に收錄)，『潛硏堂�集詩集』卷六

「登隆興寺大悲閣，周覽隋宋元碑刻，晚宿雨花堂，對l得詩七首」“承旨書家奉楷模，膽巴$

跡久榛蕪，惟餘「本命長生碣」，留在西å少榻摹「元�n本命長生祝q碑」，王思廉�，趙孟

頫書幷篆額。今在閣h西å。寺舊�「�師瞻巴碑」，亦趙書。今無存”，『佛祖歷代*載』(中

國國家圖書館藏至正七年刻本) 卷二二「癸卯 (大德七年)」，『元�』卷二〇二「釋老傳・瞻

巴」，『山居怨語』卷一，Jāmiʻal-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 212a, MS : Rampur, p. 146.

317) Tārīkh-i Guzīdah, p. 590, The Ta’rikh-i Guzida, p. 581.

318) 1262 年に，フレグがフランス國王ルイ九世に[った國書のラテン語譯の冒頭は

Nos igitur per uirtutem mengutengri (id est dei uiui) Huyleu cham

であり，この時點で“カアン (=クビライ)”は揭げられていない。P. Meyvaert, An Unknown

Letter of Hulagu.

319) S. Poole,The coins of the Mongols in British Museum, London, 1881, pp. 6-10, PL. 1, Ömer Diler,

Ilkhans : coinage of the Persian Mongols, 2006, Istanbul, pp. 233-252, Das Mongolische

『元典違』が語るフレグ・ウルスの重大事變
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Weltreich : Al-‘Umarī‘s Darstellung der mongolischen Reiche in seinem Werk Masālik

al-abs
̇
ār fī mamālik al-ams

̇
ār, p. 19, pp. 103-104.

ちなみに，“(MNKW蒙
モン

古
ゴル

) Qāʼan (al-aʻz
̇

am�も洩大な)”の名の下に打刻される Il-khān

<Tur. Il-qan, Mon. el-qan の稱號 il/el は，『突厥語總覽』のアラビア語釋において“vilāyat

邦土／國土”，“テュルクのÉたる馬の別稱”，“二人の王もしくは將軍閒の sulh
̇
ö和・治安”，

ラスール�の六ヶ國語の對譯辭書でも，“手 (É)”，“邦土”，『元�祕�』卷五 9b1 では“治

ö”の譯語が閏てられており，アバカの國書に確`される�名な「輔國安民之寶」は，uら

かにこの稱號を6識したもの。フレグの時點で下賜されていた可能性もある。


年，ロシアで出土したジョチ・ウルスのマング・テムル／モンケ・テムルの銀貨には

「濟國惠民」(バトゥの稱號 Sayin-qan を6識したものか) の四�字が刻まれており，ジョチ

家當nにもフレグ家と對になる寶印が與えられていたとみてよい。

モンゴル時代においては，カアン以外の「寶」のy用は珍しくなく，オゴデイよりチャガ

タイ家に與えられた「皇兄之寶」，クビライがオゴデイの子メリクがg持していた玉璽を囘收

せず，その�tはカイシャンの代になってからであったこと，オッチギン家傳來の「皇太弟

寶」のy用が孫のタガチャルに`められたこと，カサル家の移相哥
イ ス ン ゲ

大王印と對の「γoŋ ti

svasti 之寶」(至元六年／1269 以影に作成されたことを示すパクパ字表記の γoŋ ti は皇弟

svasti はサンスクリットで願吉祥) の拓影，カチウン家のシンナカルが「皇姪貴宗之寶」を

y用しつづけていたことなど，いくつも實例がある。『漢藏�集』p. 166. によれば，モンゴ

ル諸王の印は，封號と同樣，三等"に分けられる。100 年
くのちの天曆二年 (1329) には，

u宗コシラの�旨を奉じて，ナイマンタイ (ジャライル國王ムカリの五世孫) が，チャガタ

イ家の當nエルジギデイに，かつてオゴデイがチャガタイに贈ったという「皇兄之寶」の大

方印を屆けている。コシラのカアン卽位に多大な貢獻をなしたエルジギデイに，オゴデイ時

代と同樣の權力を再び與えんこと，$束したのである。

Mah
̇

mūd al-Kāshgharī, Dīwān Lūghāt al-Turk, Istanbul, Millet Genel Kütüphanesi, Ali Emiri,

Arabi, no. 4189, f. 18b, The Manuscript of al-Malik al-Afz
̇
al, 1998, p. 190, p. 193, p. 198, p. 201,

The King’s Dictionary, p. 105. p. 144, p. 207, p. 248, 貝羅亞耶夫・斯
諾維奇著・李鐵生譯「打

制�漢字�金帳汗國朮赤銀Ö」(『中國錢Ö』2013-4 pp. 23-30.)，『元�』卷一四「世祖本

紀」[至元二十四年十l戊寅]，卷二二「武宗本紀」[至大元年九l庚辰]，卷一二一「按竺邇

傳」，卷一三四「撒吉思傳」，卷一三九「乃蠻臺傳」，『永樂大典』卷一〇八八九 11a-14a 元u

善「雍古公神¯碑銘」，照F斯圖・薛磊『元國書官印匯釋』(遼寧民族出版社 2011 年 pp.

1-3) 『永樂大典』卷一〇八八九 11a-14a 元u善「雍古公神¯碑銘」“謹按；秦國公諱按竺尓，

雍古族人，蚤孤。金群牧y姓朮4甲名
工者，爲公外大父，養公其家。朮4甲譌爲趙家，因

爲趙家，而公子孫亦或氏趙。歲辛未，牧馬盡入于我太祖皇�，
工死其官。公時年十四入隸

皇子察合帶部…太宗皇�登極，號皇子曰「皇兄」”。

320) Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 219a f. 220a, f. 240a, MS : Taškent, f. 188b, f. 189b, f. 209 b,

MS : Rampur, p. 162, p. 164, pp. 209-210, MS : suppl. persan209, f. 272a, f. 295b.

旣営の (A. H. 663 年) 4l 28 日 (1265 年 2l 17 日) に相當する ikindi ay 二l朔日 (2

l 18 日)，[Ayjān/Ajāy] の母 [Alīqāq/Alīqān] 妃
カトン

がñ去した。またその日々のうち

に，bičiqči の Alghū官人
ノヤン

もTくなった。(旣営の歲の 6l 5 日，アバカの母Yīsūnjīn 妃
カトン

が身罷った)。663A. H. 9l 1 日に相當する hüger yil 丑年 šün ay 閏l二日，Tūqūz 后
カトン

―― (トルイ・カンからフレグ・カンに至っていた)―― がTくなった。彼女の他界は，

フレグ・カンの他界後四ヶlと 11 日，アバカ・カンの卽位の三日hであった。

アジャイ大王，アリカン妃の綴り字が正しい。また，イスンジン妃は 664A. H にモンゴル本

土からイーラーン國土へ到着しており，uらかな�りもしくはでっち上げ，トクズ后の�釋

も旣営の事柄なので，のちに�除されたものとわかる。この一例だけでも，ラムプル本がイ

スタンブル本，タシュケント本に先行するテキストである傍證となる。じっさいラムプル本

と同系瓜のパリ本では�除の線が引かれている。
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321) Jāmi‘al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 241b-242a, f. 250a, MS : Taškent, f. 211a-211b, f. 219b, MS :

Rampur, pp. 213-216, pp. 231-233, MS : suppl. persan1113, f. 194a.

阿
ア

八
バ

哈
カ

汗
カン

は說
い

った。「俺
われら

�
の

阿
ア

哥
カ

は忽
ク

必
ビ

烈
ライ

可
カ

汗
アン

で%る。他
かれ

�
の

farmān �
ジャル

旨
リク

無く怎生
いかで

坐し

得よう麽
か

，俺
われ

は」。宗王每
たち

，官人
ノヤン

每
たち

が說
い

うには，「你
なんじ

は皇子每
たち

dての阿
ア

哥
カ

，在hの扎
ジャ

撒
サク

の

諸
もろもろ

の體例・¯理
ヨスン

，戰場での好
よ

き hadīs
¯
言行，印

ま

た，n人
エジェン

(=フレグ) は你
なんじ

を在世の時分

に後繼と做
な

し着
て

�
い

來
た

のに却って，怎生
いかで

餘人が坐し得よう麽
か

」。d員が虛僞無く同6した。

かくて，663A. H. 9l 3 日 (1265 年 6l 19 日) に相當する hüger yil 丑年 (牛の歲) の

šün ay 閏l五日の金«，Khwājah Nas
̇
īr al-Dīn T

̇
ūsī ――彼ニ神ノ御慈悲ガアリマスヨ

ウニ―― の權限で，乙女座の星占いを以て，BRAHAN>Farāhān※1の境域に屬する

Čaqaʼan-naʼur 白海の地に於いて，阿
ア

八
バ

哈
カ

汗
カン

を pādshāh 君王の座に卽かせた。それに關

して定められているところの諸條件・式典のdてが奉�された。

[そして，寶座
たかみくら

の圖宴がこれである]

阿
ア

八
バ

哈
カ

汗
カン

は，カンの座に卽いたのち，金銀・寶石・高價な衣%の數々の中から法外な錢

糧をば，后妃たち・宗王たち・官人
ノヤン

たちに氣hよく與え，その恩惠は諸軍のd體に到る

かの如くであった。卽位の宴會
ト イ

・祝賀の式典による`留ののち，行政者・整治人の顏を

以て國
ウルス

と軍の大勾
ご

當
と

(Mon. yeke üyyile)・利益を奉じた。たとえ王冠・寶座の持ち�で

あっても，忽
ク

必
ビ

烈
ライ

可
カ

汗
アン

陛下より!臣
エルチ

たちが到着し，かれの名を以てする�
ジャル

旨
リク

を將
も

ち來る

時までは，sandalīG
ソ

床
ファー

／G牀／櫈※2に坐して命令をなした。

(中略)

[アバカは] 669 年 A. H. 3l 1 日マラーガの城
ま

市
ち

に，同l 20 日の木«にはジャアガトゥ

に到り，后妃
カトン

たちの諸宮帳
オルド

と合液した。その日付の下に，皇�
カアン

の御hよりy臣
エルチ

たちが到

着，「自身の美好なる父の位_，イーラーンの國土 (アム河からシリア・エジプトまで)

のカンを以て在者
れ

。祖宗の¯・ 諸
もろもろ

の體例に依っ着
て

去
ゆ

者
け

」とて，阿
ア

八
バ

哈
カ

汗
カン

のため�
ジャル

旨
リク

・

王冠・賞賜を將
も

ち來っており，morin yil 午
うま

年■ (šün) ay 閏l (十 二日) にあたる

669A. H. 4l 10 日 (1270 年 11l 26 日) の水«，ジャアガトゥの地にて再び，皇�
カアン

の

�
ジャル

旨
リク

の命令に從って君 n
パードシャー

の寶位に坐したのだった。*例のごとく祝賀・慶喜・-歡の

儀式が奉�された。その數日閒には，[ジョチ家の] マング・テムルの方面からも，y臣
エルチ

たちが，對八剌
バラク

の戰f祝いに，鷹・海
シン

靑
コル

・隼からなる各種の贈物・禮品を連れて來到し

た。阿八哈
ア バ カ

汗
カン

は彼らを敬6・Ê重以て待o，出立せしめるよう命じ，かれらとの-液に

對し君 n
パードシャー

の諸々の贈答品を�わした。

※ 1 Nuzhat al-Qulūb, MS ; Paris, fol. 276b-277a,The Geographical part of the Nuzhat-al-Qulūb, p. 69.

※ 2 『囘囘館譯語』「雜字」【器用門】“櫈：散得里 sandalī”，『華夷譯語 (甲種本)』「器用門」“-

床：散札里 sanjali”

ラムプル本の揷繪のうち pp. 214-215 の卽位式には，テュルクvを冠った人物が二名おり，

pp. 232-233 の卽位式と入れ替えるべきである。寶座と-床の描き分けはなされていない。

いっぽう，パリ本の第一_卽位式に描かれる-床座面は，地面と接し質素な作りである (第

二_卽位式の頁は缺落しているため，どう描かれていたか，確`できない)。

La Flor des Estoiresde la Terre DʼOrient, Flos Historiarum Terre Orientis, Liber Ⅲ, Caput, ⅩⅩ

Ⅵ, pp. 175-176. pp. 305-306, La Historia del Signor Hayton Armeno, in secondo volume delle

Navigationi et Viaggi, cap. 17, p. 58b.

それから，息子であるAbaga が Haloon/Halaonus (=フレグ) の王權を得たが，アバガ

は，伯父で，皇�の Cobila Can が王權を±與してくれることを願った。伯父のコビラ・

カ[ア]ンは，アバガがハルーンのáけた息子たちのなかで�も優秀かつ賢uだとよく

識っていたから，ひじょうな喜びを以て做し，かくてアバガ・カンと稱されることと

なった。そして，われらがnの 1264年にその王權を [�し] 始めた。

Taʼrīkh-i Vas
̇
s
̇
āf, Bombey, p. 53, MS : Ayasofya3109, f. 74a.

アルグン兄
アカ

は，オルジェイ妃
カトン

，そのほかの妃たち，宗王たち，官人
ノヤン

たちとともに，チン

『元典違』が語るフレグ・ウルスの重大事變
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ギス・カンの�誥の訓言に依って集$し，y臣
エルチ

をカアンの御許に事實報吿・カン號の規

定の照會にh去せしめてから，共々に�字
かきもの

(=念書) を提出した。そして，µ去の諸々

の執行命令の5守，上天からの禁$の順守，アバカへの%從にあろうぞ，とて合6した。

322) Tārīkh-i Guzīdah, p. 591, The Ta’rikh-i Guzida, p. 582.

323) 1268-69 年，アバカが敎皇クレメンス四世，マムルーク�のスルタン・バイバルスに出した

國書の冒頭にそれぞれ

Per virtutem dei vivi et potentiam Chaan, verbum Abagha

上天の氣力
ちから

の裏
うち

に，皇�
カアン

の福廕の裏
うち

に，アバカの令旨

と記されている。Die Beziehungen der Päpste zu islamischen und mongolischen Herrschern

im 13.Jahrhundert anhand ihres Briefwechsels, pp. 223-225. al-Rawd
̇
al-zāhir fī sīrat al-malik

al-z
̇
āhir, p. 340, ʻIqd al-jumān fī tārīkh ahl al-zamān, vol. 2, p. 40.

また，アバカの時代の貨Öには，

(Mungū) Qāān al-aʻz
̇
am Abāqā Īlkhān al-muʻaz

̇
z
̇

am

Qāān pādshāh-i ʻālam Īlkhān al-aʻz
̇

am Abāqā

等のペルシア語・アラビア語以外に，ウイグル�字モンゴル語で

Qaʼan-u nere-ber Abaqa-yin deletgeʼül=ü=ksen

皇�
カアン

�
の

名字の裏
うち

に阿八哈
ア バ カ

�
の

打�せ敎
し

め了
た

�
もの

と刻まれる例がある。

The coins of the Mongols in British Museum, pp. 17-23, PL. 2, Ilkhans : coinage of the Persian

Mongols, pp. 257-279.

324) Jāmiʻal-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 262a, f. 263a-263b, MS : Taškent, f. 231b, f. 233a, MS ;

London, f. 145b, f. 148a, MS : suppl. persan1113, f. 203a-204b, MS : suppl. persan209, f. 323a, f.

324b.

(dakıqu yil 酉年) [bečin yil 申年] altınč ay 六l二十九日に當たる 683A. H. 5 l 27 日

(1284 年 8l 11 日) の金«※，天�學者たちの權限が射手座の宮の幸�な星占で，忽剌
フ ラ

朮
ジュ

が阿魯
ア ル

渾
グン

の右手を，Anbārchīが左手を取り，かれを pādshāh 君nの寶座に坐らせた。

皆の衆は共に決まりどおり帶を½め首に掛け，跪いた。それから，椀取り・宴會
ト イ

・享樂

にとりかかった。

(中略)

[68]4A. H. 12l 27 日 (1286 年 2l 23 日)，Ordoqayaがカアンの御hより到り，「阿
ア

魯
ル

渾
グン

汗
カン

がカンの父の位_に在者
れ

」「不花
ブ カ

を chīngsāng 丞相と號せ敎
し

め者
よ

」との�旨を將て來

た。かくて 685A. H. 2l 10 日 (1286 年 4l 7 日) に今一度，アルグン・カンは [khān

／shāh／pādshāh] の寶位の上に坐し，(カン號) 奉Sの諸儀禮・式典が¦された。[ö

安アレ／ö安アレ。かれは諸の歡樂をなした／そして，(かれらは) 諸々の歡樂をなし

た]。

※酉年で計算すると 1285 年 8l 1 日となってしまう。申年であれば，ヒジュラ曆とぴたりとあう。

パリ本の第一_卽位式の揷繪はアバカのそれと同じく，座面が地面と接した質素なもので，

背面に寶珠や鳥のÎりがない。第二_卽位式は，高さのある豪華な寶座が描かれる。なお，

このあと，【Jūsukāb の�況およびかれの死，Naurūz への贊同を以て訴えられた宗王たちの

投獄】まで，パリ本 2 種とイスタンブル・タシュケント本は，敍営がdく衣なる。h者には

【Hakār 山の Kurd たちの驅除を以て出軍したこと，Buluqan 后
カトン

のñ去，Khwājah Harūn の

振舞の記】【バグダードの錢糧 (の收益) を奮Ëさせたことに因った Saʼd al-Daulah の名聲の

始まりの記】【Buqa の�況，妬み深い官人たちが企謀をなしたこと，かれらが�反したこと，

かれが殺されたことの記】が存在せず，ジャライル部出身の權臣ブカ將軍の失脚をきわめて

鯵
に語る。

La Flor des Estoiresde la Terre D’Orient, Flos Historiarum Terre Orientis, Liber Ⅲ, Caput,
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XXXⅥ, p, 188, p. 314, La Historia del Signor Hayton Armeno, in secondo volume delle

Navigationi et Viaggi, cap. 23, p. 60a.

われらがnの 1285 年，キリスト敎徒の敵 Mahomet Can/Mahumetto (=アフマド・テ

グデル) の死後，(Abaga Cham の息子) Argon アルグンが Tartars モンゴルの君王と

なった。しかし，[モンゴルの大皇�の敕命があるまで／ Cobila Cham への敬6のゆえ

に，�高位の皇�の�旨による`可を未p求のhは]，カンと稱しようとしなかった。，

[大皇�はその王權を承`し，かれがカンと呼ばれることを嘉した。そういうわけで，ア

ルグンはその先人たちより敬われた／こういうわけで，y臣たちのn�は大いなる榮譽

の拜Wに等しく，Mahumetto の死の大きな慰めとなったので，かれの一族の優れた人々

を王權の承`に至らしめた。こうして，アルグンは�大の榮譽を以て正眞正銘カンと呼

ばれることとなった]

325) 1285 年にアルグンが敎皇マルティヌス四世／ホノリウス四世に宛てた國書，1289 年にフラン

ク王國のフィリップ四世に宛てたウイグル�字モンゴル語國書，それぞれの冒頭に

gratia magni cam et verbum de argonum

möngke tengri-yin küčün-dür, qaʼan-u suu-dur, Arγün üge manu

(長
とこ

生
しえ

の天の氣力
ちから

の裏
うち

に) 皇�
カアン

の福廕の裏
うち

に，アルグンの令旨

とあり，貨Öにも

Qāān al-aʻz
̇

am Arghūn Īlkhān al-muʻaz
̇
z
̇

am

Qaʼan-u nere-ber Arγun-un deletgeʼül=ü=ksen

と刻される。

A. Mostaert & F. W. Cleaves, Les letters de 1289 et 1305 des Ilkhan Arγun et Ölȷ̌eitü à Philippe

le Bel, Harvard-Yenching Institute, 1962. p. 17, Planche Ⅰ, Die Beziehungen der Päpste zu

islamischen und mongolischen Herrschern im 13.Jahrhundert anhand ihres Briefwechsels , pp.

244-246, The coins of the Mongols in BritishMuseum, pp. 25-31, PL. 2, Ilkhans : coinage of the

Persian Mongols, pp. 301-320.

326) Ta’rīkh-i Vas
̇
s
̇
āf, Bombey, p. 113, MS : Ayasofya3109, f. 164b, Ibn ʻAbd al-Z

̇
āhir, M. Kāmir/

M. A. Najjār(ed), Tashrīf al-ayyām wa al-‘us
̇
ūr fī sīrat al-malik al-mans

̇
ūr, al-Qāhirah, 1961,

p. 6, p. 69, Zubdat al-fikra fī ta’rīkh al-hijra, p. 219, p. 242, Iqd al-jumān fī tārīkh ahl al-zamān,

vol. 2, p. 297, J. Pfeiffer, Ah
̇

mad Tegüderʼs Second letter to Qalāʼūn (682/ 1283), History and

Historiography of Post-Mongol Central Asia and the Middle East, Harrassowitz/Wiesbaden,

2006, pp. 167-202.『ヴァッサーフ�』は“慈悲深く慈愛êきアッラーの御名において”を省

略する。

貨Öにはアラビア�字，ウイグル�字の兩方を取り混ぜて

Qāān al-aʻz
̇

am Sultan Aqmad Īlkhān al-muʻaz
̇
z
̇

am

Qaʼan-u nere-ber Sult
̇
ān Ah

̇
mad/Sultan Aqmad-un deletgeʼül=ü=ksen

と刻される。

Ilkhans : coinage of the Persian Mongols, pp. 285-294.

327) The coins of the Mongols in British Museum, pp. 32-33, PL. 2, Ilkhans : coinage of the Persian

Mongols, pp. 325-341.

また，『百萬の書』において紹介される金の牌子の刻�は，ガイハトゥからポーロ一家に付與

されたとされる牌子と同�と考えるのが自然だが，

Por la force grant dieu ／ per le forze & virtu del mango Iddio 長生
とこしえ

の天の氣力の裏
うち

に

et do la grant grace que a done a nostra enperer／& per la gratia, che ha dato al nostro

imperio 皇� (←俺
われ

每�
ら の

) の大いなる福蔭の護助の裏
うち

に

le nom dou can soit boneoit／il nome del Can sia benedetto 王�
の

名字を福��
あるもの

と做
な

さ敎
し

め

者
よ

の三段~えとなっている。

『元典違』が語るフレグ・ウルスの重大事變
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Il Milione, cap. 19, pp. 12-13, Marco Polo Milione, cap. 81, p. 71, I Viaggi di Messer Marco Polo,

Libro Primo, cap. 1. f. 4a, Libro Secondo, cap. 3, f. 21a.

328) Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 267b, MS : Rampur, p. 262.

(ガイハトゥは) 官人
ノヤン

たちがかれに{待していると識ったので，ルームからイーラーンに

出立し，Alātāgh の裏
うち

に后妃たち・[宗王たち・官人たち／官人たち・宗王たち] (のも

と) に至り，d員互いに [一緖に商量し／一致して]，690A. H. 7= 24日l«日 (1291

年 7l 23 日) ―― (taulai yil 卯年 altınč ay 六l二十五日に相當する)―― Akhlāt の疆

域にてガイハトゥを君nの位に坐らせた。

Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 268b, MS : Taškent, f. 240a, MS : Rampur, p. 264.

ガイハトゥが來て，Alātāgh での¥夏を以て下馬を命じた。691A. H. 7= 12日l«日

(1292 年 6l 29 日) ―― (lu yil 辰年 altınč ay 六l十四日に相當する)―― 宗王たち・

官人たちは共々に誓�を渡し，ガイハトゥをh例どおり再度君王の寶座に卽かせた。

Alātāgh での¥夏竝びに慶祝・歡樂の式典を以て用6した。

329) 『元�』卷二〇三「方曳・阿老瓦丁・亦思馬因傳」“阿
ア

老
ラー

瓦 丁
ゥッディーン

，囘囘氏。西域木發里人也。

至元八年 (1271)，世祖E!徵礮匠於宗王阿
ア

不
バ

哥
カ

，王以阿
ア

老
ラー

瓦 丁
ゥッディーン

・亦
イ

思
ス

馬
マ

因
イール

應詔，二人擧

家馳驛至京師，給以官舍，首�大礮竪於五門'，�命試之，各賜衣段。十一年，國兵渡江，

ö違阿里
エリク

海
カ

牙
ヤ

�y求ø手匠，命阿
ア

老
ラー

瓦 丁
ゥッディーン

徃，破潭州，靜江等郡，悉賴其力…二十二年樞密

院，奉旨改元帥府爲囘囘礮手軍匠上萬戶府，阿
ア

老
ラー

瓦 丁
ゥッディーン

爲副萬戶”，“亦
イ

思
ス

馬
マ

因
イール

，囘囘氏。西

域旭
フ

烈
レグ

人也。善�礮。至元八年與阿
ア

老
ラー

瓦 丁
ゥッディーン

至京師。十年，從國兵攻襄陽未下，亦
イ

思
ス

馬
マ

因
イール

相

地勢，置礮於城東南隅，重一百五十斤，機發，聲震天地，g擊無不催陷，入地七尺。宋安撫

呂�煥懼，以城影…十一年，以疾卒。子布
アブー

伯
バクル

襲職。時國兵渡江，宋兵陳於南岸，擁舟師�

戰，布
アブー

伯
バクル

於北岸竪礮以擊之，舟悉沈沒。後每戰用之，皆�功。十八年，佩三珠虎符加鎭國

上將囘囘礮手都元帥，u年，改軍匠萬戶府萬戶，�𠛬部尙書，以弟亦
イ

不
ブ

剌
ラ

金
ヒーム

爲萬戶”，『元

�』卷七「世祖本紀四」[至元九年十一l己卯 (25 日)]“囘囘亦
イ

思
ス

馬
マ

因
イール

創作巨石¨來獻，用

力省而g擊甚�，命[襄陽軍h用之”，卷一二八「阿里海牙傳」“[至元]九年三l，破樊城外

郛，其將復閉內城守。阿里
エリク

海
カ

牙
ヤ

以爲襄陽之�樊城，F齒之�唇也，宜先攻樊城，樊城下，則

襄陽可不攻而得。乃入奏。�始報可。會%西域人亦
イ

思
ス

馬
マ

因
イール

獻怨礟法，因以其人來軍中。十年

正l，爲礟攻樊，破之”。

Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 209a, MS : Taškent, f. 178b, MS : Rampur, p. 140.

[それ／これ] よりhは，漢兒
キタイ

に大きな Frank 製 manjanīq 投石機はなかった。この國 (

=フレグ・ウルス) 出身の投石機の匠 ――Baʻlbak ならびに Dimashq から彼處に去
い

っ

ていた―― とかれの子どもたちAbū-bakr 布伯，Ibrāhīm亦不剌金，Muh
̇

ammad 馬哈

馬，かれの家族が七臺の大投石器を
備し，城子の制壓に向った。

330) Tārīkh-i Vas
̇
s
̇
āf, Bombey, pp. 193-195, MS : Ayasofya3109, f. 280b-283b.

331) Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 246a, MS : Taškent, f. 215b, MS : Rampur, p. 224.

668A. H. 9l 4 日l«日 (1270 年 4l 27 日)，Āz
¯

arbaijān の疆域の中心 [NWBND BYL

／QWBNDBYL] からh去した…Qūnqūr-ūlāng黃兀兒l良／黃兀兒于量 <Mon. qong-

qor 甘草黃 öleng靑草と呼ばれている Shārviyāz に到着したとき，[BKAJYK／TKAJK]

という名のy臣
エルチ

が ――クビライ・カアンの御hからアバカ・カンの許に來る�中，バ

ラクがかれを拿捕，拘留していたが，好機を見つけて十Rの馬で�げて來たのであった

――，御hに參上しバラクの�況をあるがままに奏した…。

『元�』卷一三四「鐵連傳」“鐵連，乃蠻
ナイマン

人也。居絳州。祖伯
ベク

不花
ブ カ

爲宗王拔都
バトゥ

王傅。鐵連魁洩

寡言，�謀略，早歲宿衞王府。拔都分地c陽，以鐵連監濕州。中瓜初，;ö陽馬步站
魯花

赤。至元初，宗王海都
カイドゥ

-，廷議欲伐之。世祖曰「ú以宗室之�，惟當懷之以德，其擇謹密足

任大事者，�y焉」。左右以鐵連對。D召見，語¼大事，鐵連應對稱旨。�嘉其辨p，曰「此

事非汝不可，然必先詣拔都蒙
モン

哥
ケ

鐵
テ

木
ムル

王]，相與計而後行」。!二人副之。鐵連旣奉命，欲直�

海都境，視其虛實，然後議于諸王。副者弗從曰「上命我輩先議于王，今遽�敵境，不可」。鐵
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連曰「親承密旨，汝輩�則當誅」。副者懼而從之行。旣至，海都日召宗親宴飮，將伺其隙謀Ð

之。鐵連乃厲聲斥之曰「且食，勿語。}語言脫口，相摭爲罪耶」。良久，海都曰「直哉」。酒

z，鐵連求衣爲歡，海都嘉其雄辨，將解與之。其妃止之，以皮%二襲付之。因語其屬曰「爲

y者當如是矣」。厚贈以行。旣至拔都蒙哥鐵木王g，具吿以故，王曰「祖宗�訓，	者人得誅

之。如*好不從，擧師以行天罰，我卽外應掩襲，剿絕不難矣」。鐵連t，悉以事聞，因言於�

曰「海都兵繁而銳，不宜&戰，來則堅壘待之，去則勿J，自守旣固，則無>矣」。�深然之。

敕gW海都皮%，dÎ以金。凡�會，宜%以表示焉。其賞賜不可f計。後屢!拔都王]，4¥海

都游兵，副者'行，失對¥K，鐵連後至，曰「我爲天子!，可以非禮犯之耶」。游兵語屈，乃曰

「'者僞!，此眞!也」。釋之，X獨得U。�嘗謂侍臣曰「�鐵連則ú之宗族將不失和矣」”。

332) マアバルから大元ウルスへの贈答品については，宮紀子「白と黑のエチュード―― 『クビラ

イの動物園』より」(『人�』62 2015 年 6l pp. 32-34.) 參照。

333) 『水東日記』(大倉集古館舊藏／中國國家圖書館藏u正德刊本) 卷十七「廣輪疆理圖」“自泉州

風帆六十日至爪
ジャ

哇
ワ

，百二十八日至馬
マア

八
バ

兒
ル

，二百餘日至忽
ホ

魯
ル

沒
ム

思
ズ

”。ただし，それにもとづくは

ずの「大u國地圖」(熊本縣本妙寺藏)，「大u國圖」(天理大學附屬天理圖書館藏) では“泉

州風帆六十日至爪
ジャ

哇
ワ

，二百二十日至馬
マア

八
バ

兒
ル

，一百餘日至忽
ホ

魯
ル

沒
ム

思
ズ

”となっている。以上の詳

細については，宮紀子「『混一疆理歷代國都之圖』への¯ ―― 14 世紀四u地方の『知』の行

方――」(=井讓治・杉山正u・金田違裕�『繪圖・地圖からみた世界宴』京都大學大學院

�學硏究科 21 世紀 COE プログラム「グローバル�時代の多元�人�學の據點形成」「15・

16・17 世紀成立の繪圖・地圖と世界觀」2004 年 3l pp. 3-130. +口繪解說 8-11. のち『モ

ンゴル時代の出版��』に收錄，同『モンゴル�國が生んだ世界圖』日本經濟怨聞出版社

2007 年) 參照。『元�』卷二一〇「馬八兒等國」“海外諸番國惟馬八兒與俱藍，足以綱領諸國，

而俱藍印爲馬八兒後障，自泉州至其國©十萬里。其國至阿
ア

不
バ

合
カ

大王城，水路得�風，©十五

日可到，比餘國�大…十八年正l，自泉州入海行三=，抵僧伽耶山，舟人í震等以阻風乏糧，

勸�馬八兒國，或可假陸路以
俱
コウ

藍
ラム

國，從之。四=至馬八兒國怨村馬頭，登岸。其國宰相馬

因�謂「官人此來甚善，本國»到泉州時，官司亦嘗慰勞，無以爲報。今以何事至此」庭璧等

吿其故，因¼假¯之事。馬因�乃託以不*爲辭。與其宰相不阿里相見，印言假¯。不阿里亦

以它事辭。五l，二人蚤至館，屛人令其官者爲*�實，「乞爲
�廷，我一心願爲皇�奴，我

y札
ジャ

馬
マー

里 丁
ルゥッディーン

入�，我大必
ビ

闍
チク

赤
チ

赴算
スル

彈
タン

華言國n也，吿變，算彈籍我金銀田產妻孥，印欲殺我。

我詭辭得免。今算彈兄弟五人皆聚加一之地，議與俱藍-兵，¼聞天y來，對衆稱本國貧陋，

此是妄言，凡囘囘國金珠寶貝盡出本國。其餘囘囘盡來商賈。此閒諸國皆�影心。若馬八兒旣

下，我y人持書招之，可y盡影」…十九年二l，抵俱藍國，國n¼其相馬合ë
ムハンマド

等�拜璽書。

三l�其臣祝阿里
ジャヴァル

沙
シャー

，忙里八�入貢。時也
エ

里
ル

可
ケ

溫
ウン

兀咱兒撒里馬，e木
ム

�
スル

蠻
マン

�馬合
ムハン

b
マド

等，亦在

其國，聞詔!至，皆相N來吿願S歲Y，E!入覲…二十三年，海外諸番國以楊庭璧奉詔招諭，

至是皆來影。諸國凡十曰馬八兒，曰須門F，曰僧%里，曰南無力，曰馬蘭丹，曰F旺，曰丁

呵兒，曰來來，曰%蘭亦薫，曰蘇木都剌，皆�y貢方物”，『中庵先生劉�鯵公�集』(臺灣國

家圖書館藏元瓜二年刊本) 卷四「敕賜�德大夫中書右丞商議福円等處行中書省事贈榮祿大夫

司空景義公不阿里神¯碑銘」“公本名撒
サ

亦
イイ

�
ド

，西域人。西域�城曰「哈
カ

剌
ラ

合
カ

底
ット

」，其先世g居

也。�祖徙西洋。西洋地^海饒貨，因世爲賈販以居。父不阿里得幸西洋n，y與諸弟齒。弟

�五人。不阿里稱六弟，俄總領諸部，益貴富，侍妾三百人，象牀，黃金Î，稱是。不阿里歿，

公克紹其業，n益寵，凡召命，惟以父名，故其名不行，而但以父名稱焉。��之ö宋也，公

聞之喜曰「中國大�人，混一區宇，天下太ö矣。盍�歸之」。獨�y，以方物入貢，極諸瓌衣。

自是，踵歲不絕。復h好親王阿
ア

八
バ

合
カ

，哈散
ガザン

二邸。凡�廷二邸之!涉海4，恒預爲具舟栰，必

濟乃已。世祖熟其+欵。至元二十八年，賜璽書，命某部尙書阿
ア

里
リー

伯
ベク

，侍郞別
ベク

帖
テ

木
ム

兒
ル

，列石，

�喩且召之。公益感激，乃書捐其妻孥，宗戚，故業，獨以百人自隨，偕y入覲，旣見世祖，

大加慰諭，賜以錦衣¼妻，廩之公館，g以恩o良渥”。

334) 『元典違』卷十六「戶部二・分例」《y臣》【下番y臣山羊分例】“大德六年二l福円¯宣慰司

承奉江浙行省箚付：據杭州路申：爲應付下番!臣T囘三®年分例…”，『永樂大典』卷一九四

『元典違』が語るフレグ・ウルスの重大事變
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一 九「站赤四・經世大典」16b“印江浙等處行中書省言「杭州路在城驛，
承接y臣

答 朮 丁
タージュゥッディーン

等欽奉�旨，懸帶虎符，h赴馬合
マ ク

答
ダ

束
シャウ

番國，¯取獅�等物，T囘應付二年分例，

不W山羊，不需北羊首思
シュス

，¼µ求禁屠一百五十日肉食。印愛
イッ

祖 丁
ズゥッディーン

等y四Ë正從三十五名，

h� 刁
ディアオ

吉兒
ギ ル

地，取�子希奇之物，T囘應付三年分例…”

335) 『元�』卷一三一「也黑�失傳」

336) ｢欽奉�旨立碑」(『北京圖書館藏歷代石刻拓本匯� 49 (元二)』中州古籍出版社 1990 年 p.

52.)，『閩中金石略』卷十一「一百大寺看經記」

337) 『金華黃先生�集』卷八「阿育王山廣利禪寺承恩閣碑」，『¯園學古錄』卷四九「晦機禪師塔

銘」“至元中，楊璉眞伽總瓜釋敎江淮，�旨，取育王塔中舍利'入，乃親詣。師求記営始末，

因與俱�京師”，『楚石大師北6詩』(臺灣國家圖書館藏書抄本)「重修釋±如來直身舍利寶塔

頌 附錄」。舍利・塔については『魏書』卷一一四「釋老志」に“佛旣謝世，香木焚尸，靈骨

分碎，大小如粒，擊之不壞，焚亦不燋，或�光u神驗，胡言謂之舍利。弟子收奉，置之寶瓶，

竭香花，致敬慕。円宮宇，謂爲塔。塔亦胡言，F宗�也。故世稱塔�。於後百年，�王阿育，

以神力分佛舍利於諸鬼神，�八萬四千塔，布於世界，皆同日而就。今洛陽、彭城、姑臧、臨

渭，皆�阿育王寺，蓋承其$迹焉”とある。

338) 『元�』卷十八「成宗本紀」[元貞元年二l戊子 (13 日)]“緬國阿剌扎高m班�來獻舍利，寶玩”。

339) 『大元至元法寶勘同總錄』(『影印宋磧藏經』第五八四册 1935 年 pp. 1a-3a)，『佛祖歷代*

載』卷二二“�見西僧經敎與漢僧經敎5韻不同，疑其�衣，命兩土名德，對辨一一無差。�

曰｢積年疑滯，今日決開｣故�法寶勘同”。

340) Il Milione, cap. 178, pp. 192-195, Marco Polo Milione, cap. 111, pp. 366-375, I Viaggi di Messer

Marco Polo, Libro Terzo, cap. 23. f. 55b-56a,『佛祖歷代*載』卷二二“外邦貢佛舍利。�云

「不獨ú一人得福」。乃於南城頴義門，高円門塔，�令�來皆得頂戴”。

341) 『楚國�憲公·樓�先生�集』卷九「旃檀佛宴記」“大元丁丑 (1217) 歲三l燕京火，尙書石抹

公�t�安，居五十九年，而當世祖皇�至元十二年乙亥 (1275)，�大臣孛羅
ボロト

等備法仗羽駕5

曳四衆，奉�於萬壽山仁智殿，丁丑 (1277)，円大�壽萬安寺，二十六年己丑 (1289) 自仁智，奉

�居於寺之後殿焉”，『佛祖歷代*載』卷二二“��旃檀瑞宴，歸內宮，安奉萬歲山仁智殿，爲

見世之寶”，『析津志輯佚』「寺觀」《寶集寺》“至元二十二年，世祖皇�円�壽萬安寺於怨都”。

342) Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 263b, MS : Taškent, f. 233a-233b. 系瓜としてイスタンブ

ル・タシュケント本に先行する 2 種のパリ本には，この記営がない。なお，�中の舍利に關

して，居庸關の門洞內のパクパ小字，ウイグルの頭韻祈��に śarir/šarir と見える (村田治

郞『居庸關』第一卷京都大學工學部 1957 年 pp. 258-259, p. 262, p. 276, Rub. Ⅱ, Rub. Ⅲ.)。

大u永樂五年の「荊瑪巴爲u太祖薦福圖」(甲央・王u星n�『寶藏――中國西藏歷��物』

第三册 �華出版社) でも“舍利”をペルシア語で shālīあるいは shīlīと5寫する。『霏·

錄』“舍利，按佛書云室利羅，或設利羅。此云骨身。印云靈骨。卽g$骨分*名舍利…”。

343) Nuzhat al-Qulūb, MS : Paris, f. 332a, The Geographical part of the Nuzhat-al-Qulūb, p. 181.

344) Nuzhat al-Qulūb, MS : Paris, f. 289a-289b, f. 332a, The Geographical part of the Nuzhat-al-

Qulūb, pp. 90-91, p. 181.

345) Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 160a, f. 163a, MS : Taškent, f. 132b, f. 134b, MS : Rampur, p.

27, Shu‘ab-i Panjgānah, f. 114a.

346) Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 167a, MS : Taškent, f. 138b, MS : Rampur, p. 44.

347) Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 159a, f. 162b, MS : Taškent, f. 131b, MS : Rampur, p. 25,

Shu‘ab-i Panjgānah, f. 113a.

348) Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 166a, MS : Taškent, f. 131b, MS : Rampur, p. 41.

349) Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 156b, f. 162a, MS : Taškent, f. 129a, MS : Rampur, p. 19,

Shu‘ab-i Panjgānah, f. 113a，『元�』卷一五「世祖本紀」[至元二十五年春正l庚寅]“賜諸

王火你赤銀五百兩，珠一索，錦衣一襲”，[至元二十六年二l]“己未 (9 日)，發和林糧千石

賑諸王火你赤部曲”。
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350) Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 166b, MS : Taškent, f., 138a, MS : Rampur, p. 42..

351) Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 159a, f. 162b, MS : Taškent, f. 131b, MS : Rampur, p. 25,

Shu‘ab-i Panjgānah, f. 113a.

352) Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 300a, MS : suppl. persan1561, f. 18b-19a, MS : suppl.

persan209, f. 387a-387b.

(ガザン・カンは)「俺
わ

が父は佛敎の信徒で�っ來
た

。F
そ

�
れ

に依っ着
て

死去し了
た

。自己の爲
ため

に

佛堂・寺院を創円し，F
それ

根底
に

，F
そ

�
の

群衆の名分を將て，寄'し着
て

�來
い た

。却って俺
われ

はその

佛寺を衛壞し來
た

也
ぞ

。你
おまえ

每
たち

は彼處に去
ゆ

者
け

。�ん着
で

喜rを£
くら

っ着
て

在者
あ れ

」とて宣諭した。その

餘暇に，后妃たち，官人
ノヤン

たちは「你
あなた

の父は寺院を創円し，自己の s
̇
ūrat圖宴／御容をそ

の堂の四方の壁に做
な

し着
て

%來
い た

。如
い

今
ま

，衛壞し着
て

�
い

る上頭
の で

，·・雨が你
あなた

の父の諸の圖宴／

御容に影っ着
て

�
い

る。他
かれ

は佛敎の信徒で�っ來
た

。若
も

しF底
そ こ

の地面を繁榮せ敎
し

めた呵
ら

，你
あなた

の

父の靈魂の安寧の事由，且つ他
かれ

の好
よ

き名聽を做
な

す也
だろ

者
う

」とて奏した。(ガザンは) それを

准
ゆる

さず，聽き入れなかった。

353) 『秋澗先生大d�集』卷四四「雜著 (戊子／至元二十五年／ 1288)」“
年，畫師覃人孫某，

奉詔J寫太祖�武皇�與睿宗景襄皇�御容，¼奉'，上4其惟ß，至泣下沾襟，宣賜甚渥”，

『楚國�憲公·樓�先生�集』卷七「凉國敏p公神¯碑」“若佑��之ß貌如生，若護國仁王

之莊嚴無上，若西園之玉塔陵空，皆公心匠之權輿…印J寫世祖，順�二御容織幀，奉安于仁

王萬安之別殿…印命織成裕宗，祐�二御容奉安於萬安寺之左殿”，『元代畫塑記』「御容」(『廣

倉學宭叢書』)，『析津志輯佚』「祠� 儀祭」pp. 63-65. もっとも，ティベット佛敎に限らず，

雜劇の壁畫で�名な山西ö陽路趙城縣の廣f寺にも，皇家祝壽の場であることを理由に，中

瓜元年に印�された『金藏』，クビライの御容，佛舍利が下賜されていたし，ö陽路臨汾縣の

堯�にも“世祖皇�の影殿”が設置されていたという。王剌哈剌 「重修u應殿之碑」(『三

晉石刻大d・臨汾市洪洞縣卷 (上)』三晉出版社 2009 年 pp. 72-75.)，「田宅�旨之記」

(『三晉石刻大d・臨汾市堯都區卷』三晉出版社 2011 年 pp. 53-54.)

354) Nuzhat al-Qulūb, MS : Paris, f. 318a-318b, The Geographical part of the Nuzhat-al-Qulūb, p.

150.

355) Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 278a, MS : Taškent, f. 252a. 2 種のパリ本には，卽位hにガ

ザンが円立した佛寺の記営はない。なお，ティベットにフレグ家――ガザンのg領があった

ことは，『百萬の書』でも言及される。Il Milione, cap. 117, p. 113.

356) Histoire de Mar Jabalaha Ⅲ et du Moine Rabban Çauma, p. 92, The Monks of Kûblâi Khân

Emperor of China, pp. 195-196.

357) Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 266a, MS : Taškent, f. 236b, MS : suppl. persan209, f. 327 b.

358) Il Milione, cap. 174, p. 176, Marco Polo Milione, cap. 106, pp. 306-307, I Viaggi di Messer Marco

Polo, Libro Terzo, cap. 19. f. 53a.

359) Il Milione, cap. 193, p. 209, Marco Polo Milione, cap. 125, pp. 426-427, I Viaggi di Messer Marco

Polo, Libro Terzo, cap. 37. f. 58b.

360) 『集�』「フレグ・カン紀」【かれの后妃たちの詳細・解說】

かのじょ (=Tūqtanī/Tūqtaī) の斡耳朶／宮帳は，Kūgāchī khātūn ――かのじょは大

ブルガン・カトンと親戚であったため，カアンの御許から連れてこられていた。そして

イスラームの君n (=ガザン) の皇妃であった―― に與えられた。695A. H. 8 l

(1296 年 6l) に身罷った。

Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 219a, MS : Taškent, f. 188b, MS : Rampur, p. 162.

『集�』「ガザン・カン紀」【かれの后妃たちの詳細・解說】

[第五は／そのご]，大ブルガン・カトンの親戚のうちMughūlistān から連れて來られた

Kūgāchī khātūn[。／を娶り]，かのじょは (フレグ・カンの時代の) トクズ后
カトン

[の位

置，トクタイ后
カトン

の宮
オル

帳
ド

に／ならびにトクタイ后
カトン

の位置] に坐せられた。

Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 271b, MS : suppl. persan 209, 337a.

『元典違』が語るフレグ・ウルスの重大事變
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361) Il Milione, cap. 18, p. 11, I Viaggi di Messer Marco Polo, Libro Primo, cap. 1. f. 3b.

362) Abūʼl-Qāsim ʻAbd- Allāh bn. Muh
̇

ammad al-Qāshānī, Tārīkh-i Ūljāītū Sult
̇
ān, MS. Istanbul,

Süleymaniye kütüphanesi, Ayasofya3019, f. 140b, f. 149a.

363) 『集�』部族志「オロナウト部族」《第一子コンコタン (の系瓜)》に

かれらの後裔について，この田地／邦土 (=フレグ・ウルス) においては，任務以てカ

アンの御'に去
い

ったことがある Jibkān 只不干 khatūn の夫で Tūnsahという小名の�
もの

と

Abishuqā阿必失呵がいる。

とある。Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 34a, MS : Taškent, f. 34b, MS : Tehrān, f. 33b,

Taʼrīkh-i Vas
̇
s
̇
āf, Bombey, p. 456, MS : Istanbul, Nur-osmaniye3207, f. 103a.

364) Jāmi'al-Tavārīkh, MS : suppl. persan209, f. 343b.

ガザンは，一ヵl後，其處から狩獵しながらh去した。Abahar の城子に到ると，父ア

ルグン・カンのy臣たちがクビライ・カアンの御hから歸tして，拜謁の榮譽に參上し

た。ブルガン・カトンの地位にかのじょの親戚のなかからKūkāchīn という小名の娘を，

Khitāy漢兒
キタイ

の tanksūq 珍貴の品々，Chīnī蠻子
マンジ

の精緻な品々とともに連れてきており，

宗王のdき位階・格式を以て Kūkāchīn khātūn をかれの結婚の契$ (=婚書) の枷の內

に容れた。珍貴の品々の山から，恐ろしい龍のような咆哮する虎をガイハトゥに[った。

Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 275a, MS : Taškent, f. 248b.

一ヵl後，吉祥なる諸旗はホラーサーンの方面に向かい，Abahar の城子にて，Kwājah

以下y臣たちの一團 ――大ブルガンの親戚のなかから一人を連れてきてかのじょの地位

に坐せしめるために，アルグン・カンがカアンの御hに�わしていた―― に出くわした。

Kūkāchīn khātūn を君王たちにふさわしい Khitāy 漢兒
キタイ

と Chīnī 蠻子
マンジ

の tanksūq 珍貴の

品々とともに將來しており，ガザン・カンは其處に下營を命じ，Kūkāchīn khātūn を娶っ

た。床入りの事が完了後，それらの珍貴の品々から虎一Rをそのた�分の品とガイハトゥ

への御許に[った。

365) 『永樂大典』卷一九四一八「站赤三・經世大典」15b

366) おそらく『永樂大典』卷一九四一八「站赤三・經世大典」7a-7b【廩給司荏八Ë】に記錄さ

れる“[至元二十四年四l]二十五日，尙書省定擬廩給司久館y臣分例，令*政院，兵部一同

分揀Ë數，行移合屬，移例荏給…一，阿魯渾大王下!臣寄1馬，奉�旨賜D宋宮女朱氳氳等

三人，e從者一名”も一行に含まれていただろう。このT宋の宮女が，『百萬の書』にいう

“蠻子
マンジ

の王の娘”を指すと考えられる。Il Milione, cap. 19, p. 13.

367) 『*制條格』卷二七「雜令」【蒙古男女µ海】が

至元二十八年六l初一日，欽しんで奉じたる�
ジャル

旨
リク

に「泉州のF
そこ

裏
のもの

每
たち

が『海»の裏
うち

に蒙
モン

古
ゴル

の男子，­女人每
たち

を，賣買を做
な

す�
もの

が囘
サルタ

囘
ウル

の田地裏
に

，忻
ヒン

都
ドゥ

の田地裏
に

�
い

き將
も

て去
ゆ

く�
もの

が

�
い

る』麽
とい

¯
って

聽
きこ

し得來
た

。如
い

今
ま

，『�書を行
くだ

して禁$せ者。休
な

將
も

て去
ゆ

か敎
し

め者
そ

。將
も

て去
ゆ

く人は

罪µに�
あ

者
れ

』麽
とい

¯
って

，�
ジャル

旨
リク

が了
なった

也
ぞ

」。此レヲ欽シメ。

と営べるように，この頃には，モンゴルが奴隸として海外に賣られる事例が出てくる。『元

�』卷十六「世祖本紀」[至元二十八年] は，“六l丁卯朔，禁蒙古人�囘囘地爲商賈者”と

纏めるが，『元典違』卷五七「𠛬部十九・諸禁」《雜禁》【禁販下番人口馬疋等物】(大德七年)

“體知得：一等不畏公法之人，��將蒙古人口販入番邦a易。若��反者，嚴行斷罪。今從下

番»隻開洋之際，仰市舶司官用心搜檢，如�將帶蒙古人口，隋卽拘留，發付g在官司，解省”

の例からも，『世祖實錄』もしくは『元�』の�纂官が，完dにモンゴル語直譯體を讀み�っ

ていることがわかる。

368) Il Milione, cap. 146, pp. 138-139, I Viaggi di Messer Marco Polo, Libro Secondo, cap. 62. f. 42a.

369) 『モンゴル�國が生んだ世界圖』，杉山正u「東西の世界圖が語る人類�初の大地ö」(=井讓

治・杉山正u・金田違裕�『大地のß宴』京都大學學#出版會 2007 年 pp. 54-83.)

370) Nuzhat al-Qulūb, MS : Paris, f. 294b, The Geographical part of the Nuzhat-al-Qulūb, p. 101.

371) Nuzhat al-Qulūb, MS : Paris, f. 294b-295a, The Geographical part of the Nuzhat-al-Qulūb, p.

東 方 學 報

338〔213〕



102.

372) Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 266a, MS : Taškent, f. 236a-236b, MS : suppl. persan209, f.

327b.

373) 『元�』卷十四「世祖本紀十四」[至元二十三年十一l]“丁丑，命塔
タガ

叉兒
チャル

・忽
ク

難
ラン

y阿兒
ア ル

渾
グン

”。

374) R. J. Pujades, Les cartes portolanes : La representació mediecal d’una mar solcada, Barcelona,

2007, C. Hofmann & H. Richard & E. Vagnon, L’age d’or des cartes marines : Quand l’Europe

découvrait le monde, BNF, 2012, И. К. Фоменко, Образ мира на старинных портоланах,

Москва, 2011, M. Kupfer, The lost wheel map of Ambrogio Lorenzetti, The Art Bulletin, Vol.

78, No. 2, 1996, pp. 286-310.

375) 宮紀子「江戶時代に出土したa多�福寺の銀錠について」(『高田時雄敎±i職記念東方學硏

究論集 (日英�分册)』臨川書店 2014 年 6l pp. 241-253.), N. Miya, “Knowledge” East and

West during the Mongol Period, Acta Asiatica, No. 110, Feb/2016, pp. 19-37.

376) Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 266a, MS : Taškent, f. 236b, MS : suppl. persan209, f. 327a.

377) Jāmi'al-Tavārīkh, MS : suppl. persan1113, f. 207a, MS : suppl. persan209, f. 329a-329b.

378) 本田實信「スルターニーヤ円都考」(『東方學會創立四十周年記念東方學論集』1987 年 のち

『モンゴル時代�硏究』pp. 343-356. に收錄)

379) 『天下同�h甲集』(臺灣國家圖書館藏影元抄本) 卷十六黃�仲「大都賦」，東亞考古學會

『(東方考古學叢刊乙種第二册) 上都：蒙古ドロンノールに於ける元代都址の;査』1941 年，

魏堅『元上都 (上)(下)』(中國大百科d書出版社 2008 年)，中國歷�a物館遙感與航空撮

影考古中心・內蒙古自治區�物考古硏究g『內蒙古東南部航空撮影考古報吿』(科學出版社

2002 年)

380) 『類�長安志』(靜嘉堂�庫藏u抄本) 卷六「泉渠」《龍首渠》“至元甲子 (元年／1264)，賽ö

違復引水入城中，至元十年復開，五季後涸。渠自長樂坡西北液入王城，一渠西液，灌興慶池，

經f棠坊，西京城，經少府・錢監・都水監・靑蓮堂，西入熙熙臺，西入城濠，令渠廢水，不

復入京城”，Il Milione, cap. 111, p. 107, I Viaggi di Messer Marco Polo, Libro Secondo, cap. 34. f.

33b, 寧夏�物考古硏究g・固原市原州區�物管理g『開城安西王府$址勘探報吿』(科學出

版社 2009 年)

381) 杉山正u「クビライと大都」(『中國
世の都市と��』京都大學人�科學硏究g 1984 年

のち『モンゴル�國と大元ウルス』pp. 128-167. に收錄)，首都a物館�『大元三都』(科學

出版社 2016 年)

382) Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 210b, MS : Taškent, f. 175a, MS : Rampur, pp. 132-133, MS :

London, f. 62b.

383) 『イスラムの繪畫』fig. 26, pp. 142-143.

384) Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 216a-216b, MS : Taškent, f. 185b-186a, MS : Rampur, pp.

156-158, MS : suppl. persan1113, f. 139a, MS : suppl. persan209, f. 267a-268a, Majmū‘a -i H
̇
āfiz
̇

Abrū, MS : Istanbul, Topkapı Sarayı Müsesi, Kütüphanesi, Baghdād köšük282, f. 431b.

385) MS : suppl. persan1113, MS : suppl. persan209, MS : Rampur, Majmū‘a-i H
̇
āfiz
̇
Abrūは，

【Tangqūt 河西の邦土／田地における君王で木
ム

&
ス

兒
ル

蠻
マン

となっていたクビライ・カアンの

子 Nūmghān�
ノ

木
ム

罕
ガン

／Sb賀の子 Anandah 阿
アー

難
ナン

答
ダ

大王の記，およびその邦土の諸事�

に關する些かの解說とかれの王國の狀況報吿】アーナンダ大王はクビライ・カアンの年

長の息子ノムガンの子である――ノムガンは Qāīdūカイドゥの討伐軍においてかれの

仲閒であった宗王たちが	き捕虜にされ，Jūchī ジョチの aurūq<Mon. aʼuruq 老營／

ūrūq<Mon. uruq 宗族・子孫のもとに[られた。Tūdā-Mūnkkāがかの ūlūs<. Mon. ulus

國土の君nとなった時分に，策を弄してクビライ・カアンのもとに[ってきたが，哀し

き哉，まもなくñ去した。テムル・カアンは，クビライ・カアンがノムガンに與えてい

た軍勢およびかれのものであったTangqūt の邦土を，體例に依って (そのまま) アーナ

ンダに±與した…ノムガンは子女が育たなかったので，アーナンダを…
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と勘�いによる�報をしるす。じつは，これは草稿段階・ガザン時代當初の『集�』のXを

傳えたものにほかならない。Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 207b, MS : Taškent, f. 177a.

MS : London, f. 65a. の「クビライ・カアン紀」の中書省・行省一覽表に

11 番目の省Kīnjānfū京兆府：Tangqūt 河西の田地の諸城子から成り，Nūmghān�
ノ

木
ム

罕
ガン

の子 Ananda 阿
アー

難
ナン

答
ダ

がこの邦土にいる…アーナンダの yūrt 營盤はその名が Chaghān-

nāūr<Mon. Čaqan naʼur 白海 (=開成府) の地にあり，qarsī<Tur. qaršı 宮殿／行邸を

円てている。

Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 215a. MS : London, f. 77b. の「テムル・カアン紀」に

Nūmghānの子 Ananda ugūl<Tur. oğul 大王

と，修正し忘れた箇gがのこっている。イスタンブル本等の修正は，オルジェイトゥに仕え

た 大
イェケ・

官人
ノヤン

の第 24 位，アーナンダのウルスからきた Sarāqān/Saraqān Bāshqird の�報に依

據した可能性もある。Abūʼl-Qāsim ʻAbd-Allāh bn. Muh
̇

ammad al-Qāshānī, Tārīkh-i Ūljāītū

Sult
̇
ān, MS. Istanbul, Süleymaniye kütüphanesi, Aya Sofya Cami3019, f. 140b, f. 149a.

386) 『元�』卷七「世祖本紀」[至元九年]“冬十l丙戌朔，封皇子忙
マン

哥
ガ

剌
ラ

爲安西王，賜京兆爲分地，

¥兵六盤山”，卷十四「世祖本紀」[至元二十四年冬十一l]“丁酉，桑哥
サンガ

言「先是皇子忙哥剌

封安西王，瓜河西・土番・四川諸處，置王相府，後封秦王，綰二金印。今嗣王阿
アー

難
ナン

答
ダ

仍襲安

西王印，弟按
アル

攤
タン

不
ブ

花
カ

別用秦王印，其下復用王傅印行，一藩而二王，恐王於制非宜」。詔以阿難

答嗣爲安西王，仍置王傅，而上秦王印，按攤不花g署王傅罷之”，卷十五「世祖本紀」[至元

二十六年夏四l甲戌]“罷皇孫按攤不花g設斷事官也
イェ

先
セン

，仍收其印”，卷十七「世祖本紀」[至

元三十年十二l]“丙午，以鐵
テク

赤
シ

，脫
トク

脫
ト

木
ム

而
ル

，齩
ヤゥ

�
ジュ

，拜
バ

q
ヤン

四人，竝安西王傅”，卷十九「成宗

本紀」[元貞二年春正l丙戌]“安西王傅鐵
テク

赤
シ

・脫
トク

鐵
テ

木
ム

而
ル

等復p立王相府。�曰「去歲阿
アー

難
ナン

答
ダ

已嘗面陳，ú以世祖定制諭之。今復奏p，豈欲以四川・京兆悉爲彼�耶？賦稅・軍站，皆�

廷g司。今姑從汝p，置王相府，惟行王傅事」”

387) 『國��類』卷六五元u善「ö違政事廉�正王神¯碑」“右丞相安
アン

越
トム

奏「王行省河西」，上曰

「河西，諸王列地，希憲執法，於ú6無g曲從，豈聽宗王語者」”，『元�』卷一二六「廉希憲

傳」“京兆�制隴蜀，諸王貴藩分布左右，民雜羌戎，尤號難治”。

388) 『囘囘館譯語』「雜字」【地理門】“陝西：欽張夫 Kinjānfū”，『畏兀兒館譯語』「地名門」“陝

西：勤昌府”。Hu lan deb ther『紅�』も長安をKin jaṅ hh
̇

u と表記する。『百萬の書』にいう

Quengianfu/Cacianfu/Quenzanfu。Il Milione, cap. 111, p. 107, Marco Polo Milione, cap. 50. pp.

120-123, I Viaggi di Messer Marco Polo, Libro Secondo, cap. 34-35. f. 33b., Jāmi'al-Tavārīkh,

MS : Istanbul, f. 207b, MS : Taškent, f. 177a, MS : Rampur, p. 139.『フゥラン・テプテル』p. 58.，

「龍門円極宮碑・碑陰」(蔡美彪『八思巴字碑刻�物集釋』中國社會科學出版社 2011 年

pp. 3-27.)“皇子安西王令旨…鼠兒年 (1276) 正l二十六日京兆府�時分寫來”。

389) 『百萬の書』では Canpiciou/Campciu/Campion と表記。Il Milione, cap. 62, p. 48, Marco Polo

Milione, cap. 36, pp. 90-93, I Viaggi di Messer Marco Polo, Libro Primo, cap. 39. f. 13 a.

『集�』「クビライ・カアン紀」の中書省・行省一覽表に

12 番目の省 Qamjū甘州：同じく Tangqūt 河西の田地の諸城子から成っている。ひじょ

うに廣大な田地，べらぼうな數の�民である。Ājīqī阿
ア

只
ジ

吉
キ

がそこに坐す。

とu記されるごとく，チャガタイ家の¥屯地。Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 207b, MS :

Taškent, f. 177a, MS : Rampur, p. 137.

390) 『元�祕�續集』卷二 5a1

額舌里中合牙 額舌里折兀宜

Eri-qaya Eri- ȷ̌eʼü-yi

寧 夏 西 凉 行

『畏兀兒館譯語』「地名門」“凉州：額兒焦”。これは，『元�』卷一四九「耶律留哥傳」に見え

る河西の阿里湫城，『百萬の書』にいう Erginul/Ergiuul にほかならない。『元�』卷一六八

「陳祜傳」に“西凉隸永昌王府”，『元典違』卷七「�部一・官制」《職品》に“永昌西涼府”
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とあるごとく，オゴデイ系コデン家の諸王が�まった。Il Milione, cap. 72. pp. 58-59, Marco

Polo Milione, cap. 39, pp. 94-99, I Viaggi di Messer Marco Polo, Libro Primo, cap. 50. f. 15b-16a.

391) 5價からすれば，『紅�』にみえるHa la çan 賀蘭山 ―― 『元�祕�續集』卷二 4b3 の

阿剌篩

Alašai

賀蘭山名

『百萬の書』が Egrigaia と表記する Eri-qaya寧夏のn4都市 Calacian。『元�』卷六〇「地

理志」にいうように，チグゥ系コンギラト駙馬家の分地のひとつ。『フゥラン・テプテル』

pp. 56-67. Il Milione, cap. 73, p. 60, Marco Polo Milione, cap. 40, pp. 98-99, I Viaggi di Messer

Marco Polo, Libro Primo, cap. 51. f. 16a.

392) テュルク語で“白い城子”の謂い。『百萬の書』の Acbaluc Mangi/Acbaluch Mançi/

Achbaluch Mangi。京兆府から西に二十日行�とされ，Cunchin 鳳・金地方 (『至正條格』卷

五「斷例」《職制》【枉¯馳驛】に“成都・興元・安西等處”と竝列される興元路) と四川の

成都府 Sindiufu/Sindinfu の閒に記営される。成都路と同じ上路にランクされ漢兒
キタイ

(華北) の

Aq-balıq 眞定路と漢字5が似る重慶路。�暑で知られ，いかに軍事の重4據點でもここに¥

屯するなどほとんど
液處分に等しいと思われるが，アーナンダの兄弟で「秦王」にまつり

上げられたアルタン・ブカ (大德十年よりかなりhにñ去) の營盤か。『秋澗先生大d�集』

卷九〇「±民三十五事狀・!奪民利不±等事」【定奪官地給民】に“京兆路州郡g�營盤草地

極廣，舊爲探
タ

馬
マ

赤
チ

牧馬地面，n年�T西屯M…”とある。あるいは『元�』卷十四「世祖本

紀」[至元二十三年六l乙巳] に“皇孫鐵
テ

木
ム

兒不花
ル ブ カ

¥營亦奚不薛，其糧餉仰於西川，�且不±，

徙重慶府”というごとく，ティベットの河州に據點を置いた西ö王奧
アウ

魯
ルク

赤
チ

(クビライの庶子)

の子で，のちに鎭西武靖王に任じられたテムル・ブカの營盤だったか。いずれにしても，そ

れはおそらく合州�魚山にあった。重慶路下の涪州は生薑の名產地で，『重修政和經�證類備

用本草』卷八「草部中品之上」に揷繪が載る點も，『百萬の書』の記営と合致する。『元�』

卷六〇「地理志」“至元十年，皇子安西王分治秦・蜀”，『國��類』卷二二姚燧「q釐寺碑」

の“至元九年，詔立皇子爲安西王…u年，至長安營于素滻之西，毳殿中峙，衞士u列，車閒

容車，帳閒容帳，#原絡野，周四十里，中爲牙門，譏其入出…其時揵河之外，秦固內地，敎

令之加，于隴，于涼，于蜀，于羌，諸侯王・郡牧・蕃¬，星羅棊錯於是閒者，靡不輿金篚帛，

效馬獻掩，輻輳庭下，勃磎竭蹷，如恐于後”という記営，『永樂大典』卷一九四一七「站赤

二・經世大典」15b の“安西行省，四川行省，西夏行省，甘州行省”，16a の“西川，甘州，

中興，京兆”行省，『元�』卷 六〇「地 理 志」の“秦蜀行省”なる區分・呼稱も參 照。Il

Milione, cap. 113, p. 108, Marco Polo Milione, cap. 52, pp. 122-125, I Viaggi di Messer Marco

Polo, Libro Secondo, cap. 35. f. 33b.

393) 『大元馬政記』11a (『廣倉學宭叢書』甲類第一集)「和買馬」[至元二十六年十二l七日]“京

兆等二十四處城池”，18b「刷馬」[至元三十年三l二十二日]“總帥府紅胖襖二十四城”，『元

�』卷十四「世祖本紀」[至元二十三年春正l]“癸未，罷鞏昌二十四城拘榷g，以其事入�

司”，卷十九「成宗本紀」[大德二年五l己酉]“詔總帥汪惟正gS二十四城，�安西王，諸王

等幷朶思ë來寓者，與�戶均當賦役”，『隴右金石錄』卷五「汪義武公神¯碑」“癸卯 (1243)

春，公且疾，忽被召，卽戒ñ，卽見賜虎符，擢±宜都總帥，手詔撫秦・鞏・定西・金・蘭・

洮・會・´・隴・慶陽・c涼・德順・鎭・戎・原・階・成・岷・叠・西和二十餘州，事無巨

細，惟公裁决”，『怨�事�類4õ箚靑錢』外集卷二「方輿f紀・下」【鞏昌±宜都總帥】。な

お，1972-79 年，甘肅省定西市漳縣で，汪世顯・汪惟正父子等オングト一族の墓の發掘;査

が行われ，墓誌銘や牌子
パイザ

・瑠璃碗などの副葬品が出土した。甘肅省a物館・漳縣��館「甘

肅漳縣汪世顯家族墓葬」(『�物』1982-2, pp. 1-13.)，『甘肅省a物館�物精品圖集』(三秦出

版社 2006 年 pp. 262-280.)，汪楷『隴西金石錄 (上)』(甘肅人民出版社 2011 年)。「重修

崇壽寺記 (皇慶元年立石)」(『三晉石刻大d・晉城市澤州縣卷 (上)』山西出版傳媒集團・三

晉出版社 2012 年 pp. 98-99.) にみえる“�師堂下宣±臨洮府都僧錄智鑑圓u大師V土番二
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十四州等處釋敎都總瓜g…”の行政區分も�目される。

394) 『囘囘館譯語』「人物門」“佛：but 卜忒”とするが，¯敎信者を含む可能性も排除できない。

395) Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 197a, f. 198a, f. 215a, MS : Taškent, f. 166b, 167b, MS : St.

Petersburg, PNS46, f. 215b, MS : Rampur, p. 116, Shu‘ab-i Panjgānah, f. 133b.

[クビライ・カアンの]第三の息子：Mīnk(la)qan>Mankqalān/Mānkqālān 忙
マン

哥
ガ

剌
ラ

：やは

り Chābūn khātūn 察
チャ

必
ブイ

皇
カト

后
ゥン

のg生。 大
イェケ・

妃
カト

子
ゥン

がおり，名は Qūtūī ――その6味は泳語

で khudāvandzādah神
かん

n
ぬし

の子である――，Qunqūrāt コンギラト族の Alchī nūyān 按
アル

赤
チ

官人
ノヤン

の孫娘で，三人の息子をもうけている。この詳細・順番は，第一子：Arslān Būqā

第二子：Altūn Būqā>按
アル

檀
タン

不
ブ

花
カ

第三子：Anandah (Āyan andah/Īn Ānandah) 阿
アー

難
ナン

答
ダ

。[この名hの由來は以下のごとくである。とうじ
íの邦土に] ある敵の部族集團が

おり，かれらの官人の名がアーナンダだった。かれはまさにその名を付けられた。木
ム

&
ス

兒
ル

蠻
マン

であり，[カアンはかの] Tangqūt 河西の邦土／田地を彼に tūsāmīshī委任している。

かれには息子が一人あり Ūrūk-Tīmūr という名で，娘も一人もうけている。[かのじょ

の名hは不u]。

商挺「創修崆峒山寶慶寺碑記」(王大睿・吳景山『崆峒山金石校釋』甘肅��出版社 2014

年 p. 5.)

安西王e妃�
スル

多
ド

禮
リ

，世子阿
アー

難
ナン

丹
ダ

，帖
テ

古
グ

思
ス

不
ブ

花
カ

，阿
ア

董
ドゥク

赤
チ

，公�訥
ナム

論
ルン

，�
ブ

演
ヤン

怯
ケ

力
ル

蜜
ミ

失
シュ

『楚國�憲公·樓�先生�集』卷八「秦國先墓碑」

皇孫阿
アー

難
ナン

答
ダ

…安
アル

灘
タン

不
ブ

華
カ

，阿都直
アドゥクチ

三皇孫

396) 8 4 で営べたように，sartaq は囘囘 (商人) を6味するから，ウイグル佛敎かネストリウス

nキリスト敎の信者だったのだろう。ちなみに，同時{，アーナンダは，クビライの命令に

よりマンガラの時代から側付きだったウイグルのアトミシュ・テムルを，安西王府から�廷

の直屬へと移動せしめるべく，成宗テムルに上奏している。『元�』卷一二四「哈剌亦哈赤北

魯傳 附．阿��失帖木兒，阿í帖木兒」

397) Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 205b, f. 215a, MS : Taškent, f. 180a, MS : Rampur, p. 143.

【[クビライ] カアンの 大官人
イェケ・ノヤン

，かれら�力者たちの名と各々の職掌】…Nālīqū,

Jīrqalān，Jīrtaqū>Jīrqaqūのd三名は兄弟で，qušči皂鷹を養う�
のもの

每
たち

<Mon. šibawu-

či の長，察知したことは何でも首吿しµ捕せんとする tūtqāūl (<Mon. todqaʼul脫脫禾

孫)・gatūsūn (<Mon. geteʼülsün 窺探／隱密) の諸衙門の頂點にあった。Nālīqū/

Nālighūはカアンの}御の年に身罷った。

Shu‘ab-i Panjgānah, f. 133a.

Nālīqū : 大官人
イェケ・ノヤン

かつ qušči である。todqaʼul の tūman 萬戶たちの頭兒
かしら

に居ている。

Jīrqalān : 大官人
イェケ・ノヤン

かつ qušči である。諸衙門の頂點に自身の兄弟Nālīqū todqaʼul ととも

に居ている。

Jīrqaqū : 大官人
イェケ・ノヤン

であり qušči。諸衙門の頂點に兄弟たち todqaʼul の Nālīqū，Jīrqalān と

ともに居ている。

f. 134b-135a.

Chirghāghū nūyān : (缺)

Nālīqū : qušči の官人
ノヤン

である。クビライ・カアンの時代に權威があったことを以て，現在

も引き續き信任されている。

Jirqalān : qušči。クビライ・カアンの時代に權威があったことを以て，現在も引き續き

信任されている。

ȷ̌irqalang は快樂，ȷ̌irqaqu は快活�という6味であることからすれば，nariqu も現在のモ

ンゴル語の nargiqu 歡樂に
いか。

ナリクは『中庵先生劉�鯵公�集』卷四「故行中書省參議裴公神¯碑銘」「故行中書省參議

裴公墓誌銘」に言¼される，至元十二年の時點で鷹Qを領しクビライの側
として御�臺の

人事にも口を出せたS
ナ

里
リ

忽
ク

その人。
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ジルガランは『�學典禮』卷四「三敎$會」(至元三十年正l初九日)，『*制條格』卷二八

「雜例」《擾民》(至元三十年十一l二十九日)，『元典違』卷五七「𠛬部十九」《禁宰殺》【禁休

殺母羊】(至元三十年十二l)，同卷三八「兵部五・捕獵」《飛放》【禁 [放鷹搔] 擾百姓】(大

德二年五l) に見える昔
シ

寶
バウ

赤
チ

の長の只
ジ

兒
ル

哈
ガ

郞
ラン

。なお，兄ナリクの御�臺への關與，geteʼülsün

窺探／隱密の瓜括から，ジルガランも御�臺の高官だった可能性はあるが，『永樂大典』卷二

六〇八「御�臺三・憲臺*紀」9a【命只兒哈郞爲御�大夫】，9b【命禿忽赤爲御�大夫】，

11b【照刷樞密院�卷】，『元�』卷十八「世祖本紀」“[元貞元年正l] 癸丑，以太僕卿只
ジ

而
ル

合
ガ

郞
ラン

爲御�大夫”のジルガランは，『永樂大典』卷七三二九「只兒哈郞・經世大典」27b によ

れば“滅
メ

吉
ク

里
リ

臺
テイ

氏，至元二十四年±昭武大將軍太僕卿，元貞元年'階�德大夫，是年立西域

司，改±�德大夫御�大夫，太僕卿，西域親軍都指揮y司
魯花赤，佩虎符，Þ'榮祿大夫，

大德四年以疾卒…”とあるので別人。『永樂大典』卷二〇四二四「稷・太常集禮」18a-18b

【吿祭祝�】に見える，成宗テムルの卽位直後の國家祭祀においてカアンの名代に任じられた

ジルガランは，どちらを指すのか不u (この役は，そのご完澤
オルジェイ

丞相，ジャライル國王家の大

司徒兀
ウ

都
ドゥ

臺
タイ

，右丞相のハルガスン答
ダ

剌
ラ

罕
ガン

もつとめている)。

ジルカクはナヤンの亂の際，ジルガランとともにクビライの武帳／寢gの入り口を守った

クビライの側
中の側
，樞密院・*政院の高官只
ジ

兒
ル

哈
カ

忽
ク

――マルコ・ポーロの『百萬の

書』にも言¼される 36 萬の騎兵を瓜括する fauconer/falconieri=昔
シ

寶
バウ

赤
チ

集團の長で，狩獵の

解說にみえる toscaor/toscaol<tosqaul/tosquʼul Ê禦や ciunci/ciuici<güyügči 貴
グユ

赤
クチ

／%
はや

足
あし

・

放犬捕牲はその
下にあった。只
ジ

里
ル

哈
カ

乎
ク

は卽位した成宗テムルから寢殿に�く絨毯の相談ま

でWけているので，警護の職務と絕對�信賴は繼續していたとみてよいだろう。なお，ペル

シア語と漢��料との照合によってはじめて，todqaʼul が*政院，geteʼül が樞密院に瓜括さ

れていたこと―― 怯薛
ケシク

と漢語の「府號」「職掌」の對應關係が確`される。『國��類』卷

五三>集「上都留守賀公墓誌銘」，『¯園學古錄』卷十三「賀丞相神¯碑」，『大元馬政記』36a

(『廣倉學宭叢書』甲類第一集)「馬政雜制」[(至元) 二十七年十l二十八日]，『元�』卷十七

「世祖本紀」[至元三十年秋七l壬申]，卷二一「成宗本紀」[大德七年冬十l癸巳]，『永樂大

典』卷一九四一八「站赤三」16a【至元二十七年十二l二十六日】，卷一九四一九「站赤四・

經世大典」11b【元貞三年正l七日】，12b【元貞三年七l二十二日】，13b【大德四年十二l

二十一日】，卷一九四二三「站赤八・『六條政類』」19a【至元二十九年閏六l二十日】，21a

【至元三十年四l】，『�學典禮』卷四「三敎$會」[至元三十年正l初九日]，『大元氈罽工物

記』1a (『廣倉學宭叢書』甲類第二集)「御用」[大德二年七l二十六日], Il Milione, cap. 78, p.

67, I Viaggi di Messer Marco Polo, Libro Secondo, cap. 1. f. 20a.

398) 『永樂大典』卷二六〇八「御�臺三・憲臺*紀」10a-11a【整治事理】“大德元年四l初四日，

本臺官奏准御�中丞崔�德円言整治事理，開列於後…一．甘肅・陝西兩處行中書省，¶禦西

北邊境，諸王駙馬大軍M札去處，錢糧出入，荏持廣大。四川・雲南兩處行省，印係邊�蠻夷

地面，不漸聲敎，形勢險惡…”。

399) Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 277b-279a, f. 300a-300b, MS : Taškent, f. 252a, MS : suppl.

persan1561, f. 18b-19b, MS : suppl. persan209, f. 352b-354a, f. 387a-387b.

｢京師たるタブリーズ幷びにバグダード，其の它のイスラームの諸城の裏
うち

に，但
およ

そ�る

baqši 師父／·士每
たち

の�宇，寺院，キリスト敎會，ユダヤ敎會は都
みな

，破壞せ者
よ

」との敕

命が施行にJ加された (MS : Istanbul, f. 279a.)

(スルタン・ムハンマド・ガザン・カンは) 畏
ウイ

吾
グ

兒
ル

・蒙
モン

古
ゴル

の諸部族，āz
¯

ar-parsat 拜火敎

徒たち・but-parsat 偶宴崇拜者たちdてをイスラームの宗敎の輪の裡に將來せしめ，非

合法の諸々の寺院・�宇をすっかり廢除した。地表から衣敎徒・宗敎の敵對者たちを一

¦した (MS : Istanbul, f. 62b, f. MS : Tehrān, f. 56a.)

The Chronography of Gregory Abû’l Faraj Bar Hebraeus, vol. 1, 507, C. Melville, Pādshāh-i

Islām : The Conversion of Sultan Mah
̇

mūd Ghāzān Khān, Pembroke Papers 1, 1990, pp. 159-177.

400) 『日亞對譯・8解 �クルアーン』「110³助違 2」p. 804.
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401) Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Rampur, p. 125 で，クビライの子・孫の席にターバンXを以て描かれ

るのがアーナンダ。

402) 『國��類』卷二二姚燧「q釐寺碑」の“自餘商賈之租，農畝之賦，山澤之產，鹽鐵之利，不

入王府，悉邸自%。印u年，詔益封秦王，綰二金印。易府在長安者，爲安西。六盤者，爲開

成，皆聽爲宮邸用，不足，取之�廷，歲或多至楮Y貫計者百三十萬”と呼應する。

403) 禮拜用の宮帳は，ジョチ・ウルスはベルケの妻 Čeček-Qatun もg持していた。Матеріаловъ,

Относящихся къ Исторія Золотой Орды, Томъ I. p. 131, p. 478.

404) 『元�』卷十八「成宗本紀」[至元三十一年夏四l壬午，甲午]

405) 『元�』卷二〇「成宗本紀」[大德四年二l]“丙辰 (10 日)，皇太后}，u日祔葬先陵”，卷

一一六「后妃傳」

406) 『元典違』卷一「詔令」【大德改元】／『�元名賢播芳續集』卷五「大德改元詔 (元貞三年)」

“大德元年二= 日欽奉�旨��「ú荷天地之洪禧，承祖宗之丕祚，仰5成憲，庶格和ö。比

者，藥
ヨ

木
ブ

忽
ク

兒
ル

・兀
ウ

魯
ル

�
ス

不
ブ

花
カ

・朶
ド

兒
ル

朶
ド

壞
ガ

等，去¸效順，N衆內附，畢會宗親，釋／敍其罪戾。

�星芒之垂象，豈天6之儆豫，宜推一視之仁，w布Î怨之政，可改元貞三年爲大德元年云々”，

『¯園學古錄』卷二三「句容郡王世績碑」“元貞元年春t守北邊。二年秋，諸王從海
カイ

都
ドゥ

者，皆

來影。邊民驚動，王帥兵金山之玉龍海備之，�饋畢給，民用不擾，親o嶽
ヨ

木
ブ

忽
ク

[兒
ル

] 王以�”，

『山左金石志』卷二三姚燧「大元太師泰安武穆王神¯碑銘」“大德之元，	王嶽
ヨ

木
ブ

忽
ク

而
ル

，兀
ウ

魯
ル

�
ス

不
ブ

華
カ

來歸”。

407) Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 278a, MS : Taškent, f. 252a, La Flor des Estoiresde la Terre

D’Orient, Flos Historiarum Terre Orientis, Liber Ⅲ, Caput, ⅩⅩⅦ, Caput, ⅩⅩⅩⅧ, p. 176, p. 190,

p. 306, p. 315, La Historia del Signor Hayton Armeno, in secondo volume delle Navigationi et

Viaggi, cap. 15, p. 59a, cap. 24, p. 61a.

408) 『淸容居士集』卷三四「拜�元帥出y事實」“元貞二年，奉成宗旨，y西域哈
ガ

贊
ザン

王，愛其才，

以尙衣職。行軍�戰功，賞金符金帶，因令其入見于成宗，復賜虎符”，「元代奉y波斯y者�

墓碑」(吳�良原著・吳幼雄增訂『泉州宗敎石刻』科學出版社 2005 年 pp. 643-644.)“■■

■大元，'貢寶貨，蒙�恩賜賚。至於大德三年內，懸帶金字海靑牌面，奉y火
ホ

魯
ル

沒
ム

思
ズ

田地勾

當，蒙哈
ガ

贊
ザン

大王，特賜七寶貨物，Ì獻�廷，再蒙旌賞。自後囘歸泉州本家居�，不幸於大德

八年十■■■”。また，まさにこの閒 ―― 『元典違』卷二二「戶部八・課�」《雜課》【斡脫

每貨物�稅錢】に――

大德元年八l，福円行省の准
う

けたる

中書省の咨に [江浙行省の咨に「杭州稅課提擧司の申に『馬合
ムハン

謀
マド

Muh
̇

ammad は，

行泉府司が折到したる影眞・象牙等香貨の官物の付價三千錠の該�稅鈔一百錠につ

き，本人は�
ジャル

旨
リク

を賚
たまわ

り擎
ささ

げたれば，�稅に該せず。咨してpうらくは定奪せられ

んことを』。此レヲ准ケラレヨ」。大德元年五l初七日に於いて

奏µしたる事內の一件に「也&答兒
イ ェ ス デ ル

等江浙省の官人
ノヤン

每
たち

が說
い

い將
も

て來て�
い

る。『阿
ア

老
ラー

瓦 丁
ゥッディーン

ʻAlāʼ al-Dīn，馬合
ムハン

謀
マド

，亦
ユー

&
ス

福
フ

Yūsuf 等斡
オル

脫
トク

每
たち

は，【賣買を做
な

す呵
なら

，稅錢を與

うるを休
や

む】麽
と

¯
の

�
ジャル

旨
リク

を執り把
も

っ着
て

行くので�っ來
た

。怎
いか

生
でか

？』麽
と

¯
て

，說
い

い將
も

て來て�
い

る」と賽
サイイ

典
ドアジャ

赤
ッル

等

が奏して將
も

て來た。「拔赤拔�兒哈 bāj-i badraqah (=防[稅錢) は是
こ

れ稅錢の囘

囘の田地の裏
うち

に防�する �
ところの

體例にして，囘囘の田地の裏
うち

に到った呵
ら

，

�
ジャル

旨
リク

の體例に依り，休
あた

與者
えるな

。ò
こちら

裏
で

賣買を做
な

す呵
なら

，ò
こちら

裏
で

の體例の裏
うち

に依っ着
て

稅錢を�め

敎
さ

せた呵
ら

，怎生
いかがか

？」と奏した呵
ところ

，奉じたる

�
ジャル

旨
リク

に「F般者
そのようにせよ

」此レヲ欽シメ。]※

※ 『元�』卷十九「成宗本紀」[大德元年五l戊申]“J收諸位下爲商者制書，驛�。命囘囘人在內郡

諭商稅”，[秋七l甲申]“賜馬
マア

八
バ

兒
ル

國塔喜
タキー

二珠虎府”。

といった議論もみえ，大德元年hzに，フレグ・ウルスからの官»が到着していたことがわ

かる。
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409) 馬得志「西安元代安西王府勘察記」(『考古』1960-5 pp. 20-23+pl. 1.)，夏鼐｢元安西王府址和

阿拉伯數碼幻方｣ (『考古』1960-5 pp. 24-27.)。なお，これらのj方陣は 14.2 cm 四方で，

ジャライル�のスルタン・アフマドの印と同じ寸法である。Tabrīz 尺の參考になる。

410) 『祕書監志』卷七「司屬」“至元十五年十l十一日，司天少監のKamāl al-Dīn可馬
カマー

剌
ラッ

丁
ディーン

が照

得したるに；在先，敬奉せる皇子安西王の令旨に「可馬
カマー

剌
ラッ

丁
ディーン

をG
し

て每歲，推算・寫�せる

『囘囘曆日』兩本を�り將
も

て來させ者
よ

。此レヲ敬シメ」。今，已に至元十六年の曆日を推算し

工を畢る。年例に依り，合
まさ

に用うべき寫�の上等の囘囘の紙札は，合
まさ

に行うべくして祕書監

に申,し應付す”。

411) 靑海省�物處・靑海省考古硏究g�著『靑海�物』(�物出版社 1994 年 圖版 177)

412) AbūMuh
̇

ammad ʻAtā al-Samarqandī al-Sanjufīnī, Zīj, MS : BNF, Fonds Arabe 6040. このアラ

ビア語寫本は，各葉の端に「藏字○○號」と 1から 59 までの番號を振る。同じくシェフェル

がパリに將來した天�學のペルシア語寫本 Sharakh al-Dīn Muh
̇

anmmad al-Masʻūdī, Jahān

Dānish, MS : BNF, suppl. persan1306 も，各葉に「天字○○號」と 1 から 76 までの番號が振

られている。1338 年の書寫，ほとんどヌクタを付さない端整なナスフ體，中央アジアの特�

が`められるという。同時に一箇gのg藏機關で入手したものか。M. Ch. Schefer, Notice sur

les Relations des Peuples Musulmans abec les Chinois depuis lʼExtension de lʼIslamique jusquʼà

la fin du 15e Siècle, Centenaire de lʼEcole des Langues Orientales Vivantes, Paris, 1895, pp. 1-43,

H. Franke, Mittel-mongolische Glossen in einer arabischen astronomischen Handschrift,

Oriens, 31, 1988, pp. 95-118, 胡小�・魏梓秋「《u興野記》與u初河州�事考論」(『西北師大

學報』48-6 2011 年 pp. 57-64.)，『漢藏�集』pp. 161-162，『大u太祖皇�御製集』(舊北ö

圖書館藏u內府抄本) 卷六「諭元臣答
ダ

里
ル

ë
マ

剌
ラー

咱
ジャ

敕」“大u皇�敕諭大元皇�子，鎭西武靖王孫

答
ダ

里
ル

ë
マ

剌
ラー

咱
ジャ

…”。

413) Tārīkh-i Guzīdah, p. 588, The Taʼrikh-i Guzida, p. 579, Z
¯
afar nāmah, MS : London, f. 581b-

582a. なお，『心神の娛樂』「紀年類」は

694 年にイーラーンでガザン・カン竝びにモンゴル族の大部分がイスラームに歸依した。

官人
ノヤン

Shahīd faz
̇
l allah Naurūz al-Ghāzīの努力によってイーラーンd土の佛寺・キリスト

敎會の破壞がなされた。この福廕を以て，これより後，キプチャク草原の國
ウルス

では，チン

ギス・カンの子ジョチ・カンの後裔に屬するウズベク・カンが木
ム

&
ス

魯
ル

蠻
マン

になり，かの地

のモンゴル族の大部分がイスラームに入信した。また，これにJ隨して，その後，カア

ンの王國すなわち Khitā・Khutan・Chīn・Māchīn では，チンギス・カンの子トルイ・

カンの子クビライ・カアンの後裔に屬するアーナンダ・カアンが木
ム

&
ス

魯
ル

蠻
マン

たることをs

び，かれの部族もイスラームをなした。さらに，これらに贊同して，テュルクの王國で

は，チンギス・カンの子チャガタイ・カンの後裔に屬する君nタルマシリンが木
ム

&
ス

魯
ル

蠻
マン

になり，かれの部族も敬虔な信者となった。かくて四ウルスそれぞれにおいて，モンゴ

ル族が木
ム

&
ス

魯
ル

蠻
マン

たる名分を標榜した… (Nuzhat al-Qulūb, MS : Paris, f. 35a-35b.)

と，モンゴル�國のイスラーム�をdてガザンの功績であるかのように說く。.

414) 『楚國�憲·樓�先生�集』卷五「拂林忠獻王神¯碑」

415) Tārīkh-i Ūljāītū Sult
̇
ān, f. 153a.『元�』卷一一六「后妃傳二・答己」“大德九年，成宗不豫…

十一年正l，成宗}”。

416) Taʼrīkh-i Vas
̇
s
̇
āf, Bombey, p. 498, MS : Istanbul, Nur-osmaniye3207, f. 176a.

417) The Chronography of Gregory Abûʼ l Faraj Bar Hebraeus, vol. 1, p. 505, Histoire de Mar

JabalahaⅢ et du Moine Rabban Çauma, pp. 106-122, The Monks of Kûblâi Khân Emperor of

China, pp. 210-230, La Flor des Estoiresde la Terre DʼOrient, Flos Historiarum Terre Orientis,

Liber Ⅲ, Caput, ⅩⅩⅩⅨ, p. 191, p. 316, La Historia del Signor Hayton Armeno, in secondo

volume delle Navigationi et Viaggi, cap. 25, p. 61a.『元�』卷一二三「艾貌傳 附．也&臺兒」

418) Taʼrīkh-i Vas
̇
s
̇
āf, Bombey, p. 503, MS : Nur-osmaniye3207, f. 185a.

419) 『國�名臣事略』卷十一「參政商�定公」，商挺「創修崆峒山寶慶寺碑記 (至元十五年八l十

『元典違』が語るフレグ・ウルスの重大事變
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八日)」“龍飛之初，詔槊思吉亦里揀卜八黑思八大師，Ë寺上都大內之西南，車駕時�幸焉。

俾東宮皇太子¼以_諸王，皆師事之。至元九年十一=，分封安西王於秦，仍以師之叔父槊里

吉察思揭兀O戒弟子商從行，商旦夕持誦，修作佛事，小心精'，不懈益姶

䖍。安西王曁e妃�
スル

多
ド

禮
リ

・世子阿
アー

難
ナン

丹
ダ

・帖
テ

古
グ

思
ス

不
ブ

花
カ

・阿
ア

董
ドゥン

赤
チ

・公�訥
ナム

論
ルン

・�
ブ

演
ヤン

怯
ケ

力
ル

蜜
ミ

失
シュ

，咸O戒於商，師事之惟

謹。商p居ö涼之崆峒山，円設¯場，凡木石磚甓丹堊工役之費，皆王之g施豫，毫釐不入於

己，爲殿爲堂，輪姶

奂翬飛，金碧炫爛，無不讚歎。十五年秋八l落成。王與妃親詣其g設佛供，

周視規制，嘉其精敏，特±陜西四川西夏等路釋敎瓜攝，仍刻銀比三品印畀之”，「重修崆峒山

寺漢�碑 (至元三十年五l十五日)」(『崆峒山金石校釋』p. 8)“敬奉阿藍歹
アーナムダイ

安西王令旨…皇子

安西王令旨…”，『楚國�憲公·樓�先生�集』卷八「秦國先墓碑」“秦國康懿公※，別石八里

人也。世�令德，爲國中貴臣。至�敏公※，學業益懋。中瓜中，自其國來覲天光，世祖旣知

其家世甚盛，印知其學問�源，隨問隨對，上大器之，卽命*籍禁門，恒侍左右，誦說經典，

益久益親。賜侍宴衣冠・貂裘v・金帶・銀器・白玉佛宴・銀鈔等，h後相}，恩4良勤。且

謂皇孫阿
アー

難
ナン

答
ダ

曰「�爾良師，爾願學否？」對曰「果%良師，乃]願也」。X詔爲阿
アー

難
ナン

答
ダ

師，未

H忙
マン

哥
ガ

剌
ラ

太子薨，皇孫嗣爲安西王出鎭。順�皇后爲之/于世祖，願載師自隨行。上不允曰

「大乘都，我]須也。餘人則可」。旣而后印面/曰「大乘都，學業甚精，聰Q方正，俾T訓0

數年，諸子%成，然後乃U，若何？」上不得已，許之。辭行，三宮皆贈良馬・金錢。詔其子

大理都入侍裕宗于東宮，以�學供奉。順�印俾F
ノ

懷
ガイ

駙馬・八
バ

撒
サル

大王從之學。上印詔其子大慈

都，入侍禁中，與脫
ト

因
イン

俱以�學備4問。�敏旣西行，抵開城，安
アル

灘
タン

不
ブ

華
カ

・阿
ア

都
ドゥ

直
チ

三皇孫皆師

之。久而王將}征曰“八
バ

哈
ク

室
シ

老矣，其留c凉少休矣」。八
バ

哈
ク

室
シ

者，漢云·士也。衣時，�敏亦

曰「吾老矣。西來二紀矣。吾思見至¿也」。!/，王許之。X自c凉歸京師，姶

值世祖上賓，成

宗卽政，入見，上深嗟閔曰「先�]篤敬忱愛者也。今老矣。其以三品祿之」。X拜學士嘉議之

命，賜第于長安，賜寶鈔以養之”。

※ 康懿公 (益赫)−安惠公 (l朶識脫忽í)−(�敏公) 大乘都−大慈都・大理都

420) 『フゥラン・テプテル』p. 123.『漢藏�集』pp. 220-221.

421) 『民國怨安縣志』卷十四「金石」“安西王の令
ウ

旨
ゲ

の裏
うち

に：王傅の據
う

けたる常侍のÌに：元貞元

年三l初八日に中常侍の忙
マン

兀
グ

歹
ダイ
※が敬奉せる也力完妃子の懿

ウ

旨
ゲ

に：「河南府怨安縣燗柯山仙洞

は是
こ

れ咱
われ

每
ら

に屬する �
ところの

福を祈る仙洞で�る。如
い

今
ま

，F
そこ

裏
に

�む �
ところの

先生の孫¯先等が說
い

うに

は『ò
こ

の仙洞のs廽は他
かれ

每
ら

に屬する院家�
の

園林・地土で�る。歹
わる

い人每
たち

が斫伐・!奪・騷擾

する』麽
とい

¯
う

。你
おまえ

が安西王哥
にい

哥
さま

根底
に

õせ者
よ

。此レヲ敬シメ」。三l初十日に土壕斡
オ

魯
ル

朶
ド

に於い

て�
い

る時，濶
コ

濶
コ

朮
チュ

怯薛
ケシク

の第一日に，中常侍の忙
マン

兀
グ

歹
ダイ

が火
コ

兒
ル

赤
チ

の灰丹，4
イェグ

帖
デ

赤
チ

(=玉典赤) の

塔
タガ

察
チャ

兒
ル

等に對しõして奉じたる安西王の令
ウ

旨
ゲ

に「王傅を-
し

て牓�を與え禁$せしめ人を敎
し

て

hに似て騷擾するを休
や

めさせ者
よ

。此レヲ敬シメ」…

※ 『類�長安志』(靜嘉堂�庫藏u抄本) 卷五「寺院」《�》【三皇�】では“元貞改元三l，安西王�王

府右常侍火
コ

失
シュ

忒
テ

木
ム

兒
ル

，左常侍蒙
マン

古
グ

帶
ダイ

，中常侍李良弼”となっている。

422) 『隴右金石錄』卷五「高昌王世勳碑」，『¯園學古錄』卷二四「高昌王世勳之碑」，『雍>先生¯

園類稿』卷三九「高昌王世勳碑應制」

423) 『元�』卷三六「�宗本紀」[至順三年夏四l乙丑]“安西王阿難答之子l魯帖木兒，坐與畏兀

僧玉你
八�剌板�，國師必剌忒�失里沙津愛護持※謀不軌，命宗王・大臣雜鞫之，獄成，

三人皆伏誅，仍籍其家”，“六l己亥朔，以l魯帖木兒等罪詔吿中外，赦天下”，『元�』卷二

〇二「釋老傳・必蘭�識里」。

※ 『山居怨語』卷三“畏吾兒僧閭閭，嘗爲會福院提擧，國�沙津愛護持 šazïn ayγučï漢名總瓜”，『*制條

格』卷四「戶令」【女多蛍死】“哈兒沙沙津愛忽赤，旭列都瓜奏將來�…”，山田信夫『ウイグル�契$

�書集成 2』pp. 130-131.『金華黃先生�集』卷二四「遼陽等處行中書省左丞亦輦眞公神¯碑」“四世祖

小云失脫忽憐之官，爲吾魯阿烏只 (=愛兀赤)，譯言大臣也”。

424) 『國�名臣事略』卷四「ö違魯國�貞公」“康
カンク

里
リ

，則漢高車。其國內屬，質貴族子十人”，『高

昌館譯語』「器用門」“車：杭力 qanqli”，『金華黃先生�集』卷二八「敕賜康里氏先塋碑」，

『�林楊仲弘詩集』卷四「題康里氏家�」，『楚國�憲�雪樓�先生�集』卷十七「故昭勇大將
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軍欽
キプ

察
チャク

親軍都指揮y伯
バ

�
ヤ

烏
ウト

公墓碑」“杭
カン

里
クリ

，幕北旧國也。伯�烏氏，國中右族也”，

Itinerarium, cap. 18, p. 211.『集�』部族志は，オグズの 24 部落のひとつとしてカンクリ部族

をウイグルとカルルクの閒に擧げているが，カンクリ王國の歷�，モンゴルの各ウルスにて

活Yした高官の名などは一切とりあげていない。6圖�な操作とみなければなるまい。

425) Ta‘ríkh-i-Jahán Gushá, vol. 2, p. 198, MS : suppl. persan2018, f. 194b.

426) 『畫馬名品特展圖錄』(國立故宮a物院 1990 年 pp. 29-32.)，『大汗�世紀：蒙元時代�多元

��與藝#』(國立故宮a物院 2001 年 pp. 26-27.)

427) 『祕書監志』卷四「纂修」“[至元二十三年 (1286)] 二l十一日也
イェ

可
ケ

怯薛の第二日に於いてl
オ

赤
チ

園
チェ

兒
ル

・禿
トク

禿
ト

哈
ガ

・�
シュ

古
ク

兒
ル

赤
チ

の伯
バ

顏
ヤン

・怯
ケ

怜
レ

馬
メ

赤
チ

の愛
イー

薛
サー

等が德仁府の斡
オ

耳
ル

朶
ド

裏
に

�る時分當職に就

きたるに對し”とある。サイイド・アジャッルの孫の伯
バ

顏
ヤン

ö違は šibawuči。『元典違』卷三

八「兵部五・捕獵」《飛放》【題名放鷹】

428) 杉山正u「西曆 1314 年h後大元ウルス西境をめぐる小札記」pp. 351-353，『元�』卷一三五

「u安傳」，Il Milione, cap. 93-94, pp86-87, I Viaggi di Messer Marco Polo, Libro Secondo, cap.

15-16, f. 27b-28a, Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 208a, Taškent, f. 177b, MS : Rampur, p. 138.

Bāyān KWBKH
̆
Y>gūyūkchīの子Nankiyādāī

429) 『舊御物本 蒙古襲來繪詞』(貴重書刊行會 1996 年 h卷：21 紙，23-24 紙，27 紙，後卷：

26-28 紙，31 紙)

430) 『元�』卷一二四「艾貌拔都傳」，卷一三三「也&薫兒傳」

431) 『圖繪寶鑑』卷五「劉貫¯」に“字仲賢，中山人。工畫¯釋人物，鳥獸花竹，一一師古，集諸

家之長，故尤高出時輩。亦善山水，宗郭熙佳處，î眞。至元十六年，寫裕宗御容，稱旨，補

御衣局!”とあることから，じゅうらい，クビライ (66歲) の傍の年若い皇子をチンキム

(38 歲) と看做しているようだが，孫世代のカマラ (18 歲)，ダルマバラ (17 歲)，テムル

(15歲) 兄弟，あるいはマンガラの子アーナンダ (13〜16歲) のいずれかとみるべきだろう。

『集�』でも狩獵の場面は，�初の獲物を仕留めた際の yaγlamıšı 塗脂の儀式ということもあ

るが，チンギス・カンと孫のクビライ (11歲)・フレグ (9歲) 兄弟，アバカと孫のガザン

(8 歲) の組み合わせとなっている。Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 115a, f. 271a, MS :

suppl. persan1113, f. 85b, f. 212a. なお，石濱裕美子は「パクパの著作に見るフビライ政權�初

{の燕京地域の狀況について」(『�滴』24 2002 年 pp. 249-226.) において，SPK, No. 318

を<譯し，ダルマバラの生年を己未 1259 年としたが，『元�』，『集�』の公式見解 ――カ

マラ (1262-1302)，テムル (1265-1307) の生歿年からすれば，ありえない。ここにいうダル

マバラ (=キュムチョクキョン) は，SPK, No. 311 (乙丑 1265 ／至元二年) にも記されると

おり，クビライの庶子のひとり―― モンケの死の直後に生まれたクトゥルク・テムル，

ティベット方面の瓜治を任されたアウルクチ，南ö王トゥクルクのいずれかだろう。

432) Jāmi'al-Tavārīkh, MS : suppl. persan1113, f. 139b, MS : Rampur, p. 158. なお，Diez Album, Fol.

70, Seite. 8 にも，『クルアーン』を讀む二人のモンゴル王 ――アーナンダ父子か―― が描

かれる。このアルバムおよびトプカプのサライ・アルバムの『集�』由來のミニアチュール

は，後揭の【附表 1】との比�によって，どの場面に貼られていたか，ある�度uらかにし

得る。そうした試みのひとつとして，K. Rüjrdamz, Illustrationen zu Rašid al-dīns Taʼrīh
̆
-i

Mubārak-i Ġāzānī in den berliner Diez-Alben, L’Iran face à la domination Mongole, pp. 295-

306. を擧げておく。

433) K. Jahn (ed), Geschischte Ġāzān-H
̆
ān’s aus dem Ta’rīh

̆
-i mubārak-i Ġāzānī des Rašīd al-Dīn

fad
̇
lallāh b.‘Imād al-Daula Abūl-h

̆
air, London, 1940, pp. 1-89.

434) B. Gray, An Unknown Fragment of the “Jāmi'al-Tavārīkh”in the Asiatic Society of Bengal,

Ars Orientalis, vol. 1, 1954, pp. 65-75. 殘存するフォリオは 122 枚，細密畫は 21 箇gにµぎず，

錯鯵も多いが，比�すると~圖はラムプル本とよく一致し，ふたつが同系瓜の寫本であるこ

とは閒�いない。

435) たとえば，f. 147b のフレグとトクズ后の玉座のø樣は，『元典違』やムスリムの藥劑書を漢

『元典違』が語るフレグ・ウルスの重大事變
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譯した『囘囘藥方』の目_の大項目をÎるø樣と類似する (フレグ・ウルスからティムール

�にかけてのミニアチュールを多く收錄する畫帳には，元刊本の『二十四孝圖』の一葉が貼

付されており，同樣のø樣が`められる。Topkapı Sarayı Museum, Hazine2153, fol. 124b.)。

f. 264a のガザンの寶座の布地は，藍釉金ç鳳凰�タイル (岡山私立オリエント美#館藏) の

それと同じø樣である。『世界美#大d集 東洋� 第 17 卷イスラーム』(小學館 1999 年

p. 163.)。また，f. 212a のガザンが�初の狩獵で獲た nakhjīr 黃羊は，『飮膳正4』卷三「獸

品」に描かれるそれと一致する。『黑韃事略』には“獵而得者曰兎，曰鹿，曰野彘，曰黃鼠，

曰頑羊其脊骨可爲杓子，曰黃羊其背黃如Â大，曰野馬如驢之狀，曰河源之魚地冷可致，牧畜

而庖者以羊爲常，牛_之，非大燕會不𠛬馬”，『析津志輯佚』「物產・獸之品」に“黃羊朔方山

野中廣�之。毛黃紅色，疎而長。小耳，兩角赤尖小，成數群常百數。上位駕囘，圍獵以奉上

膳。其肉味精美，人多不敢食”とある。ちなみに，クビライの�初の獲物は khargūsh 兎で，

フレグは āhū詣を仕留めた，とされる。『囘囘館譯語』(阿波國�庫藏)「鳥獸門」“黃羊：乃

諕只兒”，“詣：阿乎”，The Manuscript of al-Malik al-Afd
̇
al, f. 195, f. 199.

Ar. al-s
̇
aid=Per. nakhjīr=Tur. avlig/kad

¯
alika=Mon. arqar

Ar. al-ģazāl=Per. āhū=Tur. ıvıq/ubuq

モンゴル時代の狩獵圖としては，『爾�5圖』卷中「á武」があり，黃羊や兎，詣が描かれる。

“kharsh-i bodd�げる羆”が描かれる�名な Hazine2153, f. 28a の「·中出獵圖」(ジャライ

ル�の巨匠アフマド・ムーサー筆)，Hazine2153, f. 18a, 19b, にみえる動物もあるいは詣と黃

羊か。Topkapi, fig. 49. fig. 105, p. 155,『イスラムの繪畫』fig. 16, fig. 55, pp. 136-137, p. 156, E. J.

Grube & E. Sims, Between China and Iran : Paintings from Four Istanbul Albums, University of

London, 1980, fig. 446-447. こうしたユーラシア東西の畫宴�料については，畫法・~圖等美

#�觀點のみならず，いまいちど�獻にもとづく分析・檢討が必4だろう。

436) F. Richard, Splendeurs persanes : Manuscrits duⅩⅦ e siècle, Paris, 1997, p. 70. 細密畫が描かれ

るべき空欄等に「繪心のない下手な落書き」が`められるが，その~圖には據るところが

あった。

437) Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 342a. に寫本作成者による跋�が載る。なお，かれは，｢ア

バカ・カン紀｣の一�

かれ (=アク・ベク) を [Kūkchah tankīz<Tur. Kökče denġiz靑海の地において]扎撒
ジャサク

裏
に

入去せ敎
し

めた (Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 251a, MS : Taškent, f. 220b, MS :

London, f. 134a. [ ] 部分はMS : suppl. persan1113, f. 196a, MS : suppl. persan209, f. 310b,

MS : Rampur, p. 235. には無い)。

の後にf手に以下の�違を揷入している。

ちなみに，扎撒
ジャサク

裏
に

入去せ敎
し

めたその場面に，本書の寫字生 Mubārakshāh bn Rashīd

Khwānīは臨席した。しかも，海邊の當の天幕の脇にこのやつがれは�えていたのだ。

438) 『南村輟é錄』卷一【云
ユル

都
ドゥ

赤
チ

】“國��四怯薛
ケシク

太官。怯薛者，分宿衞供奉之士爲四番，番三晝

夜。凡上之Ë居・飮食・諸%御之政令，怯薛之長皆總焉。中%雲都赤，乃侍衞之至親n者。

雖官隨�諸司，亦三日一_，輪液入直。^骨朶於÷，佩u刀於 (4) [腰]。或二人，四人，

多至八人…然�g奏p，[無] 云都赤在，固不敢'。今中書移咨各省，或�須備錄奏�事者，

內必�云都赤某等，以此之故。餘印究骨朶字義，嘗記宋景�筆記云「關中人以腹大爲胍計上

5孤，下5都，俗因謂杖頭大者，(赤) [亦] 曰胍計，後訛爲骨朶，朶ö聲”。『元典違』卷三

五「兵部二・軍器」《拘收》【拘收古朶刀子】【禁遞鋪鐵尺手槍】にみえる“古朶”も同じ。骨

朶は『皇u鹵{圖』(名古屋U左�庫藏抄本) に揷繪と解說が載り，邵國田n�『敖漢�物精

華』(內蒙古��出版社 2004 年 p. 111) に紹介されるように契丹時代の實物ものこる。

『元�』卷七九「輿%志二」は“骨朶，朱漆棒首，貫以金塗銅鎚”という。ぎゃくに，これら

の圖宴から，「狩獵圖刻ç漆盆」(『à物漆器――中國・�鮮・瑛球』德川美#館名品集 2

1997 年 p. 54，『室町將軍家の至寶を探る』德川美#館 2008 年 p. 138.) に刻される骨朶

を持つ怯薛
ケシク

二名，【圖 2】の中央部，二列に分かれて骨朶を持ち太刀を佩く六名が üldüči であ
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ることもわかる。

439) Topkapı Saraı Müzesi Kütüphanesi, Hazine2153, f. 23b, f. 52a, f. 148b, Diez Album, Fol. 70, S.

10-Nr. 1, S. 21, S. 23-Nr. 1. MS : Rampur, p. 34, p. 54, p. 70, p. 78, p. 94, p. 124, p. 154, p. 174, p. 214,

p. 232. Il Milione, cap. 89, pp. 82-84, I Viaggi di Messer Marco Polo, Libro Secondo, cap. 12, f.

27a-27b.

440) 『元�』卷八八「百官志四」“廩給司，秩從七品。掌諸王諸蕃各省四方邊�y客飮食供張等事。

至元十九年置”。

441) 『元�』卷一三八「康里脫脫傳」

442) 『元�』卷一三〇「不忽木傳」，卷一九六「忠義四・拜�傳」，『松·齋�集』卷七「康里公碑」，

『潛溪後集』卷八「元故榮祿大夫陝西等處行中書省ö違政事康里公神¯碑銘」

443) 『國�名臣事略』卷四「丞相順德忠獻王」，『元�』卷一三六「阿沙不花傳」，卷一三七「阿禮

海牙傳」，卷一七五「李孟傳」，卷一七八「王$傳」

444) 『元�』卷一三八「康里脫脫傳」，『金華黃先生�集』卷二八「敕賜康里氏先塋碑」

445) Türkische und Mongolische Elemente im Neupersischen, vol. 2, pp. 217-219.『庚申外�』卷上

「癸巳至正十三年」“哈ë自是日親
，左右號倚�”。なお，『金華黃先生�集』卷二八「敕賜

康里氏先塋碑」，『山居怨語』卷一，卷二によると，つとにカンクリの脫脫
トクト

丞相が倚�公と呼

ばれていた。そもそも，世祖クビライ，成宗テムルに仕えたカンクリ出身のビチクチ，トゥ

グルクの字は親臣であり，その祖父の名は亦
イ

�
ナク

であった。『元�』卷一三四「禿忽魯傳」

446) 『元�』卷二百九「姦臣傳・哈ë」，『庚申外�』卷上「癸巳至正十三年」，卷下「丙申十六年」

447) 『元�』卷十八「成宗本紀一」“[元貞元年閏四l]“壬戌，塔卽古阿散以不法伏誅”。8 276 も

參照。

448) 『元�』卷十九「成宗本紀二」[元貞二年十一l]“己巳，兀
ウ

都
トゥ

帶
ダイ

等'g譯太宗・憲宗・世祖實

錄，�曰「忽
ク

都
トゥ

魯
ルク

�失
ミシュ

非行昭睿順�太后g生，何爲亦公n？順�太后}時，裕宗已t自軍中，

g紀l日先後差錯。印別
ペイ

馬
マ

里
リ

思
ス

丹
ターン

炮手亦
イ

思
ス

馬
マー

因
イール

・泉府司，皆小事，何足書耶？」

449) 『元典違』卷二四｢戶部十・租稅｣《僧¯稅》【僧¯租稅體例】

450) 『元�』卷十三「世祖本紀」[至元二十一年秋七l]“己卯 (3 日)，立衍福司”，“[至元二十二

年二l] 己酉，爲皇孫阿難答立衍福司”。

451) Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 217b, f. 156b-157a, MS : Taškent, f. 187a, f. 129a-129b, MS :

Rampur, p. 160, p. 20.

452) Diez album Fol. 71, S. 56 の中央，巨大な紅剌／紅蠟石lal>Mon. nal ルビーを嵌めこんだvを

被り，lājvardī瑠璃ラピスラズリもしくは靑亞姑サファイアの骨朶を手にして象輿に乘る男性

こそ，成宗テムルであろう。『南村輟é錄』卷七「囘囘石頭」，『山居怨語』卷三，『朴*事集

覽』上「紫�忽」，『怨�居家必用事類d集』(中國國家圖書館藏�鮮刊本) 戊集「寶貨辨疑」

【剌】

453) Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 211b-212a, MS : Rampur, p. 145.

454) Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 217a, MS : Taškent, f. 186b, MS : Rampur, p. 159.

455) 『元典違』卷二九「禮部二・禮制二」《%色》【校尉帶】によれば，大王にも大小の區別がある。

456) Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 208b, MS : Taškent, f. 178a. ただし，MS : Rampur, p. 138,

MS : suppl. persan209, f. 256b. では，

Tāīkī ―― Asūtāīの (舊) 妃子で，非常に美貌であり，カアンは彼女を得ている――

の息子 H
̇
aishīngは pādshāhzādah皇子である。

となっている。

457) kih, kīと關係詞が二重の不自然な~�になっているので，この部分は割�だった可能性あり。

458) 『佛祖歷代*載』卷二二“�w生太子，詔海雲，國師3頂立名，奏云「世閒�Ê貴無越於眞金」”。

459) 『龍虎山志續�』趙孟頫敕 幷書丹篆額「大元敕賜開府儀同三司上卿輔成贊�保�玄敎大宗師

志¯弘敎沖玄仁靖大眞人知集賢院事領諸路¯敎事張公 [留孫]碑銘」“武宗・仁宗之始生也，

上 (=クビライ) 皆命公擬名以'。仁宗五歲時，譯爲泳�，今d諱，是也”，『淸容居士集』

『元典違』が語るフレグ・ウルスの重大事變
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卷三四「張公家傳」“十八年七l，皇曾孫生，是爲武宗。上命擇嘉名以'…十二年，仁宗生，

復召命名。今二��諱，雖用國語，皆以公名義釋之”，『¯園學古錄』卷五〇「張公留孫墓銘」

“武宗，仁宗之生也，公皆W命世祖爲製名，興�宮 (=ダギ) 記其事，是以贊書¼之”。皇慶

元年に白塔大寺で國家出版されたウイグル�字モンゴル語のチョイジオドセル『入菩提行駅』

に “yeke eȷ̌en Ayurbarwada qaʼan” とu記される。F. W. Cleaves, The bodistw-a Čari-a

Awatar-un Tayilbur of 1312 by Čosgi Odsir,Harvard Journal of Asiatic Studies, vol. 17, No. 1-2,

1954, pp. 1-129.

460) Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 198a, MS : Taškent, f. 167b, Shu‘ab-i Panjgānah, f. 133.

『元�』卷一一五「順宗傳」。『五分映』のカイシャンの�記には“現在，カアンの地位にはカ

イシャンがいる。かれはAKLYK QAN>Külük qaʼan と稱されている”とある。

461) Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 186a, Shu‘ab-i Panjgānah, f. 131b.

462) 『元典違』卷一「詔令」【登寶位詔】，『國��類』卷九／『�元名賢播芳續集』卷五閻復「卽

位詔大德十一年 (1307) 五l」

463) 『フゥラン・テプテル』p. 80，『漢藏�集』p. 155。『草木子』卷四下「雜俎 」は“世祖生子

口啞，卽 (裕宗) [順宗]。¼壯，當�室，y其6都市。y擇其6之g可者爲妻。獨指一屠人

­。世祖卽爲娶之。廼妲吉妃子也。腹生二�”という傳承を載せる。

464) Taʼrīkh-i Vas
̇
s
̇
āf, Bombey, p. 501, MS : Nur-osmaniye3207, f. 180b, .

465) Taʼrīkh-i Vas
̇
s
̇
āf, Bombey, pp. 502-503, MS : Nur-osmaniye3207, f. 184a, Tārīkh-i Guzīdah, p.

588, The Taʼrikh-i Guzida, p. 567, p. 579. Z
¯
afar nāmah, MS : London, f. 582a.『f利の書』(1335

年�纂。1405 年の寫本) は，見出しにおいて，“Būyāntū Qāān bn Tar-malāy bn Qubilāy

Qāān” とするが，“Qaishān Qāān bn Tarmalāy bn Qubilāy Qāān”, “Anandah Qāān bn

Manqalāy bn Qubilāy Qāān” に比して，�字の
分が不自然であり，たとえば “Būyāntū

Qāān pesar-i Qubilāy Qāān” を修正した可能性も否定できない。

466) Taʼrīkh-i Vas
̇
s
̇
āf, Bombey, p. 498, MS : Nur-osmaniye3207, f. 176a.

467) Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 7b-8a, MS : Tehrān, f. 8b.

本書に語られていないことは鯵略であれ詳細であれ何でも，漢兒
キタイ

・ヒンドゥ・ウイグ

ル・オグズ・キプチャク・その他諸部族の識者・學者たち，および貴族たち ――あら

ゆる集團の各階層の人の中で陛下の御hにおける�上位の隨從なので―― から;査し

た。特に Īrān と Tūrān の將軍たる amīr-i muʻzam [nūyān-i aʻzam] 大
イェケ・

官人
ノヤン

，世界諸國

の管理者 Pūlād Chīngsāng孛
ボ

羅
ロト

丞相から ――願ワクバ彼ノÊ榮ガ長カランコトヲ――。

(かれは) 人の�む地域の廣きにおいて，各種技藝・學問の諸分野について，テュルク諸

部族の系�とかれらの盛衰の歷�，なによりモンゴルのことにかけては，比類が無かっ

た。

Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 210a, MS : Taškent, f. 174b, MS : Ramur, p. 131.

かの諸國の狀況について精*し盡くす amīr Pūlād āqā孛
ボ

羅
ロト

兄
アカ

官人
ノヤン

は，「部族の長，百
じん

姓
みん

のnである貴顯たちを數える Nankiyās 嚢家歹
ナンキャダイ

／蠻
マン

子
ジ

の�慣に從えば，彼處の戶數は

99tūmān<Mon. tümen 萬である」と語っている。

Jāmi‘al-Tavārīkh : Tārīkh-i aqvām-i pādshāhān-i Khatāī, MS : Istanbul, f. 391v (Die

Chinageschichte des Rašīd ad-Din, tafel. 1, p. 19.), MS : BNF, suppl. persan1364, f. 187a, MS :

suppl. persan 2004, f. 245a.

大
イェケ・

官人
ノヤン

Fūlād aqā孛
ボ

羅
ロト

兄
アカ

――神ガ彼ノ公正サニ³助ヲ增サレンコトヲ―― は「か

のMāchīn 蠻子の田地は，彼處の抄數戶計を行って勘定した結果に從い，900 萬の會計

(=稅收) を以て{册に登記されている」と営べた。

468) 『元�』卷五「世祖本紀」[至元元年秋七l庚子]，『元�』卷一一九「塔塔兒臺傳」，『秋澗先

生大d�集』卷五一「大元國故衞輝路監郡塔必公神¯碑銘幷序」

469) 『元�』卷二二「武宗本紀一」，卷二四「仁宗本紀一」，卷一一六「后妃二・答己傳」“先是，

太后以兩太子星命付陰陽家推算，問g宜立，對曰「重光大荒落 (=辛巳／至元十八年) �災，
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旃蒙作噩 (=乙酉／至元二十二年) 長久」。重光爲武宗生年，旃蒙爲仁宗生年”。なお，カイ

シャンとアユルバルワダのあいだに，サンガラギ公nも生まれている。

470) 『集�』「クビライ・カアン紀」に

第 12 子：(名は) 不詳※1。Namubūī khātūn 南必皇妃 ―― (Chābūn 察
チャ

必
ブイ

) khātūn 皇后

が身罷った後※2，[當人から一年後にとpわれており，かのじょの營盤
ユルト

と宮
オル

帳
ド

に入れられ

た／(クビライ・カアンは) かのじょを娶り，一年後，チャブイの營盤
ユルト

と宮
オル

帳
ド

に入れた]。

何となれば (察
チャ

必
ブイ

) 皇后の姪で，Nāchīn kūrkān<Mon. güregen�陳駙馬の娘※1だった

からだ―― より生まれた。

※ 1 『元�』卷一一四｢后妃傳一・南必皇后｣“南
ナム

必
ブイ

皇后
カトン

，弘
コン

吉
ギ

剌
ラト

氏，�
ナ

陳
チン

孫仙越之女也。至元二十

年，�爲皇后，繼守正宮。時世祖春秋高，頗預政，相臣常不得見�，輒因后奏事焉。�子一人，

名鐵
テ

蔑
メ

赤
チ

”。

※ 2 Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 196b, MS : Taškent, f. 166a, MS : Rampur, p. 115.

クビライ・カアンの死よりh，A. H. 682 に相當する biċin il 申年 (=1284 至元二十一年)

に身罷った。

『元�』卷十一「世祖本紀八」[至元十八年二l]“乙未，貞懿順�昭天睿�光應皇后弘吉剌氏}”，

卷一一四「后妃傳一・察必皇后」“十 (四) [八]年二l}”，卷一一五「裕宗傳」“十八年正l昭

睿順�皇后}”。

Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 197b, MS : Taškent, f. 167a, MS : Rampur, p. 118.

とあり，年齡�にも，アユルバルワダがクビライの隱し子である可能性は否定できない。上

揭箇gが，ナムブイ妃を皇后に昇格させたという6味でなく (イスタンブル，タシュケント

本の系圖では，この第 12 子テメチは，第 9 子闊闊
コ コ

出
チュ

と第 10 子忽
ク

都魯
トゥルク

帖
テ

木兒
ム ル

の閒に
列され

る)，怨たに娶ったのであれば，テメチはカイシャンとアユルバルワダの閒に生まれているか

らだ。テメチが「正后」の子でありながら，そのごカアンの繼承候補に名が擧がっていない

ことからすると，『フウラン・テプテル』p. 79 のいうとおり夭折したか，ココジン・カトン

周邊に早い段階でJい落とされたのだろう。なお，ナムブイ妃は BLJYN/TKJYN という娘

ももうけている。この時代の頂宴と同樣，極めて寫實�に描かれた ――ネパール出身の技

師アニガ等によって製作され，大都のティベット佛敎寺院に懸けられた―― 御容に依據す

る『元代�后圖册』(臺灣故宮a物院藏) のチャブイとダギは，íり合わせに綴じられるのも

さることながら (淸�乾隆年閒の修繕時にËきた偶然かもしれないが)，二人ともコンギラト

駙馬家アルチ・ノヤンの血�に屬し，口許・顎のあたりを中心にどことなく似*う。いっぽ

う，同腹兄弟のカイシャンとアユルバルワダはdく似ておらず，クビライと，アユルバルワ

ダ，『元代后妃太子宴册』(北京故宮a物院藏) 收錄のノムガンは，目許・輪郭などに類似點

が見られる (カイシャンと�宗トク・テムル父子は面長)。これらの御容の正確さは，たとえ

ば『析津志輯佚』「風俗」pp. 205-206 の罟罟vについての詳細な解說との照合によっても裏

付けられる。Dschingis Khan und seine Erben : Das Weltreich der Mongolen, München, 2005,

pp. 303-311，『中國古代書畫圖目 (十九)』(�物出版社 1999 年 pp. 317-318.)，『欽定日下

舊聞考』卷十三「御製南薰殿奉藏圖宴記」

ちなみに，『集�』部族志「スルドゥス部族」に

Chīlāūqān bahādur<Mon. Čilaʼun baʼatur 赤老溫八都兒※の子は Sudūn nuyān<Mon.

Südün noyan 宿敦官人 ――チンギス・カンの治世においては右手の官人たちに屬して

おり，極めて�力・高位となった。オゴデイ・カアンの治世にも存命しており，トル

イ・カンとソルコクタニ・ベキの子息たちの隨身をなしていた―― であった。クビラ

イ・カアンの御世には，その息子 Qājūがかれの座に位置し，Ê敬された。百歲まで生

きたが，耄碌して自分の媳Äを�識せず「彼女を俺にくれ」という%樣だった。

※ 『隴右金石錄』卷五「孫都思氏世勳碑」

といった例も見られる。Jāmi'al-Tavārīkh, MS : Istanbul, f. 36a, MS : Taškent, f. 36b, MS :

Tehrān, f. 35b.
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附表 1 『集�』諸本ミニアチュール一覽 (1)

パリ本
(suppl.
persan
1113)

ランプ
ル本

ベンガ
ル本

パリ本
(suppl.
persan
1561)

イスタ
ンブル
本

タシュ
ケント
本

序�

2b
下部車型に神
が試すアブラ
ハムの信仰

3b ？

6a

上部 2/5 に『集
�』� 纂 の �
景：ガザン、ボ
ロ ト 丞 相、ラ
シード等

7b

下部凸形に『集
�』� 纂 の �
景：ガザン、ボ
ロ ト 丞 相、ラ
シード等

計 1 計 0 計 0 計 0 計 1 計 2

部族志

オグズ 10b
中央部 1/2 ù
にムスリ ムと
なったオグズ

11a 9b
中央部 1/2 ù
にムスリ ムと
なったオグズ

9a

中央部 1/2 に
大宴會を開く
オグズと六 人
の息子

メルキト 28b

中央部 1/3 にク
ラン妃兄妹とオ
グ ル・ガ イ ミ
シュ

クルラウト 76a

下部 1/3强にカ
イドゥのもとに
走ったドルド
ガ・ノヤン

テレングト 39b

下部 1/4强にケ
ムケムジュート
の森林に暮らす
人々

22b 20b

下部 1/4 にケ
ムケム ジュー
トの森林に暮
らす人々 上部
1/2强

森のウリャ
ンカ

23a 21a

下部 1/5 に橇
で�來する森
のウリ ャンカ
中央部 1/5

ケレイト 61b

中央部 1/3强に
タタルによって
大金�廷に[ら
れ磔にされるマ
ルクズ・ブイル
ク・カン

114a
上部 2/5 に兄弟
を手にかけるオ
ン・カン

114b

中央部 1/3ùに
ダヤン・カンの
もとに齎された
オン・カンの首

ウイグル 51b
上 部 1/4 にイ
ディクトV駙馬
と公n
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附表 1 『集�』諸本ミニアチュール一覽 (2)

パリ本

(suppl.

persan

1113)

ランプ

ル本

ベンガ

ル本

パリ本

(suppl.

persan

1561)

イスタ

ンブル

本

タシュ

ケント

本

キヤト 53b

d畫面にエルグ

ネ・クンより出

たモンゴルの祖

先

30b 30a

下部 1/2 ùに

エルグネ・クン

より出たモン

ゴルの祖先

計 10 計 0 計 0 計 0 計 4 計 4

ドブン・バ

ヤン紀

45b 46a

正方形小枠に

ドブン・バヤ

ン夫妻のß宴

(系圖)

14b
下部 7/8 にドブ

ン・バヤンの死

計 1 計 0 計 0 計 0 計 1 計 1

アラン・ゴ

ア紀

47a 闕

正方形小枠に

アラン・ゴア

のß宴 (系圖)

15b

下部 1/2强にア

ラン・ゴアと息

子たち

計 1 計 0 計 0 計 0 計 1 計 0

ボドンチャ

ル・カン紀

48a 闕

正方形小枠に

ボドンチャル夫

妻のß宴 (系

圖)

16b

中央部 1/2 にボ

ドンチャル夫妻

と息子たち

計 1 計 0 計 0 計 0 計 1 計 0

ドゥトゥン・

メネン紀

49a

正方形小枠に

ドゥトゥン・メ

ネン夫妻のß

宴 (系圖)

17a

下部 1/3 にドゥ

トゥン・メネン

と息子たち

計 1 計 0 計 0 計 0 計 1 計 0

カイドゥ・

カン紀

51a

正方形小枠に

カイドゥ・カ

ン夫妻のß宴

(系圖)

20b

上部 1/2 にカイ

ドゥ夫妻と息子

たち
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附表 1 『集�』諸本ミニアチュール一覽 (3)

パリ本

(suppl.

persan

1113)

ランプ

ル本

ベンガ

ル本

パリ本

(suppl.

persan

1561)

イスタ

ンブル

本

タシュ

ケント

本

計 1 計 0 計 0 計 0 計 1 計 0

バイ・シン

コル紀

51b

正方形小枠に

バイ・シンコ

ル夫妻のß宴

(系圖)

計 0 計 0 計 0 計 0 計 1 計 0

トゥムビナ・

カン紀

53a

正方形小枠に

トゥムビナ・

カン夫妻のß

宴 (系圖)

計 0 計 0 計 0 計 0 計 1 計 0

カブル・カ

ン紀

22b

上部 1/3强にカ

ブル・カン夫妻

と息子たち

計 1 計 0 計 0 計 0 計 0 計 0

バルタン・

バアトル紀

58b 50a

正方形小枠に

バルタン・バ

アトル夫妻の

ß宴 (系圖)

34a

下部 1/2 にバル

タン・バアトル

夫妻と息子たち

計 1 計 0 計 0 計 0 計 1 計 1

イェスゲイ・

バアトル紀

61b

正 方形小枠に

イェスゲイ・バ

アトル夫妻のß

宴 (系圖)

36b

上部 1/2 にイェ

スゲイ・バアトル

夫妻と息子たち

計 1 計 0 計 0 計 0 計 1 計 0

チンギス・

カン紀

66a

正方形小枠にチ

ンギス・カン夫

妻のß宴 (系圖)

97b

上部 1/3强にタ

イチウト族との

戰い

69a
下部 1/2 にタイ

チウト族の戰い

98b

上部 1/2 ùに

13 のクリエン

の�成

70b

中央部大圓枠に

13 のクリエンの

�成



『元典違』が語るフレグ・ウルスの重大事變

321 〔230〕

附表 1 『集�』諸本ミニアチュール一覽 (4)

パリ本

(suppl.

persan

1113)

ランプ

ル本

ベンガ

ル本

パリ本

(suppl.

persan

1561)

イスタ

ンブル

本

タシュ

ケント

本

98b
下部 1/3 に釜茹

でにされる敵
71a 51b

中央部 1/2 に

釜茹でにされ

る敵 �墨下

繪

99b

上部 2/5 强に

ジ ャ ジーラト

部ウルク・テ

ムル等の歸附

100a

下部 1/3 にチン

ギス・カン母子

開催の宴會にて

發生した諍い

105a

中央部 1/3 にオ

ン・カンと父子

の契りを-わす

宴會

29a

上部 1/3 にオ

ン・カンととも

にナイマンのブ

イルク・カンと

戰うテムジン

92a

上部 2/5 にサ

アリケールで

の大宴會

79b

上部 1/2 にサ

アリケールで

の大聚會

30a

中央部 1/2ùに

吹·の中でのナ

イマン・メルキ

ト連合軍との戰

い

81b

中央部大圓枠

に吹·の中で

のナイマン・

メルキ ト連合

軍との戰い

107b

下部 2/5 强に

バルジュナの

水飮み

84b 56a

中央部 1/2 ù

にバルジュナ

の水飮み

108b
中央部 1/3 にオ

ン・カンの落命

166a

下部 5/6 にチン

ギ ス・カ ン の

ジャサクの制定

と卽位式

86a 54b

上部 2/3 强に

チンギス・カ

ンのジ ャサク

の制定と卽位

式 �墨下繪

43b

下部 1/2强に�

忽崖から滑落す

るダヤン・カン

の軍勢

90a 61b

中央部 1/4 圓+

1/4 長方形に�

忽崖から滑落

するダヤン・カ

ンの 軍 勢 中

央部六角形 1/4

+長方形

44a
中央部 1/3 ù

に河西'攻

44b

下部 5/6 に大聚

會における九本

の白纛とチンギ

ス・カンの稱號

の樹立
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附表 1 『集�』諸本ミニアチュール一覽 (5)

パリ本

(suppl.

persan

1113)

ランプ

ル本

ベンガ

ル本

パリ本

(suppl.

persan

1561)

イスタ

ンブル

本

タシュ

ケント

本

48a

上部 1/2 にアゼ

ルバイジャンの

ムスリム領nた

ちによるグルジ

ア軍の驅�・凱

旋

49a

中央部 1/3 强

に漢兒田地へ

の!攻

65a

上部 1/2 に公n

皇后を[り屆け

る金�のá和y

�

96b 68a

上部 1/2 に公

n皇后を[り

屆ける金�の

á和y�

65b
中央部 1/2 に

中都陷落

66b

中央部 1/2ùに

漢兒田地よりオ

ルドへの歸t

87b

中央部 1/2ùに

ジャンドを影伏

させたジョチ軍

89a

中央部 1/3强に

河を挾んで戰う

ジョチ軍とテム

ル・マリク軍

105b 77a

下部 1/2 强に

河を挾んで戰う

ジョチ軍とテム

ル・マリク軍

90a
中央部 1/3强に

ブハラの制壓
107a 78b

上部 1/2 にブ

ハ ラ の 制 壓

上部 1/2强

84a バルフ制壓

60b

中央部 1/2ùに

ホラズムのスル

タン・ムハンマ

ドの�{

109b 81a

上部 1/2 にホ

ラズムのスル

タン・ムハンマ

ドの�{

71a

下部 1/3 にテル

ミズで老婆の腹を

裂くモンゴル軍

72a

中央部 1/2 ùに

シギ・クトゥク軍

とジャラールゥッ

ディーン軍の戰

い

85a

中央部にシ

ギ・クトゥク

軍とジャラー

ルゥッディー

ン軍の戰い

86a

インダス河

を渡るジ ャ

ラールゥッ

ディーン

113a 84b

中央部 2/3 ù

にインダス河を

渡るジ ャラー

ルゥッディーン

86b

ジャラールゥッ

ディーンの子

息たちの處𠛬

84a

下部 1/3 にモン

ゴル軍のサマル

カンド出立に際

して露拂いをさ

せられるトゥル

ケン・カトンたち
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附表 1 『集�』諸本ミニアチュール一覽 (6)

パリ本

(suppl.

persan

1113)

ランプ

ル本

ベンガ

ル本

パリ本

(suppl.

persan

1561)

イスタ

ンブル

本

タシュ

ケント

本

87b
バナーカト

河での聚會

85b

上部 3/4ùに初

めての狩りでチ

ンギス・カンに

塗脂してもらう

クビライとフレ

グ

89a

モンゴル高

原の大金帳

での大聚會

と宴會の開

催

116b

上部 3/5 に$

言するチンギ

ス・カン

90a
$言するチ

ンギス・カン
116a 87b

上部 1/2 に$

言するチンギ

ス・カン

117a

中央部 1/2 にチ

ンギス・カンの

葬儀

90b
チンギス・カ

ンの葬儀
116b 88a

下部 1/2 ùに

チンギス・カン

の葬儀

126b

d畫面に大聚會

で�訓を垂れる

チンギス・カン

計 31 計 0 計 8 計 0 計 16 計 11

オゴデイ・

カアン紀

137b 109a

正方形小枠に

オゴデイ・カア

ン夫妻のß宴

(系圖)

132b
d畫面にオゴデ

イと息子たち？

133b d畫面に卽位式 139b 111a
中央部 1/2 强

に卽位式

140a 112b

下部正方形中

枠に吹·の中、

金�軍と戰う

トルイ軍

137b

下部 1/2ùに大

聚會での銀錠等

の賜與

20a

キ プチャク

草原、ロシア

�征

20b

ロシア�征

軍の諸王た

ちの聚會

21b

カラ・コル

ムに円設し

た宮殿 (カ

ルシ)

146b 119a

下部 1/2 にカ

ラ・コルムに

円設した宮殿

(カルシ)

p. 16

d畫面に第

41 の言行と

して相撲觀

戰を樂しむ

オゴデイ

153b 126a

中央部 1/2 に

第 41 の言行と

して相撲觀戰

を樂しむ オゴ

デイ

計 3 計 1 計 3 計 0 計 5 計 5
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附表 1 『集�』諸本ミニアチュール一覽 (7)

パリ本

(suppl.

persan

1113)

ランプ

ル本

ベンガ

ル本

パリ本

(suppl.

persan

1561)

イスタ

ンブル

本

タシュ

ケント

本

ジョチ・カ

ン紀

p. 32

右上正方形

小枠にジョ

チ・カン夫

妻のß宴畫

162a

正方形小枠に

ジョチ・カン

夫 妻 の ß 宴

(系圖)

153a

下部 4/5 ùに

ジョチのイル

ティシュの營盤

pp.

32-33.

見開きほぼ

d畫面に一

門聚會の圖

164a 135b
中央部 1/2 に

一門聚會の圖

pp.

34-35.

見開きd畫

面に一門聚

會の圖

91a
上部 1/2 强に

バトゥの卽位
p. 37

中央部 1/2

强にバトゥ

の卽位

p. 39

中央部 1/2

强にベルケ

の卽位

p. 40

下部 2/5 に

モンケ・テ

ムルの卽位

155b

中央部 2/3 に

トクタとノガ

イの戰い

p. 43 44a

中央部 1/2

ùにトクタ

とノガイの

戰い

計 2 計 6 計 1 計 0 計 2 計 1

チャガタ

イ・カン紀

170b

正方形小枠に

チャガタイ・カ

ン夫妻のß宴

(系圖)

p.

54-55.
58b

見開きd畫

面に一門聚

會の圖

173a 143b
上部 1/2 に一

門聚會の圖

p. 57 56a

上 部 1/2 に

アルグとオル

クナ・カトン

の婚姻、卽位

p. 58 56b

中央部 1/2

にバラク開

催の聚會

159a

下部 2/3 ùに

チャガタイの

葬儀

159b

d畫面にチャ

ガタイの宰相

の處𠛬

計 2 計 3 計 3 計 0 計 2 計 1
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附表 1 『集�』諸本ミニアチュール一覽 (8)

パリ本

(suppl.

persan

1113)

ランプ

ル本

ベンガ

ル本

パリ本

(suppl.

persan

1561)

イスタ

ンブル

本

タシュ

ケント

本

トルイ・カ

ン紀

162a

下部 1/3 にト

ルイ・カン夫

妻のß宴

177a

正方形小枠に

トルイ・カン

夫 妻 の ß 宴

(系圖)

162b

d畫面にトル

イの 9 人の息

子たち

p. 62

中央部 1/2

二段にわけ

てトルイの

息子たち

pp.

66-67

見開きd畫

面に一門聚

會の圖

164b
下部 2/3 に一

門聚會の圖

pp.

70-71

見開きd畫

面に一門聚

會の圖

179a 148b
上部 1/2 强に

一門聚會の圖

p. 74

下部 1/3 に

モンケとバ

トゥの對面

計 3 計 4 計 0 計 0 計 2 計 1

グユク・カ

ン紀

pp.

78-79.

見開きd畫

面に卽位式
183a 152b

上部 1/2 强に

卽位式

p. 84

見開きd畫

面にグユク

の大聚會

p. 86

下 部 1/3 に

各地の諸王、

長官たち？

p. 87

d畫面にグ

ユクの�訓・

言行？

計 4 計 0 計 0 計 1 計 1

モンケ・カ

アン紀

p. 90

右上小枠に

モンケ・カ

アンのß宴

186a

正方形小枠にモ

ンケ・カアン夫

妻のß宴 (系圖)

p. 88
上部 1/2 に

聚會

169b

d畫面にモンケ

と后妃・息子た

ち

p. 90

d畫面にモ

ンケと后妃・

息子たち

pp.

94-95

見開きd畫

面に卽位式
188a 157b

中央部 1/2 に

卽位式

p. 98

下部 2/3 强

にチンギス・

カンの帳Q

に入り審問

を開始する

モンケ
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附表 1 『集�』諸本ミニアチュール一覽 (9)

パリ本

(suppl.

persan

1113)

ランプ

ル本

ベンガ

ル本

パリ本

(suppl.

persan

1561)

イスタ

ンブル

本

タシュ

ケント

本

172a

上部 1/2 にクー・

デタを企てたオ

ゴデイ諸子等の

審問・處𠛬

p. 99 101a

下部 2/3 强

にクー・デタ

を企てたオ

ゴデイ諸子

等の審 問・

處𠛬

189b 159a

中央部 1/2 ù

にクー・デタ

を企てたオゴ

デイ諸子等の

審問・處𠛬

192a 161b
下部 1/2 にモ

ンケの怨政

p. 107 105a

下部 1/2 强

にクビライ

の南宋'攻

p. 108 105b

下部 1/2 强

にモンケの

死

p. 114

下部 1/3 に

モンケの�

訓・言行

計 2 計 8 計 3 計 0 計 4 計 3

クビライ・

カアン紀

p. 119

右上正方形

小枠にクビ

ライ・カアン

夫妻のß宴

198a 167b

正方形小枠に

クビライ・カ

アン夫妻のß

宴 (系圖)

p. 119

d畫面にク

ビライと后

妃・息子たち

下部 5/6 に卽

位式

p. 123 200a 169b
中央 1/2 强に

卽位式

pp. 12

4-125

見開きd畫

面に卽位式

53a

アリク・ブ

ケの投影と

審問h日の

宴會

p. 130

下部 1/2 ù

にノムガン

とカイドゥ

の戰い

p. 131
中央部 1/2强

に南宋接收

p. 133
上部 2/3强に

大都の宮殿

p. 136

中央部 1/2

强に都堂の

坐_

207a 176b

下部の正方形

の中枠に都堂

の坐_

p. 140

下部 1/2 ù

にフランク

式投石機で

襄陽を攻擊

するバヤン・

高ö違等
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附表 1 『集�』諸本ミニアチュール一覽 (10)

パリ本

(suppl.

persan

1113)

ランプ

ル本

ベンガ

ル本

パリ本

(suppl.

persan

1561)

イスタ

ンブル

本

タシュ

ケント

本

p. 146

下部 1/2 ù

にクビライ

の�訓・言

行

p. 150

下部 1/2 强

にタブリー

ズの大地震

計 0 計 10 計 1 計 0 計 3 計 3

テムル・カ

アン紀

p. 152

右上正方形

小枠にテム

ル・カアン

夫妻のß宴

1215a

正方形小枠に

テムル・カア

ン夫妻のß宴

(系圖)

p. 151

上部 1/5 强

下部 3/5 ù

に大聚會

p. 152

d畫面にテ

ムルと后妃・

息子たち

pp. 15

4-155

見開きd畫

面に卽位式
215b

中央部 1/2 强

に卽位式

139b

下部 2/3 ùに

クルアーンを讀

むアーナンダ

p. 158

中央部 3/4

にクルアー

ン を 讀 む

アーナンダ

p. 160

下部 2/5 に

カイドゥ・

ドゥア軍と

の戰い

計 1 計 5 計 0 計 0 計 2 計 0

フレグ・カ

ン紀

221b 191a

正方形小枠に

フレグ夫妻の

ß宴 (系圖)

p. 168

d畫面にフ

レグと后妃

たち

p. 171 120a

下部 1/2 强

にアリク・

ブケ等との

宴會

174a
上部 1/2 ù西

征へ

174b
下部 3/4 に大

帳にて聚會

pp. 17

4-175

見開きd畫

面に聚會
224a 193b

中央部 1/2 强

にアルグン・

アカ製作の大

帳にて聚會

177a

上部 1/2 にイ

スマーイルn

征伐

p. 178 55b

下部 1/2 强

にイスマー

イルn征伐
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附表 1 『集�』諸本ミニアチュール一覽 (11)

パリ本

(suppl.

persan

1113)

ランプ

ル本

ベンガ

ル本

パリ本

(suppl.

persan

1561)

イスタ

ンブル

本

タシュ

ケント

本

177b

下部 1/2 にア

ラムートの投

影

p. 180

下部 2/3 ù

にアラムー

トの投影

183a

中央部 1/2强に

ナスィールゥッ

ディーン等とア

ラムートの戰f

祝い

p. 181

下部 3/4 にナ

スィールゥッ

ディーン等と

アラムートの

戰f祝い

226b 196a

上部 1/2 强に

ナスィールゥッ

ディーン等と

アラムートの

戰f祝い

179a

上部 1/2 强に

カリフからの

y臣

p. 186

中央部 3/5

にカリフか

らのy臣

180b-

181a

見開きd畫面

にバグダード

攻め

pp. 19

0-191

見開きd畫

面にバグダー

ド攻め

231b-

232a

201a-

201b

見開き大楕圓

形にバグダー

ド攻め

186a
上部 1/2 强に

カリフの投影
p. 193

下部 4/5 にカ

リフの投影

p. 198

下部 2/3 ù

にナスィー

ルゥッディー

ンとマラーガ

天�臺

187a

中央部 1/2 强

にウルクトゥ・

ノヤンのイル

ビル城塞#圍

190a
下部 1/2 ùに

モスール攻擊
p. 205

中央部 1/2

强にモスー

ル攻擊

191a
上部 1/2强にベ

ルケとの戰い
p. 207

下部 2/3 ù

にベルケと

の戰い

192a
中央部 2/3 に

フレグの死
p. 210

中央部 1/2 に

フレグの死

計 12 計 13 計 2 計 4 計 4

アバカ・カ

ン紀

241a

正方形小枠に

アバカ夫妻の

ß宴 (系圖)

p. 212

中央部 1/3

强にアバカ

と后妃たち

p. 213
下部 2/5 强

に聚會

194a
上部 5/6 に第

一_卽位式

pp. 23

2-233

見開きd畫

面に第一_

卽位式

242a 211b
上部 1/2 强に

第一_卽位式

p. 217

ほぼd畫面

2 段にノガ

イ、ベルケ

との戰い

p. 227
下 部 1/2 强

に對バラク戰
248a 217b

上部 1/2 に對

バラク戰
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附表 1 『集�』諸本ミニアチュール一覽 (12)

パリ本

(suppl.

persan

1113)

ランプ

ル本

ベンガ

ル本

パリ本

(suppl.

persan

1561)

イスタ

ンブル

本

タシュ

ケント

本

pp. 21

4-215

見開きd畫

面に第二_

卽位式

198a
下部 2/3 ùに

アバカの死
p. 242

下部 1/2 ù

にアバカの死

198b

下部 5/6 にアル

グンたちに大訓

を垂れるアバカ

p. 244

d畫面にア

バカの�訓

と言行

計 3 計 8 計 0 計 0 計 3 計 2

テクデル・

カン紀

255b 闕

正方形小枠に

テクデル夫妻

のß宴 (系圖)

p. 247
下部 5/6 に

卽位式
256a 225b

下部 1/2 强に

卽位式

200b

上部 1/3强にテ

クデル (アフマ

ド) とアルグン

の戰い

p. 252

中央部 1/2强

に テクデ ル

(アフマド) と

アルグンの戰

い

202a

下部 1/2 にイス

ラームに歸依す

るテクデル (�

墨下繪)

計 2 計 2 計 0 計 0 計 2 計 1

アルグン・

カン紀

261b

正方形小枠に

アルグン夫妻

のß宴 (系圖)

203a

中央部 1/2 にテ

クデルにまみえ

るアルグン

203b
上部 7/8 に第

一_卽位式
262a 231b

中央部に第一

_卽位式

204b
下部 4/5 に第

二_卽位式

206b
下部 1/3 强に

アルグンの死

p. 259

下部 3/4 に

アルグンの

�訓と言行

p. 260

d畫面にア

ルグンの�

訓と言行

計 4 計 2 計 0 計 0 計 2 計 1
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附表 1 『集�』諸本ミニアチュール一覽 (13)

パリ本

(suppl.

persan

1113)

ランプ

ル本

ベンガ

ル本

パリ本

(suppl.

persan

1561)

イスタ

ンブル

本

タシュ

ケント

本

ガイハトゥ・

カン紀

267b

正方形小枠に

ガイハトゥ夫妻

のß宴 (系圖)

208a
上部 7/8 に卽

位式
p. 262

2 段 4/5 に

聚會
267b

下部 1/8 强に

卽位式

計 1 計 1 計 0 計 0 計 2 計 0

ガザン・カ

ン紀

271b

正方形小枠に

ガザン夫妻の

ß宴 (系圖)

210a
中央部 6/7 に

ガザンのw生
p. 268

上部 1/3 にガ

ザンのw生

211b

上部 1/2强に祖

父アバカ、父ア

ルグンに溺愛さ

れるガザン

212a

中央部 1/2 に初

めての狩りで黃

羊を射止める八

歲のガザン

217b

中央部 3/4ùに

ニーシャプール

の	亂の鎭壓

221a

中央部 2/3 にバ

イドゥ・カンとの

戰い

252b
下部 1/2 にイ

スラーム入信

227a

下部 5/6 にイス

ラーム法による

婚禮の式典

227b-

228a

見開きd畫面に

卽位式
279b 254a

上部 1/3 强に

卽位式 下部

1/2强に卽位式

234b

上部 5/6 に弟ハ

ルバンダととも

に聚會と宴會の

開催

235a

上部 2/3ùにケ

レムン・カトン

との婚禮の式典

236a
下部 6/7 にシ

リア戰役
285a 261b

下部 1/3 ùに

シリア戰役 下

部 1/2强にシリ

ア戰役

239a

下部 7/8 に金帳

の完成とクル

アーンの誦讀會

240a
下部 2/3强に御

幸中の野外祭祀
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附表 1 『集�』諸本ミニアチュール一覽 (14)

パリ本

(suppl.

persan

1113)

ランプ

ル本

ベンガ

ル本

パリ本

(suppl.

persan

1561)

イスタ

ンブル

本

タシュ

ケント

本

290b
下部 1/2 ùに

眼疾の治療

242b

下部 9/10 にタ

ブリーズの AL

AFRNK 大王・

ヤ アクーブ・

バーグバーニー

以下長老たち・

カアンのy臣の

ナースィルゥッ

ディーン等の	

亂の審問と處分

291b

中央部 1/2 にタ

ブリーズの AL

AFRNK 大 王・

ヤ ア ク ー ブ・

バーグバーニー

以下長老たち・

カアンのy臣の

ナースィルゥッ

ディーン等の	

亂の審問と處分

243b

中央部 3/4 にサ

アドゥッディー

ンへの恩賜の式

典

244b

上部 1/4 にケレ

ムン・カトンの

葬儀後、死生觀

についての訓言

を語るガザン

245a

下部にガザンの

死を吿げる靑い

ターバンのムスリ

ムの小さなß宴

245b
d畫面にイス

ラーム式の葬儀

248a

上部 1/2强に第

2 の事跡たる

シャ リーアと

ジャサクに照依

して治罪するガ

ザン

9b

下部 1/2 强

に第 2 の事

跡たるシャ

リーアとジャ

サクに照 依

して治罪す

るガザン

251a

下部 2/3ùに第

6 の事跡たる國

家財政の円て直

し

16b

中央部 1/2

强に第 6の

事跡たる國

家財政の円

て直し

22a

中央部 1/2

强に第 9の

事跡たるミ

スル、シリ

ア�征で獅

子奮�の活

Yをみせる

ガザン

254a

下部 2/3强に第

10 の事跡たるイ

スラームのカー

ディーや長老へ

の說諭

25b

下部 1/3 に第

10 の事跡たる

イスラームの

カーディーや

長老への說諭
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附表 1 『集�』諸本ミニアチュール一覽 (15)

パリ本

(suppl.

persan

1113)

ランプ

ル本

ベンガ

ル本

パリ本

(suppl.

persan

1561)

イスタ

ンブル

本

タシュ

ケント

本

256b-

257a

見開きd畫面に

第 13 の事跡た

るイスラーム墓

�の円築と寄'

31a

d畫面に第

13 の事跡た

るイスラー

ム墓�の円

築と寄'

304b

中央部 1/2 强

に第 13 の事跡

たるイスラー

ム墓�の円築

と寄'

259b

下部にムスリム

のß宴 (�墨下

繪)

56a

上部 1/2 に

第 16 の事

跡における

舊 來 の y

臣・�稅官

たちの狼藉

ぶり

271b

中央部 1/2 に第

18 の事跡たる

y臣の站赤利用

の取り閲まり

70b

中央部 1/3

に第 18 の

事跡たるy

臣の站赤利

用の取り閲

まり

273b

上部 1/2ùに第

19 の事跡たる

街¯の强盜の驅

除と街¯の保安

75b

中央部 1/3

强に第 19

の事跡たる

街¯の强盜

の驅除と街

¯の保安

322a

下部 1/3 ùに

第 19 の事跡た

る街¯の强盜

の驅除と街¯

の保安

81a

d畫面に第

21 の事跡

たる度量衡

の瓜一

90a

下部 1/2强

に第 25 の

事跡たる軍

G・軍馬の

整備

111b

中央部 3/5

に第 33 の

事跡たる工

匠たちへの

荏拂い法の

是正

279b

中央部 1/2 に

第 35 の事跡た

る鷹匠と*y

いに關する取

り決め

115b

中央部 1/2

に第 35 の

事跡たる鷹

匠と*yい

に關する取

り決め

337b

下部 1/2 ùに

第 35 の事跡た

る鷹匠と*y

いに關する取

り決め

117b

下部 1/2强

に第 36 の

事跡たる土

地の開墾の

補助・奬勵
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附表 1 『集�』諸本ミニアチュール一覽 (16)

パリ本

(suppl.

persan

1113)

ランプ

ル本

ベンガ

ル本

パリ本

(suppl.

persan

1561)

イスタ

ンブル

本

タシュ

ケント

本

285b

下部 1/2强に第

38 の事跡「驛館

整備と民家の宿

泊の禁止」で語

られるニーシャ

プールの花嫁と

スルタンの逸話

124b

上部 1/2 ù

に第 38 の事

跡「驛 館 整

備と民家の

宿 泊 の 禁

止」で語られ

るニーシャ

プールの花

嫁とスルタ

ンの逸話

342a

下部 1/2 に第

40 の事跡たる

奴婢の6郭へ

の賣却禁止

計 27 計 1 計 0 計 15 計 10 計 4


